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各種 製造 H 業 及び 加工業の 全貌 


我國 は由來 農耕 を 重んじて ェ商 を賤 しみ、 凡ゆる 製造の こと は槪 ね家內 工業の 域に 停滯 して. Q 

たため、 その 經營の 規模 は 悉く 資本 も 寡少で あり 設備 も單 純であった。 この ェ商 蔑視の 觀 念の 故 

に、 ェ藝 上の 發明ゃ 科學的 考究 等に 對 して は 『奇 技淫 巧』 として 之 を視、 槪し てこれ を 戒める 態 

度 を 執って ゐ たので ある。 然るに 南京 條約 による 五 港の 開放 以來 は、 外國 製品の 轍 入せられ る も 

の 脈々 として 絕 えす、 凡そ 交通 便利の 地域に して、 外貨の 横行せ ざる 所な し、 とい ふ狀 態とな つ 

た。 これが ため、 在來の 各種 家內 工業 乃至 手工業 は、 徹底的に 破壞 せられる に 至った ので あるが 

當時は 乙の 現象に 對 して 深き 省察 を 加へ る もの 絕 無で あり、 偶 ま 部分的に 匡救の 策 を籌畫 する も 

のが あっても、 依然として 傳統 的な ェ商賤 視の觀 念 を 以て 一 貫して. Q たので ある。 

然るに 太平 天 國の亂 (譯 Ml) が 勃發し 幾多の 外國 人が 官軍 叛軍の 雙 方に 參加 活躍す るに 及び、 

近代的な 機械と 器具の 優秀 便利な ことが 天下に 彰れ るに 到った。 就中 『淸朝 中舆の 功臣』 . として 

第 一 章 緖  0  3 


第一章^  論  四 

知られる 大官 は、 親しく 西洋 製の 器械が 滕機を 確保す るに 重要な 役割 を 演じた 所以 を 目擊 したた 

め、 從 つて、 それまでの 傳統的 觀念を 些か 改め、 洋風の 軍艦 兵器 を 模造す るに 到った。 しかも、 

引續 いて 阿片 戰爭 及び 英佛 聯合 軍に よる 北支 侵略 戰爭の 二役に 於いて、 侵略軍が 新式の 軍艦と 銃 

砲の 威力に よって、 長驅 千里、 殆んど 無人の境 を 行く が 如くに 席捲し 去った M と は、 重傷に 氣息 

奄々 たる 淸朝 政府 をして、 戰 敗の 眞 因が、 實に 兵器の 舊 式であった に由來 する と を 痛感せ しめ 

大いに 兵 工廠 を振與 すべき 決意 を 抱かせる に 到った ので ある。 この 現れと して 見るべき もの は、 

同 治 四 年、 曾國 藩が 上海に 創設した 江 南 造船 局 • 翌年、 左 宗棠が 福 州に 創設した 船 政局 • その 望 

年、 李鴻 章が 上海に 創設した 江 南 製造 局 • 光緖 三年、 丁 寶楨が 成 都に 創設した 兵ェ 廒 等が それで 

あって、 これら は 皆 如上の 事由に 基く 重要なる 軍用 工場であった。 (譯： S2〕 

同 治の 末年から 光 緒の 初年に かけて、 我が 國には 早く も 新式の 設備に よる 商品 生産が 現れて. Q 

るが、 しかし、 その 規模 は 極めて 小さくて、 單 に舊來 の家內 工業 を 幾らか 攒充 した 程度に 過ぎな 

いものであった。 從 つて、 厳密な 意味で、 近代的な 工場に よる 商品 生産が 開始され たの は、 光緖 

四 年 (1 A 七 九 年) 左宗棠 が甘肅 省の 蘭 州に 創設した 織 呢總局 を 以て 權輿 とすると 言 はねば な ら な 

いので ある。 この 工廠 は 今 曰から して 之 を觀れ ば、 勿論 その 規模 は 頗る 小さい ものであるが、 當 


時に 在って は その 右に 出る ものはなかった。 乙の 故に、 多くの 者 も 亦 我が 國に 於け る 近代的 商 

品 生產を 論す る 場合に、 多く は 左 宗棠の M の 工場 を 以て 嚆矢 とする ので ある。 乙れ 以來、 江 蘇 • 

湖北 • 廣柬 等の 諳 省に、 相次いで 近代的 工場が 創立され たが、 それらの 大部分 は 李鴻章 及び 張 之 

洞の 創設した ものに よって 占められて _Q る。 (譯 S3〕 

而 して 日 淸戰爭 (一八 九 五 年) 以前に 在って は、 凡ゆる 新式 工場 は、 官營 でなければ 官民 共營に 

據る ものが 大部分であって、 民營 工場の 稍 大規模の ものと して は、 祝 椿 年が 光 緖九年 n A 八 三年) 

上海に 開設した 源昌 機器 五 金 工廠 だけであった。 日 淸雨國 間に 下關條 約が 成立した ことにより、 

外 國人は 各 開港 場に 於いて 自由に 工場 を 設立す る 權利を 正式に 獲得す るに 到った ため、 我が 國の 

商 民 も 亦 漸く？ -の權 益の 放置すべからざる こと を 悟る に 到り、 自發 的に 株式 を 集めて 工場 施設 を 

行 ひ、 以て 外人の 進出に 對抗 すべく 企圖 する ものが 出現し はじめた。 

かくて 二十 年間に 亘 つて 官 督商辦 即ち 官有 民 營の當 時に 絕ぇャ 提唱せられ た 民 營產業 振 與の精 

神 は、 外國 人の 猛擊 によって 一 擧に覺 is せしめられた ので ある。 然しながら、 極めて 少數の 例外 

を 除いて は、 その 設備 は、 尙ほ 官有 民營 工場の 優秀 さに 追及し 得る も のはなかった ので ある。 

庚 子の a 即ち籙 和 圑事變 2 九 〇〇 年) に 際し、 八 ケ國の 聯合 軍 は、 遂に 北京 を攻陷 して、 淸廷の 
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武力 復仇の 素志 を 完全に 絕望 的な ものと してし まった。 しかも、 そのための 賠償金の 負镥 が鉅大 

な 額に 上り、 外國 よりす る經濟 上の 壓 力が r: 々內 陸の 奧深 くに で 作用す るに 及び、 產 業の 振與 

以外に この 國蓮を 挽回す る途 なしと 悟った 淸廷 は、 或は 皇族の 一 人た る 载振貝 子 を 歐米各 國に產 

業 視察の ために 派遣し、 或は 新に 商 部 を 設け (光緖 三十 二 年に は 農工 商 部に 改 む)、 或は 商法 及び 

會社 登錄法 暫定 章 程 十八 條を 制定す ると 共に 登 錄局を 設置して 之を專 行せ しめるな ど、 懸命に 實 

業 一般の 振興に 努めた。 更に 日露 戰爭の 後に 到って は、 權益 回收蓮 動が 民間に 擡頭し、 米 國に於 

ける 出稼ぎ 華ェ 排斥 事件に よって この 傾向 は 一 罾 拍車を掛けられ、 急激に 進行した。 降って 歐洲 

大戰 が勃發 し、 各國 が戰爭 に 忙殺されて 一般 生產 力の 減 返 を來す や、 こ の 機に 乘 じて、 民間に は 

急速に 工場の 增設が 行 はれた が、 就中、 紡績と 製粉の 二部 門に 於いて その 量的 癀大は 著明なる も 

のがあった。 乙 の 時期に 於いて、 我が 國內 近代 產業は 一脈の 生氣と 飛躍の 端緒 を 瘤み 得た ので あ 

るが、 大戰の 終熄と 共に 各國の 生産力が 逐次 復原す るに つれ、 我が 近代 產 業の 前途 は、. 再び 暗 淡 

として 光彩な き狀 態を呈 する に 到った ので ある。 

傕 ふに、 我國に 於け る 各種 製造 工業の 不振の 原因 は、 前篇に 敍 ベた る採礦 冶金 產 業の 失敗の そ 

れと 等しい ので あるが、 特に、 國 家が 關 税制 度の 上で 自國產 業への 保護 政策 を實 施す る ことが 出 


來す、 また 外 國の在 支 企業に 對 しても 有効なる 制限 を 加へ 得ない ことが、 その 發展の 最大 障碍 物 

をな して. Q るので ある。 さう でなくても、 元來、 誕生日 尙ほ淺 き 我が 幼稚なる 近代 產業、 が、 乙の 

重大なる ニ點に 於いて 二重の 壓迫を 蒙って ゐ るので あるから、 如何に 失敗せ ざらん 乙と を 欲して 

,も 失敗 せざるを得ないの である。 即ち、 我國の 關税は 極めて 片務 的な 協定 税で あるが 故に、 外國 

商人 は 常に 一 種. のダ ム ビン グ によって その 商 n、g を 低廉なる 價 格で 我が 國の 市場に 氾濫 させて 居る 

が、 我國 として はこれ に對 する 何等の 抵抗 手段 も 有しない のみなら す、 外 國の在 支 工場 は 孰れ も 

E 犬なる 資本と 優秀なる 技術と を 擁して、 思 ふが ま， -に 我が 民營 工場と 太刀打ち 出來る ので あ 

る。 從 つて 現狀に 即して 產 業の 振 輿 を 問題と するならば、 それ を 言 ふと 同時に、 保護 關税 の實施 

と外资 工場に 對 する 營業 所得 稅 • 出 廠税の 增徵を 不可 缺の條 件と して 行 はねば ならな いので あ 

m¥ — .1 八 五 〇 年 (宣宗 の 道 光三 〇 年) より 一 八 六 四 年 (穆宗 の 同 治 三年) に 一旦る 滿 十五 年間、 支那 本部 

の 大半 を 支配して 淸 朝政 權に 致命的な 打 擊を與 へたの みならす、 着々 と 東洋 侵略の 魔手 を 伸ばしつ i あった 

ョ— ロッパ 資本主義 を も 震撼せ しめた 大 動亂。 これ を 『長 髮賊 の亂』 と稱 する 人が 日本に も少 くないが、 長 

髮と は髮を 仲ば す 意味で あり、 太平 夭 園の 叛徒が 清朝に 對 する 反抗の 表徵 として、 あの 不恰好な 淸 朝風の 辫 
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髮、 即ち 頭の 周 a を 剃り 落し 莨 中の 毛 だけ を 豚 尾の 如く 組んで ぶら下げた もの を 止め、 自然の ま > -に髮 を 伸 

ばした ことに 由來 する。 淸 朝の 御用 史家が 滿 腔の 憎 惡を 以て 『髮を 伸ばした 賊』 と蔑稱 する の は當然 のこと 

であるが、 何等 恩怨 のない 我々 が これ を 無批判に 踏襲す るの は 甚だ 不當 である。 

譯註 2 1 會國 藩が 上海に 江 南 造船 局 を 創設した 同 洽四年 は 一 八 六 五 年で、 恰も 太平 夭國の 首領 洪秀 全が 自殺 

し國都 南京が 官軍に 奪還され た 翌年に 當 るが 故に、 初期の 軍用 工業 時代の 形成 を 刺戟した 轉 機と 見る こと は 

兌當 である。 而 して 英怫 聯合 軍が 夭津 北京 を 侵した の は、 それより 六 年 前の 一 八 六 〇 年 (文宗 の 咸豐十 年) 

であるから、 これ 亦 この 傾向に 對 する 拍車と して 原著者の 如くに 評惯 する こと は、 決して 謬り でないで あら 

う。 しかし、 支那の 朝廷が 外國 製の 兵器 (特に 銃砲) の 優秀な ことに^ 眼して 模造せ しめたの は、 必す しも 

此の 時期が. 最初ではなくて、 遠く 明朝の 末期、 毅宗の 崇禎九 年 (一 六 三 六 年) に 宣敎師 アダム • シャ I ルが 

皇帝の 命 を 奉じて 大小 五 百 二十 門の 青銅 砲 を 鑄 造して 居り、 清朝に 入って は、 聖祖 の康熙 十三 年 (一六 七 四 

年) から 十五 年に かけて、 S 敎師フ H ルビ ー ストが 鐵 製の 大砲 百 二十 門 を 鑄 造、 更に、 康熙 二十 年 (一 六 八 

一年) にも 新式 大砲 三百 二十 門 を 鑄 造し、 北京の 西南 郊外 約 九 哩の藍 溝 橋に 於いて 試射 を 行った 記録が あ 

る。 しかし、 それ は何處 まで も 封建 王朝の 支配に 對 する 强化劑 としての 役割に 止まり、 會画藩 以後の 軍用 ェ 

業が、 直ちに 近代的 資本主義 生産への 出發點 として 作用した のと 大いに 異 つて ゐる こと は 特に 注意す べきで 


あらう。 

sf  I- 支那に 於け る 近代 産業の 始期に 就いて、 初期の 官營 軍事 工業 以外の 部門 を 擧げれ ば、 譯 あの 調べた 

ところでは、 一 八 七 二 年の 招 商 局 設立 • 一  八 七 八 年の 蓆 山炭薩 (開平 躕務 局) の 採掘 開始 • 一 八 七 九 年の 蘭 

州 m 呢總局 設立 を 以て、 夫々 の 部門の 發 端と 見るべき である。 從 つて、 純粹に 商品 生産に 限定す るなら ば、 

原著者の 如く、 綠 呢總局 を 以て その 嚆 矢と 見る こと は 決して 謬り でない。 然るに、 マルクス主義 陣營に 於け 

る 支那 舉 者の 隨 一と 目され る マジア I ルは、 一八 六 五 年に、 シャムから 歸 米した 華僑の 張 道 藩なる ものに よ 

つて、 純粹に 民間 的な 資本主義 生産に よる 絹織物 工場が 出現した と 記述して ゐる。 (田 中 安藤 共譯 「支那 經 

濟 大綱」 一八 九 頁)。 しかし、 他の 著書に 於いて 譯 者が すでに 撿 討した 如く、 マジア ー ル のこの 主張 は 極めて 

曖昧な 蹬 測に 立脚した もので 信 を 置く に 足りない ので ある。 

譯註 4 1 概括 的に 言って、 日 淸戰役 ( 一 八 九 四 年) 以前の 支那 産業が 官營 でなければ 官民 共營 であった こと 

は事實 であるが、 しかし、 この 時代の 支那 社會の 特質より して、 営然 に、 官營と は 近代的な 用語 觀 念に 於け 

る國營 でなくて、 封建的 大宫 の私營 であり、 官民 共營と は、 大官 と買辦 商人の 共營 であった 點に 注意す る必 

耍が ある。 而 して、 當 時の 買辫が 概ね 外國 資本の 假面 であり、 吳 氏が 特筆して ゐる祝 椿 年の 如き も買辦 であ 
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るが 故に、 支那に 於け る 近代 産業が、 その 出發點 からして、 外 H 資本への 隸屬的 地位 を铙 約され ざる を 得な 

かった こと は、 更に ー曆の 注意に 値する であらう。 


第 一 節 近代的 麵粉 工業 

麵粉 製造 工業 は、 現代 中國に 於け る 重要なる 近代 産業の 一 である。 從來、 麵粉を 製造して なな 

磨坊 は、 その 規模ち 狭小で あり、 製法 も單純 拙劣であって、 單 に家內 工業と して 見られる 程度に 

過ぎなかった。 開港 以來、 機械 製の 麵 粉が 輸入 せられる や、 頗る 國 民の 嗜好に 適合した ため、 き 

入 量 も 急速に 增大 し、 從 つて 在来の 磨坊の 製品 +-、 乙れ がた め 大いに その 販路 を 狭められ るに 到 

つた。 

近代的な 新式 麵粉 工場が 我が 國に 出現した の は、 日 淸戰爭 以後に 始まる。 即ち、 光緖 二十 ニ^ 

(一八 九 六 年) 上海に 英國 資本の 增裕麵 粉 公司 (。f  If 匿) が 設立され たのが 濫觴で ある。 次 
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第 I 節 近代的 超 粉 工業  一 二 

いで 間もなく 上海の 『阜 豊』 • 無 錫の 『保 舆』 • 杭 州の 『利用』 • 蕪 湖の 『益 新』 • 南 通の 『大 與』 

等の 工場が 陸續 として 設立され、 現在で は、 全 國の麵 粉 工場 數は 合計 一 百 三十 餘社、 その 資本 總 

額 は 凡そ 一 千 五 百 萬 元に 逢して ゐる。 

元來、 満洲 は 小麥の 供給に 於いて 惠 まれて 居り、 特に 北満の 舊東 淸鐵道 沿線 は 盛大 を 極めて 居 

た。 これに 較べれば、 南満に 於け る 生産額 は 稍 劣って 居た ので ある。 而 して ハ ルビン は 満洲 麵粉 

工業の 中心地であって、 その 開拓者 は tl シァ 人であった。 即ち、 日露 戰爭當 時に、 、ノ ルビン 及び 

北満 一 郡-の 麵粉 工場 は頓に 活潑に 操業し、 その 製品 は o シァ領 にまで 輸出 せられる 稃の 盛況 を呈 

して _Q た。 然るに 日露 戰爭の 終熄と 共に、 n シァは その ^ 濟 政策に 變更を 加へ、 極東 地方に 於け 

る 自由貿易 制を廢 止し、 北満からの 小麥の 輸入に 對 しても 一律に 課稅 する こ ととした。 乙れ がた 

め、 北満に 於け る麵 粉の 對露； i 出 量 は 急激に 低下し、 麵粉 工業の 中心 も 漸次に 南満に 移動す るに 

到った ので ある。 但し、 南満に 於いて は 原料に 乏しく、 生產 量の 所要 を 満たす ために は、 依然 乙 

れを 北満に 仰がねば ならない 狀態 である。 從 つて 發 展の條 件よ， o して 言へば、 當然、 北満に 於け 

る 容易 さに は 及ばない とい ふ 外 はない ので ある。 

支那 本部に 於いて は、 江^お が 中心であって、 その 量 も 僅に^ 洲に 劣る に過ぎない。 上海 地方 


だけで も、 現在 操 II 中の もの 二十 餘 工場に 上って 居り、 揚子江 流域に 於け る 中心的 生 產點の 地位 

を 占めて 居る。 のみなら や、 對外 輸出の 上から 見ても、 相當に 重要な 位置 を 占めて 居る。 而 して 

これに 次ぐ もの は、 河北 • 山 東 及び 湖北の 三省であって、 夫々 相當の 重要性 を 持って 居る が、 そ 

の a の 諸 省に 到って は、 孰れ も、 大同小異 殆んど 全體に 何等の 關聯を 持たない 程に 僅少で ある。 
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第二 節 麵 粉の 生產額  ,^ 

我が 國に 於け る 新式 麵粉 工業 は 今や 頗る 發達 したと 言 ふこと お出 來 るが、 しかし、 全國 到る 處 

の舊來 の磨坊 は、 決して これが ために 絕滅 せしめられ たわけで はない。 それら は槪ね 交通 不便の 

偏 僻の 地域に 在る が 故に、 尙ほ當 分の 間 は その 存在 價値を 有する ので ある。 この 故に、 我が 國の 

麵粉 生產量 は、 この 磨坊 による ものと 新式 麵粉 工場に よる ものとの 全量 を 以て 之 を 示さねば なら 

ない。 しかしながら、 磨坊の 製品に 就いては、 我々 は 何等 研究の 憑據 たるべき 資料 を 有しない。 

幾らか 近似した 數字を 見出す こと すら 至難で ある。 之に 反し、 麵粉 工場の 生產 量に 就いては、 評 

價の 規準た るべき 狀況 一覽を 以て、 その 生産力 を視る M とが 出來 る。 以下、 各 工場の 生産力 を 地 

方 別に 表示して 見よう。 

(第一 表) 河北 • 山 東 • 山 西 • 河南 • 蒙疆 地方の 麵粉 工場 
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中華 麵粉廠 
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公 司 第 ー廠 
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一九 一八 年 

一九二 二 年 

一九 一八 年 

一九 〇 二 年 

一 八 九 六 年 
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十 萬 元 

三十 萬 元 

五 萬 元 

一 一十 萬 元 

五十 萬 元 

五十 萬尤 

二百 萬 元 
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六 〇〇 

六、 〇〇0 

一、 〇〇0 
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同  一九 〇 五 年 二十 萬留 一 五、 〇〇〇 

同  一九 一九 年 三十 萬留 二、 五 〇〇 

IM  一九二 一年  十萬留 三、 五 〇〇 

口 支合辦  I  二十 五萵留 二、 五 〇〇 

佛國 資本 一九 〇 四 年  I  二 四、 〇〇0 袋 


0 洲 製粉 會社 同 

厚 康火磨 同 
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廣裕火 磨 同 

震 天火 磨 同 
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五萬留 
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二十 萬留 

十五 萬留 

二十 萬留 

二十 五藝 

八萬留 

三十 萬 元 

五十 萬 元 

三十 萬 元 

百 二十 五 萬 元 


•〇〇〇 袋 

•〇〇〇 布 

■〇〇〇 布 

,五〇〇 布 

■〇〇〇 布 

,〇〇〇 布 

八 〇〇 布 

，〇〇〇 布 

-ニ〇〇 布 

,〇〇〇 布 

，五 〇〇 布 

，五 〇〇 布 

■〇〇〇 袋 

，〇〇〇 袋 

，五 〇〇 袋 

,〇〇〇 袋 

■ 八 〇〇 袋 

，〇〇〇 袋 


龍 虎 獅、 

三 星 象 

天 官 

象獅、 汽車 

地 球 


太 

飛 

天 


天 

三 

霄 


動 車 

行 笾 

官 


官 

球 


ハ ルビンの 

分工場 


の 分工場 
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裕順火 磨 寧 古 塔 支那 資本 一 九 〇 四 年  I 

新 誰 機器 麵粉廒 同  同  一九二 一一 年  I 

0 寧 火 公司 同  同  一 九 〇 八 年  四 萬 元 

裕順利 火 磨 H:  同  一 九 〇 四 年  五 萬 元 

永 榮火磨 呼 蘭 同  一九二 二 年  I 

永 業 廣火磨 同  同  一九二 〇 年 十七 萬 元 

廣記火 磨 黑 河 同  一九 〇 七 年 四十 萬 元 

德昌火 磨 同  同  一九二 〇 年 二十 萬 元 

振昌 機器 火 磨 チチハル 同  一九二 二 年 八十 蓦兀 

德， 壻火磨 公司 同  同  一九二 二 年 十五 萬 元 

細亞 製粉 會社 E1 源 日 支合辦 一九 一九 年 三十 五 萬 元 

永遠 火 磨 阿 什 河 支那 資本 一 九 〇 八 年  五 萬 元 

東與 © 火 磨 始鄉屯 同  一九二 一年  十萬留 

裕順和 火 磨 吉 林 同  一九 ー〇 年  五 萬 元 

恒茂火 磨 同  同  一九 一六 年 三十 萬 元 

萬 IK 益 麵 粉 公司 黑 河 同  一九二 〇 年 十八 萬 元 

0 洲 製粉 會 Ik> 鐵 0  Hi 本 資本 一 九 〇 八 年 三百 萬圓 

雙合盛 火 磨 雙城堡 支那 資本 一九二 年  十 萬 元 


ニニ 


二 


、二 六 〇 布 

九 〇〇 布 

五 〇〇 布 

、〇〇〇 布 

七 七 〇 布 

、〇〇〇 希 

、〇〇〇 布 

、五 〇〇 布 

五 〇〇 布 

一、 〇〇〇 袋 

八 〇〇 布 

一、 〇〇〇 布 

一、 二 四 〇 布 

、0〇〇 袋 

、八 〇0 袋 

〇〇〇 袋 

、〇〇〇 布 


鹿 

國 

自 由 

龍 


字 

一 a, 

旗 


子 


星 


寧 古 荅 

裕頤利 分 慰 


B —— 原書で は 以上の 如く 三種に 分解せ す、 單に 列記され てゐ る。 しかし、 少く とも 北支と 中 南支 を區 別し 

更に 滿洲 國獨立 後の 今日に 在って は、 これ を 別に 對照 する を 可として 以上の 如くに 分けた。 尙ほ 布はプ I ド 

の 略。 

以上、 三種の 表に 列記され た 百 三十 餘の麵 粉 工場から、 每日 生産され る 麵粉は 十 萬 二 千 二三 百 

袋 ( 1 袋の 重量 は 五十。 ホ ンド )、 即ち 約 三 萬 九 千 五 百餘ピ ク ル である。 
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笫ー il 節 1! 粉の is 出入 狀況  二 四 

第 三 節 麵 粉の 轍 出入 狀況 

我が 國に 於いて は麵 粉の 輸出 は、 すべて 特許 を 受けねば ならない ことにな つてぬ る。 乙の 制度 

は實 施されてから 旣 に相當 久しい ものである。 即ち、 その 起源 は、 民 國六年 (一九 一七 年) 四月、 政 

府が機 製麵粉 公會の 請願 k 基き、 上海よりの 輸出に 對 して 一 袋 當り銀 四角の 護 照 費 を 納入す る こ 

とを條 件と して 乙れ を 特許し、 別に 輸出税 を徵 しない ことに 決定した ことに 始まる ので ある。 そ 

の 後、 同年 九月、 護 照 費 を 二 角に 減じ、 名目 は、 上海の 麵 粉に 限定す る こ ととした が、 實 のと 

ろ、 各地の 麵粉 はみ な 上海より 輸出され てゐ たが 故に、 全 國の麵 粉に 適用され る ものであった。 

而 して 満洲 方面に 在って は、 それ 以前から 陸路 通商 章 程が 適用され て 居り、 陸 蓮に よる 輸出が 許 

され、 & シァ 及び 日本領 土  (朝鮮) に 接する 國 境に 於いて は、 孰れ もこれ によって 處理 されて 居 

た。 たく 海路より する 輸出 は 許されて ゐな かった ので ある。 

外國麵 粉の 輸入額 は、 光錯 二十 九 年 2 九 〇 三年) の 分より して 始めて 確 實な數 字 を 見出す 乙と 

が出來 る。 即ち、 この 年の 輸入額 は 七 六 六、 三 ニ四ビ クル、 その 價格 は關平 銀で 二百 八十 六.； ね 餘 


テ I ル であった 。光緖 三十 三年 (一九 〇 七 年) になる と、 この 數量 は、 四百 四十 1 萬 餘ビク 〃、價 格 

にして 一 千 三百 九十 八 萬 鈴- グ. 1〃 に激增 して. Q る。 宣統 元年 (一九 〇九年^  ^は 一 旦 減少して 五十 九 

萬 餘ビク , . 二百 六十 九 萬 餘-グ I ル となった が、 宣統 三年 2 九 一 一^^ に は 再び 增 加して 二百 十八 

萬 三千 餘ピ クル • 八 百 七十 萬餘テ ー ル となった。 その 翌年、 民國 元年に は 更に 增 加して 三百 二十 

萬 二 千餘ビ クレ/  • 1 千 二百 六十 九 萬 三千 餘テ ー レ/ とな， o、 民國 三年 (一 九ヨ 年) に は 稍 減少して 二 

百 十九 萬 七 千餘ピ ク 产 • 九 百 十四 萬 八 百餘テ ー ル となった。 民 國四年 2 九 一 五 年) から 八 年に 到る 

期間 は、 たま/, -歐洲 大戰の 正に 酣 なる 時期に 當り、 輸入 は 極度に 減少して しまった。 即ち 民國 

七 年 (一九 一 A 年) に は、 僅に 四千 五 百 五十二 ピ クル • 一 萬 九 千 八 百 四十 六- プ I ルに 過ぎなかった。 

九 • 十の 雨 年度に 於いて は、 歐洲 大戰の 終結に より、 轍 入 も 再び 增 加の 趨勢 を 示し はじめた。 こ 

の 二 年間の 輸入の 平均 は、 六十 三 萬餘ピ ク ル *價 格に して 二三 百 萬餘テ ー ルに 達した ので ある。 

十一 年 (一九二 二 年) に は 更に 增 加して 三百 六十 餘萬ピ クル • 一 千 六 百 七十 四 萬餘テ ー ル となり、 翌 

十二 年 (一九二 三年) に は 一 看の 增 加で 五 百 八十 餘萬ビ ク だ •  二 千 七 百 二十 二 萬 餘テ— ル とな つ て 

ゐ る。 

麵 粉の 對外 輸出 額に 關 する 信憑すべき 數字 は、 光 緒 三十 四 年 2 九 〇 八 年) の 分から 始まって ぬる 
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この 年の 輸出 額 は 三十 六 萬 九 千 四百 四十 五ビ ク ル • 價格 にして 百 三十 四 萬餘テ ー ル であった。， 宣 

統ニ年 二 九 一〇 年) に は、 それが 八十 八 萬 四千 餘ピ ク , • 三百 五十 七 萬 餘ク. 1〃  に增 加した が、 民 

國 元年 (一九二 一年) に は 幾らか 減少 を 示して 六十 三 萬餘ピ ク ル* 三百 二十 六 萬 餘-プ ー ル となった。 

民國 三年 (一九 一四 年) に は、 それが 更に 激減して 八 萬； i ビ ク ル . 四十 ニ萬餘 -グ— ル となって しまつ 

たが、 五 • 六の 雨 年度に 入って 苒び增 加した。 即ち、 五 年 二 九 一六 年) に は 二十 八 萬 九 千 餘ピク 

ク . 百 十四 萬 餘テ— ル となり、 六 年に は 七十 九 萬 八 千餘ビ ク , •  二百 二十 九 萬：^ -プ I- ル となった 

七 年から 九 年に かけて は 逐年 增 加し、 重量に 於いて 二百 一 萬餘ビ ク 产 から 三百 九十 六 萬餘ピ ク ル 

となり、 價 格に 於いても 八 百 四十 一 萬 餘-グ ー 〃から 一 千 八 百 二十 五 萬 餘-グ ー ル となった。 しかし 

その後 は 漸次 減少の 一途 を 迎り、 十 年に は 二百 四 萬餘ビ クル • 九 百 三十 六 萬餘テ —ル、 十一 年に 

は 五十 九 萬餘ピ ク , • 三百 六十 五 萬 餘テ. I  ,、 十二 年に は 十三 萬餘ピ ク , • 七十 八 萬 餘-グ .1 ルと 

激減す るに 到った。 

上記に 明かなる 如く、 民 國四年 <： 一九 一 五 年) より 民國 十二 年 (一九二 三年) に 到る 期間の 我が 國の 

粉賀易 は、 引續き 輸出超過 を 示して ゐる。 然しながら、 その 出超の 最も 主要な 原因 を考ふ 

るに、 それ は 一 に歐洲 大戰の 賜物に 外なら ない。 從 つて、 大戰の 終熄に より 各 固の 生産力が 恢復 


すると 共に、 我が 國の麵 粉 輸出 は 再び 减返 したので ある。 民國四 年、 大戰が 最も 激烈 を 極めた^ 

の 如き、 シ ベ リア 及び tl シァ 本國に 於いて は、 我が 國の麵 粉 を 需要す る こと 最も 甚 しかった。 

& シァ 革命の 勃發 によって 全 國が混 亂に陷 る や、 英國が 代って 我國麵 粉の 需要 國と なった。 甚 

しきに 至って は、 東方の 隣國 日本で すら、 中國麵 粉の 主要な 輸入 國 であった。 即ち、 日本への ま：！ 

出額 は、 民 國六年 二 九 一七 年) に 一千 零 六十 ーピ クル *價 格に して 五 千 四百 九十 一 テ フルであった 

ものが、 八 年に は 一 躍して 八十 九 萬 八 千 七 百四ピ ク , • 價格 にして 四百 一 萬 九 千 九 百 六十 テ ー ル 

に激增 した 程で ある。 英國 への 輸出 は、 民國六 年に 十 萬 零 七 百 八十 ニビ クル *價 格に して 四十 四 

萬 零 二- プ I やであった ものが、 八 年になる と、 三十 二 萬 三千 八 百 四十 五ビ クル *價 格に して 百 四 

十五 萬 七 千 九 百 十一 テ I ルに增 加して ねる。 フランスへの 輸出 も 亦 相當に 多く、 その他、 香港 • 

フィリピン • 安 南、 ト , コ 等への 輸出が これに 次いで. Q た。 

我が 國が麵 粉 を 輸入す るの は 米國が 最も 多く、 カナダが 之に 次いでね る。 民國十 一年 2 九 ニニ 

年)、 米國 よ. o 入った 麵粉 は、 百 九十 八 萬餘ビ クル • 價 格 九 百 十四 萬 七 千 餘テ， I ル であり、 カナダ 

からの 量 は 七 萬 六 千餘ピ クル • 價 格 三十 五 萬餘テ T ルで あった。 その 翌年の 輸入 は、 米國 からの 

分が、 三百 五十 餘萬ピ クル *價 格に して 一千 六 百 三十 六 萬 九 千 餘-グ 1〃 であ. り、 カナダからの 分 
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が 五十 一 萬餘ピ ク ル、 價格 二百 二十 九 萬 九 千餘テ I- レノ であった 


第 四 節 最大の 麵粉 工場 (茂 新 • 福 新 公司) 

茂 新 • 福 新麵粉 公司 は 我が 國 最大の 麵粉會 社で ある。 所屬 工場 は 十四、 その 中、 會社 自身が 經 

營 する もの 十二 工場、 他の 經營 者に 貸與 して- Q る もの 二 工場で ある。 而 して、 .Dp ら蓮營 に 當るェ 

場 は、 茂 新の 名稱を 冠し なければ 福 新 を 冠して ゐ るが、 前者の 名 を 以てす る もの は 四 工場で あ 

り、 後者の 名 を 以てする もの 八 工場で ある。 福 新のう ち 七 工場 は 上 侮に 在.. 5、 1 工場 だけが 漢ロ 

に 在る。 茂 新の 三 工場 は 無 錫に 在り、 一 工場 は濟 南に 置かれて ゐる。 而 して 他に 貸與 して 蓮詧中 

の 工場 は、 上海の 元豊 及び 無 錫の 泰隆 である。 

茂 新 • 福新麵 粉 公司 は、 無 錫の 榮宗敬 氏 等の 創設に 係る ものである。 榮氏は 初め、 光緖 二十 八 

年 (一九 〇1 一年) に 無 錫の 太 保 墩の地 を 卜して 茂 新 麵粉廠 を 設けた が、 その後、 營業狀 態 極めて 順調 

の- 發達を 遂げた ので、 無 錫の みならす、 他の 都市に も 陸續と 工場 を 設ける に 到った の は、 前後 僅 

に十餘 年間の M とに 過ぎなかった、 而 して、 榮 氏が 最初に 創設した 工場 は、 資本金 も 僅に 二十 萬 

元、 一 日の 生産 量 は 二 千 六 百 袋に 過ぎなかった。 然るに 今日に 於いて は 各 工場の 分 を 通算 す れ 
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ば、 資本金 は 五 百 萬 元 以上、 生産 量 は 八 千 袋に 增 加し、 國內 最大の 麵粉 事業と なって， ぬる。 乙の 

故に 世人 は 榮氏を 以て 『中 國の麵 粉 王』 と稱 して ゐ るので ある。 


第 三 章 精 米 業 


第 一 節 支那 米の 年產額 

我國は 世界 第 1. の 產米國 である。 從 つて、 一般に 我 國の產 米 量に 關 する 研究 は 頗る 盛んで あ 

る。 アメリカの キン グ敎授 (さ. cf  King) は その 著書 「四千 年の 農民」 (ズ al.nler  of  Forty  p-utlu.i ま) 

の 中で、 我國の 人口 四 億 一 千 萬 人 を 基礎と し、 一 人當り 一 年間の 消費量 を 日本の 消費量 三百 ポ ン 

ドを 以て 標準と して 推計す る 方法 をと つて ゐ るが、 それによ *れ ば、 六 千 百 五十 萬 If と 算出され て 

キング 敎授の 推算した 數字 によれば、 我 國の產 米 量 は 印度の 二倍に 達する ことと なる が、 しか 

し、 乙の 推計 方法 は 甚だ 耝雜と 言 はざる を 得ない。 何ん となれば、 淮河 流域 以南の 我が 國民 は、 
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お 一節 支那 米の 年産額  一二 二 

勿論、 多く は 米 を 食す るが、 しかし、 淮河 流域 以北に 於いて は、 小麥， 高粱 • 粟 を 食す る 乙と 多 

く、 米 を 食 ふ老は 稀れ である。 更に、 淮河 流域の 以南に 於いて すら、 山地の 住民 は蘅麥 • 甘 藷_* 

玉蜀黍 等 を 以て 產 米の 不足 を 補 ふ もの は、 寧ろ 普通の ことで ある。 故に キング 敎授の 推計 方法 力 

^大に 失する こと は、 自ら 言 を俟た ない ので ある。 

英人ク I ジン グ氏 (salil  Couling 漢名 を 庫壽 齢と 稱す) の 編纂した 「中-華 詞書」 (Encyclor 。き i. 

si-ica) では、 我 國の產 米 額 を 三千 七 百 五十 萬噸と 推定して ぬる。 また 日本の 臺灣 總督府 では、 最 

近 揚子江 方面の 主耍 米産地 を 詞査 し、 その 結果 を 次の 如く 發 表して ねる。 


省 


江 


江 

江 


合 


西 

南 

計 


数 量 (石) 

二 五、 九 五 一、 五 〇〇 

二， 0、 五 九 六、 三 七 五 

三 三、 六 六 四、 五 〇0 

三 三、 三 五 一 、六 六 二 

三 七、 四 四 四、 八 三 六 

三  一 、二八 六、 二 五 〇 

四 四、 ニニ 三 「九 四 六 

ハ、 五一 九、 〇 六 九 


日本 官邊の 意嚮で は、 右の 七 省の 産額に、 他の 地方の 產額を 加算して、 大約ニ 憶 五六 千莴 石と 

推計し、 これ を 以て 全國 的な 產米 量の 近似 數 とする に 在る ものの やうで ある。 

我國に 於いて は、 北京の 經濟 討論 處が、 江 蘇 省 を はじめと する 七 省の 產米 量に ついて 調査して 

ゐ るが、 玆に その 結杲を 表示し やう。 


省 


江 


安 

四 


蘇 

匕 

徵 

江 


面 積 (畝) 

二 九、 二 四 〇、 〇〇o 

二 六、 三 五 七、 〇〇〇 

ニニ、 八 五八、 〇〇〇 

ニニ、 四 四 三、 〇〇〇 

ニニ、 一九二、 〇〇〇 

四 一、 八 八 五、 〇〇〇 

ニニ、 八 九 二、 〇〇0 


產米量 

五 九、 七 六 〇、 

四 七、 八 六 〇、 

三 九、 八 四 〇_ 

四 六、 四 八 〇_ 

三 九、 九 四 〇• 

二 七、 六 九 〇• 

一 六、 六 〇〇 


(ビタル) 

〇〇〇 

- 000 

■  000 

. 〇 〇 

. 〇〇〇 

. 000 

， 000 


經濟 討論 處の 意嚮で は、 右の 七 省の 産量が 全國 量の 三分の 二 を 占める ものと 觀、 從 つて、 全歴 

の 總数を 凡そ 四 億ビ ク ルと 推計す るに 在る ものの 如くで ある。 

第一 一一 章 精米 業 


1 一一 一二 


お 一節 支那 米の 年産額  111 四 

上述 四 種の 推計で は、 臺灣 総督府の 擧 ぐる 所が 最低で あり、 キング 敎授の ものが 最高で あつ 

て、 ク. I リング 氏 及び 經濟 討論 處の 示す 所が 中庸 を 得て 居て „Q ると 稱 される。 而 して 兩 者の 數字 

は 互. に 相 去る 乙 と 遠から す、 一 九 一 六 年— 一 七 年度の 印度の 產米 量た る 三千 四百 萬噸 とも 頗る 近 

似して. Q る。 乙の 故に、 7- の兩 者の 推計 こそ 比較的に 兌 當な數 字と 稱す べきで あらう。 


第二 節 精 米 業 

我國の 產米區 域に は 到る 處に 精米 業 を 見出す AJ とが 出來 る。 その 動力 は、 山に 富む 地域で は 多 

く 水力 を 用 ひ、 平地 或は 都市に 在って は、 多く 人力 を 用 ひて ゐ る。 然し 淸末同 治 年間より、 交通 

便利な 地域で は、 機械に よる 精米に 改められた 處が 多い。 例へば 上海の 洪盛 米號の 如き は、 同 治 

二 年 (二八 六 三年) に 創設され、 我國で 最古の 機械 精米 工場であって、 民 國ニ年 2 九 一 三年) に は、 

六十 周年 紀 念の 祝典 を擧 げた 程で ある。 

上海 • 無 錫 • 蕪 湖 *漢 口の 四 都市 は、 我國に 於け る 機械 精米 業の 中心地であって、 その他の 地 

域 は、 殆 んど觀 るべき ものがない と稱 して 大過がない。 無 錫で は民國 十二 年 C 一九二 三年) の 頃に、 

すでに 大規模の 機械 精米 工場が 十 一 社 もあって、 一 日の 生產量 六百ピ ク ルの もの 二  • 四百 ビ ク ル 

の もの 二  • 三百 ビ クルの もの 五 ニー 百ビ クルの もの 二であった。 

元來、 我國に 於いて は 米の 貿易 は 單に國 外への 輸出が 禁止され て， Q たばか， 9 でな く、 時として 

は 他 省への 運輸 さへ 甚だ 困難に されて ゐた。 乙の 故に、 世界 最高の 產米國 でありながら、 大部分 
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笫ニ節 精米 業  一二 六 

の 米が、 機械に よる M となく、 依然として 昔ながら の 人力^ は 水力に よって 精白され てね るので 

ある。 


第三 節 米の 輸出 人狀況 

我 國が米 を 以て 輸出 禁止の 物資と する に 到った の は、 民 食 保有と いふ 經濟觀 念から 生まれた も 

のであって、 蓋し、 穀 米の 輸出が 過多と なった 場合に、 人民の 生活が 危殆に 陷る のみなら や、 暴 

民の 騷擾を も 惹起し 易い とい ふこと を懼れ たからに 外なら ない。 曰 本に 於いても、 その 開 國の當 

初 は 政府 當 局が かかる 陋見を 持って ゐた が、 後に その 非を覺 り、 遂に 明治 六 年から 十 年に かけ 

て、 自ら その 禁を 弛める に 到った。 我國は 今な ほ饋國 時代の 偏見 を抱懷 して 居. o、 米穀の 輸出 禁 

止 を 緩和す る ことが、 結局、 農業の 發展を 促し、 且つ 農產 物の 供給 增 加を來 たす 所以で ある こと 

を 知って ゐ ない。 

光 緖七年 (一 AA 一年)、 t! シァ との 間に 陸路 通商 章 程 を 締結した 際に、 米 を 除く 他の 雜穀の 輸出 

は 皆 解禁した。 NJ れが ため、 雜穀の シベリアへ 輸出され る もの は 頗る 多量に 上った ので ある。 日 

本 は光緖 三十 四 年 *： 明治 四十 一年 二 九 〇 八 年) 以來、 我が 政府に 向って 屢々 この種の 要求、 即ち、 小 

麥， 高粱， 玉蜀黍 *粟， 薷麥 及び 麵粉 等の 解禁 を 要求して 來てゐ るが、 この 刺戟に より、 近年、 
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第三 節 米 e 输 W 人狀況  In ぺ 

満洲に 於け る 農業の 進步は 益々 顯著 迅速な ものが ある。 

また 雲 南方 面に 於いて は、 人民が 從前 (阿片 採取 の ために〕 罌粟 を 栽培して なた 土地に 穀物 を 栽培 

する やう 獎勵 する ため、 宣統ニ 年 (一九 一〇 年) 以後 は、 遂に 小麥と 玉蜀黍の 輸出 を 許可す るに 到 

つた。 民 國六年 二 九 一七 年) 上海に 於け る麵粉 輸出の 許可 は、 我が 南支 方面の 麵粉 工業 を 急速に 

發展 せしめた 程で ある。 然るに、 特許され た 場合の 外 は、 米の 輸出 は 今尙ほ 解禁され て. Q ない。 

しかも、 その 特許た る や、 制限 條 項が 甚だ 嚴に 過ぎて ゐ る。 例へば、 光緖 十五 年 二八 九 〇 年) 以 

後、 香港 及び 澳 門に 在住す る 華 人の 食糧と して、 每年 五十 萬ビ クルの 輸出が 特許され て _Q るが、 

一 ビ クル 當 りの 課稅は 一海 關テ ー ルの 八十 三， ％- とい ふ 重稅 である 如き その 適例で ある。 近年、 揚 

子 江 流域の 米が、 上海より 大 連へ 輸出され、 轉 じて 日本へ 售られ る ものが あるが、 その 利益 はた 

く少 數の奸 商の 占める と 乙 ろと なって ゐ て、 農民の 收 入と は 何等の 關 係がない ので ある。 

以上の 如く、 米穀の 輸出に ついては、 制限 甚だ 嚴重 であるが、 外米の 輸入に ついては、 制限 ど 

こ ろか 免稅の 特典 さへ 與 へて. Q る。 蓋し、 立法者の 意嚮で は、 民 食の 維持の ために かくする こと 

が 上策と 考へ たからで あらう が、 實は それが 甚だしい 矛盾で ある こと を 知らないの である。 何ん 

となれば、 農民 は 食糧 品た る 穀物 を 耕作しても その 得る 所が 極めて 微少と なる 結果、 土地 を 荒廢 


に 任せる か、 或は 他の 植物 を 耕作す るに 到る からで ある。 我國は 自ら 四千 年 來の農 本 立 國の國 と 

^惟して. Q るに も拘ら す、 ^に 國內 食糧の 缺 乏に惱 まねば ならない とい ふの は、 か. ^る 矛盾した 


政策が 釀 成して. Q るから に 外なら ない ので ある- 

を 表示して 置かう。 


以下、 民 國ニ年 2 九 ニー 一年) 以降の 外来の 輸入 


年 

民 國 

民 國 

民 國 

民 國 

民 國 

民 國 

民 國 

民 國 

民 园 


次 

二 年 

三 年 

四 年 
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八 年 
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一三、 一九 八、 〇 五 四 


金 

一 八、 

三、 
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1 し、 

1 二、 

八、 

五、 

四 一、 

七 九、 
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三 八 三、 七 一九 

〇 九 四、 七 八 八 

三 三 六、 三 二八 

七 八 九、 〇 四 五 

五八 四、 〇 九 三 

七 七 六、 九 三 二 

三 〇〇、 二 九 1 

三 六 二、 四 五 五 

ニニ 〇、 九九 八 

八 七 四、 七 八 八 

一九 八、 五 九 } 

二 四 八、 七 ニー 

1 二 九 


第一 節 植物油の 原料 及び 用途 

我國に 於け る 植物油の 種類 は 甚だ 多く、 その 性質と 用途と は、 原料の 如何によ つて 異 つてね 

る。 依て 玆に 先づ 製油の 重要 原料に ついて 述べる 乙と とする。 

一、 大 豆 

大豆に は、 黃豆 • 靑 豆 • 黑 豆 • 褐 豆 • 斑 豆の 種別が あり、 黃 豆が 最も 普通の 品^で ある。 大剖 

分 は ^洲 • 山 東 ， 河南 • 江 蘇 a 河北 • 山 西 ， 浙江 • 湖南の 各地に 產出 する。 その 成分の 百分率 は 

品種に よって 異 つて ぬるが、 普通 は 蛋白質の 含有率が 最も 多くて 百 分の 三十 乃至 四十で ある。 脂 
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^一節 植物油の 原料 及び 用途  四 二 

肪は亦 多く、 百 分の 十二 乃至 二十 四に 達する。 從 つて その 効用の 範 園も廣 くて 食糧 及び 製油の 料 

とされる。 豆腐 • 豆 乾 • 豆乳 *醬 油 • 豆 粉 • 豆 珈琲 • 爆 藥等は 孰れ も 大豆から 製造され、 肥料 及 

び 飼料と して 著名な 豆 餅 (豆粕) は、 製油の 際の 副産物で ある。 

通常 豆 油と 略稱 される 大豆油 は、 半 乾性の 定質 油であって、 直接 食用に 供され る 外、 フー 一 ス • 

印刷 インキ • 石 鹼，燈 油 • 油 布 • 油紙 *傘， 燈籠 等の 製造 用に 供され る。 しかし、 現在 世界の 近 

代 工業に とっての 主たる 役割 は、 石^ 及び サラダ油の 原料と してであって、 機械油と する ために 

は、 油 質お 乾き 易いた めに 不適 當 とされて. Q る。 

豆 餅 は 豆 油 を 造る 際の 副産物で は あるが、 しかし 我 國の對 外 貿易 (譯註) にと つて は、 豆 油 その 

ものよりも 重要な 物資であって、 每 年の 輸出 金額 も 豆 油の 倍額に 達して ゐる 程で ある。 

B II 後述の 本文に も 明かな 如く、 滿洲國 の獨立 以後 は、 豆粕の 主産地が 滿洲 である 關係 上、 當然に その 輸 

出 を狹^ に 於け る 支那の 輸出品と し て 計上 出来な いのは 勿論で ある。 た 2 譯序に も豫め 註記した や う な 見地 

から、 玆 では 特 に 本文 をァ レ ンヂ する ことなしに 殘 して §-は くこと とする。 


豆 餅の 成分 は、 通常、 比重 を 以て 計算され る。 即ち、 水分が 一七 • 七 一 %、 油が 九 • 六 ％、  0 

似 蛋白質： が 四 二  • 一六が、 炭水化物が 一九 * 四 三が、 纖 維が 六 • 六 四が、 灰分が 四 • 五六 ％で あ 

る。 用途 は 乳牛の 飼料 及び 農作物への 肥料で ある。 

二、 棉 實 

棉花の 果實 であって、 通常 棉 子と 稱 される もので、 凡ての 棉 産地から 均しく 産出され る。 棉赏 

油の 油 質 は、 半 乾性の 定質 油であって、 その 用途 は 甚だ 多く、 上等の もの は 食用と して オリ，' ダ 

油 或は 豚 脂の 代用品に 充てられる のみなら す、 マル ダリン • バタ— の 製造 原料と され、 或は 脉 指 

と 混合して 用 ひられる。 稍々 品質の 劣る もの は蠟燭 或は 石鹼の 製造 原料と され、 その 搾粕は 飼料 

及び 肥料と して 利用され る。 

三、 落花生 

民 問で は單に 花 生と 略稱 され、 別名 を地果 或は 長生杲 とも 稱 される。 槪 して 山 東 • 河北 • 河南， 

湖北 • 安徽 • 江 西 • 湖南 等の 諸 省に 產す るが、 その 種子 は 食用 • 搾油 原料 及び 巴旦杏の 代用品に 
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穿 一節 植物油の 原料 及び 用途  四 四 

供され る。 成分 は、 比重 を 以て 示せば、 百 分の 三十 乃至 五十の 油 を 含有して ゐ る。 

落花生 油 は、 普通に 花 生 油と 略稱 される 無 乾性の 定質 油であって、 直接 食用に 烘 される 外、 マ 

ルグ リン • バ ク— の 原料 或は オリ —グ 油の 代用品と され、 燈油 及び ディ —ゼ ル • ユン ヂン の 燃料 

とされる。 品質の 劣った もの は、 石鹼 原料 • 機械の 潤滑油 • 羊毛 加工 工程に 於け る 塗 油 等に 用； 5 

られ る。 ョ la ツバ 市場に 於いて は、 サラダ • オイルと 言 ふ 場合に 單 にこの 落花生 油 を 指して 言 

ふ 場合が 尠 くない。 その 搾り 粕は 飼料 及び 肥料と する 乙と が出來 る。 

四、 蕓 薹 (油菜) 

俗に 菜 油と いはれ、 中部 及び 北部の 諳 省に 產 出す る。 江 蘇 • 安 徽のニ 省が 最も 多く、 浙江， 湖 

北 • 湖南 等が 乙れ に 次いでの 產地 である。 その 種子から 油を搾 取し 得る が、 その 成分 比重から 見 

れば、 百 分の 三十 六の 油 を 含んで ゐる。 

(お 翁」 油) は 俗に 菜 油 或は 菜 子 油と 稱 される 半 乾性の 定質 油であって、 食用に-供 される 外、 

燈油 或は 機械の 潤滑油と して 用 ひ、 石鹼の 原料と され、 或は 鋼鐡 製造の 際の 燒 入れ (hardening) 

に缺 くべ からざる ものと されて ねる。 その 搾り 粕は 同じく 飼料 及び 肥料と する 乙 とが 出來 る。 


五、 胡麻 

胡麻 はまた 脂 麻 或は 芝 麻と も稱 される。 產地は 江 蘇 省の 北部 • 安徽 省の 西北 部 ， 河南 省の 東南 

部が 最も 主要な 產 地で、 山 東 • 湖北 省の 漢水 流域 • 湖南 省の 洞 庭 湖 附近 • 江 西 省の 鄱陽湖 附近な 

どの 各地が これに 次いで ゐる。 種子 は 食料 及び 搾油の 原料と する が、 その 含 油 成分の 比重 は、 百 

分の 五十 乃至 六十で ある。 

胡麻油 は甬 1 常 麻 油と 略稱 される 半 乾性の 定質 油であって、 食用 • オリ ー ヅ 油の 代用品 • マル グ 

リンパ タ— の 原料 等に 使 はれる。 下等 品 は石驗 原料 或は 燈油 とされ、 その 搾り 粕は 飼料 及び 肥料 

として 用 ひられる。 一 

六、 亞 麻 

北 支那が 主産地であって、 內 蒙古 • 河北 • 山 西 省の 北部 • 陝 西 等の 各地が 最も 多量に 產 出し、 

四川 • 浙 江 等の 省が これに 次ぐ 產地 である。 その 種子 は藥用 又は 搾油 原料と される が、 含 油 成分 

の 比重 は 百 分の 二十 五 乃至 三十 五に 達する。 . 
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亞麻油 は 普通に は 亞麻仁 油 又は 亞麻子 油と 稱 される 乾性の 定質 油で ある。 用途 は 甚だ 廣く、 油 

繪 具の 溶劑 • ヮュス • 人造 ゴ ム • 印刷ィ ン キ • 軟性 石 鹼* 油 布 • 油紙 等に 製造され、 上等品 は 時 

として 食用 或は 瀉下劑 に 使 はれる。 その 搾り 油 は 飼料 或は 肥料と して 適當 である。 

七、， 山 茶 (椿) 

一名 を 曼陀羅 樹とも 呼ばれ、 產地は 湖北 • 湖南 • 江 西の 三省 を 主產 地と し、 浙江 • 福 建 • 四川 • 

廣西 *賁 州の 各省が 乙れ に 次いでぬ る。 その 種子 を 搾油 原料と する が、 含 油 比重 は 百 分の 三十で 

ある。 

山 茶 油 は 通常 茶 油と 略稱 される 無 乾性の 定質 油で ある。 その 用途と して は、 食用 *燈 用 *髮 油 

の 外、 石鹼 又は 藥劑の 原料と し、 或は 菜種油の 代用品と される。 その 搾り 粕は 肥料と される。 

八、 紫 蘇 (白 紫蘇) 

茌*白蘇*桂荏*靑蘇*赤蘇等の異名がぁり、 北部の 諸 省 及び 満洲に 產 する。 その 種子より 搾 

^する が、 汕質は 乾性の 定質 油で ある。 用途と して は、 食用と する 外、 亞痲仁 油の 代用品と して 


s-^i. フ 一一 ス 。印刷 インキの 原料 • 人造 革 • 傘 • 雨 衣 等の 塗料に 充てられる。 

九、 蓖 麻 (片 油) 

北部の 諸 省 及び 満洲 丄呆 蒙古に 多量に 產出 する。 その 種子 は 搾って 所謂 ヒ マ シ油 となす。 半 乾 

性の 定質 油であって、 種子の 含 油 比重 は 百 分の 四十 乃至 五十で ある。 藥用 *燈 用 • 石 驗*髮 油の 

原料と し、 製革 工程に 於いても これが 用 ひられる。 

十、 S 子 桐 

別名 を 油 桐と も 荏 桐と も 或は 虎子 桐と も稱 される。 四川 . 貴 州 • 湖南の 北部 • 湖北 等が 主産地 

で あり、 雲 南 • 廣 東 • 廣西 • 顦建 ， 江 西 • 安徽 等が これに 次ぐ 産地で ある。 その 種子 を 搾油 原料 

とする が、 含 油 比重 は 凡そ 百 分の 三十 五で ある。 油 質 は 乾性の 定質 油て あって、 俗に 桐油と 稱さ 

れる。 用途 は 甚だ 廣く、 油繪 具の 溶劑 • ヮ - 一 ス • 石鹼 • 墨 • 煤.' 燈油 • 船舶 塗料 • 木製品の 防腐 

0 • 製革 劑 • 製油 布劑 • 皮膚病 藥 等に^ ひられる。 
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十一、 大茴香  . 

別名 を 八 角と もい ふ。 廣西 省の 佛印安 南との 境界に 多量に 産出し、 特に 龍 州 • 百 色の 附近 一 帶 

が 主產 地で ある。 その 果實は 香料 並びに 搾油 原料で ある。 油 質 は揮發 油であって、 普通 一 ビク〃 

の 杲實を 乾燥 すれば 二三 十 斤と なる が これ を 蒸溜して 約 三 斤の 油 を 得る ことが 出 來る。 油の 用途 

は 頗る 廣く、 香味料 • ビ 1 ル • 香 酒 • コ  >1 ャッ ク酒 等の 釀造 用に、 强心劑 • 香水 • 石鹼 • 舆奢劑 

等に 用 ひられる。 

十二、 胡 桃 

核 桃と も稱 せられ、 揚子江 以北の 各地に 產出 する。 杲實は 核果であって、 その 杲仁を 食用 及び 

搾油 用と する。 含 油 比重 は 百 分の 四十 乃至 五十に 達し、 油 質 は 乾性 定質 油で ある。 用途 は 亞麻仁 

油 • オリ— ゲ 油の 代用品と して 軟質 石鹼を 製す る 外、 我國に 在って はこれ を 藥 用に 供す る。 搾り 

粕は 家畜の 飼料と して 好適で ある。 乙の 外に 植物 性の 製油 原料と して は、 巴 豆 • 薄荷？ 肉桂， 向 

日 葵 • 罌粟 • 陳皮 *芥 子等が あるが、 工業との 關 係が 稀薄で あるから、 玆に はこれ を 省略す る。 


第一 一節 大 M の產額 

我國は 世界 第 1 の 大豆の 産額 を 有する。 全世界の 豆の 產 額の 七十 五お は 我國の 占む ると ころで 

ある。 而 して、 満洲 は その 中心であって、 全國產 額の 六十 五み は 滿洲が 占めて ねる。 每年、 満洲 

から 輸出 せられる 大豆 • 豆 油* 豆粕の 三 品 は、 通計 二 七、 〇〇〇、 〇〇〇 ビクル の 多量に 上り、 

その 價格も 海關銀 七三、 〇〇〇、  〇〇〇- グ —产に 達して ぬる。 以下、 一九二 二 年 六月 十二 日付の 

The  Inbustrrl  Magazine 誌が 日本側の 材料に よって 作成した 我國の 大豆 産量 を 表示しょう。 
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面 積 .. (畝) 

四、 六 三 八、 八 五 1 

一七、 七 五 〇、 六 四 二 

六、 四 五三、 1 六 四 

九 六 八、 二 八 一 

六、 五 五三、 1 二三 

二、 三 〇 五、 七 六 五 

ェ 業 


牧 穫 量 (ビタル) 

二、 〇 四 四、 〇ー〇 

1 六、 四 四 三、 〇 五 九 

三、 八 七 一、 八 九 八 

三 七三、 二 五一 一 
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四 九 一、 

六 〇 九、 

八 八 六、 

一 、 七 五 七、 

七 二 四、 

四 一六、 

四 八 八、 

ニー、 

三 三 四、 

二 九 二、 

一八 四、 

二八 三、 

三 〇、 

1 〇、 四 八 八、 

一 〇、 一 〇 二、 

七、 七 四 〇、 

二 六 五、 

ニニ 一、 


六 〇 六 

二 九 六 


二 七 一 

〇 六 四 

一 五 四 

九 六 〇 

七 五六 

七 八 二 

〇 四 三 

七 二 七 

九 三 〇 

000 

五 〇 七 

二 七三 

一 三 三 

四 二 五 

九 三 四 


〇 一九、 

七 七 五、 

五三 一、 

六 一 六、 

四 一 三、 

1 八 一、 

二 〇 七、 

ー〇、 

二三 四、 

七 七 六、 


三 八 


六 


五 二 五、 

四、 七 一 〇、 

二、 七 九 一、 

1 1〇、 

二  Q 


一 七 四 

五 ニニ 

七三 三 

六 八 九 

八 九 六 

〇 二 六 

八 三 六 

六 三 〇 

三 四 七 

八 一七 

二 六 o 

六 八 三 

八 〇〇 

1 四 四 

〇 四 九 

〇〇 四 

九 三 五 

〇 九 八 


五 〇 

二、 〇 七三 


〇、 六 〇〇 

〇、 九 二 〇 

一、 九 五 二 

〇、 四 三 五 

〇、 四 二 九 

〇、 八 三 三 

〇、 七 〇〇 

二、. 六 五 九 

一、 二 四 六 

一、 三 四 〇 

〇、 六 〇〇 

〇、 六 二 〇 

〇、， 四 六 六 

〇、 三 六 六 

〇、 四 ニー 

〇、 1 五 0 


七三、 九 一 〇、 九 〇〇  五 〇、 三 九 五、 六 〇 七  平均 〇、 八 四 九 


B II  * 印を附 した 滿洲國 及び 內 蒙の 産額 を、 支那の 中に 包含して 計上す る ことの 不當 さに ついては、 

E 々注意 を 喚起した 通りで ある。 
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は 
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0S 油 e 揆 a  五 二 

第三 節 油の 輸出  . • 

我國は 世界 第一の 大豆 及び 罌子 桐の 產出國 である。 從 つて、 油 額の 對外 輸出の 場合に ち 亦 この 

二者が 最も 主要な ものと なって ねる。 落花生の 產量も 決して 尠少 ではない が、 落花生 を產 する 國 

は 世界に 乏しくな いので、 落花生 油の #;出 量 は、 豆 油 及び 桐油に 遙に 及ばない。 

民國 成立 以來、 豆 油、 桐油 及び 落花生 油の 輸出 は 孰れ も 急激に 增 加して なる。 豆 油の 民 國四年 

の 輸出 量 は、 一 、 〇 一七、 九 ニニ ビ ク ル、 價格 にして 海關銀 七、 四 八 一 、 一 六五ク I ル であるが、， 

民國七 年に は 二、  二 七 七、 一 六七ピ ク , •  二 四、 九 八 一 、 二 四 九- グ I ルに增 加した。 その後、 若 

干 減少の 傾向 は あるが、 それでも 民國 十二 年の 輸出 量 は、 猶ほ 二、  ニニ  、四 七 〇 ビ ク ル、 二 〇、 

四 八 三、 五 ニ五テ ー ルを 保って. Q る。 

桐油の 民國四 年の 輸出 量 は、 四 三 九、 五 五五ビ ク ル . 三、 〇  一二、 三 四三テ I ル であるが、 民 

國八 年に は 六 一 三、 四 五五ビ クレノ  • 七、 九 六 〇、 九 六 八テ. I レ ノに增 加し、 民國十 年に は 一 旦 減少 

して 四 一九、 五 四 九ピク ル • 五、 四 六 六、 四 三 〇 ーグ I 'レノ となった が、 この 年 以後、 增 加の 趨勢 著 


しく、 民國 十三 年に は 遂に 八 九 六、 〇 三 八 ビク〃 . 一七、 七 一四、 七 一 三- プ ー〃 に激增 する に 到 

つた。 

落花生 油の 民國四 年の 輸出 量 は、 三 五 二、 〇 九八ビ ク ル • 三、 四 三 一 、 九 六 〇- プ I- ル であった 

が、 民國十 年に は 一 、 ニニ 四、 一 七三 ピ ,ぐ ニニ、 九 四 九、 四 四 一 タ I ル に著增 した。 民國成 

立 以來の 十 年間で、 この 年の 輸出 量が 最大で あり、 爾後 は 減少の 一途 を 示した が、 それでも 民國 

十三 年の 輸出 量 は、 六 七 二、  二 六八ビ クル • 八、 四 五 一、 七 七 〇 テ. I ルを 保って. Q" る。 

我國の 植物油の 種類 は相當 に多樣 であるが、 對外 貿易の 上で 數へ 上ぐべき もの は、 以上の 三者 

に過ぎない。 その他の 椿油 • 棉實 油の 二種 も 重要性 は あるが、 しかし、 民國 十三 年の 椿油の 輸出 

量 は 僅に 一六、 九 七 一 ビ クル •  二三 八、 六 三 1 テ ー ル、 棉實 油の それ は 一 〇、 三 〇 三ビ クル • 1 

〇〇、 七 八六ク T ルに 過ぎない ので ある。 
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第 四 節 近代的 製油 工業 

我國に 於け る 植物油の 製造 工業の 地位 は、 生糸 及び 茶の 二部 門に 次いで 甚だ 重要で ある。 これ 

らの油 類 は、 その 多 數が國 民の 食用 或は 燈用 として 廣汎 なる 消費 を 有し、 從 つて、 舊法 による 油 

坊の 如き も、 殆んど 到る ところに 存在す るので ある。 勿論、 それらの 油坊 は、 規模に 於い て 一 種 

の家內 工業 的 存在に 過ぎす、 資本の 零細と 設備の 單純 とに よる 生産力の 微少 を 免れ 難いた めに、 

商品 生産の 全體 よ.. 9 見る とき は、 さして 多大の 重要性 を 持ち 得な いのは 當 然と い はねば ならな 

我國に 近代的 生產 方法に よる 製油 工場の 出現した の は V 光緖 二十 一年 (一 八 九 五 年) 英國 資本の 

太古 洋行が 奉 天 省の 營 口に 設置した 時に 始まる。 爾來、 各地に 漸次 創設され てゐ たが、 特に 満洲 

に 於いて は、 日露 戰爭 以後、 製油 工業の 發展が 著しかった。 現在、 新式の 製油 工場が 多數を 占め 

る 地方 は、 満洲の 大連 *營 口 • 安東， 哈爾濱 であり、 これに 次ぐ ものと して、 山 東 省の 靑島 • 芝 

罘*濟 南、 河北 省の 天津、 河南 省の 淸化鎮 • 周 家 口、 江 蘇 省の 上海 • 無 錫 *鎭 江， 常 州 • 海 州， 


澄 安、 安徽 省の 阜陽、 湖北 省の 漢ロ、 廣東 省の 汕頭 等の 各地で ある。 

満洲に 於け る 製油 工廠の 生產品 は、 槪 して 豆 油と 豆粕で ある。 北満に 於いて はハ ルビンが 中心 

であって、 舊 式の 油坊が 一千 戶 以上に 上り、 英國 式、 又は 獨逸 式の 製油 工場 二十 五社に 上って. Q 

る。 南満に 於いて は大 連が 中心で あり、 曰 本人の 經營 する 大規模の 新式 製油 工場が 五社、 支那 人 

の經營 する 小規模の 新式 製油 工場 約 五十 社に 達して. Q る。 營 口に 於け る舊來 からの 製油 業 もな ほ 

盛大 を 極めて .Q るが、 しかし、 その 地位 は 今日す でに 大 連に 取って 代られた と 言へ る。 支那 本部 

に 於いて は、 山 東 省の 靑島、 湖北 省の 漢ロ、 江 蘇 省の 上海 無 錫 等が、 それ. <\ の 地方に 於け る 比 

較 的に 重要な 中心 を 形成して なる。 

我國に 於け る罌子 桐油の 製造 は 大部分 舊法 によるが、 稀れ に は 新式 製法に よる もの も ある。 た 

だ外國 資本の 桐油 輸出 業者 は、 殆んど 精製 工場 を 設けて 居り、 探 取した 原油に 操作 を 加へ て 沈渣 

を 除去し、 精製 桐油と して _Q る。 而 して、 これらの 精製 工場 は 悉く 漢 口に 集中され てゐ るが、 蓋 

し、 漢 口が 全 國 最大の 桐， 油 聚散 地 だからで ある。 

落花生の 產出は 山 東 省が 第 一で ある。 從 つて、 落花生 油の 輸出 も 亦 山 東 省が 最も 多い。 毎年 山 

柬 省から 輸出され る 落花生 油 は全國 輸出 額の 四 分の 一 を 占め、 靑島 がその 主要な 輸出港で ある。 
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笫四節 近代的 製油 工業  五六 

靑 島に 於け る 新式の 製油 工場 も、 槪 ねこの 落花生 油の 製造に 從事 する ものである。 

棉實 油の 製造 工業 は、 上海 *漢 口 • 南 通 • 寧 波の 四 地方に 集中され て 居る。 中で も 上海で 生產 

される 棉實油 は、 全 國總產 額の 九十 五 ％ を 占め、 その 大部分 は 新式 製油 工場の 生産に 係る もので 

ある。 

その他の 植物油の 製造に も、 稀れ に は 新式 製法に 由る もの も あるが、 玆には 之 を 省略す る。 
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第一 節 砂糖の 產額 

^去に 於いて は 我 國產の 甘蔗 糖 は、 廣く 國の內 外に 販路 を 有し、 遠く ダレ. I トブリ テンの 三 島 

にまで 支那の 砂糖の 足跡 を發 見す る 乙と、 が 出來る 程で ある。 當 時の 年産額 は 精密な 調査 を缺 いて 

は 居る が、 普通の 推計に 據れ ば、 少く とも 一 千萬ピ ク ル 以上と 言 はれて ゐる。 

然るに 太平 天國の 亂を經 たこと によ. o、 四川 • 廣 東 • 廣西 • 福 建 • 江 西の 各省に 於け る 糖 業 は 

甚大なる 打搫を 受けて 振 はす、 加 ふるに 日 淸戰爭 によって 臺灣を 日本に 割讓 したため、 我 國は重 

要なる 產糖 地域 を 失 ふこと となり、 全 國の產 額 はこれ がた めに 激減す るに 到った。 しかも、 これ 

以後、 外國 糖の 輸入 は逐增 し、 國內 生産 は^ 減した ため、 我國は 遂に 輸出 國の 地位よ り ー轉 して 
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笫 1 節 砂糖の 產額  五八 

輸入 國の 地位に 顚 落す るに 到った。 現在、 甘蔗 糖の 產額は 僅に 四 五 百 萬ビク レノ、 通常 一年間の 外 

國糖 輸入 量は少 くと も 三 四百 萬ビ ク 〃前後に 上る が、 しかも 最近の 趨勢で は外國 糖の^ 入 增加は 

極めて 急 調 を 示して. Q る。  . 

次に、 民 國八年 (一九 一九 年)、 日本の 糖 業 家 河 野 信 治 氏が 親しく 各省に 赴いて 宜地 踏査した 結^ 

を揭 げやう。 


省 


四 

0 


東 

西 

0 


其 他 (雲 南、 浙江、 安徽 等) 

合  計 


甘蔗 糖 逢 額 (單位 斤) 

三 〇〇、 〇〇〇、  〇〇〇 

七 五、 〇〇〇、 〇〇〇 

三 〇、 〇〇〇、 〇〇0 

二 〇、 〇〇〇、 〇〇〇 

一 五、 〇〇〇、  〇〇〇 

一 〇、 〇〇〇、 〇〇〇 

四 五 0、 〇〇〇、  〇〇〇 


我國の 北部 地方に 於いて 消費され る 砂糖 は、 元來、 南部 地方の 諸 省から 移入され て. Q たので あ 


るが、 光 緒 三十 二 年 二 九 0 六 年 7 時の 東 三省 總督 趙爾 巽が 日本の 兒 玉大將 より、 満洲の 氣候 は甜 

菜の 栽培に 適する 旨を敎 へられ、 直ちに 試作した ことが 起源と なって、 北部 地方に も 亦 製糖 事業 

が 誕生す るに 到った ので ある。 現在で は 山 東 • 山 西 等に 於いても 亦 これ を 栽培して 居り 、満洲に 

於け る甜 菜の 收穫 量の 如き、 毎年 七 千 五 百 萬 斤に も 達して ぬる。 


ま 九 

第五 章 製糖 工業 


. 第二 節 甘蔗 糖の 製造  六0 

第一 一節 甘蔗 糖の 製造  . .  , し 

我國に 於け る 甘蔗 糖の 製造 は、 南方 各省に 遍く 行き 亘 つて 居， o、 就中、 四川 ，廣 東 • 江 西 • 福 

建の 五 省が 最も 著名であった。 殊に 四川 省 は 他に 比較して 交通 不便の ために、 外國 糖の 輸入が 些 

か 困難で あり、 從 つて、 甘蔗 糖の 製造 は 今 尙ほ相 當に行 はれて. Q る。 その他の 諸 省 は、 外國 糖の 

ために 驅逐 されて、 舊法 による 製造 は、 殆んど 萎縮 不振の 域に 陷 つて ゐる。 

一、 四川 省 

蔗糖 を產 出す る區域 は、 揚子江 • 沱江 • 嘉陵江 及び 岷 江の 四 大河 川の 流域 各地に 行き 亘 つて， Q 

る。 即ち、 沱 江の 流域に 在って は簡 陽より 瀘州 にかけ てが 主要な 產糖 地であって、 就中、 內江縣 

は その 中心で あり、 資中 • 資陽 • 簡陽 • 富 順 • 榮縣 • 瀘 州の 各縣が これに 次いでの 產地 である。 

これら 主要 產糖 地の 年 產額を 表示 すれば 次の 如くで ある。 


地 


內 

资 

合 


江 

中 


他 

計 


砂糖の 種观 

白砂^  (氷砂糖 赤砂糖 も 若干) 

白砂糖 (赤砂糖 も 若干) 

赤砂糖 (白砂糖 も 若干) 

同 

同 


年 

七 〇、 

五 〇、 

三 〇、 

三 〇、 

五 〇、 

二 〇、 

五 〇、 

三 〇〇、 


產 額 (單位 斤) 

〇〇〇、 〇〇〇 

〇〇〇、 000 

〇〇〇、  〇〇〇 

〇〇〇、 000 

〇〇〇、  〇〇〇 

〇〇〇、 〇〇〇 

〇〇〇、  〇〇〇 

〇〇〇、  〇〇〇 


四川 省に 於け る 砂糖の 產額は 相當に 多い ので あるが、 交通 運輸の 便惡 しく、 漦全： 稅 (園内 通過 稅) 

が 過重で あるた め、 他 省への 移出 は 頗る 困難 を 極めて. Q る。 從 つて、 西康省 及び 西 藏に對 して 多 

少の 販路 を 有する に過ぎない。 

二、 廣東省 

廣東省 も 亦 我國に 於け る 有數の 產糖區 域であって、 嘗て は 毎年の 轍 移出 額が 七 百 萬 元に も 達し 
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第二 節 甘 Iffil 糖の 製造  力 二 

て. Q た。 產糖區 域 は、 主として 省の 東部 韓江 流域であって、 その 甘蔗 植付 面積 は 凡そ 十二 萬 ほ、 

粗糖の 年産 は 一億 斤に も 上り、 製糖 工場 數はニ 千 を 越えて、 正に この 省の 糖 業 中心地 を 成して ゐ 

た。 然るに、 光緖 二十 五 年 (一 A 九九 年) 以後 は、 その 販路 AJ 逐年 外國 糖の ために 奪 はれ、 甘蔗 I 

は 槪ね柑 橘 畑と 變 つて、 現在 は 昔時の 俤 はない。 而 して^ 頭 は韓江 流域に 於け る 砂糖 類の 集散地 

である。 

廣州 (廣東 市) 一 帶の地 は、 や は 6 嘗ての 產糖 地であって、 年產 四千 萬 斤に も 逢して ゐた。 現在 

では、 たく 惠州 及び 東 莞の兩 地 を 中心に、 尙ほ 若干の 產額を 示して なる だけで ある。 

海 南 島は氣 候が 温暖で 全島 到る ところ 甘蔗の 栽培に 適しない ところ はない が、 その 糖 業 は尙ほ 

萠芽 時代に 在る。 

三、 江 西 省 

弒 水の 流域と 樂平縣 と を 中心とする 砂糖 類の 產額 は、 年々 價額 にして 凡そ 三百 萬 元に 上って な 

たので あるが、 近年 は外國 糖の 輸入に より、 赣水 上流の 赣縣 から 下流の 各地 及び 鄱陽 湖ー帶 にか 

けて 賣り 出されて ねた 砂糖 は.. 殆んど その 跡 を絕 つに 到って ゐる。 吉安縣 に は 糖 業試驗 所が 設立 


され、 多年 研究に 當 つて. Q るが、 徒らに 虚名 を 擁する のみで、 何等の 貢獻を も 果たして. Q ない。 

四、 廣西省 

柳 江 及び 欝 江の 流域が、 廣西 省に 於け る 甘蔗 糖の 主產 地で ある。 この 省に は 他の 地域に も 栽培 

適地が 尠 くない。 

五、 福 建 省  ~  , 

南部の 各地が 中心であって、 漳州 • 泉 州 一 帶が 特に 古來 から 著名で ある。 嘗て は 年産額 三千 萬 

斤に も 上って、 厦門が その 集散の 中心であった が、 やはり 外國 糖に 壓 迫され つ k ある。 民 國八年 

厦門に 轍 入され た 外 國糖は 八 百 七十 餘萬 斤に 達した。 

六、 雲 南 省 

全 省 到る ところに 栽培 適地 を 擁して ゐ るが、 特に 產 額の 多 いのは、 八達 河の 流域で ある。 
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第二 節 甘蔗 糖の 製造  六 四 

我 國古來 の 製糖所 は槪ね 『糖 房』 と稱 する もので、 孰れ も 資本 は 寡少、 設備 も 貧弱で あ 6、 通 

常、 一日の 平均 出産 額 は六ビ クル 程度で ある。 その 製法 は、 即ち、 牛 を 使役して 圓柱狀 の 石 を碾 

盤の 上に 回轉 させ、 切斷 した 甘蔗の 莖を これによ つて 壓し 潰して 汁液 を 採取、 乙れ を 煮詰めて 砂 

糖と する ので. ある。 而 して 近代的 機械 生產 による ものと して は、 光 緖四年 2 八 七 八 年) に 英國資 

本の 怡和 洋行が 香港に 設けた 製糖 工場が 最初で ある。 次いで 光緖 二十 年 2 八 九 四 年) に 同じく 英 

國 資本の 太古 洋行が 香港に 工場 を 設けた が、 孰れ も その 規模 は 極めて 廣大 であった。 丽 して 太古 

洋行 は 更に 汕 頭の 崎綠 地方に 分工場 を 設立し、 直接、 韓江 流域の 甘蔗 買 付けて 廣東省 東部に 於 

ける 糖 業 を獨 占し やうと 圖 つたが、 汕 頭の 地方 民 は、 重大 利權が 外人の 手に 落ちる こと を 恐れて 

結束し、 太古 洋行への 甘蔗 不買同盟 を 組織した ため、 その 分工場 は 遂に 操業 開始に 到らす、 今 も 

なほ その 煙突の み 徒らに 高く 聳えて は 居る が、 凡ゆる 機械 類 は旣に 香港の 本 工場に 持 去られて し 

まって ゐる。 

純粹 に國內 資本に よる 新式 製糖 廠の 出現 は、 華僑 出身の 郭 禎祥が. 閩 南に 設けた 華祥 公司 を 以て 

嗞矢 とする。 同じ年に、 漳州 及び 柳 州の 兩地 にも 新式 工場が 創立され たが、 その 規模 は 比較的に 

小さく 且つ 間もなく 停 業して しまったと 云 ふ。 


第三 節 甜菜 糖の 製造 

甘蔗 は 植物の 中で 最も 豐富に 糖分 を 含む ものであるが、 しかし、 温暖なる 氣 候に のみ 適する も 

のであって、 寒冷なる 地域に 在って は 生長し 得ない。 然るに、 甜菜は 糖分 を 含む 乙と も 豊富で あ 

り、 且つ 耐寒 性で あるが 故に、 氣候 寒冷の 地に 在っても、 これ を植 ゑて 砂糖 製造の 用に 供す る こ 

とが 出來 るので ある。 歐 米に 於け る甜菜 製糖業 は、 十九 世紀 以來、 益々 發 達しつ k あるが、 我國 

に 在って は その 出現 は 極めて 後れて 居る。 即ち、 光 緒 三十 四 年 (一九 o 一八 年)、 時の 東 三省 總督 趙爾 

巽が、 日本の 兒玉 大將ょ 6 甜棻 製糖の 利を敎 へられ、 瀋陽 (奉 天) 近郊に これ を 試驗 的に 栽培した 

のが、 その 濫觴であって、 創始 以來、 その 成績 良好であった ことによ， o、 世人より 漸次 注目され 

るに 到った。 

満洲に 於いて 甜菜 製糖 工場の 出現した の は、 宣統 元年 *: 一九 〇 九 年 y 1 ポ I ランド 人が ハルビン 

郊外の 阿 什 河に 設立した 阿 什 河糖廠 (Ashih-ho  Sugar  Factory) と、 支那 人 資本家が 呼 蘭に 設立し 

た 富 華 公司 を 以て 嚆矢 とする。 しかし、 その 規搽 は、 孰れ も 日本側が^ 澤 子爵 等 を 首班と して 奉 
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天 城外に 設立した 南満 製糖 會 社の それに 遠く及ばない ものであった。 

日本側の 計算に よれば、 南 満洲 各地に 於け る甜 菜の 試驗 栽培の 結果 は、 一 畝當り 平均 七十 八 貫 

の收穫 量で あり、 糖分 含有量 は、 一 五 • 三 四％ であると いふ。 次に、 日本側の 調査 作製になる 南 

満洲と 歐洲各 園に 於け る甜 菜の 一 畝當り 收穫量 比較 表 を 掲げて 參 照に 供す る I 


國 

ペル ギ 1 

スゥェ .1 デン 

ォ ー スト リア ハ ン ガリア 

ドイツ 

フランス. 

ロシア 

南滿洲 


畝當り 平均 收瘦盘 (單位 日本 貫) 


八 〇 

六 九 

六 四 

七 八 

六 六 

三 七 

七 八 


ニー 六 

ニニ 六 

• 五 二 

• 九 六 

• 五一 

• 九 五 

•〇〇 


我 國の山 柬* 山西兩 省に 於け る^ 栾 植付 面積 も 相 當に廣 いものが ある、 而 して、 山 東 省 李 村の 

農事 試驗 場に 栽培され た甜 菜の 平均 含糖量 は 一 五 *七 ^であり、 山 西 省 各地に 於け る その 平均 含 

糖 量 は、 中央 農事 試驗 場の 報告に よれば、 ニー ー％ である。 


第 四 節 我國に 於け る 製糖 工場 

(1) 谆益實 業 公司 (山 東 省) 

こ の 會社は 民 國九年 二 九 二 〇 年〕、 山 東省濟 南に 設立され た。 拂込 資本 二百 十一 萬 六 千 元。 その 

工場 は濟 南の 黄臺 橋の 北方に 當る全 福莊に 在る。 面積 凡そ 三百 畝で、 民國十 年に 製糖 を 開始して 

ゐ る。 甜菜 糖の 製造の 外、 精製糖 及び 酒精 蒸溜 を 兼營 して わるが、 その 一日 生産額 は、 糖 九百餘 

ビ クル • 酒精 六 千餘ボ ン ド である。 

(2) 國民 製糖 公司 (江 蘇 省) 

工場 は 江 蘇 省 寶山驟 の 吳淞に 在る。 民國九 年の 創立で 資本金 は 五 百 萬 元、 精製糖 及び 甜. 菜 糖の 

製造 を 行って ゐる。 創立 當 初に 株主 間に 意見の 不一致が あり、 株式 拂 込が 遲れて ねたが、 その後 

機械の 購入 問題で 一層 隔 執が 甚 しく、 これが ため、 民國 十四 年 〜一九二 五 年) まで 操業 開始が 遷延 

してな た。 これらの 禍根が 祟って 蓮轉 資金の 圓滑 を 缺き、 事業の 進行 は 極めて 順調で ない。 本書 
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お 四 節 我国に 於け る製糙 工場  -  六 八 

編纂の 當 時には、 組織 變更の 消息 さへ 傳 へられて ゐた。 

(3) 華祥 製糖 公司 (福 建 省) 

乙の 會社は 宣統ニ 年 (一九 ー〇 年) に 南洋 華僑の 郭楨祥 等に よって 創立され たもので、 資本金 は 

四十 五 萬 元で ある。 創立 當 初に、 ジ ャグァ 及び フヰ リツ ビンより 甘蔗 苗 二百 五十 萬 本 を 購入、 乙 

れを (福 建 省) 龍溪縣 下の 王 四爺洲 及び 田邊、 並 びに 同安縣 下の 水 頭の 地に 設けた 甘蔗 栽培 場に 於 

いて 栽培し、 水 頭 及び 滸 頭の 兩 地に 工場 を 設けて 製造 を餺始 した。 その 水 頭に^け る 工場で は、 

一 日當り 原料 甘蔗の 消費量 は 八十 噸 である。 

(4) 廣 福種植 公司 (福 建 省) 

乙の 會社 もまた 宣統ニ 年に 設立され、 本社 は (福 建 省) 漳 州に 置かれた が、 資本金 は 僅に 四 萬 元 

で、 成績 不振の ため 遂に 廢 止されて しまった。 

0 

(5) 柳 州 砂糖 精製 所 (廣西 省) 


廣西 省の 柳 州に 在る が、 その 詳細の 事業 內容は 未だ 明かで ない。 

(6  ) 恬和 精糖 公司 (香港 • 英國 資本) 

本社 は 英領 香港で あり、 工場 は その 銅 羅灣に 設けられて. Q る。 資本金 は 二百 萬 元、 生產 能力 は 

一 日 四千 ビ ク ル であるが、 現在 は日產 ニ千ビ ク ルを 出荷して， Q る。 精製糖の 製造 を宗 とし、 原料 

糖はジ ャグァ に 仰いで ゐる。 

(7) 太古 製糖 公司 (香港 • 英國 資本) 

本社 は n ン ドンで あるが、 工場 は 香港の 昝箕灣 に 設けられて ある。 資本金 は 二百 萬 ポンド、 生 

^能力 は 一 日 一 萬 四千 ビ ク ル であるが、 現在で は 日産 六 千 乃至 七千ビ ク ルを 出して .Q る。 精製糖 

の 製造 を宗 として 居り、 原料 糖 はジャ ダァに 求めて ゐる。 その 製品 は 支那の 南北 各地に 賣 捌かれ 

る 外、 更に インドの 各地に も 送られ、 販路 は 極めて 廣く 事業の 基礎 は 甚だ 鞏固な ものが ある。 た 

だ 十數年 前より、 ジ ャグァ 及び 臺灣 糖の 挾擊 を 受けて、 支那に 於け る 販路 は 若干 影響され て. Q 

る o 
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笫 五節 滿洲國 に 於け る製粽 工場  七 ◦ 

第五 節 (參 照) 滿洲國 に 於け る 製糖 工場 

(1 ) 南満 製糖 株式 會社 

宣統 三年 二 九 一 一年)、 日本の 滿鐵 がその 農事 試驗 所に 於け る 試作 甜 菜の 成績 甚だ 佳良で-あった 

に 鑑み、 民 國五年 2 九 一六 年) 十二月に 創立した ものが 即ち この 南滿 製糖で ある。 資本金 は 一 千 

萬圓、 工場 は 満鐡線 奉 天驛の 西南 方に 設けられた。 操業 開始 は 翌六年 十二月、 最近の 年 產額は 十 

餘萬ビ クルに 達して ねる。 民 國十年 九月、 鐡嶺驛 の 附近に 分工場 を 設けた。 所要 原料た る 甜菜は 

みな 土着 農民の 栽培に 係る もので、 會社は 農民に 對 して 先 づ 耕作 資金 を 貸付け、 更に 種子 及び 肥 

料 を 給 與し、 秋季 收穫 期に 到って、 乙れ らを甜 菜の 買入價 格より 控除 するとい ふ 方法 を 採って な 

る。 南 は 鞍 山より 北 は 開 源まで、 滿鐡 沿線に 於け る甜 菜の 栽培 は 五 百餘ケ 村の 多き に 上り、 三千 

五 百 人 を 越 ゆる 農夫が これ を 耕作して ねる。 民國十 一 年 (一九二 三年) に 於け る 栽培 面積 は 六 萬 餘 

畝であった が、 鐡嶺の 新 工場が 操業 開始の 後 は、 更に 增大 を豫 想され てね る。 更に この 外に 一 萬 

一千 餘 畝に 上る 會社 直營の 農場が ある。 最初の 種子 は ドイツより 購入した ものであるが、 近年、 


直營 農場に 於いて 満洲 原産 種 を 試作した ところ、 その 成績 はむしろ ドィ ッ產の ものより も 優れて 

居た ため、 現在で は 種子の 自給 策 成り、 もはや 外國に 仰ぐ 必要な き狀 態に 逢して ぬる。 操業 は 毎 

年 十月に 開始し 翌年 三月に 停止す るの を 例と してね る。 一年 通じて 作業 しないの は、 甜菜 根が 冬 

期に 入る や 凍結し、 翌年の 解氷 期に 急速に 腐敗し 始め、 種々 の 防止法 を 講じても、 生產 上の 步留 

まりが 防止法の ために 費す 所と 引合 はない が 故に、 從 つて、 春 夏の 作業 は 休止した 方が 有利 だか 

らで ある。 

この 會社 は甜菜 糖の 製造 以外に、 更に 精製糖 及び 酒精 を 製造して ゐる。 精製糖の 原料 は 臺灣に 

仰いで ゐ るが、 蒸溜 酒精の 原料 は 即ち 自社の 甜菜糖 及び 精製糖の 殘 滓であって、 いはく 副産物で 

ある。 

(2) 東 三省 呼 蘭 製糖 ほ 

創立 は宣統 元年 (一九 〇 九 年、 最初の 社名 は 富 華 公司であった が、 その後、 官營 となる に 及び 東 

三省 呼 蘭 製糖 廠と 改稱 された。 設立 當初は 資本金の 不足に より、 工場 設備 を 調へ ぬ 以前に その 大 

半 を 費消して しまった ため、 ドイツ 資本家より 現金 五十 萬ル I ブ ル 及び 機械 代金 五十 萬ル ー ブ 产 
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第五 節 (^照) 滿洲 s に 於け る 製糖 工場  七 二 

を 借款す るに 到った。 民 國ニ年 (一九 一三 年べ 漸く 作業 開始の 逗 びに， 立 到った が、 工場 全體 はドィ 

ッ 資本家の ために 差 押さ へられて しまった。 翌年 春、 前 東 三省 政府の 共同出資 によって 回收 され 

ると 共に 官營 工場と なった ので あるが、 經營 不振の ため、 民 國七年 (一九 一八 年) に 作業 は 停止 さ 

れ、 本書の 編纂 當 時に 到って、 再び 操業 を 開始した とい ふ。 工場 面積 は 二百 九十 畝、 農場 三ケ所 

を 有し、 一 日當 りの 原料 消費量 一二 百 五十 噸に 及ぶ 生産 能力 を 有する。 

(3  ) 阿 什 河糖癍 

乙の 工場 は、 舊東 支鐡道 沿線の 阿 什 河驛に 在り、 ハ ルビンから さまで 離れて ゐ ない。 資本金 は 

百 萬〃 ー ブルで あり、 そのうち、 支那 人の 出資 は 五萬ル ー ブルで ある。 創立 は宣統 元年 二 九 〇 九 

年) であるが、 作業 開始 は その 翌年であった。 一 日の 生產 能力 は 原料 消費 約 三百 噸、 一 年に 約 四 

莴ピ ク ル內 外の 甜菜糖 を 製造す る。 
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第一 節罐 詰 

現在、 我國の 各地、 交通 上の 要點に は、 多 かれ 少 かれ、 罐詰 製造が 行 はれて^ るが、 大規模の 

ものに 到って は、 極めて 稀れ である。 而 して、 その 營業は 名目 上 頗る 多岐に 亘 つてね るが、 乙れ 

を 大別 すれば 蔬菜 . 果實 • 肉類 • 魚介 • 乾 菓の五 種と して 觀 察する ことが 出來る であらう。 

(1 ) 雜 菜 

近年に 到って 南部 諸 省の 罐詰 工場で は、 蠶豆 • 筍 . 生薑 • 蒜の 酢 漬等を 製造し はじめ てぬる。 
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笫 一節 耀 詰  七 四 

(2) 果實 

. 荔 枝 • 龍 眼 • パイ ナツ ズル • バナナ *柑橘*枇杷*梨，楊梅ニ速の實などが、 我 國の罐 詰果實 

の 中の 主要な ものであって、 その 中、 最初に 記した 五 種類 は、 原料の 入手が 容易で ある 關係か 

ら、 福 建 及び 廣 東の 兩 省に 限られて ゐる。 桃の 罐詰は 槪ね山 東 省の 肥縣に 於いて 製造され るが I 

の 地の 桃 は國內 最良の ものと して 著名で ある。 その他、 糖 杲 • 蜜 漬 • 果汁な ど 厳密に 言へば 罐詰 

食料で はない が、 乙れ 亦罐詰 業者の 副業の 1 となって ぬる。 

(3) 肉 類 

即ち 家畜 及び 野禽の 肉で ある。 例へば、 雲 南 省 宣威縣 地方の 火 腿 は、 わが 國 第一 の 最良の" ム 

であるが、 最近で は罐 詰と して 製造され、 年々 相當 量が 輸出され るに 到って ゐる。 

(4) 魚 介 

海産物 一 般 であるが、 海岸線に 沿った 各地の 罐詰 工場 及び 水 產學校 附屬の 製造 部に 於いて は、 

慨 して N- の 種の もの を 製造して. Q る。 


(5) 乾菓 

乃ち 麵粉を 以て 主成分と する 食料品 を 指す。 M の 種の ものの 國內 消費量 は、 逐年 激增 しつ V あ 

るが、 その 種類 は、 配合す る 原料と 技術と により 無數 である。 

我國に 於け る 新式 罐詰 工場 は、 その 誕生 極めて 新しく、 上海の 泰豐 及び 馬 玉 山の 兩 者が 最も 著 

名の ものである。 前者 は 肉類 を 主と し、 後者 は 糖 果， 蜜 漬* 乾菓等 を、 王と して 製造す る。 乙の 外 

厦門の 大同、 汕 頭の 適 味 • 美 香、 温 州の 國利、 福 州の 邁羅 等の 工場 も 亦 多少 は 世上に 著 聞され て 

ゐる。 近年、 日本 資本家が 滿洲國 及び 靑島 市に 經營 する 罐詰 工場の 發展 極めて 著しい ものが ある 

が、 たく その 製品 は 魚肉 *獸 肉の ニ點に 限られて ぬる。 
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穿 二 節 蛋粉  七. -ハ 

第一 一^ BI 蛋  粉 

蛋 粉と は雞 卵の 卵白と 卵黄と に 加工して 乾燥す るか 或は 水分 を 減少せ しめて 製造した もので あ 

る 家鴨の 卵白 及び 卵黄 も 勿論 蛋 粉に 製造し 得られる が、 然し 慣習 上 これが 需要 者 は 頗る 少數 であ 

る。 從 つて 現在 謂 ふと M ろの 蛋 粉の 原料 は 多く は雞 卵の 卵白 及び 卵黄 を 以てせられ るので ある。 

蛋粉 は、 これ を 天然 卵に 較 ぶれば、 保存 及び 運搬に 容易で あるが 故に、 雞卵を 豊富に 產 出す る國 

家が、 蛋粉 工業の 發展に 努める 乙と は 當然の 急務と いはねば ならない。 

蛋 粉の 用途と して は、 糖菓 乾菓 等の 食料品に 製す るの が 大部分で あるが、 この 外、 綿織物の 煤 

染劑 • 或 種の 寫眞 印畫 紙の 原料 • 油 その他の 各種 液體の 淸澄劑 及び 生石灰と 混合して 硝子 磁器 等 

の 補粘劑 とする 乙と 等で ある。 

我 國に蛋 粉 工業が 開始せられ たの は、 或る ドイツ人が  一二 十 年 前に 漢 口に 蛋粉 工場 を 設けた 時に 

始まる。 一 說 によれば、 或る 英 人が 蕪 湖に 設立した 工場に 始まる とも 謂 はれる が、 思 ふに、 この 

兩 工場の 設立の 順序 は、 極めて 接近して ねたので あらう。 その後、 外國 資本家に して 斯業の 經營 


に當る もの は陸續 として 相次いだ が、 就中 ドイツの 資本家が 最も 努力し、 その 利益 も 亦 大部分 を 

占めて. Q た。 これに 刺戟され て、 支那 人 資本家 も亦爭 つて これに 倣った ので、 製造 高 も 逐年 增加 

し、 蛋 粉の 貿易 は 發展の 一路 を 迎る のみであった。 最近までの 計算に よれば、 國內に 於け る蛋粉 

工場 は 五六 十 社の 多數に 上って なる。 

歐 洲大戰 以前に 於いて は、 ドイツ人の 蛋粉 工場 は、 靑島 及び 漢 ロー 帶に 頗る 勢力 を 有して 居た 

が、 大 戰の發 生と 共に、 その 地位 は 日本人に よって 取って 代られた。 南京の 郊外、 下關に 在る 和 

記 洋行 (scrnational  Export  Co.) は英國 資本家の 經營 する 所で あるが、 國內 有數の 大規模の 蛋粉 

工場であって、 各地 方に 分設 した 雞卵 購入の ための 機關 は、 百 五十 餘に 達して. Q る 程 である。 支 

那 資本に よる 蛋粉 工場 は、 その 數に 於いて 多數 であるが、 その 資本に 於いて 寡少で あり、 剩へ製 

造 技術に 到って は舊 式で あるた め、 その 規模の 觀る べき もの は 極めて 少數 である。 


笫六章 嫿詰 • 卵 粉 及び 其 他の 食品 製造 工業  七 七 


第三 節 粉絲  七 八 

第三 節 粉 糸 

粉絲 (はるさめ) は 綠豆粉 a 麵粉 • 米粉 を 以て 製造され るが、 玉蜀黍 • 甘 藷の粉 を 以て 製され る 

もの も ある。 但し、 その上 質の もの は 前 三者 を 原料と した ものである。 

粉絲の 製造 方法 は、 先づ 原料 を 粉と し、 rJ れに 冷水 を 加へ て、 糊狀 となし、 小孔を 有する 淺ぃ 

容器に 入れる と、 糊 は その 小孔 より 滴って 線狀 になって 下垂す る C 乙れ を 熱湯に 通して 煮た る 後 

取り出して 竿に 懸け 列べ、 乾燥せ しむれば 出來 上る ので ある。 

我國に 於け る 粉絲の 製造 は、 家內 工業の 一 種と して 行 はれる が 故に、 大規模の 經營は 極めて 稀 

れ である。 その 產 地の 分布 は、 廣 く國內 全般に 亙って ねる が、 山 東 省の 煙臺 (芝 罘) 一 帶が 最大の 

產地 であり、 漢ロ  • 廈門 • 沏 頭 等が 乙れ に 次いでの 產地 である。 煙臺 の粉絲 は、 實際は 附近の 福 

山 • 牟 平等の 縣 下に 産出す るので あるが、 その 輸 移出に 當 つて 煙臺に 集散す るた め、 世人 は煙臺 

のみ を稱 する に 到った に過ぎない。 福 山。 牟 平兩縣 下に 於け る粉絲 は、 綠豆 (靑 小豆) によって 製 

造され る ものであるが、 その 原料た る 綠豆は ^洲國 からの 輸入に 仰いで ゐる。 


粉絲 は、 我が 國 民の 常食 品で あるが 故に、 その 海外 輸出 は槪ね 海外に 於け る 華僑の 需要に 向け 

られ、 ^常、 年額 百 二十 萬 雨に 上って ぬる。 その 大部分 は煙臺 より 輸出され る もので、 香港 • 海 

突植 0K 地に 蓮 ばれた 後、 更に 南洋 各地に 再輸出 される ものが 最大 量 を 占めて ねる。 
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第一 節釀 造 物 

我國に 於け る 釀造物 は、 酒類 *醬 油 • 酢 •• 紅 麹 • 酒精の 五 種に 分類す る ことが 出來 る。 酒類 • 

醬油 • 酢の 釀造は 殆んど 到る 處に rJ れを 見る 乙と が 出來 るが、 た く 多く は 設備 も 固陋 • 方法 も舊 

式であって、 尙ほ 未だ 完全に 家內 工業の 域を脫 却し 切って ゐ ない。 しかし、 酒類の 釀造 は、 清朝 

末期 以來、 大規模の 經營が 行 はれて 居り、 酒精の 蒸溜 も 亦同樣 である。 この 兩 者が 我國の 醸造業 

に 於け る 特に 出色の 存在で ある。 紅麪 もまた 家內 工業に よる 生產 品の 一 であり、 國內 的に は稍廣 

汎 なる 販路 を 有して ゐる が、 その 產 地の 分布 は 頗る 狹隘 である。 

酒類の 品目 はかな. o 多い が、 rJ れを 大別 すれば、 穀類 酒と 果實 酒の 二種と する ことが 出來 る。 
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しかし、 我 國に產 する 果實 酒と して は、 僅に 葡萄酒 だけで ある。 穀類 酒の 種類 は 頗る 多く、 紹與 

酒 • 高粱 酒， 燕麥酒 *啤 酒な どが その 代表的な ものである。 この 外、 所謂 藥 酒なる ものが ある。 

即ち、 穀類 酒に 各種の 藥物を 加へ たもので ある。 

^油 • 酢 等 は、 品目 は 多くない が、 その 品質に 到って は 千 差 萬 別で ある。 


第一 一節 紹 輿 酒 

紹與 酒の 原産地 は、 浙江 省の 舊紹身 府に屬 する 一 帶の 地方で あるが 故. に、 現在で は 無 錫 • 蘇 州 • 

北京 等の 各地で も 製造せられ るが、 依然として、 紹舆 地方の 生 產品を 以て 第一 等の ものと されて 

ゐ る。 而 して その 最大の 理由 は、 釀 造に 用 ふる 水質の 優れた ことに 由る のであって、 紹舆 地方で 

は、 鑑湖 • 若耶溪 等の 水 を 用 ひて ぬる。 紹與 酒に は 品質の 相違に よって 種々 に區 別せられ、 また 

花 彫 酒 その他 各種の 名 稱が附 せられて ゐ る。 而 して 久しく 貯藏 された 上質の もの は 老酒と 稱 せら 

れる。  . 

紹與酒 は 糯米を 以て 主要な 原因と する。 その 製法 を 摘記 すれば、 原料た る 糯米を 先 づ缸の 中. に 

浸漬 する M とから 始まる ので ある。 一 つの 缸に は糯米 一石 五斗 乃至 一石 六 斗 を 入れ、 その 表 看 面 

の 三寸 乃至 五寸 以上に 達する までの 水 を 加へ る。 浸漬の 時間 は、 米の 質と 水の 温度と によって 異 

なる が、 最少 三十 六 時間 • 最大 三 週間の 範圍 である。 M れが 終る ゃ續 いて 糯米を 桶の 中に 移し、 

麴 及び 清水 を 加へ 、器具 を 以て 十分 攪拌した 後、 桶に 蓋 をして 放置す るので ある。 若干 時間 を經 
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過して から、 液 體を吸 出し、 それが 淸澄 となる の を俟 つて、 乙れ を甑の 中に 盛る ので ある。 時 ふ 

して は、 M の淸 澄と なった 液體を 煮て、 その 熱氣の 去らない うちに 甑の 中に 盛る 場合 も ある。 

含有 酒精 分 は 甚だ 一定 しないが、 普通 は 百 分の 十 前後で ある。 酒の 色 は 普通 黃色 を呈 して， Q る 

が 故に、 黃 酒の 別名 も ある。 然しながら、 中には 白色 • 褐色 *綠 色 • 赤色の もの もあって 必 やし 

も 一定し ない。 その 色彩の 不同 は、 その 含有 成分の 如何によ つて 定まる ので ある。 而 して 褐色の 

もの は 紅 米 を 原料と して 醸成 せられる。  • 

國內 にて 販賣 せられる 紹與酒 は、 從來 その 大部分 は紹與 より 供給 せられて ゐ たが、 近來、 酒税 

が 逐次 加重され たため、 その 輸出 は 以前に 較べて 漸减 しつ.^ ある。 しかも、 その 醸造家まで が 苛 

酷なる 課税 を 免れん として、 江 蘇 省の 蘇 州 • 無 錫に 於いて 醸造に 從 事し つ. ^あるの は、 注目す ベ 

き 傾向で ある。  • 


高粱 酒の 主産地 は、 舊東 三省 • 北京 及び 中部 地方の 各省で あるが、 特に 奉 天 省の 牛莊は 最も 著 

名で あり、 從 つて 他 省への 輸出 も 亦 最も 盛んで ある。 高粱 酒の 醸造 は、 糯 及び 高粱 を 以て 主要な 

原料と する。 通常 謂 ふところの 燒酒， 燒酎 • 火酒な ど は、 孰れ も 高粱 酒の 別稱 である。 歐米 人が 

謂 ふところの Samshu と は、 即ち 三燒 の音譯 であって、 三燒は 蓋し 高粱 酒の 一種で あり、 三回の 

蒸溜 過程 を經 るが 故の 稱呼 である。 高粱 酒の 種類 は 甚だ 多く、 汾酒 • 潞 酒 等 は その 中の 主要な も 

ので ある。 汾酒は 山 西 省の 舊汾州 府に屬 する 地方の 原產 であり、 潞酒は 山 西 省の 舊潞安 府に屬 す 

る 地方の 原產 である。 乙 の 雨 種の 他 省へ 移出 せられる 年額 は 相當に 巨額で ある。 

高粱 酒 は、 前述の 如く、 糯米 及び 高粱 を 蒸溜して 造る ものであるが、 時として は 他の 穀類 を以 

て、 造られる 乙 とも ある。 而 して その 品質 は 年月 を經 たもの ほどよし とせられ、 ^に 盛りた る ま 

ま 二三 年間 地中に 埋め 置きた る もの は、 その 味、 最も 芳冽 である。 强烈 なる 高粱 酒の 酒精 含有量 

は 百 分の 四十 五に 達する ものが ある。 
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第三 節 高 梁 酒  八 六 

牛莊 より 輸出 せられる 高粱 酒 は、 必ゃ しも 牛莊に 於いて 釀 造され たもので はない。 單に南 満洲 

地方の 高粱 酒が 乙の 地 を 中心として 集散す るに 過ぎない。 而 して、 南 満洲に 於け る 産額 は、 一 ァ 

メリ 力 人の 計算に よれば、 毎年 百 六十 萬ガ " ン 前後に 達する とい ふ。 


第 四 節 哓 酒 (ビ I し 

啤酒 はまた 皮 酒 或は 麥 酒と も 稱 される。 その 種類 は 甚だ 多く 製法 も 亦 多岐に 亘 つてぬ るが、 そ 

の 主要 原料 は麥芽 • 蛇痲 (ホップ) 及び 水の 三者に 過ぎない。 

その 製法 は、 先 づ麥芽 を 搗き碎 いて 水 を 加へ、 これ を 熱した る 後、 沈渣 物と 液汁と を 分離せ し 

め、 これ を 別の 器物に 移して 沸騰す るまで 煮る。 然る 後に ホッグ を 加へ るので あるが、 乙れ によ 

つて 一種の 甘味と 苦味と を帶 びさせる と共に、 滋養 *興 奮の 劾 用 を 持たせる ことが 出來 る。 時と 

して は、 この 外に 尙ほ轉 化 糖， 葡萄糖 • 玉蜀黍 等 或は 米な ど を 加へ る こと も ある。 乙の 操作が 終 

り、 液汁が 冷却 淸澄 となる を俟 つて、 その上 澄み を 仕込み桶に 移し、 これに 若干の 酵母 を 加へ て 

醱酵し 易く する。 最初、 白い 泡沫の 如く 見える 酵母 は 上層に 浮んで. Q るが、 慚次、 桶の 底 部に 沈 

んで 行く。 この 醱酵 現象が 停止した 時に 液汁 を 更に 他の 器に 移し、 若干 時間 を經 過した 後に、 濾 

過. 器 を 以て これ を濾 し、 更に 魚 膠 を 加へ ると、 全 體が淸 澄 透明と なって 良好の 醸造 結果 を 得る の 

で ある。 
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第 四 節 啤酒 (ビ I ル)  八 八 

ビ —ルの 含有す る 酒精 分 は、 種類に よって 異なる が、 最大の もの も 百 分の 八 を 超えない。 普通 

は 百 分の 三 乃至 四で ある。 

我國に 於け るビ— ルの釀 造 は、 光緖 二十 七 年 (一九 0 一年) に、 P シァ 及び ドイツの 兩國 商人が、 

京 三省に 於いて 設立した 、ノ ルビ ン啤滔 公司に 始まる。 光緖 三十 年 (一九 〇 四 年) に は、 イギリス 及び 

ドイツの 雨國 商人が 合辦を 以て 青 島に 設立した 啤酒釀 造股份 公司 もまた 誕生した。 現在で は、 滿 

洲國を はじめ、 北京 • 天津 *靑 島 • 上海 等に ビ— ル 工場が 設けられて. Q る。 滿洲國 に 放け るビ ー 

〃は、 水 ® の關係 によって 品質が 惡 いので あるが、 た C 原料た る大 麥の產 出が 極めて S 富で ある 

ため 、生産 コストが 低廉で あり、 且つ 亡命 &シァ 人間の 需要が 頗る 多い 乙と により、 その 營業成 

績は 甚だ 良好で ある。 然るに 我國に 於け るビ I ル 工場 は、 その 數に 於いて 必す しも. 少數 ではない 

が、 國 民の 風習より して 需要 者 は 甚だ 限定せられ、 剰へ 外 國ビ— ルの 輸入と 競爭 せざるを得ない 

ため、 全體 として 尙ほ 幼年時代 にある ビ I ル 工業の 前途 は、 大 なる 發展を 期し 難い 鸷狀 にある。 


第五 節 葡萄酒 

我國に 葡萄が 出現した の は、 漢 代に 張騫が 西域から 持ち 歸 つたの を 以て 嚆矢 とする。 しかし、 

當時 これ を 以て 酒 を 醸す 乙と を 知って ぬた か 否かに つ い て は、 何等 これ を徵 すべき 文献がない。 

たく 魏の文 帝の 語と して 起された ものに、 『葡萄の 酒、 甘 けれど 飴なら す、 酸 けれど 酢なら や、 

* 艮 うして 寒なら や、 能く 人 を 益す』 と あるから、 漢 代の 末期に は旣に その 釀 造が 行 はれて ぬた 

NJ と を 見得る ので ある。 唐 代になる と 葡萄酒に 對 する 讃美の 記錄は 極めて 多い。 元の 世 祖に寵 用 

せられた 客臣 マルコ *ポ—0 は、 『山 西の 太 原 は 我 園の 葡萄酒 醸造の 中心に して、 國內の 葡萄酒 

はみ な より 來る』 と 謂って なる。 M れら のこと よりして、 我國に 於け る 葡萄酒の 醸造が、 實 

に 悠久の 歷史を もってぬ る 乙と を 知り 得る ので ある。 

fulfill と は 要するに 葡萄の 搾 液 を醱酵 せしめて 造られた ものである。 先づ 葡萄 液 を槽に 注いで 

^酵 せしめる。 (この 醱酵 時間の 長さ は 將來の 品質と 極めて 大きな 關 係が ある )0 次いで これ を 桶 

にと り、 緩慢なる 醸成に 入る が、 やがて 酒 石 を はじめ 各種の 夾雜 物が 析出され て 沈澱物と なる の 
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第五 節 葡萄酒 

を 俟ち、 乙れ を 硫黃を 以て 燻燒 した 他の 桶に 移して、 長時間の うちに 自然に 淸澄 とな， o、 酷 穰さ 

れ るのに 任せる ので ある。 而 して その される 時間 は 二 年 或は 三年が 最も 普通で あ.. o、 且つ 乙 

の 期間 內に 時々 その 液 を 汲取って 卵白 或は ゼ ラ チン を 以て 乙れ を 澄ませる ので ある。 乙の II 蘧過 

程が 終る と共に 乙れ を 瓶に 密封して 發賣 する M とが 出來 るので ある。 - 

葡萄酒に は 赤 及び 白の 區 別が ある。 白葡萄酒 は 白色 又は 紫色の 葡萄 を 以て 製造され るが、 紫葡 

^を 用 ふる 時 は、 最初の 搾 液から 能 ふ 限， o 迅速に 杲皮 及び 種子 を 除去し なければ ならない。 乙れ 

を 怠れば 汁液が 色彩 を 持ち、 ^色劑 を 以て 除去し なければ ならなくなる からで ある。 赤葡萄酒 は 

紫色の もの を 以て 製造され るが、 最初の 原 液に は 果皮 及び 種子 も 共に 混在せ しめて 置かねば なら 

ない。 而 して これら は 醱酵が 始まって、 所期の 色彩 を呈 する に 及べば、 直ちに 乙れ を 除去す るの 

で ある。 

葡萄酒が 醱酵 する 時に 生やる 酒精 分の 多寡 は、 原料と した 葡萄の 含有す る 糖分の 多寡に よって 

定まる。 而 して 葡萄酒の 酒精 分 は、 容積 を 標準と して 計算す るが、 その 百 分の 二十 前後の もの は 

絡 對に籙 味し ない 良質の ものと されて. Q る。 

我國の 北部 地方 は槪 して 葡萄の 產出 極めて 豊富で あるが、 就中、 新疆、 W 西の 兩省は 著名で あ 


る。 北京 及び 山 柬. 山 西 雨 省で は SI 霊の 釀 造が 行 はれて 居り、 特に 山 東 省の 葡萄酒 は 南 

牟 各地に 販路 を 有して ねる。 


九 
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第 六 節 醬 油  ... ^ 

醬油は 大豆から 造られる。 大豆の 品種 は 極めて 多い が、 醬 油に 造られる もの は、 通常、 黃 豆で 

ある。 

醬 油の 製法 I 先づ 大豆 を 煮て これに 等量の 小麥粉 • 大麥粉 或は 薷麥粉 を 加へ て 混合す る。 . 次 

いで これ を 放置して その 醱酵に 任せ、 若干 時日 を經 過した 後に、 豆と 等量の 鹽 • 香味料 若干 及び 

豆の 量に 三倍す る 熱湯 を 加へ て AJ れを缸 の 中に 入れる。 數 週間 を經 過した 後に、 乙れ を 日光に 曝 

し、 次いで そ 乙に 形成 せられた 塊 狀の物 を 搾った 上で 濾 せば、 液汁が 滲出して 來る。 これが 則ち 

醬油 である。 M れを缸 或は 甑に 盛って 市販に 供す るので ある。 

醬油は その 質 粘稠でなくて 暗褐色 或は 黑色 であるが、 久しく 貯藏 した もの は その 色 淡く して 透 

明で ある。 味は鹹 くして しかも 味覺に 適し、 食慾 を增 進せ しめる が 故に、 我國に 於いて は、 調味 

料の 大宗と して 居り、 體 內の污 濁と 不良の 食物に よる 惡 結果と を 除去す ると も詣 はれて. Q る。 ま 

た醫藥 として は、 火傷 • 熱湯 傷 • 濕疹 • 癩病 及び 腫瘍 等に 効能 あ， o とされ てれる。 


我 闳の醬 油に して 外國に 輸出され る もの は、 決して 直接に 調味料と して 使用され て わるので な 

.、 各種の ソ I ス の 原料の 1 としてで ある。 
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第 七 節 酢 

我國に 於け る 酢の 原料 は 穀類 或は 杲實類 を 以てせられる。 たく その 製造 過程 は 地方に よって 相 

當異 つて- Q る。 苦 通 は 高粱 及び 粟 を 以て 製造す るが、 その 方法 は ！ 先 づ兩者 を 別々 に 煮て 粥狀 

となし、 然る 後に 混合して 缸に 盛り込む。 乙の 粥の 餘 熱が 全く 冷える のを俟 つて 藪 を 加へ、 ^拌 

して 均質なら しめ、 その後 は 藁 製の 蓋 を 施して、 每日 一 回、 攪拌す る。 原 液 は 最初 は 甚だ 粘稠で 

あるが、 乙の 操作 を 加へ はじめて 七 八日 後に は、 漸次に 稀薄な ものに 變 つてく る。 一箇月 餘を經 

た 時に 粃糠 (ふすま) を 加へ てよ く 混淆し、 乾に 過ぎ ゃ濕 にす ぎす、 僅に 水滴と なる 程度の もの 

とする。 これが 終って から、 廣 口の 淺ぃ缸 に 移し、 上面 を 藁 蓋で 掩ふ 外、 更に 周圍を 藁で 圍 ふの 

である。 この 時、 室內の 温度 は 八十 二度 乃至 百度の 高温で なければ ならぬ。 七 八日 以後に は 液の 

上層 は發 熱して 來 るから、 手 を 以てよ く 揉み 冷却せ しめねば ならぬ。 然る 後、 藁 蓋 を 施して 置く 

ので ある。 これ 以後 は發熱 面の 厚さが、 漸次 深くな つて 行く が、 依然、 手 揉み 操作 は 毎日 一 回 行 

はねば ならぬ。 かくして 缸の底 部まで が發 熱する やうに なれば、 全體は 一 種の 糟に變 化する。 乙 


の狀 態に なった 後に、 乙れ を 底に 漏孔を 有する 缸に 移し 水 を 加へ て 置けば、 そこから 流出して 來 

る 液 は^ち 酢で ある。 乙の 外、 小麥 • 米* 葡萄 • 桃* 棗な ども 亦、 我國に 於いて は 酢の 原料と さ 

れる。 南部 地方に 於け る 酢 は、 多く は 米に よって 製造され る。 

酢 は 調味料 及び 藥劑 として 用 ひられる。 たく 藥劑 とされる もの は、 米から 造った 酢と 古い 酢と 

を 配き して 用 ひられる。 乙の 外、 礦物を 酸化せ しめ、 或は 溶液と なすに 用 ひられ、 銅線 • 白 鉛 及 

びその 他の 化合物 を 製造す るに も 用 ひられる。 上等の 酢 は 多く 廣東 省に 産し、 また 江 蘇 省 鎭江產 

の 白色の 酢 は 著名で ある。 
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第 八 節 紅 麴 

紅麴の 醸造業 は 我國の 南部 地方に のみ 行 はれて なる。 紅趋の 原料 を醱酵 せしめる 細茵は 世界の 

各地に 廣く 分布して ぬるが、 その 培養と 利用 法と を 知って， Q る もの は、 我國だ けで ある。 細菌の 

學名は Molic き rln.pm.om であって、 現在で は 細菌 學 者の 詳細な 研究が 加 へられて ゐる。 

紅麴を 製造す るに は I 先 づ米を 水に 浸す こと 半日、 甑の 中に 入れて 炊ぎ たる 後、 乙れ を 竹製 

の大 笊に ひろげて 冷ます。 若し 叠 熱の 候なら ば、 扇子の 類で 煽いで 冷ます。 而 して、 一石に つき 

麴三斤 及び 酢 二 斤 を 加へ、 完全に 冷却す るの を 待って これ を 綿布の 袋に 納め、 特に 用意した 室に 

移して、 床に ばら 撒き、 積み上げて 上に 莛の覆 ひ を 施す。 一日 以上 經 過した 後に、 M の 筵 を 取， o 

去 6、 晝夜 これ を 攪拌し、 一 晝 夜に 全 體を少 くと も 四 五 回 は 位置 を換 へしめ、 同時に 全體を 四面 

に 癀げて 高さ 三 四寸の 厚味と する。 この 室に は 窓 を 切らす、 壁に 小孔を 穿って 筌氣を 調節す る。 

その 數は 一 乃至 三であって、 小 扉の 開閉に よって 調節 を 可能なら しめられて ある。 かくて 三 四日 

を籙 てこれ を 布の 袋に 納めて 河畔に おぎ 出し、 麴と 酢と を 洗 ひ 去って 再び 前の 室に^ び、 赘 夜に 


二回 镄拌 する。 乙の 頃に なれば、 米 は 日に日に 赤色 を呈 しはじめる。 釀 熟の 期間 は、 市販 上の 品 

種の 如何によ つて 異 つて. Q るが、 大體、 色 麹 と稱 せられる もの は 二十日 間、 庫 麴* 市 麹 は 十日 乃 

至 十二 日、 重 麹 は 七日と されて， Q る。 その 時の 所要の 程度に 達すれば、 乙れ を 室よ， o 出して 太陽 

に 曝して 乾燥し、 市場に 出す ので ある。 室の 大きさ は、 一 回に 麴六石 乃至 四 石 を 製す る 程度の も 

のが 普通で ある。 

「一一お、 一石の 米から 十一 斗の 紅 麹 を 得る とされて ゐ るが、 乙れ は醱酵 のために 膨脹し、 體積 を 

增 加す るからで ある。 然し その 重量 は 室に 入れて 蘆いた 日數に 反比例して 非常に 減少す る。 普通 

は 原 重量の 四 分の 三に 止まる、 が、 品質 上等の もの は、 比重 最も 低く、 僅に 原 重量の 四 分の 一 とな 

つてし まふ。 紅麴は 米粒の 原形 を 失って は. Q ない が、 しかし 甚だ 脆くな つて 居. o、 指 尖で； 5 ねれ 

ば 容易に 碎 けて 粉末と な. o、 水に 入れば 直ちに 溶け 去る。 外 觀は紫 紅色で あるが、 內 部になる ほ 

. ど 淡色と なって 居り、 ^酵の 不完全であった もの は、 中心 は 白色の ま、 である。 

紅麴の 用途 は、 調味料 及び 食品の 赤色 染料で ある。 產地 は、 江 西 *浙 江上 1 建 *廣 東の 四 省で 

あるが、 福 建 省の 產 額が 最も 多量で ある、 就中、 古田 縣の產 額 は 福 建 全 省の 四 分の 三 を 占め、 古 

田縣城 北方の 平 湖 地方に は、 紅飽 醸造業 者が 密集して ゐる。 福 州 市に 於け る 紅 麹 行 (問屋) は、 ^ 

笫七章 酷 造 工業  九 七 


第 八 節 釭  麵  九 八 

ねこの 地方 人の 設ける 所で ある。 その他、 福 建 省で は、 閩淸 *屛 南 • 建 甌* 永 泰* 寧德 等の 各縣 

も 紅 麪の產 地と して 聞え て わるが、 その 產額 はさして 多く はない。 福建產 の紅麴 は、 その 販路 甚 

だ廣 く、 南 は 香港より 北 は 牛莊に 到る.^ で、 その 蹤跡を 見出さぬ ところ はない 程で ある。 その他 

の 各省の 紅麴 は、 僅に その 地の 消費 を 目標と して 製造され るに 止まり、 產額は 言 ふに 足りない。 

而 して これら 紅 麴の釀 造に 用 ひられる 鉋 は、 福 建 省 建 甌縣の もの を 以て 大宗と する ので ある。 


第 九 節 酒 精 

も そ 糖分 を 含む 物質 は、 すべて 酒精 を 製す る ことが 出 來る。 故に 米 • 大麥 • 小 麥* 玉蜀黍 • 高 

粱 • 馬鈴薯 及び 各種の 果實 は、 みな 酒精 製造の 原料と する ことが 出來 るので ある。 

穀頃を 以て 酒精 を 造る に は II 先づ その 穀物 を 水中に 若干 時間 浸した 後に、 乙れ を 地上に ひろ 

げて六 七寸の 厚さの 層と なし、 その 發芽を 待つ。 十二 三日 を經て 十分に 發 芽したならば、 これ を 

蒸 煮して その 澱粉質に 糖化 作用 を 起 乙 させる ので ある。 糖化の 法と して は、 原料 を 煮る に從 つて 

攪竽 し、 乙れ を 漿液 狀 としたる 後、 桶に 移して その 温度 を 冷まし、 新たに 麥芽を 加へ て 一 定の適 

當 なる 温度 を持續 する やうに すれば 澱粉 は 糖化 作用^-起 こすので ある。 次いで 乙の 漿液 を 醱酵桶 

に 移し、 酵母 を 加 へれば、 やがて 酸酵 する が 故に、 乙れ を 蒸溜して 酒精 を 得る 乙と が出來 るので 

ある。 

馬 鈴薯等 を 以て 酒精 を 製す るに は、 これ を 一旦 蒸 煮した 後に 漿液 狀 となし、 水と 麥 芽と を 加 

へ、 糖化が 一 定 程度に 達した る 後に 酵母 を 加へ て酸酵 せしめ、 然る 後に 蒸溜す るので あって、 毂 
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箱 ケー 原料と する 場合と 大同小異 である。 

我國に 於け る 酒精の 製造 は、 ^常、 穀類 を 用 ひる ものが 大多數 で、 馬鈴薯 による もの は 極めて 

稀れ である。 乙れ は、 我國が 元來馬 鈴薯を 豊富に 產 しない からに 外なら ない。 滿洲國 に は 高粱 • 

玉蜀黍が 甚だ 多い ので、 酒精 製造業 はこの 兩者を 原料と して 行 はれて ゐ る。 また 滿洲國 のみなら 

す、 山柬 省に 於いても、 砂糖 精製 工場で は、 精糖の 殘滓を 以て 酒精 原料と して. Q る ものが ある。 

この 外、 北京 • 漢 口の 各地に は 近代的 機械 生産に よる 酒精 製造が 行 はれて- Q る。 


第 十 節 代表的 * 醸造 工場！ (芝 ぞ張裕 醸 酒 公司) 

張 裕釀酉 公司 は光緖 二十 一 年 二八 九 五 年) に 創設され た。 潮 州 S4 潮 安縣) 出身の 張 振動の 經 

營 する 所で ある、 張 氏 は元來 南洋 華僑の 成功者で ある。 我 國の產 業が 幼稚で ある 乙と を 憂へ、 國 

產振與 の 志 を 抱いて ねたが、 適 ま 用件が あって フランス 領事 を 訪問した ところ、 席上に 出された 

葡萄酒の 味が 甚だ 佳良であった。 産地 を 訊ねる と 天津 *芝罘 方面の 葡萄 を 原料と したとの ことで 

ある。 そこで 歸國の 後、 三百 萬 元 を 出資し、 芝罘に 三千 餘 畝の 畑地 を 購入して 技師 を 招聘、 各種 

の 葡萄 を 栽培した。 

その 栽培の 原則 は 支那 古來の 方法と 西洋の それと を 併用し、 地味に 適應 した 苗 種の 發 見に 努め 

た。 ら緖 二十 一年より 二十 四 年に 到る 四 年間に、 米 佛兩國 より 取 寄せた 苗 種 は、 少 きもの も 三 四 

千 本、 多き もの は 數十萬 本に 上った が、 栽培す る や 否や、 大抵の もの は 枯死 又は 婆 縮して 満足に 

成妄 しなかった。 再三再四の 研究 を 重ねた 詰杲、 取 寄せた 苗木 は、 その 根に 蟲害を 受ける こと を 

發 見し、 遂に 接 木 法 を 行 ふに 到った。 光 緒 二十 七 年より 二十 九 年の 三年 間に、 毎年 購入した 苗 種 
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は 二三 萬 本 宛であった が、 猶ほ活 着す る もの は 五六 割に 過ぎな か つた。 

然しながら、 この 時期に 到って 技衛 者の 知識 も 漸く 深くな り、 新に 山葡萄 を 求めて 全く 別個の 

接 木 法 を 試みる に 到った。 その 方法 は、 第一 年に 山葡萄 を 腐蝕 土に 揷 木し、 第二 年に 栽培 せんと 

する 葡萄の 蔓. を 寸餘の 長さに 切り取って、 これ を 山葡萄の 上端に 接ぎ、 第三 年に は その 中の 發芽 

の 良好なる もの を 擇んで 乙れ を 本 床に 移植 すれば、 第 四 年 乃至 第五 年に 到って、 樹幹 も 太り 葉 も 

茂る に 到る。 この 時、 始めて 根の 周圍を 掘って 肥料 を 施す。 かくて、 開花 期 及び 結實 期に 暴風雨 

に 遇 はす、 除草 • 驅蟲 ，覆 土 • 防寒 等が 適 當に行 はれるならば、 第 八 年に 於いて、 一 本より 數斤 

の悉只 を 得る に 到る ので ある。 

元來、 我國に 於け る 葡萄酒の 釀造 は、 極めて 原始的な ものであって、 到底、 西洋人の 研究の 精 

密な るに 及ばない。 乙の 會社 では、 廣く 斯界 を 訪ねて 最初 は 造酒 師 として 聞え た ゥォ— リンなる 

者 を 高給 を 以て 聘 したが、 上海に 到着す る や 否や、 齒疾を 病んで 死去した ので、 次いで オランダ 

人 レイド ホフなる 者 を 招聘した。 しかし その 醸造ぶ ウは餘 り上乘 でなかった ので 乙れ を^ 職、 最 

後に ォ I スト リアの 世襲 男爵で 領事の 職に あった キ ー. ホフなる 者が、 累世、 葡萄酒の 醸造 を^と 

した 家に 生まれ、 まさに 當代隨 一 の 酒造 技師た る 乙と を 確かめ 得た ので、 これ を 高給 を 以て 招 


き、 醸 酒 技師 兼敎授 として、 會 社の 技術 員に 對し 講習せ しめる こと 十： § 年、 古來 からの 釀造 法と 

參 酌して、 獨特の 方法 を 創 成す る ことが 出來 た。 その 醸 法の 特色 は、 適度に 成熟せ る 果實を 剪み 

取った もの を、 一房 ごとに 淸水を 以て 十分に 洗淨 しつ、、 不良なる もの を 除き、 搾取 機に 入れて 

汁液 を 取り、 桶に 貯 へて 醱酵 させ、 次いで これ を窖の 中の 酒 桶に 吸 取り、 少く とも 五 年間 を經て 

から 糍械裝 置で 瓶に 詰め、 はじめて 市販に 供す るので ある。 

この 畲 社の 規模と 設備と は 相 當に宏 大で、 極東 有數の 醸造 工場と 稱 せられる。 且つ 附近に 專屬 

の 硝子 工場 を 特設し、 所要の 酒 瓶 を 製造して ぬる。 市場に 好評 を 博して ゐる 製品のう ち、 赤 葡萄 

酒と して は 品驥珠 (Cab2.nct) . 瑪瑙 紅 (Ifufnlkisch) . 正甜紅 (swc。t,01a さ t) . 紅玫瑰 (き d  Kofs) . 夜 

光 杯 (ョ01ま) . 醉 詩仙 (Tc-roldigo) . 櫻甜紅 (Mixod  claret) . 等が 著名で あり、 白葡萄酒 として は、 

f  (Tramii.) . 白玫瑰 (white  Rose) . 益壽漿 (.uicsli 一 Ig) . 貴人 香 (wdschriealillg) . 大 宛 香 (W. 

Bin. gundy) . 佐談經 (Swc。t-H<)ck) . 白 蘭 地 (Brandy) . 高 月 白 蘭 地 (cogic) 等が 有名で ある。 乙 れ 

らの 製品 は內 外の 各種 博 覽會に 出品され て 金牌 或は 賞狀を 多數に 受けて ゐ るが、 政府 は國 產獎勵 

のた め、 特許 登錄の 外、 特に 釐金税 免除の 特典 を與 へて ゐ るので、 國內に 於け る 販路 も I いが、 

特に 每年シ ンガポ ー ル その：^ に B 出される 量 は 相當の 巨額に 上って ぬる。 
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第一 節 茶の 產額 

支那に 於 いて 茶を產 する 省 は 計 十六であって、 即ち 廣東 • 廣西 • 雲 南 • 福 建 • 江 西 • 湖南， 貴 

州 • 浙 江 • 安徽 • 湖北 • 四川. 江 蘇 • 河南 • 陝西 • 山 東 及び 甘肅 がそれ で ある。 但し その 內で 山 

東 • 河南 *陝 西 • 甘肅の 四 省に 於け る 茶の 產額は 極めて 少量で あり、 品質 も 亦劣惡 で、 その 地の 

住^の 消費に 供せられ るに 過ぎない。 その他の 十二 省に 於け る 產出は 甚だ 豊富で あり、 その 產額 

の 合計 は 全 國の九 割 五分 を 占めて なる。 

農 商 部が 民國四 年から 十八 年に かけて 編纂した ところの 統計表に ついて 觀 るに、 我國に 於け る 

茶園の 面積 及び 茶の 産額 は 次の 如く 表示す る 乙と が出來 る。 
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IX 一節 茶 の 產額 

省  別 

湖  南 

^  匕 

江  西 

安  徵 

江  蘇 

浙  江 

福  建 

廣  東 

雲  南 

0  西 

四  川 

贵  州 

陕  西 

河  南 

甘  肅 

山  東 

合 計 


茶園 面積 

六 九 四、 五二七 IS 

五 ニー、 七 七 五 

、 二 六 七、 九 三 五 

七 五 〇、 1 一九 

八 八 五、 九 七 七 

六 二 四、 〇 六 〇 

1 ニニ、 四 七 五 

七 七、 ニニ 七 

七 七、 八 九 八 

三 二 七、 一八 八 

1 、 六 四 五 

11、 五 二 九 


五、 三 五三、 三 五 五 


1 〇 六. 

茶產額 

二、  一二 九ヽ九 一七 澹 

四 一 七、 六 九 八 

二 〇 八、 八 七 二 

四 九九、 二八 八 

三 二 七、 七 七 〇 

二 五六、 一四 四 

六 八 〇、 〇〇〇 

1 六 七、 〇 四 五 

一 五八、 〇 八 六 

三 〇 二、 一七 四 

二、 九九 六 

二 七 八、 五 九 四 

九 〇 六 

八 四 


五、 五一 九、 五 七 四 


然しながら、 M の^の 数字 はこれ を赏 際と 照合す るに、 相當の 誤謬 を 含む ものの やうで ある。 

例へば、 こ V に擧 げられ た 浙江 • 福 建 *廣 西の 產 額の 如き は、 單 に 三省の 一 年間の 輸出 量 だけで 

あって、 貯藏 又は その 地の 消費 は 算入 せられて 居ない。 また 四川 省の 年產 額が 二 千 九 百 九十 六ビ 

クルと なって. Q るが、 乙れ 亦 明瞭に 間違 ひで ある。 何ん となれば、 四川 省から 西藏に 輸出され る 

1 年間の 磚茶 だけで も、 その 量 は遙に 右の 數字を 超過して ゐ るからで ある。 

我國の 茶に ついて 調査した 乙 との ある 或る ィ ギリ ス人 は、 その 著書 「セィ P ン島 視察 記」 

(Ceylon  orerveo の 中で 『支那の 茶園 面積 は 三、 〇 〇〇 、 〇〇〇 畝で あり、 一年間の 茶の 產額は 

六 〇〇、〇〇〇、〇〇〇 ポンドで ある』 と 述べて ねる。 「大英 百科 辭典」 (Elloplia  aritannica) 

に は 『支那で は國 民の 一 人が 一 年間に 五。 ホ ンドの 茶 を 費す が 故に、 總 入口 を 四 億 二 千 七 百 萬と す 

れば、 全國 では 毎年 二、 一  三 五、 〇〇〇、  〇〇〇。 ホン ド 即ち 約 六、 〇〇〇、 〇〇〇 ビ クル を 消費 

する M とに なり、 これに 對外 輸出に 向けられる 百 五十 萬ビ クル を 合算 すれば、 七 百 五十 萬ビ クル 

が 支那 茶の 年産額で ある』 となって なる。 然しながら、 他の 報告より して 乙れ を觀 るに、 我國に 

於いて 一 人 平均 毎年の 消費量が 五， ホ ンド であると いふの は、 何等 確實 な根據 がな い。 從 つて 右の 
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推算に 對 して 吾人 は 決して 満足し 得な い ので ある。 

思 ふに 我國に 於け る 茶の 消費量に つ いて は、 これ を臺灣 に 於け る 狀況と 比較して 論 やる ことが 

最も 當を 得た 處置 であらう。 日本の 統計に よれば、 臺 海に 於いて は 大正 六 年よ， o 九 年 (民 國六年 

より 九 年) に 到る までの 期間に、 平均 一人 一年の 消費量が 一斤 半と されて. q る。 臺灣 人の 飮 用量 

と我國 民の それと は 近似して ゐ るが 故に、 最低限 度に 考 へても 我國 民が 一 年 平均 一 斤の 茶 を 消費 

すると 見る 乙と は 可能で ある。 さすれば、 一年間の 國內 消費量 は 四、 二 七 〇、 〇〇〇 ビ クルと な 

り、 若しも 臺灣 人と 同様に 一 斤 半と 見れば、 六、 三 〇〇、 〇〇〇 ピ ク ル となる わけで ある。 吾人 

は、 乙の 二つの 數字を 折衷した 推計に 立って、 我國に 於け る 一 年間の 茶の 消費量 を 五、 五 〇〇、 

〇〇〇 ピ ク ル とし、 乙れ に 轍 出額 一 、 五 〇〇、 〇〇〇 ビ ク ルを 合算して 七、 〇〇〇、 〇〇〇 ビ ク 

〃が 一 年間の 總產 額と 考 へた いと 思 ふ。 この 七 百 i:T ヒ ク ルを もしも， ホ ンドで 示すならば、 則ち 九 

三 三、 一 〇〇、〇〇〇 ボンドで ある。 


第二 節 茶の 栽培 

インド • セィ 0 ン島 及び ジ ャグァ 島に 於け る 茶の 栽培 は 孰れ も 科學的 方法に 據 つて 居る。 すべ 

ての 茶園 は 極めて 廣 潤なる 面積 を 占め、 作業の 大部分が 機械 を 用 ひ 人力に よらない。 更に 製茶 作 

業が 機械 生産に よる 乙と は 言 を俟 たない ので ある。 然るに 我國に 於げ る 栽培 及び 製茶 は、 數 千年 

來の舊 法 を 墨守し 一 步た りと も 改良しょう とされない。 これが ため 世界 市場に 於いて は旣に 過去 

に 於け る 優勢なる 地位 を 保持し 難い 趨勢に 陷 つてなる ので ある。 

我國に 於け る 茶の 栽培 は、 農民の 一 種の 副業と して 行 はれて 居り、 大規模 の 經營は 稀 有で あ 

る。 厳密に 言へば、 我 國には 茶園なる ものがない とさへ 言 ひ 得る 程であって、 農民の 茶 を植 ゑる 

土地 は 殆んど 零細 狹少の 飛び地であって、 廣大 なる 面積の もの は絕 無で ある。 しかも 製茶の 初步 

の 工程 は それらの 農民の 手に よるので あって、 乙れ を 要するに、 栽培から 摘 採 • 焙 乾に 到る まで 

の 全 工程が、 悉く 人力に よってな され、 全然 機械が 使用され て. Q ない ので ある。 

我國の 農民 は 茶の 栽培 製造に 當 つて 些か も 改良 を圖 らうと はしない。 收穫が 平年作で ありさ へ 
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すれば、 多 數の茶 樹を園 內に植 ゑる が、 か > る 方法が 徒らに 地力 を 消耗す る 乙と を 知らないので 

ある。 茶樹の 剪定 も 殆んど 行 ふ 者が なく、 摘 探 は 樹齢に 拘 6 なく、 た^その 量の 多から ん NJ と を 

求めて、 結局 樹枝を 傷め 生長 を 妨げて. Q る。 摘 採が 過度の 場合 は 暫く 樹を 休養せ しめて 溆次 恢復 

する の を 待って、 再び 摘 採す る やうに しなければ ならない ので あるが、 我國の 農民 は これらの 注 

意すべき 點を 未だ 知 悉 して. Q な いので ある。 

福 建 省に 於け る 茶園 は、 一年 一 畝當 りの 平均 産額が 二十 斤で ある。 外國の 茶園に 於いて は、 一 

本の 茶樹が 十。 ホン ド 乃至 二十。 ホン ドを 産す るが、 その 多寡 は 樹齢の 如何によ つて 異り、 樹齢が 多 

ければ 葉 も 亦 多い ので ある。 我國に 於け る 茶樹の 大部分 は、 樹齢 六 七 年の ものであって、 乙れ は 

餘り にも 幼弱に 過ぎる。 乙の ために 葉の 收穫 量が 少 いので ある。 

我國に 於いて は 茶の 輸出 貿易が 隆盛の 場合で も、 茶樹の 栽培 者の 利益 を增大 する 乙と は 甚だ 微 

少 である。 造 民 は單に 市場と 何等の 聯絡 も 有しない ばかりでなく、 他の 農民との 間に も 何等の 組 

g を も 有しない。 しかも 彼等 は產 地に 於け る 買 付 値段が 些かで も昂朥 すれば、 各自に 植付 を增す 

ために、 結局、 一 種の 最も 不健全な 競 爭を激 成す るに 到る ので ある。 

1 般に、 我國に 於け る 茶の 買 付 値段 は 甚だ 低廄 であって、 輸出 價 格の みは 頗る 高い。 乙れ は 茶 


が 農民 の 手 I れ てま 1 るまでに： 多くの 仲買人の 手と 谷地の 國內 § き 通過す きとが 

不可避で ある まに、 Is 出 商の 手 炎った 時の 價格 は、 產地？ のと 黄 大き I 額 I 

ぜ ざる を 得な いからで ある。 
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第三 節 製 茶 

紅茶 • 綠茶 及び 烏龍茶の 製法 は、 曝 乾 • 手 揉み • 醱酵 • 焙 乾 • 篩 分けの 五段に 分れる。 

曝 乾と は 葉の 中の 水分 を^ 少 せしめる 乙と を 云 ふ。 即ち 摘 採した 葉 を 竹 簾の 上に ひろげて 嗞 

し、 時々 上に 翻轉 して 全體に 日光 を 受けし め 乾燥させる ので ある。 曇天の 際に は 室 內で風 乾 を 行 

ふが、 室內は {仝 氣の 流通 をよ くし、 煤煙な どの 混じない やうに 注意せ ねばならない。 また 若干の 

地方に 於け る 紅茶の 製造 は、 相當 長い 期間、 葉 を 籠の 中に 入れた ま V で 日光に 曝し、 軍に 乾燥 だけ 

でなくて 幾らか 醱酵 する まで 放置 するとい ふ 方法 もとられて ゐる。 而 して、 曝 乾 又は 風 乾に よつ 

て 水分が 失 はれる につれ、 葉の 色 は 漸次に 黑 すみ 曙 綠 色を呈 する に 到る が、 乙の 時に 葉の 性質が 

脆く 變っ たか 否か を 試して 見る ので ある。 綠茶を 製す る 時の 乾燥 時間 は、 紅茶の 時よりも 短く、 

摘 採 後、 直ちに H 光に 當 てて 過度の 水分 を發 散せ しめる ので あるが、 大體  一 二 時間で 十分で あ 

る。 ^しこの 際、 葉の 酸酵を 防止す る やうに 注意せ ねばならない。 

手 揉み は 茶の 殘存 水分 及び 液汁 を 除く ための 手段で ある。 茶の 品質の 高下 は、 M の 手 揉みの 際 


の 水分 及び 液汁の 出かた 如何と、 葉脈の 斷 折の 範圍 如何によ つて 定まる ので ある。 インド • セィ 

& ン 島に 於いて は、 乙の 工程 は機铖 によって 行 はれ、 近年 益々 改善され つつ ある。 機械に よって 

揉む 乙と は、 所要の 標準に 從 ひその 程度と 性質と を 均しう する もの を 思 ふま V の數量 だけ 得られ 

る 便利 さが ある。 我國に 於け る 手 揉み は、 各地 方に よって 頗る 差異が あるが、 要するに、 各地と 

もみな 手 を 用 ひ 時として は 裸足 を 以て 之 を 助ける とい ふ 點 では 共通して ゐ るので ある。 

乾燥の 終った 葉 は 手 揉みに 移される。 葉 を 細目の 簾の 上に 攒げて 雨 手で 握りし めながら 簾の 上 

で 揉み、 葉 をして 折 裂 させ 捲 曲させる ので ある。 所要時間 は 四十 分 乃至 一 時間。 時として は、 葉 

を 木製の 槽に 入れ、 數人 がその 上に 立ち、 脚 を 以て 葉 を 上下に 飜轉 させながら 踏みつ^け る。 葉 

が 折 裂して 汁液 を 出す に 到った 時に 取 出して 日光に 曝せば、 葉 は 急速に 捲 曲す るので ある。 また 

葉 を 蓆の 上に ひろげ、 脚 を 以て 捲き つ、 球狀 とする 方法 も ある。 葉が 折 裂に よって 汁液 を 出せば 

柔軟と なる から、 M の 時、 球 を ほごして 日光に 曝せば、 葉は棬 曲す るので ある。 

綠 茶に 製す る 時には、 漑ね手 揉み を 行って 足 を 用 ひない。 而 して 或る 種の 綠茶を 製す る 時に 

は、 手の 動作 は 極めて 輕く、 葉脈の 折 裂を來 たさせない 程に 揉まれる。 乙れ がた め、 含有す る 一 

種の 油の 殘存 率が 紅茶に 較べて 特に 多くなる ので ある。 ， 
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茶に 紅 綠の區 別 を 生す るの は、 醱酵 方法の 一 點に 於いてで ある。 棻を 揉み上げた 後に 戶 外で 曝 

せば、 露天であって も隨酵 する。 また 揉み 終った 葉 を籃に 盛り、 これに 蓆 を 以て 蓋 を 施して 水分 

が 完全に 消失す るの を 防げば、 籃の 中で 醱酵 しはじめる。 それが 一定 程度に なった 時に、 再び 日 

光に 當 てて 曝す ので ある。 醱酵 しはじめた 葉の 色が 餘. o にも 濃厚で 黑 すぎる とき は、 濡らした 布 

を 葉の 上に 掩 つて M れを 曝せば、 漸次に 淡色に 變 じさせる ことが 出 來る。 また 若干 乾き はじめた 

か 或は 全く 濕 潤した ま、 の 葉 を、 日光の 下で 籃の 中に 入れ、 天氣の 乾濕と 葉の 水分の 多寡に 應じ 

て、 M れを 若干 時間 弱火の 上に かけ、 次いで 簾の 上に ひろげて 日光に 當て、 最後に 火に かけて 加 

熱すれば 醱酵は 極めて 迅速で ある。 以上 は 孰れ も 紅茶に 製す る 場合の 方法であって、 綠 茶に 仕上 

げる 場合 は、 これと 頗る 異 つて ねる。 

綠 茶の 製造に は、 心 やし も 醱酵を 要しない。 醱酵 させる としても、 葉が 元 來の色 を 失 ひかけ た 

時には、 直ちに 停止せ しめねば ならない。 漑 して 綠 茶の 製造に は、 醱酵 作用の 發生を 避ける 手段 

が 講じられて 居り、 手 揉みが 終れば 直ちに 焙 乾に 移る のが 普通で ある。 

烏龍茶 は 紅茶と 綠 茶の 中間に 介在す る 別個の 品種で ある。 (但し 海 關の賀 易 統計に は 烏龍茶 を 

紅茶の 一種と して 扱って. Q る)。 從 つて その 製法 も 前 二者と は稍異 つてね る。 即ち、 三番 茶 又は 


四 番茶と して 摘 採され た 葉 を、 特製の 籠に 入れて 蒸した 後、 直ちに これ を 冷水 を 張った 釜に 移し 

て 冷まして 醱酵を 避けし める ので ある。 M れが ため、 葉に 含まれる 油 は 依然として 殘 るので ある 

が、 ュ匸 茶が 綠 茶と 共通す る點 はこ こに 在る。 釜に 移された 葉 は 漸次に 冷却す るが、 その 色が 淡 

靑色 となった 時に 取り出して 焙 乾す るので ある。 

我國に 於け る 茶の 焙乾 は、， 多く は 茶の 栽培 者た る 農民^よ つて 行 はれる が、 中には 最初の 買 付 

者た る 問屋が 行 ふ 場合 も ある。 焙 乾の 設備 は 地方に よって 甚だ 異 つてね るが、 大體に 於いて 簡略 

を 極めた ものである。 綠茶は 焙乾を 行 はない 以前 は暗綠 色で あるが、 焙 乾した 後 は 稍 淡い 色彩 を 

呈 する。 紅茶 は焙 乾して からの 色彩の 方が、 それ 以前より ち遙に 鮮麗で ある。 

篩 分け は 茶の 等 釵を區 別す るた めに 必須 的な 手段で ある。 元來、 葉 は 蹴く して || 小の もの を以 

て丄 ：，：> とする ので あるが、 摘 探より 焙 乾に 到る 操作の 間に、 細 粗 各樣の ものが 混合す る 乙と を 免 

れ 難い。 從 つて 製造 を 終った 後に 篩 分け を經 過し なければ、 等級に よって 價格 を區 別す る こと は 

出來 ない ので ある。 香氣 或は 色彩 を 加へ る 乙 と は、 或る 種の 茶に 限って 行 はれる。 香氣 をつ ける 

には焙 乾に 際しても 行 はれる が、 普通に は焙 乾の 後に 行 はれる ことが 多い。 香氣を つける ものと 

して は 花が 用 ひられる が、 茉莉 S ヤスミン) を 以てする のが 最も 普通であって、 珠蘭 • 玫瑰 • 橙 
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花 等 も 用 ひられる。 これらの 花 は 福 州 附近から 產出 する ものが 最も 多數を 占め、 每年、 福 州から 

輸 移出 せられる 量 は 約 八萬ビ ク , *價 格に して 五 百 萬 元 前後に 上って. Q る。 着色 は單 に外國 輸出 

用の 綠 茶に 對 して 行 はれる だけであって、 國內 消費 用の 綠 茶に 對 して は 施されない。 面して 乙れ 

に 用； 5 る 原料 は. フ p シァ 藍が 最も 普通で ある。 色 上げされ た綠茶 はー樣 に淡綠 色を呈 してね る。 

磚 茶に は 紅磚茶 • 綠磚茶 及び 小京磚 茶の 區 別が ある。 その 原料 は 茶 葉 • 葉 粉 (俗に 花香と 稱す 

る もの) *莖 つきの 粗 葉 及び 小枝で ある。 乙 れらは 製茶に 際して 生やる 餘剩 物であって、 紅茶 を 

造る ときの 餘剩 は紅磚 茶と し、 綠茶を 造る ときの それ は 綠磚茶 を 製造す るので ある。 製法 は先づ 

原料 を 籠に 盛って 蒸し、 その 冷えない うちに これ を 型に 入れて 上下よ， o 緊壓 し、 若干 時間 を經過 

した 後に 取 出して 乾燥せ しむれば、 即ち 磚 茶が 得られる ので ある。 綠 茶の 原料 は槪 して 茶 葉で あ 

つて 葉 粉 を 混じて 居ら や、 中には 莖 つきの 粗 葉 及び 小枝 を 混じて. Q るの が 普通で ある。 而 して 小 

京 jf 茶の 原料 は、 紅茶の 製造に 當 つて 篩 ひ 33 された 極く 微細なる 粉末 を 以て 製造す るので ある。 

烏龍茶 及び 磚茶は 孰れ も 製茶 工場で 造られ、 農民の 自製になる もの は 稀れ である。 磚茶は 特に 

新式の 製造 法に よる ものが 多く、 。 シァ 人の 經營に 由る ものが 多數を 占めて ねる。 


第 四 節 近代的 製茶業 

我國に 於け る 製茶業 は、 栽培から 製造 乃至 販賣或 ひ は 輸出に 到る 全 過程 を、 一 賞した 同 一 組織 

の 分業と して 大規模に 經營 する もの は 未だ 現れて ゐ ない。 故に その 狀態は 孤立 分散して 相互の 間 

に. 可 等の 聯^ も 盲し ない。 各地の 產茶區 域に 於け る 茶園の 多い 乙と は、 星羅棋 布と もい ふべき 數 

に 上る が、 孰れ も 面積 は狹少 であって 無數の 地主 又は 經營 者に 分屬 して 居て、 廣大 なる 一筆の 面 

積の 茶園が 同一の 經營 者に 屬 する I と は 稀 有で ある。 乙れ がた め、 多少と も 改良 或は 機械化 を 試 

みやう としても、 障礙が 甚だ 多く、 これ を 實 行す るに 困難 を 極める ので ある。 

光 緒 三十 一 年 (一九 o 五 年 y 兩江總 督の周 馥は道 員 鄭世璜 をして 技師 及び 職工 を 率ゐて インド 及 

びセィ n ン 島に 赴かし め、 各地の 製茶業 を 調査 させた。 翌年、 鄭 等の 一 行が 歸國 したので、 周馥 

は 南京 城外の 鐘 山の 荒 地 一 百 七 畝 及び 靑龍山 桃源の 荒 地 三百 五十 畝 を 提供して 試驗 場と なし、 ィ 

ンド • セィ ti ン 島の 方式に 倣って 新式の 茶樹 栽培 を 行 はせ、 漸次、 機械 を 購入して 以て 國內 製茶 

業の 改良 を圖 らうと 期した。 これが 即ち 世に 謂 ふ 江 南 商務 局植茶 公所で ある。 (鐘 山に 在った も 
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の を總 公所と い ひ 靑龍山 桃源に 在った もの を 分 公所と 稱 した )。 

然しながら この 企圖 は、 一九 一 一年の 辛亥 革命の 發生 によって 何人も 顧みる ものな きに 立ち 到 

り、 遂に 自然 消滅して しまった。 四川 省で は 前淸の 末期に 茶務 講習 所が 設立され、 革命に 際して 

停頓して ゐ たが、 民國 三年に 到って 再び 開 所され るに 到った。 民國四 年に は 時の 農 商總長 周自齊 

が植茶 公所 を 恢復し ようと 圖り、 安徽 省の 祁門 • 秋 浦の 兩 地に 茶 業 試 驗場を 設立した。 しかしな 

がら 絕 えざる 政情の 不安定に 影響され て、 嘗て 積極的に 發展 した こ とがない ので ある。 


第五 節 磚茶 工場 

茶の 製造の 上から 言へば、 則ち 機械に よる 磚茶 工業 は 我國に 於け る 新式 製茶業と 視る ことが 出 

來 やう。 咸豐 十一 年 C 一八 六 一年、 福 州が 開港 場と なった 時に、 茶 業者 は英國 製の 機械 を 購入し、 

同時に 三 工場 を 設けて 磚 茶の 製造 を 開始、 大に 巨利 を 獲た。 光 緖六年 2  AAO 年) には磚 茶の 產 

額 は 一三 七、 〇〇〇、 〇〇〇 ポンドに 達した とい ふ。 然るに 福 州に 於け る磚茶 工業 は光緖 八年以 

後、 漸次 衰 落に 陷 つた。 蓋し 磚茶 は" シァに 輸出す るの を 以て 販路の 大宗と して ねたが、 この頃 

& シァ人 は 九 江 及び 漢 口の 雨 地に 自ら 機械に よる 磚茶 工場 を 設けて、 再び 福 州 産の もの を 求めな 

くな つて 居た からで あり、 更に 福 州の 茶 商 は 乙の 乙と を 知らす して 直接" シァに 輸出した ため、 

供給過多に 陷 つて 營業は 一 瞬に 不振と なって しまったの である。 (しかも 磚茶 のみなら サ他 種の 

茶に ついても 同様であった) つ これが ため 光緖 十七 年 以後 は、 福 州に 於け る 三 工場 は相繼 いで 閉 

館され るに 到った。 

下關條 約の 締結 以後、 n シァ人 は漢ロ • 九 江の 雨 地に 磚茶 工場 四 を 設けた が、 特に 漢 口に 於け 
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笫 五節 碑 茶 工場  1 二 0 

る ものが 最大の 規模 を 有して. Q た。 四 工場で 一年間に 產 する 磚茶は 四十 萬 ビクレ ノに達 した。 乙の 

當時、 支那に 於いて 製造され る磚 茶の 九十お は漢 口が 占め、 殘 りの 十が が 九 江 及び 福 州の 兩 地で 

あった。 " シァ 人の 磚茶 工場 は 資本 額に 於いてち 設備に 於いても、 i に 支那 人工 場の それ を拔ぃ 

て. Q たので ある。 t! シァ人 は光緖 三十 三年 以後、 外界の ものに その 工場の 參觀を 許さ なくなった 

が、 蓋し、 その 設储を 模倣され る こと を 警戒した からで あらう。 以下、 我 國に存 する 機械に よる 

礴茶 工場 を 表示し やう。 


工場 名 


阜 

阜 

致 


泰 

合 


罄者 

口 シァ人 

同 

支那 人 

口 シァ人 

同 

支那 人 


所在地 

漢 口 

同 


九 

福 


江 


設 立 年 

一九 〇 七 年 


資本 額 勞働者 日產額 


一九 〇 七 年 


百萬兩 

一 一 百 萬 雨 


年產額 


千 人 七 六八擔 二 七 六、 四 八 〇s 


七 百 人 二八 四 

四百 人 二 五六 

四百 人 二 五六 


一九 1〇 年 二十 五葸元 . I . 


三 八、 二 四 〇 

九 二、 一六 0 

九 二、 一六 o 

一 五、 〇〇〇 

二 六、 〇〇〇 

三  一 、 0〇〇 
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第一 節 葉 煙草の 產額 

我國に 於け る 煙草の 產額は 各省と も 相當に 巨額で ある。 就中、 ^州 (福 建 省) • 蘭 州 (甘 肅省) • 

成 都 (四川 省) を 中心とする 平原、 山 東 省濰縣 1帶. 江 西 • 廣 東 各地の もの は、 満洲 國の吉 林 平原 

の ものと 共に、 品質の 良好なる 乙と を 以て 著名で ある。 漳州 • 蘭 州の もの は硗ね 皮絲煙 (水煙 管 用 

の 極細の 刻み) に 製され、 吉林 平原の もの は 普通の 刻みに、 成 都 平原の もの は葉卷 に、 濰縣 一 帶のも 

の は 紙卷の 原料と して、 夫々 特色 を 持って ゐ る。 玆に袅 商 部が 民國六 年に 行った 各省 別の 煙草 作 

付 面積 及び 收穫 量の 調査 を 表示 すれば 次の 通りで ある。 

^九 章 煙草 H 粱  二 一 I 


1 節 葉 煙草の 產額 


1 ニニ 


省 


河 

江 


甘 

廣 


匕 

_p ン 

南 

西 


西 

寿 

匕 

南 

^3、 

西 


作 付 

1 三 六 _ 

1 五 マ 

七 五六 _ 

1 二八- 

四 五 四- 

ニハ 二- 

四 七三- 

九 七 _ 

四 〇 三- 

三 三 〇• 

五一 五 _ 

一九 五 _ 

四 三- 

ニー 

1 五一 


面 積 (畝) 

. 〇 二 〇 

- 三 五 九 

• 九 二八 

■ 七 九 〇 

〇 四 七 

■ 〇 一四 

• 七 六 八 

. 二三 七 

. 四 五 二 

. 六 三 1 

. 二 七 九 

， 三 五 七 

， 三 四 六 

. 三 ニー 

未詳 

. 七 一四 

未詳 


收 瘼 

一 八、 〇 三 八、 

二 九、 五一 五、 

一 1 三、 五三九、 

二、  二八 四、 

八 七、 〇 六 二、 

一 一 、 三 四 〇、 

1 九 八、 九 八 二、 

一二、 〇 三 七、 

九 一 、 九九 八、 

二 四、 七 八 七、 

四 六、 二 五 五、 

一 五六、 二八 五、 

一二、 九 〇 一 、 

七 八 七、 

1 三、 八 八 五、 


量 (斤) 

二 六 七 

〇〇 五 

二 〇〇 

三 七 四 

三 一九 

九 八 〇 

五六 二 

五八 三 

六 八 八 

ニニ 二 

七 八 六 

六 〇〇 

一四 〇 

五 四 九 

未詳 

1 五 二 

未詳 


貴 

察 


哈 


南 

一一^ 


(舊〕 奉 天 

(舊) 吉 林 

(舊〕 黑龍江 

(舊) 熟 河 

通  計 


三、 

四、 〇 1 七、 

七 六 五、 

一 ニニ、 

四 六 九、 

ニニ 八、 

四 二、 

四、 七 八 二、 


未詳 

未詳 

三 四 七 

五六 

六 六 六 

ニー  一 

九 八 一 

四 七 九 

八 八 九 

八 六 二 

八 七 七 


三、 


八 一四、 

六 九、 

九、 

三 八、 

ニー、 

八 八 四、 


未詳 

八 ニニ、 六 八 〇 

11、 八 00 

未詳 

五 二 六、 八 〇 五 

六 〇〇、 四 七 七 

四 七 九、 三 八 四 

ニニ 五、 1 一七 

八 六 二、 〇 九 六 

一 二三、 八 八 〇 

ニー 七、 二八 二 


旦し 以上の 數字 は、 各猱 よりの 報告 を 編輯して 得られた ものであって、 杲た して 兌當 であるか 

否か は、 也の 方法に よって 撿 討せられ ねばならな いので ある。 

民國八 • 九の 二 年間に 於け る 葉 煙草の 輸出 は 平均 海關銀 四百 六十 萬兩 前後であって、 日本に 向 

けられる ものが 最も 多く、 トルコ • ュデ. フトの 兩國に 向けられる もの も 相當に 巨額であった。 而 

して 輸出され る 葉 煙草 は 香港より 再輸出 される ものが 全 體の約 四 分の 一 を 占めて なる。 漢 口 は內 
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^一節 葉 煙草 G 產 額  ,  ニー  四 

陸に 於け る 葉 煙草 輸出の 最も 多數を 占める 港で あ， o、 靑 島が これに 次いで .Q る。 漢 口に 於け る 葉 

煙草の 輸出 額 は、 全 國の總 輸出 額の 半 を 占める が、 それら は 大部分が 成 都 平原が ら來る もので あ 


第二 節 煙草の 品種改良 

我國に 於け る 煙草の 種類 は 甚だ 多い が、 紙卷に 適する もの は 稀 有で あるた め、 毎年 輸入され る 

氏 卷の量 は、 少く とも 海 關銀ニ 千 七 八 百萬兩 以上に 達して ゐる。 これに 着目した 英美煙 公司 

Ogish-Ameril  Tobio  Co.) は、 山 東 省の 濰縣 • 坊子 地方に 六十 畝 の 土地 を 借 受け、 米國產 の 

K 卷菊 煙草 を試植 したと ころ、 その 成績が 甚だ 良好であった ので、 無償で その 種. 子 を 農民に 分與 

して 栽 ® を獎勵 し、 その 葉 を 買 付ける 乙と を豫 約した。 同時に 公司 側 は 技術 員 を 派遣して 栽培 方 

法の 指導に 專念 せしめ、 且つ 收穫 期に 於け る 評價と 乾燥 • 選別 • 包 裝等を 行 はしめ た。 

これに 次いで 南洋 煙草 公司 も 同 檬に坊 子 を 中心として、 完全に 英美煙 公司の 手法 を 模倣す るに 

到った。 農民 はこれ を 栽培す る 乙と による 利益が 頗る 多い ことに 惹 かれて、 栽培 者は增 加の 一途 

を迎 るば かりであった。 その後、 安 丘 • 昌邑 • 昌樂 • 臨淄 • 益 都 • 臨 朐 • 鄒 平 • 恆臺 • 淄 川 • 泰 

安 • 萊蕪 • 新 泰 • 寧 陽 • 鄒縣 • 滕縣 • 東 阿 • 鄆 城 • 荷澤 • 定陶 • 嘉祥 • 濟寧 • 單縣 • 魚臺 等の 各 

縣. に 於いても、 相次いで これ を植 ゑる に 到り、 遂に 山柬省 をして 我國に 於け る 葉 煙草の 重要 産地 
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第二 節 煙草の 品種改良  ，  1 二 六 

たらしむ るに 到った ので ある。 

山 東 省に 於け る紙卷 向きの 葉 煙草 は、 四月に 播種して 九月に 收穫 する もので、 一 畝當 りの 收穫 

量 は 二百。 ホ ンド である。 民國十 一 二 年頃に 於け る 山柬全 省の 作付面積 は 約 二十 萬 畝で あるから、 

1 ポンドの 葉 煙草 を 四角と して 計算 すれば、 農民の 收益は 一千 六 百 萬 元、 勞カ その他の 費用 を控 

除しても 猶ほ 純益 は 九 百 萬 元の 巨額に 達する ので ある。 現在、 山 東 省の 葉 煙草 は 英美煙 公司 • 南 

洋 兄弟 煙草 公司 及び 日本の 各 煙草 會社を 主要な 顧客と して. Q る。 

最近、 安徽 省の 舊鳳陽 府に屬 する 地方 • 江 蘇 省の 舊徐州 府に屬 する 地方 • 河南 省 及び 湖北 省の 

漢 水の 流域 ー帶に 於いて は、 孰れ も米國 原種の 紙卷 向き 煙草 を 植付ける に 到った。 これらの 地方 

は 空氣が 乾燥して ゐて玆 暑 も 中庸 を 得て ゐ るが 故に その 成育 は 極めて 盛んで ある。 


第三 節 代表的 * 煙草 會社 

一 、 南^ 兄弟 煙草 公司 

光緖 三十 二 年 (一九 〇 六 年〕、 米國が 支那 人勞働 者の 入國を 禁止す る や、 全國 的に 反米 蓮 動 を激起 

し、 南北 各省に 米貨 排斥 • 國 產振與 の 蓮 動が 勃與 する に 到った。 この 機 蓮に 乘 じて 天津に 創立 さ 

れた 煙草 會 社が 北洋 煙草 公司で あり、 香港に 設けられ たのが 南洋 煙草 公司で ある。 但し 北洋 煙草 

公司 は 成立して 間もなく-瓦解した が、 南洋 煙草 公司 も、 成立 以來光 緒 三十 四 年に 到る まで は、 途 

中二 回に 亘 つて 事業 を 停止して ゐる。 最後に 株主 は 損失が 餘り にも 多いた め 公司 所有の 機械 及び 

財產を 競賣に ±： すべく 決定した 程で ある。 結局、 簡照南 簡玉階 兄弟が これ を 手に入れ、 名 稱を南 

洋 兄弟 煙草 公司と 改めた。 簡氏 兄弟に 富裕なる 叔父が あって 投資に 努めた ので、 資本 も 充實し 基 

礎 は 再び 鞏固と なった。 簡 氏は從 前の 失敗の 主要な 原因が 生産 品の 劣等な る ことに 在る の を 知 

り、 原料の 選 擇* 製造 技術の 點で 極力 改良 を圖 つたので、 數 年なら すして 『南洋 兄弟』 の 煙草 は 
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第一 二 節 代表的な 煙草 會瓧  1 二八 

國內 に廣く 販路 を 開拓し、 英美煙 公司の 商品と 大に 拮抗す るまでに 發展 した。 

南洋 兄弟の 煙草 は、 最初、 廣柬省 及び 南洋 各地 を獨 壇場と して ゐた が、 歐洲大 戰の發 生に よつ 

て外國 煙草 及び その 材料の 輸入が 激減した のに 乘じ、 上海 及び 國內 一 般に 販路 を 開拓す る ことが 

出來、 且つ 上海に 新に 工場 を 設ける に 到った。 これが ため、 民國八 年に は 一日 四百 萬 本の 弒卷 を 

製造す る 能力 を 有する に 到った ので ある。 光 緒 三十 四 年よ， o, 民國八 年まで、 この 公司 は 事 實上簡 

氏 一家の 合資 事業であった が、 この 年、 はじめて 株式 組織に 改めた。 現在、 所有の 工場 は 計六ェ 

場で あるが、 第一 • 第二  • 第五の 三 工場 は 香港に、 第三 • 第 四の 二 工場 は 上海に、 第 六 工場 は漢 

口に 設けられて 居る。 これらで 製作され る 紙卷は 平均  一 D1 三千^ 本で ある。 その 烛、 香港に は附 

屬 工場と して 製罐 工場 • 印刷工 場 各 一 を 有し、 製罐 工場で は 一 日に 一 萬 個の 煙草 罐を 生産し 得る 

とい ふ。 

南洋 煙草 公司 を簡氏 兄弟が 引繼 いだ 時の 資本 は 一 百 萬 元に 過ぎなかった が、 現在で は その 資産 

は 二 千 萬 元に 評價 されて 居り、 國內で A 有數の 製造 工業で ある。 總 公司 は 上海 • 香港の 兩 地に 設 

けられ、 分 公司 は 北京 • 天津 • 廈門 * 廣東 •  ^頭 • 漢ロ  • 靑島 • 濟南 • 蘇 州 • 南京 *鎭 江 • 寧 波 • 

杭 州 . • 蚱埤 • S 南 等の 內 陸 各地、 及び 満洲 國の奉 天 • 吉林、 お 峽嵇民 地の シン ガポ， —ル及 


びべ ナン、 タイ 國の パン コック、 蘭領 東印度の スラ バヤ 及び ジ 0  口、 フィリッピ ンのィ 0 ィ&、 

佛領 印度支那の ブ ノンべ ン 等に 設けられ てぬる。 

二、 英美煙 公司 (英米 煙草 トラスト) 

英美煙 公司 は 一 九 〇 二 年 九月 二十 九日 付 を 以て G ン ドンで 登記され た會 社で、 本社 も P ン ドン 

に 在り、 下記 六 社の トラスト である。 

ィ ム ぺ ソァ ル 煙草 會^  (Impol-ial  Tobacco  Co.,  Ltd.) 

ォ グ デ ン 株式 會社 (ogden>s,  Ltd.) 

ァ メ ヅ 力 遷 草會 5tt  ("The  American  Tolbacco  Co.) 

コンチネンタル 煙草 會社 (The  Continontal  Tobflcs  Co.) 

アメリカ • シガ ァ會せ (The  American  Cigar  Co.) 

聯なロ 煙草き 曰^  (The  Consolidated  Tobacco  c?) 

而 して 右 六 社のう ち 後列の 四 社 は米國 一一 ュ ー • ジャァ シ ー 州に 於いて 登記され た會 社で ある。 

英美煙 公司が 支那に 於 い て經營 する 會社 として は 下記の 一 一 社が ある。 
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第三 節 代表的な 煙草 會社  1 1ー一〇 

中 國英美 煌 公司 (Bl-itish-Amel-ican  Tobacco  Co.  "china 一-  ucl) 

大英弒 煙 公司 (BHtish  cigastte  Co.,  Ltd.) 

これら は 孰れ も 香港に 於いて 登記され た 支那に 於け る 英國會 社であって、 上海 • 漢 口  • 天津 • 

坊子 及び 満洲 國の奉 天 • "ルビ ンに 工場 を 持って ぬる。 " 产ビ ンに 於け る 工場 は、 元來& シァ人 

口 パ トウなる ものの 經營 して. Q た 工場で、 所謂 口 パ トク 商會 (Lopato  &  SO50 が 即ち 乙 れで ある 

が、 一九 一 四 年 以後、 英美堙 公司の 所有に 歸 した。 前記の 五 工場の 中で は 上海 及び 漢 口が 規模 大 

きく、 上海 工場 は 敷地 面積 二百 畝 ，勞 働 者 七 千 五 百 • 完備した 印刷 部まで 設けて ある。 漢 ロェ揚 

は 上海に 比べて 稻劣 るが、 それでも 一 日 六 百 萬 本の 紙卷を 製造し 得る ので ある。 

英美煙 公司の 資本 額 は 二 千 二百 五十 萬 金 ボンドで、 英米 兩國に 於いて は 工場 を 有せす、 專ら鈸 

卷 煙草の 輸出 業 を營ん で. Q るに 過ぎない が、 我國に 於いて は、 一方に 大規模の 工場 を 設け 他方 外 

國 煙草の 輸入 を 行 ふが 故に、 紙 煙 製造業 者であって 弒卷 輸入 商 を^ね る ものと いふべき である。 

三、 東亞 煙草 株式 會社 - 

東亞 煙草 株式 會社は 明治 三十 九 年 (光 緒 三十 二 年) に 創立され、 公稱 資本 一千 萬圓、 拂込 資本 


五 百 八十 萬圓 である。 

乙の 會社 は、 創立 當初 は單に 南滿洲 及び 朝鮮の 煙草 を 輸出す るると だけ を 業務と して 居り、 資 

本 金 も 百萬圓 程であった。 明治 四十 二 年 (一九 o 九 年. 宣統 元年) に 到って 朝鮮の 京 城 及び 南 满洲の 

^口に 製造 工場 を 設けた。 明治 四十 四 年 2 九 一 一年 i 統 三年) に 到つ て 更に 朝鮮の 平壌に 分工場 

を 設け、 次いで 朝鮮の 全 州に も 分工場 を 設け、 爾來、 營業區 域 は 益々 擴 大した。 これが ため 大正 

六 年 (民國 六 年) に は 上海の ギリ シ ャ 人の 經營 して ゐた 安利 泰製 煙廠 (An-Li-Tai  Tobacco  Factory) 

を買收 し、 更に 天津に ち 分工場 を 設ける に 到った。 

この 會 社の 謦ロ 工場に 於け る日產 能力 は羝卷 一 千 萬 本で ある。 大正 六 年中に 製造した 紙 卷の總 

數は 二十 一 億 六 千 九 百 七十 四 萬 五 千 八 百 七十 七 本で 價格 にして 三百 萬圓 であった。 翌年に は 三十 

七 億 五 千 萬 本、 價格 にして 五 百 二十 萬 八 千 零 十三 元に 增 加した。 

この 會社は 朝鮮の 境域 內に 於け る 煙草 製造 及び 販賣 の專業 權を與 へられて ぬる。 たく 日本 政府 

はこの 特權 を與 へる 時に 條件 を附 し、 一定 期限の 後に は、 この 會 社の 朝鮮に 於け る 工場 を 曰 本 政 

府の歸 屬に改 むべき M とに 定められて. Q る。 即ち 專業權 が 政府に 歸屬 する ことに 豫め 定められて 

_Q るので ある。 
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代表的な 煙草 會瓧 


1  一二  I 


四、 其 他の 重要 煙草 工場 

我國に 於け る 煙草 工場 は 甚だ 多い が、 玆には その 中で 重要な もの だけ を 左に 表示す る^とと す 


る 


工場 名稱 

や 司 達 

中 國與業 煙草. 公司 

協和 煙草 公司 

希 臘煙公 司 

東方 煙廠 

福 和 煙 公 司 

僑與 公司 


所在地 


上 

香 港 

上 愆 

海 南 島 


海 

津 


設立 年 

一九 〇 五 年 

一九二 〇 年 

一九 〇 三年 

一九 一四 年 


1 八 九 五 年 

1 九 〇 八 年 


資本 額 

二 五 〇、 0〇〇 元 


備  考 

ギ リシ ャ人！ 一 營、 原 名 エクスプレス 商會。 

年產 額紙卷 「億 本。 

陳 文鑑、 簡寅 初等 經營。 

ギリ. シ ャ人經 營、 原名ァ リ アンス 商會。 月 

產額百 萬 乃至 百 五十 萬 本。 

ギリシア 人經營 。 原 名ガ ラ チ ス 商會。 K. 產 

額 五 百 萬 本。 

フィリピン 人 經營。 原 名ォ リエ ン ト 商會。 

シガァ 一 alio 

フィリピン 人 經營。 原名タ パク エリア • フ 

イリ ピナ。 シガァ 及び 紙卷。 


〇〇〇、 〇〇〇 元 廣東 市に 分工場 あん 


尙 ほ參考 のた め 滿洲國 に 於け る もの を列擧 する- 


工場 名稱 

三 林 煙草 公司 

東 三省 煙草 公司 

大安 煙な 司 

秋 林商會 

角 卯 羅把托 商店 

駐華 聯合 煙草  <ム 司 


所在地 

奉 天 

奉 天 

奉 天 

哈爾賓 

哈 爾 賓 

奉 天 


設 立 年 

1 九 〇 六 年 

一九二 二 年 

1 九 ニー 年 


資本 額 

二 六、 五 〇〇g 

、 〇〇〇、 〇〇〇 元 

五 〇〇、 〇〇〇 圓 


備  考 

日 支 合辦。 日產 能力 十二 三 萬 本 0 

奉 天 總商會 總理鲁 宗煦等 創立。 

日本人 響。 

P シァ人 經營。 原 名 チウ リン 商會。 日 j 

十 萬 本。 

口 シ ァ人經 營。 名 コモ a パト ゥェ 5t- 

產六百 六 ^ 萬 本。 
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月 三 


第 十 章 紡績工 業 


第一 節 棉花の 產額 

米 國 • 印度 • 支那 及び 二 ヂ ブト は 世界に 於け る 四 大產棉 國と稱 せられる。 米國 では 一 年の 產棉 

が 一 千 四百 萬梱 ( 一 梱 は四ビ ク ル) で 最大で あり、 印度 は年產 四百 萬梱で 乙れ に 次ぎ、 支那 は 年 

產 二百 萬梱、 H ヂプト は 年產百 五十 萬梱 である。 上海の 華商 紗廠 聯合 會の 調査に よれば、 我國に 

は棉畑 三千 一 百 萬 畝が あると いふ。 一 九 一 八 年の 棉の產 額 は 約 一 千 九十 餘萬ピ クルであった が、 

翌 一 九 年に は 揚水 江 流域に 水害が 起った ため 產額は 減じて 九 百 三十 一 萬ピ クルと なり、 一 九 二 〇 

年に は 江 蘇 浙江兩 省の 水害と 北 支那に 於け る 旱魃と によって 更に 減じて 六 百 七十 萬ピ クルと なつ 

た。 一九二 一  年 以後 は 産額 は 漸次に 恢復の 途を とった が、 然し 乙れ を 一 八 年頃に 比 ぶれば 猶ほ及 

笫十. 章 紡 襞 工業  一 S 五 


第 1 節撺 花の 産額  ニー 一六 

ばない ので ある。 玆に 華商 紗廠 聯合 會の 調査になる (一九 一 八 年より 二三 年に 到る) 棉の產 額 AJ 

次に 表示す る。 (單 位ビ クル) 


省 

河 


山 


山 

合 


蘇 

匕 

匕 

江 

西 


一九 一八 年 

£、一ーー<、3 

二、  os< 一 

11、n 一 さ、 1 さ 

き a、ooo 

せ 10、 き 


inaa 

AI021 三 

霊、 011 一 

一 Kill 


一九 一九 年 

Irs 、き 

11、 六 <B 一、 ま 1 

1、 lis -、  000 

llg 、さ 0 

S  、養 

寵、 000 

Is 蓋 


一九二 〇 年 

uro 一三、 一一 一 0 

一、 o  ニニ、 一一 一九 

一、 s、§ 

1、ー0 六 

111 六、 書 

霞、 S 


S 響 

さ、  < 六 0 

ISI 薦 


一九二 一年 

rlKH 一、 六 六 o 

3 、一き 

ユー 200 

一一^、  i 

一 w、<s 

_3<  、一 1110 


一九二 二 年 

11、 翼、 き 一一 

一き、 二  a 

11、0  一一. s、<§ 

一 0200 

靈、 S 

一き 一四 

一き、  <1_=_1 

<3 ョ 

_so、_s 一 


一九二 三年 

一、 s、§ 

§、s 

1、1, ョ、 8 

六 2 コ 一 

S10  、六 八 1 

七、 一 g 、六 六 一 


而 して、 右の 六 年間に 於け る 平均 年産額 は 七、 九九 三、 〇 三三ビ クル、 即ち 約 八 百萬ビ クルで 


あって、 fj れは 二百 萬梱 に相當 する。 

次に 日本の 某氏に よって 調査され た我國 各地に 於け る 一 九 ニニ 年度の 産額 を 左に 表示しょう * 


區域  產 額 (ビ クル) 

上愆 市場  二、  二  o 八、 〇〇〇 

漢ロ 市場  1、 四 〇 六、 〇〇〇 

天津 市場  1 、七 五 二、 〇〇〇 

濟南 市場  四 〇 六、 〇〇〇 

鄭州 市場  三 二 四、 〇〇〇 

陕  西  四 四 〇、 〇〇〇 

山  西  二 五一、 〇〇〇 

安  徵  一 六 四、 〇〇〇 

江  西  一 〇〇、 〇〇〇 


0 域  產 額 (ピ クル) 

湖 南  四 〇〇、 〇〇〇 

窣 天  一六 一、 〇〇〇 

吉 林  三、 〇〇〇 

0 河  二、 〇〇〇 

廣 西  一 六 〇、 〇〇〇 

廣東  四、 〇〇〇 

四川  五、 〇〇〇 

雲 南  二、  ooo 

ムロ 計 七、 五 九 八、 〇〇〇 


而 して 右の 調査 を 行 ひたる ョ 本人 某氏に 據れ ば、 上海 • 漢ロ • 天津 *濟 南 • 鄭 州の 五大 市場に 

於け る 棉の來 源と 各地の 年産額 は、 次表の 如くに 示されて ゐる。 (單 位ビ クル〕 


^十 章 紡^工 粲 
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第 1 節 棉花の 産 迄 

、 上海 市場 

通 州 棉 (南 通. 海門 .崇 明) 

上海 棉 (上海 .寶 山. 南匯. 奉 賢. 華亭. 金山. 川沙. 松 江. 靑浦 .婁縣) 


三 八 


太 倉 棉 (太 倉 

常 熟 棉 (常 熟 

嘉定棉 

寧波棉 (蕭山 

合  鼾 


鑌洋 ) 

昭文) 

轺與 • 上 虞 • 餘娩 • 慈 溪*鑌 海) 


七 五 〇、 

七 五 〇、 

1 三 三、 

七 四、 

_魏 五一、 

三 五 〇、 

1 〇〇、 

二、  二 〇 八、 


〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 


一、 漢ロ 市場 

上 邊江棉 (朱 河 

下 邊江棉 (武昌 

內 荆河棉 c 公安 


監利丄 尔河* 新 堤 • 龍 口) 

^店 • 巴 河 • 黄存峡 . 龍 坪 . 武穴) 

石 首 . 爾) 


三 二 〇、 

六 〇、 

八 〇、 


〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 


外 荆河棉 (宜都 • 投滋 • 宜昌 • 溶 河 • 江 口) 

裏 河 上流 棉 (老宮 • 樊 城 • 新 野 • 東 陽 • 環潭) 

裏 河 下流 棉 (黄 家 場. 沙潭 • 潛江) 

老 河口 棉 

漢陽 本廠棉 

雲 夢 • 長江 埠 

孝感 . 尙家港 

郭家灣 ニニ 叉 埠. 花園 

黄坡  . 

- 沔陽 • 仙桃鎭 

f 朱 河 *宋 埠. 麻 城. 中 鎵驛. 新 州 

棉 一 

I 西 河 • 孔家 • 季家梁 • 陽暹 . 倉子埠 • 金臺關 

計 


府 下 


家 ^ 

合 


八 〇、 

二三 〇、 

六 0、 

1 〇〇、 

八 〇、 

三 〇、 

三 一 、 

1 五、 

四 〇、 

1 〇〇、 

八。、 

1 〇〇、 

四 〇 六、 


〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 
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笫 I 節 棉花の 应額 

三、 天津 市場 

中 西 河 


西 河 

御 河 

其 他 

合 計 


滹沱河 

—滏陽 河 

一 小 怨 

| 楊 村 


四、 濟南 市場 

臨淸棉 

莨 津棉 

高唐棉 


1 四 0 


六 〇、 

四 四 〇、 

四 八 〇、 

四 〇〇- 

六 〇_ 

1 二、 

1 二 〇、 

七 五 二、 


〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 


七 〇、 

七 〇、 

八 Q 


〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 


吳橋棉 

南宫 • 威縣棉 

瑯城 • 堂邑 • 冠縣棉 

合 計 

五、 鄭州 市場 

彰德棉 

武安棉 

甘 军稃 

洛陽棉 

偃師棉 

ま M 帛 

陕州棉 

靈寶棉 
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三 四、 〇〇〇 

四 〇、 〇〇〇 

1 二、 〇〇〇 

四 〇 六、 〇〇〇 


1 1 〇、 〇〇〇 

四 五、 〇〇〇 

六 〇、 〇〇〇 

1 二、 〇〇〇 

二 〇、 〇〇〇 

八、 〇〇〇 

三 三、 000 

二八、 〇〇〇 

1 四 


笫 一節 棉花の 產額 

閔郯棉 

合 計 


0  二 


八、 〇〇〇 

四、 〇〇〇 


^に 華商 紗廠 聯合 會が 調査した 1 九 二三 年に 於け る棉 畑の 作付面積 を 表示しょう。 


省 

河 

合 


蘇 

一 『/ 

匕 

南 

き 


面 積 (畝) 

八、 一 六 四、 七 五八 

五、 八 四 八、 一 〇〇 

三、 六 七 七、 二 七 七 

三、 六 三 〇、 六 五 四 

二、 六 九 三、 〇 九 八 


省 別  面積 (畝) 

陝西  一、 六 四 二、  二八 八 

安 .徵  一、 1 五一、 四 一六 

山 西  八 七 五、 九 ニー 

江 西  六 八 九、 五 七 八 

浙 江  一、 一八 一 、 000 

二 九、 五 五 四、 〇 五三 


1 九 二三 年に 於け る 棉の產 額 は 七 百 十四 萬餘ビ ク ル であるから、 平均 一 畝の 棉 畑より 一年に 二 

十五 斤の 棉を產 する AJ ととなる わけで あるが、 M の 數字は 決して 豊富な ものと 謂 ふ 乙と は 出來な 

いので ある。 


我國に 於け る棉 種の 改良 は、 光緖 二十 四 年 (一 A 九 A 年) に 張 之 洞が 湖北 省に 米國產 の棉を 移植 

した ことに 始まる。 一 九 一 四 年に は 張 春が 農 商 部の 總長 として この 點の 提唱に 力めた。 現在で は 

棉 種の 改良 は、 支那 原 產種を 本と して 改良 せんとす る もの も あれば、 或は 米國 種の 移植に よらう 

とする もの もあって、 必す しも 一 定 して ゐ ない。 蓋し 各地の 土 壤と氣 候との 關 係で 一 致し 得ない 

ので ある。 現在、 米棉を 移植した 省と して は、 湖北 ，陕 西 • 河南 • 河北 • 山 西 • 山 東の 六 省で あ 

る。 次に それら 米棉 種の 產額を 表示しょう。 (單位 ビタル) 
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產 

七 
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四 

o 
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第二 節 棉花の 輸出入 狀況 

我國は 一九二 一 年まで は、 每年 棉花の 輸出 量 は 常に 輸入 量 を 超過して ねた。 而 して それらの 輸 

出 棉花 は 日本 を 以て 主要な 消費 地と して 居って、 日本人 は 我國の 原料 を 購入して 製造品と なし、 

再び 我國に 持ち込む ので あるが、 從 つて、 僅かの 間に 莫大なる 利益 を摑 むので ある。 一九 一 三年 

より 二 四 年に 到る 十二 年間の 平均 輸出 額 は 約 八十 四萬ビ クルであって、 その 內、 日本へ 蓮 ばれる 

もの は 約 六十 七萬ビ クル、 即ち 輸出 總 額の 八 割 を 占めて ゐる。 次に 右の 十二 年間に 於け る 棉花の 

輸出 量 を 仕向 地 別に 表示しょう。. (單 位ビ クル) 


英國 香港 

二、 八 〇 一 三 七、 三 七 八 

1 一、 三 四 八 二 七、 〇 五八 

ニー、 〇 九 五 五、 〇 九 一 

1 ん 一六 年 六 五六、 九 七 七 二 七、 二 〇 三 六 、五一 五 


年次//  B 本 

一ん 一 H 一年 五二七、 一一 八 二 

一九 一 s 年 四 二八、 五 九 六 

1 んー H! 年 五 五- 


米 國 

六 一、 三 八 一 

八 五、 八 九 三 

1 〇 九、 三 五 四 


口 シァ 

五、 七 一 1 

九、 三 七 八 

八、 三 二 五 


二 六、 六 五八 二 四、 七 六 九 


其 他 

〇 四、 二 五 九 

八 七、 四 三 一 

二 〇、 七 六 八 

八、 九 一 五 


合 計 

七三 八、 八  一 二 

六 五 九、 七 〇 四 

七 二 五、 九 五 五 

八 五 一 、〇 三 七 


一ん 1$ 六 一六、 一八 〇 三 五、 一七 五 七、 八 四 五 一四 七、 四 1〇 

一ん K 年  一、 ニー  二、 五 五 四 一、 八 二 五、 九 四 六 五八、 三 三 一 

一ん ^年 九 ニー、 八 九 七 二 五、 九九 六 三、 〇〇 八 1  一二、 〇五〇 

1 き 年 ニニ 〇、 三 一二  ニー、 〇 五三 三、 四 一四 二 九、 六 四 九 

^一二 年 五六 一、 一 〇 六  一 二、 四 七 四 三 四、 〇 六 五 

ill 年 六 四 四、 三 八 五 ニー、 九 三 五 三 、一九 八 一三 八、 五 四 0 

靈年 八 〇 三、 五 〇 五 九、 三 五 二 三、 九 二 九 ニニ、 八 二 六 

1 ん 一一 E 年 八 九 〇、〇 三 九 六、 七 五八 三、 ニニ 九 一四 四、 二 四 〇 


四、 三 六 六 

四 六 

一 二 六 

七 九九 

七 九 三 

四 八 一 

一 三 五 


ニー 、四 八 七 

1 三、 四 〇 六 

1 八、 〇 八 九 

1 1、〇〇 三 

一 一、 〇 四 二 

三 三、 二 七 1 

四 四、 八 二 七 

三 五、 七五三 


八 三 二、 

三 九 二、 

■〇 七 二、 

三 七 六、 

六 〇 九、 

八 四 一、 

九 七 四、 

•〇 八 Q 


四 六 三 

〇 九 四 

一 六 六 

二三 〇 

四 八 一 

八 ー〇 

五 七 四 

〇 一八 


我國も 近年 漸く 紡績 業が 勃與 し、 國產 棉花の みで は 自給自足が 困難と なって. Q る。 乙れ がた め 

一九二 一 年 以來、 外棉の 輸入 は 急激に 增加 しつ.^ ある。 か， -る 現象 は 一九二 一 年より 二三 年に 到 

る 三年 間が 最も 顯 著であった。 次に 右の 輸出と 照應 する 期間に 於け る 外棉の 輸入 量 を 左に 表示し 

よう o  (單 位ピ クル) 


年次 

1 九 一 三年 


印度  米國  日本 香港 P シァ 安 南 其 他  合計 

<3山ハ九  一一 六、 50  一 SS  れ、 0< 一  一一、 WIS  一 一、lg  rES-  .  0-3 
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^二 節 

一九 一四 年 

一九 一 五 年 

一 九 一 六 年 

一九 一七 年 

一九 一八 年 

一九 一九 年 

一九二 〇 年 

一九二 一年 

一九二 二 年 

一九二 三年 

一九二 四 年 


棕 花の 輸出入 狀況 

Is 六 六 §s 


一一  < 九、  <至 

ー< 、！ 5 

九 <、slo 

え 一、M__* 

l、s、2K 


m ん、 一 

g、w 

g、15 一一 九 

二、 臺 

きお 

お 一一 、八 1-1 

二  0、M 


|10、« 一一 

一一 S  、霞 

S -、  Ills 

ま、 さ 一八 


せ ri 

一六 K 

no  一一、  <s 

sirs 


六 i 

六、 Is 

一一 Irss 

六、 ニー  七 

1111、 き 六 

§、s 

i<  、き 


S 

一 rs 

Is  、さ 一ん 

一 li 

m ん六 

1、霊 


3 一 

1 、一？ ほ 

E、一  一二 

3 六 

一 一 函 

3 六 

10  、霊 

2 一七 


一 四. K 

0 一 

一一、 1 三 M 

一六、 s 

3 一 

<、靈 

2 八 

10、 き 

ち 八 


一 3011 

一 i、<〈< 

一一 sr<g 

六 <<  、？パ 

一、 八 さ、 六 一ん 

一、 六  一 s、gl 

1、ーー£ー、«1 


日本 本國 及び 香港 は 孰れ も棉 を產 する 地で はない。 從 つて 我國に 輸入され た 右の 棉は 當然 に. a 

國 から 來 たもので ある。 一九二 四 年の 棉の 輸入 量 は ニー  ニー ニニ 一三の 三年 間に 比べて 減少 甚だ 

しいが、 然し 同じ年の 輸出 S を 見れば、 十六 萬ビ クルの 入超に 過ぎない。 M れをニ 〇 年 以降の 入超 

が ゆ-くも 三十 萬 多き は 百萬ビ クルに 達する に 比すれば、 まだ 少 いとい はねば ならな C- ので ある。 


第三 節 S  績 

紡績と 織布と は 乃ち 我國 の古來 からの 家內 手工業の 一 であって、 その 一 年間の 生産高 は 國內の 

消費 を滿 たして 十分であった。 然し 我 國に棉 が 印度から 傳 はった 後、 少しも 改良 を 企てられ なか 

つたた め、 品質 は 低下の 一 途を迎 り、 その 繊維 は 極めて 粗く して 短い ものと なって しまった。 加 

ふるに 紡績の 技術と 設備と は、 舊態 依然た る 粗雜な もので 毫も 進步 しなかった ので、 生産 品は甚 

だ 粗惡な ものであった。 開國 以來、 外國 綿布の 輸入 は、 さながら 潮の 湧く が 如き 勢であった。 そ 

れは 耐久力の 點で 支那 產の ものに 及ばなかった が、 しかし 輕く軟 かで 着心地の よい 點で 特色が あ 

つたた め、 我國 民は爭 つて M れを 購買 着用した ので ある。 

光緖 十四 年 二八 八 八 年べ 北洋 大臣 李鴻章 は外國 綿製品の 輸入額が 頗る 巨大で あるのに 鑑み、 利 

權 挽回の 兒 地から、 機器 織布 局 及び 紡織 新 局 を 上海に 設立した。 乙れ 我國に 紡績工場の 誕生した 

濫觴で ある。 

笫十章 紡績工 業  一四 セ 


第三 節 ^  0  1 四 八 

譯註 I 近代的な 機械 生産に よる 锾維 工場が 支那に 誕生した の は、 原著者の 揭 ぐる 右の 事實 よりも 九 年 前、 即 

ち 一 八 七 九 年に 左 宗棠將 軍が 甘 肅省蘭 州に 創設した 弒呢總 局 を 以て 嚆矢 とすべき であらう。 但し これ は 毛織 

物 工場であった から、 紡績と いふ 狭い 範圍で 論じる 場合 は、 やはり 原著者の 如く 言 ふこと も兌當 である。 

外國 入が 我國に 紡績工場 を 設けた の は、 光緖 二十 三年に 始まり、 その 地點は 孰れ も 上海で あ 

る。 米國 資本の 鴻 源廠、 ドイツ 資本の 瑞 記廠、 イギリス 資本の 怡和 • 老公 茂 廠、 日本 資本の 東 華 

廠は みなこの 當 時に 創立され て. Q る。 但し、 現在で は 我國に 於け る外國 資本の 工場 は英國 及び 日 

本の もの だけで ある。 

光 緒 十九 年より 二十 五 年に 到る 七 年間に、 上海 • 武昌 • 無 錫 • 寧 波 • 杭 州 • 蘇 州 • 南 通の 各地 

に 支那 資本と 外國 資本と を 合せて 計 十五 工場 • 錘子數 五十六 萬 五 千に 達し、 相 當に活 況を呈 し 

た。 而し てこれ 以後、 光 緒 三十 一年 n 九 〇 五 年) まで は、 新しく 工場の 設立され る ものが なかつ 

たので ある。 

光 緒 三十 一 年から 民國五 年に 到る 十二 年間に は、 更に 二十 六 工場 • 錢 子數 五十八 萬 を增 加し、 

從來存 した ものと 合して 計 四十 一 工場 • 錘子數 一 百 十四 萬 五 千に 達した。 


民國 三年 八月 一 日に 歐洲 大戰 が勃發 する や、 我國の 紡績 業界 はこれ がた めに 一 變す るに 到つ 

た。 それまで 世界の 紡織 産業に 君臨して. Q た英國 は、 全力 を 戰爭に 注がざる を 得な くな， o、 平時 

に 紡織 產 業に 從 つて _Q た 多くの 勞働者 も從 軍した ため、 その 生産 品 は 勢 ひ 昔日の 巨額 を 維持し 得 

られ なくなった。 從 つて、 それまで 輸入 綿製品の 大部分 を 英國に 仰いで ねた 我國に 於いて は、 そ 

の價格 は、 當然に 輸入の 激減に よって、 逐日、 騰貴に 騰貴 を 重ねる ことと なった ので ある。 これ 

がた め、 民 國五年 以後に、 我國に 於いて 新設 せられる 紡績 乃至 織布 工場 は、 さながら 雨後の 筍の 

おく、 一時に 簇生し はじめた。 かくて、. 民國 十三 年に は、 國內の 紡織 工場 は 百 二十 九 社に 激增 

し、 錘 子數も 三百 五十 三 萬 七 千に 達した ので ある。  > 

次に 光緖 十七 年 2  A 九 一 年) 以後に 於け る 紡績工場の 發展の 跡 を 表示しょう。 


年 次 

一八 九 一年 

1 八 九 六 年 

一九 〇 二 年 

1 九 一 一年 

1 九 一 六 年 


工場 數 

二 

ニー 

一七 


錘子數 

六 五、 〇〇〇 

四 一 七、 〇〇〇 

五六 五、 二 五 二 

八 三 一、 ー〇 六 

一四 五、 一三 六 


笫十章 钫續 工業 


年 次 工場 馼 錘子數 

一九 一八 年 四 九 一、 四 七 八、 九 二 六 

一九二 〇 年 六 三 一 、六 五 〇、 六 四 一 

一九二 二 年 九 八 二、 四 五 二、 七 二八 

一九二 四 年  一二 九 三、 五三 七、 四 〇 五 

一九二 五 年 二八 三、 五三 三、 九 一八 

1 四 九 - 


3k 三ぎ iie 


癀 


i s 


然しながら、 光緖 二十 二 年 (一 A 九 六 年) 以來、 我國に 於け る 紡績工場に は外國 資本に よる もの 

も 算入 せられて 居る が 故に、 次に、 それ を 除いた 純粹に 支那 資本に よる 紡績工場の 發展の 跡 を 表 

示しよう。 


年  次 

光 緒 二十 六 年 (一九 0〇 年) 

宣 統一 一年 (一九 一 〇 年) 

民 國五年 (一九 一 六 年) 

民 國八年 (一九 一 九 年) 

民 國九年 (一九二 〇 年) 

民 國十年 (一九二 一年) 

民國 十一 年 (一九二 二 年) 

民國 十三 年 (1 九 二 四 年〕 

民國 十四 年 (一九二 五 年) 


工場 玆 


二 九 

三 七 

五一 

六 四 

七三 

六 九 


錘子數 

二 五 〇、 〇〇〇 

四 五 〇、 〇〇〇 

五 七 〇、 〇〇〇 

六 五 九、 七 五 二 

八 五六、 八 九 四 

二三 八、 九 〇 二 

五 九 三、 〇 三 四 

〇 七 七、 一三 三 

九 四 八、 五 七 六 


次に 民國 十四 年に 於け る 支那 資本の 紡績工場 を、 その 所在地に よって 分布 狀態を 表示しょう _ 


省  別  工場 數  錘 子數 

江  蘇  四 一  一、 〇 三 二、 七 〇 六 

河北  九  二三 七、 三 七 〇 

湖北  五  二 五 七、 八 九 〇 

河  南  四  1 一九、 〇〇〇 

浙  江  三  四 九、 七 六 〇 

山  東  二  五八、 〇〇〇 

安徵 湖南 山 西 奉 天 江 西  五  1 〇 四、 〇 四 〇 

總計  六 九  1、 九 四 八、 五 七 六 


上海 (寶 山縣を 含む) • 無 錫 • 通崇海 (南 通縣 • 崇 明縣. • 海門 縣を 含む) • 武漢 (武昌 と漢ロ を 

包括す) *靑 島 • 天津の 各地 は、 我國に 於け る 紡織 産業の 六大 中心地であって、 就中 上海 は 最も 

重要な 地位 を 占め、 その 錘 子數の 如き も 全 國の鍾 子數の 五. 十五 ％を 占めて ぬる。 次に の 六大中 

心地に 於け る 紡績工場 數と錘 子數と を、 その 資本の 國籍 別に 表示して 見よう。 

國  籍  上^  無 錫  通崇海  武漢  靑島  夫津 

:pt:f 工場 數  二三  六  六  五  一  六 

支邠 資本 

一 錘子數 六 七 七、 〇〇〇 1 四 二、 〇〇〇 1 七 二、 〇〇〇 二 五 七、 〇〇〇 三 二、 〇〇〇 一七 四、 〇〇〇 

笫十章 紡篛 工業  1 五 1 


日本 資本 


英： D お 本 


合 計 


な 111 節 紡 

錘 子 数 

工場 數 

錢子数 

工場 數 

錘 子數 


0 

三 二 

九 三 九、 〇〇〇 

四 

二 〇 五、 〇〇〇 

五 九 


1 五ニ 

一  九 

ニニ、 〇〇〇 一九 五、 〇〇〇 


六 


六 


六 


5 


ノ O 二、 〇〇〇 一四 二、 〇〇〇 一七 二、 0〇〇 二 七 九、 〇〇〇 ニニ 七、 〇〇〇 


六 

七 四、 〇〇〇 


. 我國の 紡績工場に 於け る 錘 子の 數は、 世界 各國の 紡績工場に 於け る それに 遠く及ばないの であ 

るが、 次に 民國 十四 年に 於け る その 比較 を 左に 表示しょう。 


英 

米 


P 


國 

ァ 


紡績 錘 子數 


旣裝置 

五 七、 一 1 六、 〇〇〇 

三 七、 九 三 七、 〇〇〇 

九、 五 〇〇、 〇〇〇 

九、 二 四 八、 〇〇〇 

八、 五 〇〇、 〇〇〇 

七、 二 四 六、 〇〇〇 


裝置中 

三 〇 八、 〇〇〇 

1 六 九、 〇〇〇 

六 四、 〇〇〇 

1 〇〇、 〇〇〇 


支那の^^ 置 數の他 國！ 

對 する 比率 

五 *九％ 

八 • 九 

三 六丄ハ 

三 七丄ハ 

四 〇• 八 

四 六 •  一二 


日  本 

^太 利 

チェコ 

支  那 

世界^ 計 


五、 二 九 二、 〇〇〇 

四、 七 七 一、 〇〇〇 

三、 四 七 一、 〇〇〇 

三、 三 五 〇、 〇〇〇 

六 一 、 三 六 三、 〇〇〇 


一 六 五、 〇〇〇 

一 〇 九、 〇〇〇 

五六、 〇〇〇 

1 四、 〇o〇 

一 、 三 六 六、 〇〇〇 


さラ四 

七 〇•  二 

九 六 • 七 

二  • 一 


表面的に 観察 すれば、 我國に 於け る訪績 錘子數 は、 支那 資本の もの 最も 多く、 日本 資本の もの 

稍 劣り、 英國 資本の もの 最も 少 きが 如くに 見える が 故に、 從 つて その 將來 性に 於いても、 支那 ェ 

場が 最も 優勢 を 占め、 日本 工場 これに 次ぎ、 英國 工場 最も 劣勢で あると 速斷 され 易い ので ある。 

然しながら 實 際に は 決して 乙の 觀察 は當ら ない。 何ん となれば、 支那 資本の 工場 は、 一九二 一年 

以來、 日 を逐 ふて 不利に 趨き、 二 四 年に は窮困 その 極に 達した からで ある。 乙れ がた め、 操業 を 

短縮 或は 休止す る もの、 秘かに 日本 資本より 借款す る もの、 或は 公然と 日本 資本に 身賣 する もの 

等、 殆んど すべてが 然 りであった。 故に、 實 質的な 狀 態から して 言へば、 純粹に 支那 資本に よつ 

て^ 轉 して _Q る 錘子數 は、 決して 日本 資本の それに 比較し 得ない ほど 少數 であった。 NJ れを耍 す 

るに、 支那 資本の 紡績工場が この 期間に 蹉跌した の は、 金融 上の ^滞と 原料 棉花の 騰貴 及び 綿糸 

第十窣 钫鎮 工業  一 五 S 


• 笫 一一 一節 钫纜  1 五 四 

價 格の 低 廐と が 主要な 原因で あると はい へ、 忌憚な く 言へば、 經營 の當局 者が 遠大なる 眼光と 企 

業 上の 才能 を缺 いでぬ たこと もまた 指摘 せざるを得ないの である。 若し この 指摘が 誤りで あると 

するならば、 何故に 同一の 時期に 外國 資本の 工場が 却って 順調に 發展し 得た ので あるか、 その 斑 

由の 說 明に 苦しまねば ならない ので ある。 乙の 故に 支那 資本の 工場が 蹉跌した の は、 當然に その 

盡くを 天命に 歸 する 乙と は出來 ない ので ある。 

現在、 我國に 於け る外國 資本の 紡績工場の 中で は、 日本 工場の みが 極めて 急速なる 發展 過程に 

在り、 英國 工場 は 舊態を 維持す るの みで 殆ん ど變籩 がない。 乙の 傾向 は 蓋し、 一九 一八 年に 我國 

が 關稅を 修正して、 從來は 輸入 綿糸 布に 對 して 單 一 の 從價税 を徵 して. Q たもの を、 綿糸 布の 細 粗 

によって 徵稅の 多寡 を 決する 複雜 なる 從價稅 としたた め、 日本 國內の 紡績 業者が 乙れ を 憂へ、 議 

を 決して 支那に 工場 を 設ける こ ととし、 以て 輸入税の 加重 を 免れ やうと した M とに 始まる ので あ 

る。 故に この 年 以來、 日本人 は 極力 我國に 於け る 紡績工場の 增設に 努める に 到った ので あるが、 

その 勢の 凄じい 乙と、 正に 山 を 排し海 を さかしまに する 慨 があった。 即ち、 一九 一八 年に は 日本 

資本に よる 錘 子數は 僅に 二十 九 萬 四千 餘 であった が、 ニー  年に は 八十 六 萬 七 千 餘に增 加し、 二 四 

年に は 更に 百 十六 萬 三千 餘に增 加、 殆んど 我國は 日本の 紡績 産業に とって 一 個の 植民地の 觀を呈 


する に 到った ので ある。 

次 こ 民國十 ral 年に 於け る各國 資本に よる 紡績工場の 資本 額と 錘 子 數とを 左に 表示しょう" 


ィ、 上^  (寶 山縣を 含む) の 支那 資本 紡績 二十 二 工場 


工場 名 

懍豐 i 新 局 

振 華 紡織. <ム 司 

申 新 紡織 第 一 

同 第二 

同 第五 

鴻裕 紡織 公司 

謹 纏 公司 

同 第二 

厚生 蓠八ム 司 

緯通 il 公司 

同 昌. <ム 司 

三 新 紡績. <ム 司 

第 十 章 


所在地 

上海 楊樹浦 

同 

同 陳家渡 

同 宜昌路 

同 華德路 

同 麥根路 

同 西 蘇州路 

同勞 勃生路 

同 楊樹浦 

同 

同 南 市 

同 楊樹浦 

鎮 ェ 業 


創設 年 

一 八 九 〇 年 

一九 〇 七 年 

一九 一六 年 

一 九 〇 七 年 

一九 一四 年 

一九 一六 年 

一九 一八 年 

1 九 二 四 年 

一九 一八 年 

一九二 一年 

一 八 七 九 年 

一 八 八 八 年 


資本 額 

一 〇 八萬兩 

三 〇 萬兩 

三 〇〇莴 元 

一 〇〇 萬 元 

一 八 〇 萬兩 

一 〇〇 萬兩 

一 001 

二 〇〇 萬兩 

ニー  〇 萬 元 

三 三 五萬兩 

四 五 〇 萬兩 


錘子數 

四 四、 四 〇〇 

ニニ、 五 四 八 

三 九、 七 五 二 

三 四、 九 三 四 

三 六、 五 〇 八 

三 五、 四 〇〇 

11 六、 五 二 〇 

二 四、 〇〇 ，- 

五 〇、 六 八 八 

二三、 八 〇 八 

一 1、 五 九 二 

六 九、 〇〇〇 


考 


(舊) 德大跷 


1 五 a 


笫 一 二 節 

i 齧 公司 

S 大紗廠 

織. 公司 

永 安紛辯 公司 

永 安 第一 一 

永 豫紗廒 

大豐慶 記 公司 

振泰 i 八ム司 

崇 信紡錢 公司 

合 計 


钫 鎮 

同莫干 山路 

同 浦 東 

吳 淞蘊讀 

上 鬵樹浦 

吳淞醫 濱 

上海 小沙 馁 

同 覃子灣 

同 曹家渡 

同 麥根路 

同 談家渡 


五六 


一九二 〇 年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 三年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 二 年 


二、 


一 五 0 萬兩 

1 〇〇 萬 元 

二 〇〇 萬兩 

六 〇〇 萬： s 

四 〇 萬兩 

. 一 五 〇 萬 元 

八 〇 萬兩 

一 五 〇 萬兩 

1 五 〇 萬兩 

二 七三 萬兩 

三 七 〇 萬 元 


四 四、 

一 五、 

二 五、 

三 五、 

四 五、 

一 二、 

二 〇、 

二 〇、 

二 〇、 

三 四、 


五 四 四 

五 五 二 

六 〇〇 

000 

000 

〇〇〇 

七三 六 

九 二 〇 

七三 六 

〇〇〇 


(舊) 大中霊 


六 七 七、 二三 八 


口、 江 蘇 省 (上海 を 除く) の 支那 資本 紡鑌 十九 工場 


工場 名 

大生 第 一 紗廠 

ナ 生.§ 尸 〔d 

大生 第一 i 


所在地 

南 通 唐家閘 

同 南門 外 

as 明 力 背；^ 


創設 年 

一 八 九九 年 

一 九 二 四 年 

1 九 〇 七 年 


资本額 

二 五 〇 萬兩 

1 一 一〇 萬兩 


錘 子數 

七 五、 三 八 〇 

一 五、 〇〇〇 

三 五、 〇〇〇 


考 


永 S3! 公司に 貸與 


大生 第三 紗敏 

大通^!^ 公司 

久安紡 織< ム司 

勸 業紗廠 

振 新 I. 公司 

蠢 I 八ム司 

褻豐 紡織 公司 

豫康 I. 公司 

申 新 齧 第三 

籙^ 紗^ 

^記 I 公司 

太 倉紗廠 

利用 is ム司 

i 舊 八ム司 

廣新 紡織 廠 

大論久 記  <ム 司 

合  計 


海門 長樂鎰 

崇明 南堡鐡 

南 通 四 安市 

同 西 門外 

同 廣勤路 

Hi  TTOT 夕 

同 霜莊 

同 西 門外 

常 熟支塘 

太 倉少議 

江 陰 北門 外 

常 州 小 南門 

同 東門 外 

武逞大 南門 


一. 孔ニ 一年 

一九二 二 年 

1 八 九 五 年 

一 九 〇 六 年 

1 九 1 七 年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一 八 九 六 年 

一 八 九 七 年 

一 九 0 六 年 

一 九 〇 五 年 

一九二 二 年 

一 八 八 五 年 

一九二 一年 


二 四 0 萬 m 

八 〇 萬兩 

八 〇 萬 元 

二 〇 葸元 

一 〇〇 萬兩 

一 〇〇 萬 元 

1 〇〇 萬 元 

一 〇〇 萬 元 

一 一〇〇 萬 元 


七 二 萬 元 

二 四 萬 元 

一 〇〇 萬 元 

八 九 六 jsE 兩 

六 九 ひ Si 元 


三 0、 

ー〇、 

五、 

ニニ、 

三 〇、 

一九、 

一 八、 

一 六、 

五一、 

ニニ、 

ニー、 

ニニ/ 

一 五- 

二八- 

五- 

一 Q 


三 四 〇 

八 〇〇 

九 四 〇 

八 三 二 

〇〇〇 

九 六 八 

四 〇〇 

000 

〇〇〇 

五六 八 

七 四 〇 

七 〇〇 

000 

二 〇〇 

. 六 〇〇 

. 〇〇〇 


谷， 記 公司に 貸^ 

• (舊) 裕泰廠 

八ム泰 公司に 貸與 

申 新 第 六 廄に贷 


四 三 〇、 九 六 八 


^十 章 紡 II 工業 


五 七 


00 坊 績 


1 五八 


ハ、 河北 省の 支那 資本 紡績 九 工場 


工場^ 


同 

裕元， I 公司 

恆源 §.<ム 司 

北洋 商業 一 廠 

裕 大紗廠 

K 成 第三 紗 廠 

新 笾紗廠 

大與 §ム 司 

合 計 


所在地 

天津 河北 

麗 S 鎭 

天津 小劉莊 

同 河北 

同 海 河 

同大 直沽下 

向 鹽坨地 

寶坨縣 

石家莊 


創設 年 

一- 九 一 八 年 

一九二 一年 

一九 一八 年 

一九二 〇 年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 二 年 


-1、 湖北 省の 支那 資本 紡績 五 工場 


工場 名 

湖北 紡^せ 3 


所！ 

武昌 文： 0ほ 門 


創設 年 

1 九 〇 三年 


資本 額 

二 七 〇 萬 元 

ニニ 〇 萬 元 

七 二 〇 萬 元 

四 〇〇 萬 元 

一 一 〇〇 萬 元 

三 8 萬 元 

三 〇〇 萬 元 

一 五 萬 元 

1 1  一 OS 

一 一 一 o§ 

四 二 五 i 元 


業 額 


二 七 

二 四 

三 三 

三 〇 

二 五 

三 五 

二 四 

ニニ 

二 四 

二八 五 


子 數 

， 〇〇〇 

. 三 〇〇 

. 八 二 〇 

. 〇〇〇 

■ 〇〇〇 

■  000 

. 〇0  二 

- 四 八 〇 

. 七 六 八 

. 五 〇〇 


考 


(舊) 利生廠 


錘子數  備  考 

九 〇、 〇〇〇 お 安， 公司に 贷お 


^ロ^ ー紗廠 

譲 紡織 公司 

震， 寰紗廠 

申 新 i 第 四 

合  きに 


同 武^ 門 

漠ロ 宗關 


一九 一九 年 

一九二 二 年 

一九二 一年 

一九二 一年 


四 二  0 萬 元 

1 五六 萬兩 

1 一 一 〇 萬兩 

五 〇〇 萬 元 

二 七 六萬兩 

九 二 〇 萬 元 


八 八、 一六 〇 

四 〇、 〇〇〇 

二 四、 七三 〇 

一 五、 〇〇〇 

二 五 七、 八 九 六 


ホ、 其 他の 證 省の 支那 資本 紡繽 十八 工場 


工場 名 

廣 益紗廠 

豫 豐紗廠 

成 興紗廠 


鼎 新 紡織. <ム 司 

勃豐， i 公司 

通惠 i 公司 

S 謹 公司 

華 i 織靑廠 

笫十章 


紡 


所在地 

河南 省 安 陽 

同 鄭縣 

同. 武涉 

同 衞輝 

浙江省 杭 州 

同 鄞縣 

同 蕭山 

山 東 省濟南 

同 靑島 

績 工業 


創設 年 

一九 〇 九 年 

一九二 〇 年 

一九 一九 年 

一九二 二 年 

一 八 九 七 年 

一九 〇 七 年 

一 八 九九 年 

一九 一六 年 

一九二 〇 年 


資本 額 

一 五 〇 萬 元 

一 一 〇〇 萬兩 

一 一〇 萬 元 

二八 〇 萬 元 

四 〇 萬 元 

一 五 〇 萬 元 

四 五 萬 元 

ニニ 〇 萬 元 

二 七 〇 萬 元 


錘子數 

三 八、 〇〇〇 

五 一 、 八 四 〇 

六、 七 八 〇 

ニニ、 四 〇〇 

一 二、 〇〇〇 

二三、 118 

一 四、 五六 〇 

二 六、 〇〇〇 

三 二、  000 


五 九 


考 


第三 S 紡 

裕中第 一 紗疲 

湖南 第 一 紗廒 

晉華 i. 公司 

窣天 紡織 K 

久與 §< ム司 

泰璺 i. 公司 

京 兆 紡紗廠 

迪化 紡紗廠 

大益成 抄廏 

合  計 


窟 

安 徵省嚣 

湖南 省長沙 

山 SS 次 

奉 天 商埠地 

江 西 省 九 江 

陝 -S1S 北 

河北 省 香 山 

新 疆省迪 化 

山 西 省新铎 


一九 一九 年 

一九二  0 年 

一九二 四 年 

一九二 二 年 


1 8 萬 元 

六 0 萬 1K 

一 五 〇 萬 元 

四 五 〇 蓠元 

1 001 

1 001 

二 〇〇莴 元 

五 〇莴 元 

三 〇〇 萬兩 

二、  二八 五^ 元 


1 五、 

四 〇、 

九、 

二 〇、 

一 五、 


二 〇〇 

000 

八 〇〇 

四 八 〇 

三 六 〇 


1 六 〇 


公司に 貸與 


，九 八 二、 二 七 二 


へ、 江 蘇 省に 於け る 支那 資本の 落 棉餍糸 再製 三 工場 


工場 名 

ほ 生紗廠 

韃緯 紡織 廠 

利 民 1 公司 


合 


計 


所在地 

上海 荜淪路 

d  Is 路 


創設 年 


資本 額 

一 〇〇 萬 元 

五 〇 萬兩 

五 〇藥1 

1 oost 元 


錘子數 

五、 〇〇〇 

五、 ニー 〇 

五、 七 四 〇 

五、 八 六 〇 


考 


卜 


、 上海に 於け る英國 資本 紡 鑌四 工場 


工場 名 

怡 和紗^ 

公益 紗廠 

楊樹 浦紗廠 

東方 紗蔽 

合  計 


所在地 

上海 楊樹浦 

同 


倉- 設年 

一 八 九 五 年 一 

一九 〇 七 年 

一九二 三年』 

1 八 九 六 年 


資本 額 

六 〇〇 萬兩 

1 ー〇〇 萬兩 

八 〇〇 蓠兩 


チ、 上海に 於け る 日本 資本 紡績 三十 二 工場 


ェ 場 名 

上海 紡織 一 廠 

同 二 鹿 

同 三廠 

日華 齧 一 廠 

同 ニ廠 

同 三廒 

同  四廠 

第 十 章 


钫 


所在地 

上海 楊樹浦 

同.. 

同 浦 東 

同 

同勞 勃生路 

同 

績ェ桊 


一 八 九 六 年 

1 八 九 五 年 

一九 一六 年 

一 八 九 五 年 

一九 一八 年 

一九 一八 年 

1 九 二 一 年 


資本 額 

五 〇〇 萬兩 

一 

六 八 〇 萬 元 


錘 子數 

七 二、 三 ニー 

二 五、 三 七 六 

五 五、 六 三 二 

五 二、 〇〇〇 

二 〇 五、 三 二 〇 


錘子數 

二 〇、 三 九 二 

二 五、 四 八 〇 

五 〇、 五 五 二 

五 二、  二 五六 

五 五、 五 五 二 


考 


備  考 

支那 工場 大純廠 を 買收 して 

01 ^言 

(舊) コ囊 


讓廠を 買収 


1 六 


第三 節 紡 

嘉和紗 i 1 

同 第一 一 

內外 棉三廠 

同 四廠 

五東 蔽 

五 I 

七廄 

八， M 

十二 廒 

九廠 

十三 廠 

十四 廠 

十五 廠 

mil 一 

同 第二 

问 第三 

S 紗廳 一 

同 第二 


同 

同 


鎮 

同 

同 西 蘇州路 

同 澳 鬥 路 

同 

同 麥根路 

同勞 勃生路 

同 

同 戈登路 

同 薪德路 

同 

同 

同 戈登路 

同 爵 s 


一九二 一年 

一九二 四 年 

一九 一 一年 

一九二 二 年 

一九 一 五 年 

一九 一 五 年 

一九 一九 年 

一九 一九 年 

一九 一九 年 

一 九 〇 六 年 

一九二 一年 

一九二 二 年 

一九二 二 年) 


一 、 六 〇〇 萬 圓， 


一九二 一年 一 

一九二 一年 j 


六 〇〇 萬圓 


六 0〇 萬圆 


1 〇 七、 七 七 六 

二 〇、 〇 四 〇 

四 〇、 〇〇〇 

六 六、 二 四 o 


1〇、 七 六 八 


10、 

一三、 

一三、 

一三、 


八 〇〇 

三 五六 

二 〇〇 

二 〇〇 

〇〇〇 


四 五、 四 四 〇 

四 一 、 六 〇o 

二八、 〇〇o 


1 六 二 

二 五 年に 更に 支那 工場 寶成 

第 一 第一 ー廠 を買牧 

筇ー 第二 廠は 日本 內 地に 在 


支邾 エ^ 裕^ 麼 を賈收 


公大 紗廠 

公茂 紗廒 

大 I 廳 一 

同 第二 

鬵紗鬓 一 

同 第二 

裕豐^ 廠 

合 計 


同 平涼路 

同 楊樹浦 

同 騰越路 

同 

極 司 非爾路 

司 楊樹 浦 


一九二 一年 

一 八 九 五 年 


四 〇 萬兩 


1 九 ニニ 年 一  一 

^ 五、 〇〇〇 萬圓 

一九二 三年 j  J 


一九二 一年 一 

一九二 一年 1 

一九二 一年 三、 


五 〇〇 萬雨 


八 五萬圓 

一 、 〇 四 〇 ー禺兩 

六、 六 五 〇 萬 M 


三 九、 

四 五、 


八 五 二 

五 1 六 


五八、 〇八〇 


六 〇、 

四 五、 

九 三 九、 


七 六 八 

六 〇〇 

四 二八 


一九二 五 阵英國 資本の 老公 

茂廠 を買收 


1 名 東洋 紗^ 


、 其 他の 地方に 於け る 日本 資本 紡績 十三 工場 


工場 名 

內外 棉六廄 

同 十廠 

同 十一 廠 

富 士紗廠 

鐘 淵紗廠 

日 淸紗廠 

笫十章 紡 


所在地 

靑島 四方 

同 


同 

鎮 


ェ 


滄ロ 

四方 

業 


創設 年 

一九 一七 年 

一九二 二 年 

一九二 二 年 

一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一 年 


資本 額 


二、 七 九 五萬圓 


錘 子數 


六 三、 1100 


考 


三 一、 

四 二、 

二 〇、 


三 六 〇 

六 二 四 

000 


一 名大 一公 

1 名 興隆 

1 六 111 


第 111 節 

長 畸紗廒 

大康 紗廳ー 

同 第二 

泰 安紗廒 

満洲 纏會社 

内外 棉 金州廠 

il 會社 

合 計 


鎮 


同 

金 


滄ロ 

四方 


水 子 


一九二 一年 

一九二 一年 

一九二 一^ 

一九二 四 年 

一 九 二 四 年 

一九二 一年 

一九二 一年 


三 〇〇 萬圓 

五 〇〇 萬圆 

六 〇 萬 M 

三 〇〇 萬圓 

三、 九 五 五萬圓 


二 〇、 〇〇〇 

五八、 〇〇〇 

二 五、 三 三 六 

三 一、 三 六 〇 

二 四、 〇〇〇 

1 七、 六 六 四 

三 七 四、 ニニ 二 


1 六 四 

一名 匿 


以上の 諸 表 を 簡單に 要約 すれば、 次の 如く 表示す る 乙と が 出來 るで あらう。 


支  那 

日  本 

英  0 

合  計 


六 九 

四 五 

1 一八 


錘 子 敷 

1 、 九 四 八、 五 七 六 

一、 三 八 〇、 〇 ニニ 

二 〇 五、 三 二 〇 

三、 五三 三、 九 一 八 


K 本 額 

四 〇、 〇〇〇、 〇〇〇 雨 

七 七、 八 〇〇、 〇〇〇 元 

一 〇、 四 〇〇、 〇〇〇 兩 

一 五六、 二 〇〇、 〇〇〇K 

八、 〇0〇、 〇〇〇 雨 

五八、 四 五 〇、 〇〇〇 元 

七 七、 八 〇〇、 〇〇〇 雨 

一二 八、 六 五 〇、 〇〇0 元 


原註 II. 茭那资 本の 工場の 中には、 落棉 屑糸 再製 工場 三 は 算入して ない。 

以上に 羅列した 內外 紡績工場の 詳細なる 表解 は、 上海の 華商 紗廠 聯合 會の 報告から 採つ て 作成 

した ものである。. 然しながら、 乙の 報告に 揭 げられ た 支那 工場の 中には、 訐畫 だけで 結局 操業し 

なかった もの や、 或は また 創立 はされ たが 着工し ない うちに 機械 を 分解 賣 却して 解散した もの も 

含まれて 居る が 故に、 支那 工場の 實 際の 數は 六十 九 工場と いふ やうな 多數に 上る NM」 は、 決して 

ある ま いと 思 はれる ので ある。 

近年、 我國に 於け る 紡績工場の 數 が激增 した？； とに より、 外國 綿糸の 輸入 は、 逐年 减 少しつ.. - 

ある。 次に、 民國 元年よ 6 民國十 年に 到る 十 年間に 於け る 綿糸の 消費 總 量と、 國內 生産 及び 國外 

より 輸入せ る 量の 消費 總 量に 對 する 比率 を 表示して 見よう。 (罩 位ビ クル) 


年 次 

民國 元年 

二 年 

三 年 


國 內生產 量 

八 〇〇、 〇〇〇 

、 二 〇〇、 〇〇〇 

、 六 〇〇、 〇0〇 


國外饞 入 量 (AO 

二、 三 〇〇、 〇〇〇 

二、 七 〇〇、 〇〇〇 

二、 五 〇〇、 〇〇〇 
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消費 總量 (5  B 

三、 一 〇〇、 〇〇〇 

三、 九 〇〇、 〇〇〇 

四、 一 〇〇、 〇〇〇 

一 2 


i 對 する A の 比 c%.) 

七 四 

七 〇 

六 o 


一 、 六 〇〇、 〇〇〇 

二、 五 〇〇、 〇〇〇 

二、 六 〇〇、 〇〇〇 

二、 七 〇〇、 〇〇〇 

三、 三 〇〇、 000 

四、 〇〇〇、  〇〇〇 

四、 五 〇〇、 〇〇〇 


二、 六 〇〇、 〇〇〇 

二、 四 〇〇、 〇〇〇 

二、 〇〇〇、 〇〇 

一 、 一 〇〇、 〇〇〇 

一 、 四 〇〇、 o〇〇 

1 、 三 〇〇、 〇〇〇 

1、 二 〇〇、 〇〇〇 


四、 二 〇〇、 〇0〇 

四、 九 〇〇、 〇〇〇 

四、 六 〇〇、 〇〇〇 

三、 八 〇〇、 〇〇〇 

四、 七 〇〇、 〇〇〇 

五、 三 〇〇、 〇〇〇 

五、 七 〇〇、 〇〇〇 


第 四 節 代表的 * 紡績 會社 

一、 上海 恒豐 紡織 新 局  - 

恒豐 紡織 新 局 は、 李鴻 章が 上海に 創設した 紡織 新 局が 再三の 改組 を經て 出現した ものである。 

初めは 半ば 官營 的な 性質 を 持って ぬた が、 經營 宜しき を 得 やして 失敗に 終る や、 改めて 民營 企業 

とした。 その 間、 復 泰紗廠 ともい ひ恒豐 紗廠と 呼んだ 時期 も あるが、 民國六 年に 到って 現在の 名 

稱に 改めた ので ある。 

恒豐 紡績 新 局の 工場 は、 楊樹 浦の 華 盛路に 在る。 黃浦 江の 北岸に 臨み、 東 は 水道の 淨水 場、 西 

は怡 和紗廠 であって、 兩 者の 間に 三十 四 畝の 地域 を 占めて ゐる。 組織と して は 老紗廠 • 新紗廠 及 

び 織布 廠の 三部に 分れて ぬる。 老紗廠 と 織布 廠とは 孰れ も光緖 十六 年 C 一八 九 o 年) に 開設され、^ 

紗廠は 民 國九年  <: 一九二 〇 年) に 開設され た。 

その 老紗廠 の 精 紡機 は英國 製で あり、 新 紗廠の 精 紡機 は米國 製、 織布 廠の 織機 は 全部 英國 製で 
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ing: 節 代表的な 紡 緝會肚  一 六 八 

ある。 英國 より 購入した 微械は 三十 年 前の 樣式 であって、 歐 米諸國 では 旣に廢 品で あるの みなら 

す、 全 上海の 紡績工場に 於いてち か V る 型式の もの を 用 ひて ぬるの は、 たくこの 工場 だけで ある 

から、 その 非實用 的な 乙と は 推して 知るべき である。 然しながら AJ の 工場の 生產品 は、 他の 工場 

に比べ て 少しも 遙 色がない 點ょ りすれば、 その 工場 管理が 極めて 優れて. Q る M と を 見る に 足る で 

あらう。 而 して M の 工場 は光緖 三十 三年 2 九 〇 七 年) 以來、 湖南の 聶 氏の 經 理に歸 して. Q る。 

二、 上海 三 新 紡織 有限 公司 

三 新 紡織 公司 は李鴻 章が 上海に 創設した 機器 織布 局 (俗 稱洋布 局) の屢々 改組され て 成立した 

後 身で ある。 機器 織布 局 は光緖 十六 年 C 一八 九 O 年) に、 資本 四十 萬兩を 以て 創立され た 半ば 官營 

の 工場であった。 従って その 製品 は 上海 海 關に對 して 本稅を 納める 外、 內 陸の 釐金税 は 一律に 免 

^される ことと なって. Q た。 然るに 準備 時代の 三年 目に 火 を 失して 全 設備が 灰燼に 歸 してし まつ 

た。 時に 盛 宣懷が 天津の 海關 長であった が、 李鴻章 はこの 工場 を 民營に 移すべく 株式 公募の 件 を 

委託した。 盛 宣懷は 事業 大いに 有利な， o として 極力 創立に 努め、 民間 公募の 株式 を 八十 萬 雨と 定 

めて 多方面に 募蕖 したが、 豫定の 三分の 一 の 額に も 逸しなかった。 しかも 工事 は旣に 進行 中で あ 


り、 六 萬 五 千の 紡錘と 六 百臺の 織機と はすで に 米 國に對 して 發注濟 みで あり、 中止と いふ 乙と は 

出來 難い 事情に 在った ため、 百方 資金の 借 入に 奔走して 遂に 掇業 開始が 可能な までに 漕 付け、 名 

稱を華 盛 紗廠と 改めて、 光緖 十九 年に 營業を 開始した。 これと 前項に 述べた 同じく 李鴻 章の 力に 

よる 紡織 新 局と が、 上海に 於け る 紡織 產 業の 先驅者 であり、 同時に また 我國に 於け る紡赣 工場の 

嚆矢 をな す ものである。 

華 盛紗廠 は、 その後、 經營 宜しき を 得 やして 再三 組織の 變更 をな し、 名 稱も又 新と 改め 集成に 

變り三 新と なった ので あるが、 乙の 時には、 もはや 盛 氏 個人の 工場で なくなった ので ある。 一 九 

ニー 年の 辛亥 革命に 際し、 盛 氏 は 三 新が その 影響 を 受ける NJ と を 恐れ、 英國人 マ I シャル (11.  P 

Marshall) を 招聘して 總理 とし、 香港 政廳に 登記した。 かくて 名義の 上で は英國 資本に よる 工場と 

なった ので ある。 一九 一 三年 十月、 三 新 は 又もや 失火に よって 燒 けたが、 盛 氏 は 極力 再建 を圖り 

二 年後に 竣功した。 而 して 乙の 際 装置した 機械 は、 全部 英國 製の ものと な つ て しまったの であ 

る 0 

工場 敷地 は 約 三百 畝、 錘 子 數六萬 九 千、 織機 一千 臺を 有する。 その 規模の 宏大な こと は、 支那 

資本の 紡績工場の 中で その 右に 出る ものがない 程で あるが、 現に 英國系 工場の 名義に なって. Q る 
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の は、 實に慨 か はしい M とで ある。」 

三、 上海 申 新 紡織 公司  ， 

申 新 紡織 公司 は 一 九 一 六 年に 榮宗敬 等が 經營 しは^めた 會社 である。 最初 は 僅に 二十 萬 元の 資 

本と 錘 子 一 萬 二 千 餘* 織機 二百 五十 臺 であった が、 業續の あがる につれ て 資本 を增 加し 大に 擴充 

を圖 つた。 最近に 於いて は 申 新の 名 を 冠す る 工場 は、 すでに 五 工場に 殖えて ゐる。 第一 • 第 二  • 

第五の 三 工場 は 上海に、 第三 工場 は 無 錫、 第 四 工場 は漢 口に 在る。 NJ の 外、 一九二 五 年に は 常 州 

紡織 公司 を 借 受けた から、 實 際に 經營 する 工場 は 六 工場の 多き に 上って. Q る。 

申 新 第二 廠 はもと 久成廠 とい； 5、 一  九 〇 七 年に 創設され たもので 初めは 日 支合辧 であった。 然 

るに 間もなく 全 資本が 日本人の ものと なり、 名稱を 日. 信 紗廠と 改めた ので あるが、 一九 一六 年に 

損失 多大の ため 閉敛 する に 到った。 それ を 翌年 無 錫の 祝蘭舫 等が 買收 して 恒昌源 紗廠と 改名し、 

1 九 年に 到って 更に 申 新が 買收 して 今日に 及んだ ので ある。 

第五 廠 はもとの 德大廠 であって、 一 九 一 四 年の 創設、 一 九 二 五 年に 申 新が 買收 した ものである。 

現在、 申 新 紡織 公司の 資本 額 は、 一千 萬 元 以上に 達し、 錘子數 二十 餘萬、 織機 一千 六百薹 で、 


一日の 生產 能力 は 綿糸 百 十 餘梱、 綿布 千 餘疋を 出し 得る。 但し、 乙の 會 社の 有力 株主 は 茂 新 及び 

福 新麵粉 公司と 關係を 持って ゐる ため、 現在 毎日 生産して ゐ る 綿布 は、 麵粉袋 用の 布 を 約 四百 餘 

疋 出して ゐる に過ぎない。 

申 新 紡織 公司の 有力 株主 は、 多く は 國內の 大企業 家で あるた め、 畲社 創立 以來の 歷史が 短い に 

も拘ら す、 我國の 民族 資本に よる 紡績工場の 中で は、 成績 佳良の 點 では  一二 を稱 せられて. Q るの 

である。 

四、 上海 永 安 紡織 公司  , 

永 安 紡織 公司 は 永 安 公司の 附屬會 社で ある。 永 安 公司 は 濠洲の シド 一一 ィ 市に 於け る 華僑の 經營 

する 百貨店であって、 現在、 廣東 • 上海 • 香港の 各地に 營業 中で ある。 一九二 〇 年、 永 安 公司の 

理事 は、 剩餘 金の 一部 を 割いて 上海に 紡織 工場 を 設ける こと を 決定、 銀 六 百 萬兩を 以て 紡織 公司 

の 資本と した。 翌年、 楊樹 浦の 引 翔 港に 敷地 を 購入して 工場の 建築に 着手、 ニニ 年の 秋に 竣功し 

て 十月より 操業 を 開始した ので ある。 

1 九 二 五 年の 二月、 永 安 公司 は 更に 吳淞の 蘊藻濱 に 在った 大 中華 紗廠 を買收 して 第二 工場と し 
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た。 乙の 第二 廠 はもと 聶雲臺 等が 資金 二百 八 九十 萬兩を 集めて 經營 しはじめた もので、 敷地 百 五 

十 畝 を 擁し、 機械 施設 を癀充 する に 十分の 餘地 があった。 そ M で 一九二 〇 年の 秋に 起工して 翌年 

の 冬に 竣功した が、 機械 設備 は 極めて 完全な ものであった。 然るに 操業 を 開始して 間もなく 綿糸 

市場の 潞滯に 逢った ため、 蓮轉 資金に 窮 して 債務 決濟の 力なく、 遂に 債權 者の 所有に 移って しま 

つた。 その 債權 者が 百 五十 萬兩を 以て 永 安 公司に 韓賣 したため、 永 安 紡織 第二 廠と名 を 改める に 

到った ので ある。 

我國に 於け る 華僑 經營の 紡續產 業と して は、 まさに この 會社を 以て 權輿 とすべき であって、 開 

設 以來、 管理の 方面で も 技術の 方面で も、 經營 者の 努力 著しく、 ために 創立 日なら やして 成績 大 

に擧 り、 光彩 を 放って ぬる。 若し 將來 更に 發展 するならば、 申 新 を 先頭と する 代表 會 社と 十分 肩 

を 並べ 得る であらう。 而 して 乙の 工場の 生產 品が 悉く 百貨店 永 安 公司 を 通じて 發賣 されて ゐる こ 

と は 言 ふまで ちな い であらう。 

五、 內外棉 株式 會社 . 

內外棉 株式 會社は 日本の 民間資本 による 經營 であって、 本社 は 日本の 大阪 にあり、 明治 二十 年 


(光 緒 十三 年： >  の 創立であって、 大正 十三 年 8 國. H 一一 年 ^ までの 間に、 分廠 十七 ケ所 (工場 數は 十八) 

に發展 した。 第一 • 第二の 二 工場が 日本 內地 (第一 は大阪 • 第二 は 神 戶) に 在る の を 除き、 其 他 

-の 十五 分廠は 悉く 我國に 在り、 上海 . 靑島 • 金 州の 三 地點に 分布して ゐ る。 

この 會社 は宣統 三年 2 九 一 一年) に 初めて 上海に 工場 を 設けた が、 これが 即ち 現在の 第三 廠で 

ある。 それ 以來、 二 年の 後に は 第四廠 を、 更に 二 年後に は 第五 廠を 設けた。 その 翌年、 また 第 六 

廠を靑 島に 設置、 その 翌年に は 第 七 • 第 八， 第 十二の 三 工場 を 上海に 設けた。 その後 二 年に して 

更に 第 九 (舊 支那 紡 鑌の裕 源廠) • 第 十三の 二 工場 を 上海、 第 十 • 第 十一 の 二 工場 を靑 島、 金 州 

分 廠を金 州に 設立した。 而 して その 翌年に は 第 十四 • 第 十五の 二 工場 を 上海に 設け、 更に その 次， 

年に は 第 十六 廠を 上海に 開いた。 その 發展の 迅速な ことと 規模の 宏大な こと は、 誠に 我國 の各ェ 

場が 足下に も 及ばない 所で ある。 而 して、 その 開拓の 方針 を觀 察する に、 專ら 我國に 於いて 從事 

せんとす るに 在， o、 我國の 民間資本が 到底 太刀 打 出來ぬ 乙と を 思へば、 將 來戰悮 すべき ものが あ 

るで あらう。 

. - 六、 上海 日華 紡織 株式 會社 

饬十^ 紡績工 椠  1 七 一 一 1 


笫四節 代表的な 紡績 會瓧  一七 四 

日華 紡織 株式 會社も 日本 資本の 經營 すると ころで ある。 工場 は 四、 第一 • 第二の 二 工場 は 上海 

の浦柬 に、 第三 • 第 四の 二 工場 は 上海の 勞勃 生路に 在る。 第一 工場 は英國 資本の 鴻 源紗廠 (Tntc- 

mitional  Cotton  mill) を 買收 した ものである。 鴻源は 最初 は米國 資本であって、 後に 英國 資本に 改 

めら れ たが 支那 人の 投資 を も 含んで ゐた。 創立 以來、 營業 成績 はさまで 不振で もなかった が、 英 

國人 理事の 無能に よって、 一九 一八 年、 遂に 日本 資本家に 賣 渡され、 支那 人 株主 は 如何と もす る 

乙と が出來 なかった ので ある。 

第一 工場の 機械 額 は 最初 は 皆英國 製であった が、 日本 資本に 身賣. り 以後 は 大部分 交換され て. Q 

る o 

日本人 は、 經營 を承繼 いだ 當初 は、 依然、 英國 人の 翌慣を 踏襲して 買辧 制度に 依って， Q たが、 

間もなく 買辦を 免職して 制度 を 一 新して しまった。 しかも 一 九 一 八 年 七月の 買收 より 年末までの 

僅かの 期間に、 合計 三十 一 萬餘 元の 利益 金 を 擧げ、 開業 費 及び 舊債 整理 費 を 除いても、 尙ほ 且つ 

純益 二十 七 萬 餘元を 得、 これ を 法定 積立金 及び 社員 賞與各 一 萬 五 千 元 • 株 ま配當 二十 萬 元に 割當 

て.^ 分配、 殘餘を 後期に 繰 入れた ほどで ある。 開業 間もなくして 斯の 如く 豐 富な 純益 を 得た 乙と 

は、 日本人に よる 營業狀 態の 改善が 如何に 速 かで あつたか を 見る に 十分で あらう。 


七、 日 商 上海 紡織 公司 

上海 紡織 公司 も 日本 資本家の ものであって、 三 井 洋行の 經營に 係る。 元來は 香港に 於いて 英國 

政廳に 登記して あつたた め、 舊名を 上海 紡織 有限 英國 公司と 稱 したので あるが、 一 九 二 〇 きに 到 

つて 日本 政府への 登記に 改め、 名稱も 現在の 如く 稱す るに 到った。 

1 九 〇〇 年に 三 井 洋行が 某廠を 買收 して 三 泰廠と 名 づけた のが 最初で あるが、 越える 乙と 二 

年、 更に 支那 紡績の 大鈍廠 を も 買收、 一 九 〇 八 年に この 兩 者の 組織 を 合併して、 大純を 第一 廠* 

三泰を 第二 廠 とした。 1 九 一四 年、 業績 佳良の ため 增資を 行； 5、 別に 新 工場 を 設けて AJ れを 第三 

廠 としたが、 その 錘 子數は 第一 • 第二の 二 工場に 比べて 更に 多數 であった。 

上海 紡織 公司 は、 我國に 於け る 日本 紡績の 中で、 その 規模の 大きさに 於いて 或は 內外棉 • H 華 

紡の 雨 社に 劣る であらう が、 その 再三の 增資と 年々 の 利益 金の 累增と 市場に 於け る その 株 價の高 

き AJ とより して、 その 營業狀 態が 甚だ 良好と 推論し 得る ので ある。 " 

八、 上海 嘉和 紗廠 

笫十章 紡績工 業  I 七 五 


饬 raas 代表的な 紡 縝看瓧  1 七 六 

この 會社も 日本 資本の 經營 すると ころであって、 支那 紡 續の寶 成 第 一 第二の 二 工場 を 買收 して 

創設され たもので ある。 寶 成紗廠 はもと 劉 伯 森 等が 合資で 開設した もので、 篛 一 第二の 兩 工場 は 

上海の 勞勃 生路に 在り、 間に 一本の 道路 を 隔てて 東西に 相對峙 して. Q る。 (第三 廠は 天津の 鹽坨 

地に 在る)。 その 錘子數 は、 第一 廠が四 萬 一千 餘* 第二 廠が六 萬 九 千 餘* 第三 廠はニ 萬 四千 餘を 

有して ぬた。 

寶成 紗廠が 最初 開設され た 時には、 業績 も 進展の 1 途 を 示して. Q たが、 一九二  二 年 以後 は 形勢 

日々 に葸 化し、 蓮轉 資金の 涸渴 から 借入金に よって 維持す るの 外に 途が なくなった。 乙の ため 日 

本の 東亞 與業 株式 會 社から 前後に 合計 五 百 三十 萬 元 を 借款し、 上海の 第 一 第二の 兩 工場 を 燈保物 

件と する に 到った ので あるが、 期日に 淸算し 得なかった ため、 東亞 興業が 訴訟 を 起 乙し、 競賣に 

付すべし との 判決に 從 つて 入 礼の 結果、 遂に 日華 紡^が 五 百 六十 萬 二 千 元 を 以て 落 礼した。 この 

經緯 によって 兩 工場と も 改名して 嘉和第 一 第二 紗廠 と稱 せられる に 到った ので ある。 ， 

九、 上海 怡和 紗廠 

怡 和紗钗 (Jwo  Cotton  m ョ； h,  utl,) は 英商怡 和洋 行 (Jal.dine,  Mathcsu  &  Co:  Ltd.) の經營 に 係る 


もので、 左記の 三 工場 を 綜合した 稱呼 である。 

ムロ巧 紗廠 、EWO  Qottcm  SJPinninOT  and  weaving  Co.,  Ltd.) 

ぷ 益钞饭 (Kung-Yik  Cotton  spinning  and  "weaving  Co.,  Lt- 二し 

場竭 浦紗饭 (Yallgtaepoo  Cottou  MiU,  Ltd.) 

一九二  l 年 以前に 於いて は、 三 工場が 各 獨自の 管理 を 行って 不統一 を 極めた ので、 この 年 四月 

遂に 三者 を 合併して 組織 を改 鏺、 三 工場の 所有 機 狨類を 統一 整備した。 乙れ がた め 製品の 規格 は 

一定して 工程 は 筒 明 化し、 剩へ產 額を增 加して 管理 は 甚だ 容易と なり、 利益 水準 は 引上げられる 

に 到った。 次に 三 工場の 內容を 略述しょう。 

怕和廠 .1, この 工場 は、 ド イツ 資本の 瑞記廠 • 米國 資本の 鴻源廠 • 英國 資本の 老公 茂廠 等と 相 

並んで、 外國 資本家が 率先して 支那に 設けた 紡績工場の 一 であって、 創立 は 一 八 九 五 年、 その 

後、 改善と 癀張を 重ねて 今日で は內 外の 工場 を 通じて 最も 完備した ものの 一 である。 工場 は 精 

紡 • 織布 •  II 氈の 三部に 分れて 居る。 織氈 部の 生 產品は 綿 絨氈が 大部分 を 占めて 居る が、 その 

横糸の 大半 は 精 紡 部の 落棉を 以てする ため、 生產コ ストが 低く、 販路 開拓に 容易で ある。. 

笫十章 钫績 H 粲  1 七 七 


第 四 節 代表的な 紡 弒會瓧  一七 八 

公益 廠 ！• 元 來は無 錫の 祝蘭舫 等の 創立した もので、 一 九 一 〇 年に 開設され た。 初めは 钝猝に 

支那 人の みの 資本であった が、 後に 營業 上の 便宜から 怡和 洋行 を 利用して 販路 を 求め、 一 部の 

株式 を英國 人に 譲渡して 英 支合辦 組織に 改めた。 しかし、 これが ため 一 九  一二 年に は 完全に 英 

國 人の 手に 落ちて しまったの である。 

楊 樹浦廠 I 別名 を 新 怡和廠 とい ひ、 初めは 香港に 設立され た。 即ち 一八 九 八 年に 開設され た 

香港 織染蔽 (The  Hongkong  Cotton  Spinning,  Weaving  and  Dyeing  Co.) がその 前身で ある。 その 

後、 香港が 紡績 事業に 不適 當な ため、 一九 一四 年に 上海に 移された ので ある。」 

十、 通崇海 大生 紗廠 

光 緒 二十 一年 (一八 九 五 年) 十二月、 兩 江總督 代理であった 張 之 洞 は、 時 恰も 日淸戰 役の 結果 綠 

結され た 下關條 約の 條 文が、 日本人に 對 して 支那 內 地に 於け る 工場の 設立 を 許容して ねる のに 鑑 

み、 自國 にも 亦 乙の 擧 なかる ベから すと して 織布 • 織 綢 等の 工場 を 江の 南北に 設けん こと を圖っ 

た。 即ち 地點 として 蘇 州と 南 通と を 選定し、 蘇 州 は 陸 潤 岸 • 南 通 は 張謇を 主任者と して 會社 組織 

を 提唱せ しめた。 翌年 三月、 張 春 は劉坤 1 と 協議して 南 通に 大生 紗廠 を與す M ととし、 通 州 • 海 


H • 上海 を往來 して 民間資本の 糾合に 努めた。 その 結果、 廣東人 潘鶴琴 • 福 建人郭 茂 之 等が 南 通 

の 劉 一 山 • 海門の 陳楚濤 • 寧 波の 樊時勳 等と 共に 紡績工場 を 南 通に 設ける こと を 決議す るに 到つ 

た。 張 謇は玆 に 於いて か 錘 子 數をニ 萬、 資本 を 銀 六十 萬 雨と 定め、 沈 *陳* 劉の 三 名 を 南 通 方面 

の 理事と して 二十 萬兩を 集めし め、 潘 • 郭 • 樊の三 名 を 上海 方面の 理事と して 四十 萬兩を 集めし 

める こ ととし、 自身 は 官民 間の 聯絡に 任じた。 やがて 敷地 を 南 通の 唐 家 閛の陶 朱壩の 後と 定めた 

が、 樊* 陳兩 名が 株式 募集の 困難 を 理由と して 理事 を辭 したので、 蔣書箴 • 高 立 卿の 兩名を 補充 

益々 企業化に 邁進した。 

時に 南洋 紡織 局の 精 勑機四 萬 八 百 錘 子が、 ボイ ラァ 及び ュ ンヂン と共に 利用され すして 上海 楊 

樹 浦の 假 倉庫に 放置され る こと 三年、 益々 鐯壞 して 行く.. ので、 劉坤 一は その 部下の 桂嵩慶 をして 

廉 價に拂 下げし め やうと して ゐ た。 郭は桂 を 熟知して. Q たので 桂の 依託に より、 乙れ を 南 通の 理 

事に 告げて、 この 官有 機械 を 使用す るか 或は 官有 璣械を 評價 して 出資と 認める か を 協議す る こと 

とした。 M の 官有 機械 は光緖 十九 年 二八 九 三年) に 湖北 總督 であった 張 之 洞が、 武昌に 於いて 瑞 

記 地亞士 洋行から 借款の 上 購入した もので、 機械 は 上海から 武昌に 運ばれた が、 間もなく 張 之 洞 

が 兩江總 督に轉 じたので 南京に 蓮 ばれ、 南京に は 設置し 難いと いふので 再び 上海に 持ち 返られた 

笫十章 紡辕 工業  1 七 九 


笫四節 代表的な 紡 fg 會社  1 八 〇 

もめで ある。 この間、 機械 付と して 外人 技師 一名 を 雇って あつたが、 その 月給 四百 元で 前後 約 五 

年 を 徒費した。 乙れ がた め 上海より 持 出して 持 返る までの 運賃 を はじめ、 上海に 於け る 地代. 倉 

敷 料 • 保險料 はもと より 技師に 對 する 月給、 地亞士 洋行に 對 する 利息 等で、 その 時までに^ 八十 

三萬兩 ほど を 費して ゐ たので ある。  . 

張謇は 先づ郭 • 潘兩名 をして 機械が 尙ほ 使用に 堪える かどう か を 調査せ しめたと 乙 ろ、 十分 使 

用に 堪 へる n; とが 判明した ので、 桂 嵩慶. に對 して 第三者と 共に 公平に 評價 せん M と を 求めた。 評 

價の 結果 は 五十 萬 雨と 査定され たので、 官民の 雨 代表の 間に 機械 を 政府よりの 出資と し、 別に 各 

理事 者が 民間 出資 五十 萬兩を 集め、 半官半民の 紡績工場 を 設立し、 工場の 人事 及び 財政 は 全部 民 

間に 一 任 するとい ふ 原案が 成立した。 然るに 郭と潘 の 雨 名 は 株式の 一 半 を 政府 所有と するとき は 

必ゃ 掣肘 を 受ける 乙 とと 臆 斷し、 たと へ 如何なる 約束 ある も 信 やる に 足らす、 その 期に 及んで 後 

，する も 詮なき を 以て、 別に 機械 を 買 ふに 如かす、 また 株式 募集の 期限 は 須く來 年に 延期すべし 

となして 異議 を唱 へた。 張赛 はこれ に對 して 再三 書翰 を 往復し、 萬 一 官界の 干涉 あらば 誓って 一 

身に 之 を 引受け、 必す 民間資本 家 を 苦しめざる べしと 答へ たが、 郭潘兩 名の 主張 は 愈々 堅く、 遂 

に 間もなく 大生 紗廠の 訐畫と は無關 係と なって しまった。 


,-1 ヒー 十三 年 二八 九 七^^ 七月、 張謇は 盛宣懷 との 間に、 前記 官有 機^ を 二十 五 萬 雨と 評價 し、 

雨 名分 擔 して 民間資本 を 同額の 二十 五萬兩 だけ 集め、 南 通 • 上海に 二 工場 を 分設、 張が 南 通 工場、 

盛が 上海 工場の 管理の 責任 を 負 ひ、 資本 額 を輕减 する. ことによって 事業の 具體化 it 容易なら しめ 

やうと 合議 決定した。 かくて 翌年 三月、 南 通 工場 を 起工、 更に その 翌年の 四月 十四日に 精 紡 作業 

を 開始した。 最初の 發議 より 操業 開始に 到る まで、 前後 五 年 を 費して しかも 集め 得た る 資本 は 二 

十五 萬 雨に 足らす、 盛宣 懷が镥 任した 上海 工場に 到って は、 遂に 着工し なかった ので ある。 

南 通 工場が 蓮轉を 始めて 以來、 幸 ひ. にも 糸價は 昂騰 を續 けたので、 營業は 好調と な 6 工場の 基 

礎 は 漸次に 鞏固と なった。 光緖 三十 年  <： 一九 O 四 年) に 到り、 張赛は 盛宣懷 の分擔 して ゐた 官有 機 

械が、 依然として 上海 浦 東の 華 盛 倉庫に 放置 せられて あるの を發 見、 再び 民間に 株式 三十 三萬兩 

を 公 寡して 工場の 攒張を 行 ひこれ を 甦生せ しめた。 かくて その 資本 は 官有が 五十 萬兩、 民有が 六 

十三 萬兩 となった が、 民國に 入って から 更に 增 資を續 けて 總額 二百 五十 萬 雨と なった ので ある。 

以上 は 大生 第 一 廠， について であるが、 その 第二 廠は光 緒 三十 三年 2 九 0 七 年) に 開設され た。 

第二 廠は歐 洲大戰 の 期間に 非常な 利益 を擧 げたので、 張謇は 更に 第三 (海門) • 第 四 (南 通) *第 

五 (如 皋) ，籙 六 (東 臺) • 第 七 (鹽 城) • 第 八 (南 通) • 第 九 (吳淞 ) の 各 工場 を計畫 したが、 大 
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戰の 終熄と 共に 金融 は龅滯 しはじめた のみなら や、 原棉高 • 綿糸 安と なった ので、 僅に 第三 第 八 

の 二 工場 を 開設した のみで、 他の 五 工場の 計畫は 放棄して しまった。 しかも 右の 第 八 工場の 如き 

竣功と 共に 永豊 公司に 貸して ゐた 程で あるが、 最近で は 漸く 回收 して、 自ら 經營 して. Q る。 

十 一 、 華 新紗廠 

華 新 紗廠は 周學熙 等の 經營 すると ころで、 工場 は四ケ 所に 分れて. Q る。 第一 工場 は津廠 と稱し 

て 天津に 在. o、 第二 工場 靑廠 は靑 島に、 第三. 工場 唐 廠は唐 山に、 第 四 工場 衞廠は 河南 省の 衞 輝に 

在る。 

我 國の靑 島に 於け る 紡績工場 は 多く は 日本 工場であって、 支那 資本の ものと して はたく 乙の 華 

新の 第二 工場が あるの みで ある。 華 新の 以前の 計畫 では 靑 島に 二 工場 を 設ける 豫定 であった が、 

恰も 着手 期に 綿 業 一般の 不況が 來 たので、 一 工場の みに 止めた ので ある。 而 して、 政府 は 斯業 獎 

勵の 見地から、 一九二 三年 三月 二十 二日 以降、 華 新 靑廠の 製品に 對 して は 釐金税 の徵收 免除の 特 

權を與 へて _Q る。 

華 新 紗廠の 天津 工場 は 一 九 一 八 年に 開設せられ、 靑島 及び 衞輝 工場 は 一 九 ニニ 年 三月、 唐山ェ 


場 は 同年 七月に 開設 せられた。 四 工場の 資産 は 合計 一 千 萬 元 以上、 錘 子 數は約 十萬以 上 と い は 

れ、 經營ち 亦 至極 巧みで ある。 故に 北方に 於け る 華 新 紡の 存在 は、 南方に 於け る 申 新 紡の 如き 存 

在と い ひ 得る であらう。 

十二、 天津 裕元 紗廠 

裕元 紗廠は 天津の 小 劉莊に 在り、 創設 は 一 九 一 七 年、 操業 開始 は 一 九 一 九 年で ある。 最初 は 僅 

に 錘 子 二 萬 五 千に 過ぎなかった が、 開業 三年に して 利潤 甚だ 豊かであった ので、 遂に 一九二 〇 年 

に 紡錘 を 倍加して 五 萬と し、 その 翌年 更に 二 萬 一千 八 百 四十 を增 加した 外、 新に 織機 五 百 臺を設 

けた。 故に 現在 この 工場 は 鍾子七 萬 1 千 八 百 四十と 織機 五 百 を 擁して. Q る わけで ある。 

裕元 紗廠の 機械 はすべ て米國 より 購買した もので 愼昌 洋行 (And2.il, &  Co.) が据 付け， ど 

擔當 した。 各種の 設備 は相當 完全であって、 玉 突 室 • 講堂， 圖書館 *讀 書 室 等まで 備 へて ゐる。 

天津に 於け る 紡. 績 工場 は、 華 新 *寶 成の 二 社 を 除く 外、 槪ね 少年 ェを 使用して- Q るた めに、 見 

習 徒弟の 數が 甚だ 多い ので あるが、 裕 元の 徒弟 は 最低 年齢が 十二 歲以 上であって、 それ 以下 は 採 

用し ない ことに 定められて 居， o、 他の 工場が 無制限に 行って _Q るのと は 大に撰 を 異にして ゐる。 
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十三、 武昌. 湖北 紡織 官局 

張 之 洞が 兩湖 總督 であった 當 時に 開設した 耩維產 業の 工場と して は、 製糸 • 紡績 • 織布 • 製麻 

の 四 局が あって、 世に 所謂 湖北 紡！！ 官 局なる ものが それで ある。 四 工場の 成立 年月 は、 製糸 局が 

光赭 十七 年 (一 A 九 一年) で 最も 早く、 紡績 • 織布の ニ 局が 光 鍩 二十 年で これに 次ぎ、 製麻 局が 光 

緖ニ 十四 年で 最も 遲 かった。 

當時 M の 四 局の ために 投じられた 資本 は、 色々 に傳 へられて ゐて 一定 しないが、 凡ゆる 推訐 を 

通じても 銀 二百 萬兩 乃至 三百 萬 兩の範 K を 出で ない。 四 局が 官營で 創始され てから 成績 甚だ 芳し 

くなかった が、 光緖の 末年に 到って、 匯豐 銀行 (英國 き の ^鍵 某の 組織して ゐ た應昌 公司に 委託 

Im^I に 付され た。 官； 統 三年 2 九 一 一年)、 時の 總督 瑞澂 は應昌 公司との 契約 を 解除し、 改めて 大維 

公司 をして 經營 せしめた。 傳稱 すると 乙ろ によれば、 大維 公司なる もの は 南 通の 張謇を 主班と す 

る もので あつたが、 着工 旬日に して 革命 勃發 したため、 停 業の 止むな きに 到った。 民國ニ 年、 省 

政府 は 改めて 楚舆 公司に 委託す る 、」 ととし、 保證金 を 二十 五 萬兩、 一年間の 借 受料を 十一 萬 雨と 

議定した。 この 保證金 は 省 政府が 應昌 公司に 對 する 國 家の 債務 返濟 に充當 すべく 徵收 した もので 


あって、 これが 補塡 として、 省 政府 は每 年の 借受 料の 中よ ゥ 四 萬 雨 宛 を 控除して 積 立て、 六 年後 

に楚與 公司のお 入した 金額 を 再び 完全なら しめる 乙と としたの である。 而 して その 生產 せる 綿糸 

布 •  の 二種 目 は、 地元の 武昌漢 口に 於いて は 免税 • 他 地方 へ 移出の 場合に は 江 漢關に 於い て 本税の 

みを徵 する 外、 沿道の 釐金税 は 全部 免除す る こと、 督業 上の 名 儀に は 湖北 官 局の 名稱を 依然 殘す 

べき 乙と、 これらが 新 契約の 內容 であった。 

楚與 公司の 資本 は 百 三十 萬 雨であって、 第 一 期に は その 六割拂 込み の 合計 七十 八萬兩 であつ 

た。 世上、 傳稱 すると ころに 據れ ば、 その 內 四十 三萬兩 は糜昌 公司の 舊 株であって、 實 際の 新規 

募集 は 二十 七萬兩 だけで あつたと 云 ふ。 若し 果して 然 らば 楚與 公司と は、 結局、 應昌 公司の 變形 

であると 謂 ふべ きで ある。 
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、 第一 節 織布 業の 槪況 

我國の 衣類の 源 は 多く 綿に 取る が 故に、 國內に 於け る 綿の 消費 は 頗る 巨額で ある。 今より 四 五 

十 年 前まで は、 我國の 綿布の 歐米 或は 日本に 輸出され る ものが、 價 格に 於いても 相當に 見るべき 

ものが あつたが、 現在で は その 販路 は 概して 南洋 一 帶に 限られて ねる。 而 して 開國以 來、 外國綿 

布の 輸入 は 日に日に 多く、 その 價 格の 莫大な 乙と、 實に 各種 輸入品の 第一位 を 占めて ゐる。 故に 

世上のへ I 者が、 若し 我國 民が 外國 綿布の 購買 を 止めて 乙れ を貯 ふること 十數 年なら ば、 その 總和 

を 以て 外債 を 償還して 尙ほ 餘裕が あるで あらう とい ふの は、 誠に 虚妄の 言で はない ので ある。 從 

つて 我國の 政治家 は外國 綿布の 輸入に よる 國帑の 漏出の 大な るに 鑑み、 夙に 匡救の 方策に 思 ひ を 
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纹 して .Q た。 例へば 李鴻 章が 光緖 十四 年に 上海に 近代 機械 生産に よる 紡織 紗布廠 を 設けた 如き は 

その 一 例で ある。 今日、 國內に 於け る 紡績工場の 數は、 李 氏の 當時 に比べて、 旣 に百餘 倍に 增加 

して. Q るに 拘ら や、 外國 綿布の 輸入 は 依然として 奔流の 如き 勢 を 示し、 些か も减 返しない。 

か、 る 現象 は、 勿論、 棉 種の 改良され ざる M とと 原料の 缺乏 せる 乙との ニ點 と關聯 する もので 

あるが、 しかし 織布 業の 萎靡と して 振 はない ことが、 現實に 最も 重要な 原因 をな して. Q るので あ 

る。 この 乙と は、 英國も 日本 も 棉花 を產 しない 國 であ，？ ながら、 しかも 世界的に 兒て 紡織 業の 最 

も發 達せる 國 となって ゐる ことより、 逆に 推論し 得る ところで ある。 

綿糸 を 紡ぎ 綿布 を 織る とい ふ 乙と は、 元來、 我國 の古來 からの 家內 手工業の 一 である。 然るに 

外國 綿布の 流入 以來、 舊 來の樣 式に よる 手工業の 一 である。 然るに 外國 綿布の 流入 以來舊 來の樣 

式に よる 手工業 は大々 的に 破壊され、 その 產額 は從 前に 較べて 極度に 減少す るに 到った。 これ は 

在來の 綿布が 手織 機 を 以て 織る に對 比し、 外國 綿布 は 機械 力に よる 織機 を 以て 織る が 故に、 兩者 

の生產 能力の 大小が 甚だ 懸隔が あ， o 過ぎる M とに 起因す る。 而 して、. 我國の 織布 工場 を 新式と 舊 

式と に 分類す るに は、 その 所用の 機 を 以て 標準と する 乙と 言 ふまで もない。 

江 蘇 • 浙 江 • 湖北 • 江 西 • 四川 • 福 建 • 廣柬 • 河北 等の 省 は、 古來、 織布の 最も 盛んであった 


土地で ある。 從 つて、 今日に 於いても 手織 機の 數は、 他 省に 比べて 笾に 多い ひ その 生產 品の 名稱 

は 頗る 多く、 品質 も 多数の 等級に 分れ、 幅 及び 長さ も 一定せ す、 染色の ii も 千 差 萬 別で ある。 就 

中、 土 布と 呼ばれる 手織 木綿が 尤も 重要で あり、 從來 輸出され た 綿織物と して は、 乙 の 土 布が 最 

も 著名であって、 集散地 は 主として 天津 *廣 東 市 ，汕 頭 *漢 口 等で ある。 現在、 河北 省の 廣陽， 

天津 及び 饒陽 等の 各地から、 新に 大尺布 • 提 花 布， 愛國 布な どの 新式 綿布 類似の ものが 產 出さ 

れ、 國內 的に は 頗る 廣汎 なる 販路 を 有する が、 但し 輸出され る 乙と は 稀 有で ある。 

我國に 在る 紡績工場 は、 機械 力に よる 織機 を 設備して. Q る ものが 多數を 占めて „Q る。 從 つて 紡 

績 工場の 多い 土地 は、 同時に また 綿布 を產 する M と 最も 多い 地帶 なので ある。 しかしながら、 ^ 

立した 組織で、 紡績工場の 附屬 物で ない もの も絕 無で はない。 江 蘇 • 河北 • 山 東 • 湖北 等、 紡績 

工場の 發 達の 中心 を 除いても、 湖北 省の 沙市、 江 蘇 省の 松 江 • 南京、 四川 省の 重慶、 廣東 省の 廣 

州 (廣朿 市) *佛 山 • 三 水 等の 各地 及び 今では 満洲 國領 となった 營 口に は、 孰れ も 新式の 織布 ェ 

場が あって、 或は 蒸 汽を用 ひ 或は 電力 を 使って 居り、 製品の 種類と して は 市 布 • 粗布 • 耝！！ 斜紋 

布 等が ある。 (綿 帆布 はた^ 武昌の 紡織 官 局が 生産す る だけで ある)。 各 紡織 工場の 織物 は、 そ 

の 品質が 大體に 於いて 差異がない。 しかし、 上海に 於け る 紡織 工場の 製品 は、 品質の 點で稍 優れ 
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て 居， o、 產額 もまた 稍 豊富で あるが 故に、 外來 綿布と 比^して 競爭し 得る 地位に 在る。 而 して 我 

國の 新式 生產 による 綿布の 中で は、 粗布が 最大の 量 を 占め、 一年間に 凡そ 二百 萬 以上、 即ち 輸入 

粗布の 量に 相^す る だけの 量が 市場に 供給され てゐ る。 

乙 の 外、 我 國には 非常に 多くの 小規模の 織物 工場が ある。 それらが 手織 機 を 用 ひて ゐる にも 拘 

らす、 新式 綿布に 額 似した 製品 を產 出す るた めに、 これら を も 新式 工場と して 視る もの もないで 

はない。 例へば、 河北 省の 高 陽 天津 及び 饒陽 一 帶 より 產 する 大尺布 • 提 花 布 • 愛國布 などの 工場 

がそれ である。 しかも、 これらの 工場 は、 海 S に 於いても、 洋式の 製造 工場と 同一 の 免税 條件 を 

持つ 乙と を 認められて ゐ るので ある。 


第一 一節 綿布の 輸出 


淸朝 末期 以來、 我國の 綿織物の 輸出 は、 その 額に 於いて は 頗る 少 いが、 最近に 到って 再び 漸增 

の 頃 向 を 示して ねる。 乙の 點は 次表に 就いて 見る とき 明瞭で ある。 


品 名 

本色 市 布 

粗 布 

粗 細 斜紋布 

土 布 

花 土 布 

ム a 計 


 民 國 二  _ 年  

量 (疋) 價 格 (海 關兩〕 


民國十 一年 


民國 十三 年 


六 〇 五  ニ、1 1 九 

五 一 一  一 、七 九 〇 

四 八、 〇 五六 二、 三 五八、 五 五一 

九 六、 九九 九 ニー 五、 一 一九 

一一、 五 七 七、 五 七 九 


数 量 (疋) 

二三、 四 六 六 

九 八、 七 五 七 

六 七、 三 o  二 


價 格 (海 關兩〕 數 S (疋) 價 格 關雨 5 

一 五 四、 七五三 二 〇、〇 九 五 1 三 三、 六 七三 

五六 七、 八 九 五一、 HI 五 0、 1 二 七 八、 〇 四 六、 四 ニニ 

四 二、 四 三 四 一 き、 七  一二 一一 一六 一、 一六 四 


六 四、 六 六 四 四、 〇 三 四、 〇 二 〇 五三、 六 五六 三、 四 〇 八、 九 六 五 

一 一四 五八 八、 七 六 七 1〇四、〇四七 三 三 〇、 九 七 四 

五、 七 五六、 A 六 九  二 1、〇 八 一、 一九 八 


これで 見れば、 我國の 綿布 輸出 量 は 民國ニ 年から 民國十 一 年に 到る 九 年間に 二倍 强に增 加し、 

同 十三 年に 到る 十一 年間に は、 約 五倍に 增 加した ことが 剁る。 就中、 粗布の 輸出 量の 增加は 最も 
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急速であって、 從來 輸出の 最高 額 を 占めて， Q た 土 布の 地位が 民國 十三 年に は旣に 粗布に よって 取 

つて 代られた ことが 明瞭で ある。 


第三 節 織布 工場 

外國 綿布が 輸入され はじめて 以來、 在來の 手織 機 工場 は 大打擊 を 受けた。 この種の 工場 數には 

正確な 統計 を缺 いで ゐ るが、 しかし、 今な ほ 國內の 織布 工場の 中で、 數に 於いて 最も 多い M と は 

言を俟 たない ので ある。 機械 力に よる 織物 工場の 數は、 信賴に 足る ものと して 單に 紡續 工場が 兼 

營 する ものの 統計が 存 する だけで あるが、 しかし、 國內の 大部分の 新式 織物. 工場 は、 殆ん どこれ 

に 網羅され て. Q る。 從 つて 民 國 十四 年の 上海 華商 紗廠 聯合 會の 報告に 基づき、 各 紡績工場の 經營 

する 織布 工場 を 左に 表示しょう。 

ィ、 上海に 於け る 支那 資本の 十 工場 (議 五、 八 九 0 臺) 


工場 名  所在地 

恆豐 紡織 新 局  上 m 

申 新 紡織 第一 廠 <  0 

鴻裕 紡織 公司  同 

笫十 1 章 織 布 業 


議 臺數 

六 5 

、 一 〇〇 

二 四 〇 


日 生 產疋数 

二、  ニー 〇 

未 詳 

未 詳 

】 九 一一 1 


第三 節 緣布ェ 

溥 S 筇ニ廠 

ぼ 生 紡織 公司 

緯通齧 有き 司 

三 新 同 

永 安 同 

大璺 SE 記 K ム司 

鴻章 紡織 染廠 


同 

同 


五 〇〇 

六 二 0 

二 〇〇 

1、 〇〇〇 

七 〇〇 

二 〇〇 

七 一六 


1 九 四 

未 詳 

五、 九 四 九 

未 詳 

未 詳 

未 詳 

四、 六 〇o 

未 詳 


□、 江 蘇 省 (上海 を 除く) に 於け る 支那 資本の 八 工場 s§  一、  £§き 


工場 名 

同  第二 廠 

第八廠 

廣勤 紡織 公司 

慶豐 同 

申 新 紡 紡 第三 廠 


所在地 

南 通 


崇 

南 

同 

同 


F 

通 


七 二 〇 

二 〇〇 

四 ニニ 

四 〇〇 

五 二 

三 〇〇 

五 〇〇 


日 生 產疋 数 

六、 〇〇〇 

未 詳 

七、 九 〇〇 


二、 四 〇o 

八、 ー〇0 


大倫久 記 is^- 公司 


武 


進 


二 六 〇 


未 詳 


天津に 於け る 支那 資本の 三 工場 (議 一、 六 〇 ニ臺) 


工場 名 

裕源 齧有限 公司 

恆源 同 

大與 同 


所在地 

天 津 

同 


1、 〇〇〇 

三 一 〇 

二 九 二 


1 日 生 逢疋數 

1 五、 八 四 〇 

七、 七 五六 

未 詳 


一一、 武昌に 於け る 支那 資本の 四 工場 08 二、 六 五 〇 臺) 


工場 名 

m 北 紡織 官局 

漢ロ 紡織 <ム 司 

裕華 同 

00 同 


所在地 

武 昌 

同 - 

同 


議 臺數 

七 〇〇 

1、 二  o〇 

五 〇〇 

11 五 0 


一 日 生 產 疋數 

未 詳 

九、 六 七 八 

ニー、 五六 〇 

未 詳 
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1 九 五 


S0 縫 布 工場 


1 九 六 


ホ、 其 他の 地方に 於け る 支那 資本の 三 工場 OS 七 七 五 


ェ楊名 

豫 豐紗^ 

鼎 新 公司 I 廠 

窣天 紡織 廠 


所在地 


杭 


二 〇〇 

三 七 五 

二 〇〇 


日 生 i^f 疋 

二、 三 八 八 

未 詳 

四、 二三 五 


へ、 上洚に 於け る英國 資本の 二 工場  <： 精 1 二、  0A3 


ェ 場 名 

恰 和紗廠 

東方 紗^ 


所在地 

上 辯 

同 


1、 九 〇〇 

四 四 八 


日 生 逢疋数 

チ- 詳 

朱 詳 


卜 


、 上海に 於け る 日本 資本の 九ェ 51 (I 五、 A 三 六臺) 


工場 名 

上海 紡織^ ー廠 


所在地 

上  海 


三 七 六 


一 日生憲 數 


同  第二  ® 

同  第三 廠 

日華 紡織 會社 

內外棉 第 七 廠 

同  第九廠 

同 與紗廠 

<ム 茂紗廠 

豐田 紗廠 


同 

同 


五 1〇 

九 八 三 

五 〇〇 

八 〇〇 

八 〇〇 

九 五 二 

五一 五 

四 〇〇 


未 詳 

未 詳 

四、 四 〇〇 

未 ， 詳 

同 


チ、 其 他の 地方に 於け る 日本 資本の 二 工場 (織機 一、 三 六 四臺) 


ェ © 名 

鐘 淵紗蔽 

0  0 紡織 會社 


所在地 

靑 島 

遼 陽 


八 六 〇 

五 〇 四 


B 生産 疋數 

未 詳 

六、 〇〇〇 


以上の 各 紡績工場に 設けられた 織布 工場 は、 總計 八十 四 工場 • 織機 二 五、 六 七 〇一 

のうち 支那 資本の もの は 二十 七 工場 • 織機 一三、 七 七六臺 で、 日本 資本の ものが 十 

九、 五 四 六臺、 英國 資本の ものが 二 工場 • 織機 二、 三 四八臺 である。 

第 十 1 章 綿布 業  一九 七 


一で ある。 そ 

工場 • 織機 


第 十二 章 蠶 糸 業 


第一 節 養蠶業 

蠶を 養って 生糸 を 製す る こと は 我國の 農家の 重要なる 副業の 一 である。 蠶には 家 蠶と野 蠶の別 

が あり、 前者 は室內 に、 後者 は 野外の 特種な 樹の 上に 育つ。 家蠶は 桑の 葉 を 飼料と し、 野 蠶は柞 

(かし は) の 葉 或は 樟の葉 を 飼料と する。 從 つて、 これ を 桑 蠶* 柞蠶 *樟 蠶と區 別す る こと も あ 

る。 しかし 樟蠶の 分布 は廣く はない。 僅に 廣東 廣西兩 省の 若干の 地域に 産す るに 過ぎない。 故に 

通常 野 蠶と言 ふ 場合 は、 槪 ね砟蠶 を 指して 言 ふので ある。 

一、 桑蠶 

饬 十二 章 蠶絲業  1 九九 


第 一 節 養， 笾 業  ニ〇〇 

桑蠶を 養って ぬる 地域の 分布 は 頗る 廣 いが、 特に 江 蘇 • 浙江 • 廣東 • 四川の 四 省が 最も 盛んで 

湖北 省が これに 次ぎ、 湖南 • 江 西 • 安 徽* 福 建 *廣 西 等の 諸 省が 更に これに 次いで. Q る。 江 蘇 省 

で 家蠶を 養って ねる 地域 は、 揚子江 南岸の 蘇 州 • 常 州 *鎭 江 • 江 寧 • 松 江 地方が 最も 重要で あつ 

て、 揚子江 北岸の 南 通 縣も亦 相 當の產 額 を 示して ゐる。 全 省の 繭の 産額 は 一年に 約 二三 千 萬 斤で 

ある。 浙江 省の 養 蠶區域 は 杭 州 • 嘉興 • 湖州 を 中心とする 地方が 最も 盛 んで、 紹舆 •  ^波 . 金 

華 • 台 州 等の 各地が M れに 次いで. Q る。 

最近に 於け る 繭の 年産額 は 平均 八 九 千 萬 斤で、 數 量の 多い 點 では 全國第 1 と稱 される。 四川 省 

の 養 蠶區域 は 成 都 平原が 中心であって、 保 寧 • 順 慶* 重慶の 各地 を 中心とする 地域が これに 次い 

で ぬる。 全 省の 繭の 産額 は 一年に 約 六 七 千 萬 斤で ある。 廣東 省に 於け る 養蠶區 域は珠 江の 三角洲 

地帶が 最も 多く、 順 德* 番禹 等の 縣は その 中心 をな して ゐる。 全 省の 繭の 年産額 は 約 七 八 千 萬 斤 

である。 湖北 省に 於け る 主要な 養蠶 地域 は、 漢川 *沔 陽 *嘉 魚 *當 陽 ，宜 都 等の 各縣 であって、 

全 省の 繭の 年産額 は 約 一 千 萬 斤で ある。 ？-の 外、 例へば 湖南 省の 長 沙 • 辰 州 • 永 州 等 を 中心とす 

る 各地、 福 建 省の 延平 • 邵武 ，舆 化 等 を 中心とする 各地、 安徽 省の 池 州 • 寧 國 • 太平 等 を 中心と 

する 各地 は、 孰れ も 養 II の 盛んな ことで 著名で あり、 みな 相 當の產 額 を 示して ぬる。 


繭の 集散 市場と して は —— 蘇 州 • 無 錫 • 湖州 • 杭 州 • 成 都 • 重 慶* 順 德 • 佛山 等の 各地が 著名 

であり、 就中、 無 錫の 市場 は 最も 盛大で ある。 この 外、 貴 州 省の 貴 陽、 四川 省の 嘉定 • 順 慶* 保 

寧、 湖北 省の 漢ロ  •  ^市 等の 各地に 於け る 繭巿も 相當の 重要性 を 持って ぬる。 

二、 柞蠶， 

柞蠶を 飼養す る區域 は、 滿洲國 の 奉 天 • 熱 河より 山 東 • 河南 • 陝 西 • 四川 • 貴 州の 諸 省に 跨つ 

て 分布して ゐる ため、 その 範圍は 頗る 廣大 である。 滿洲國 に 於いて は 舊奉天 省の 東邊道 一 帶 (即 

ち 安東 • 岫嚴 • 鳳 城 • 寬甸 の各縣 下) 及び 熱 河 省の 凌 源 一 帶が 中心で あるが、 我國に 於いて は、 

河南 省 西南 部の 伏 牛 山脈 一 帶、 陝西 省の 秦嶺 一 帶、 四川 省の 南部、 貴 州 省の 北部 等 はみ な称蠶 業 

が 甚だ 盛んで ある。 柞蠶 繭の 集散 市場 は槪 して 上記 各地の 隣接地に 限られて. Q るが、 就中、 満洲 

國の 安東、 山 東 省の 烟台 (芝 朱) ，靑 島、 四川 省の 重慶 等の 市場が 著名で ある。 

三、 檸 蠶  ' 

廣西 省の 潯州 • 南 寧 • 平 樂等を 中心とする 地域が 主要な 産地で あるが、 廣東 省の 海 南 島に も 亦 

笫 十二 章 蠶絲業  二 〇一 


第 I 節 蓥蠶業  二 〇 二 

これ を產 する。 樟蠶 糸の 對外 輸出 は 每年相 當の數 量に 上って. Q るが、 特に 日本が 我國 より 槔蠶糸 

を傳 へた 歷史 は、 かなり 古い 時代から であって、 樟蠶糸 を 日本語で テグ スと稱 する の は 釣糸の 音 

譯 である 乙と よりしても、 乙の！ i が傍證 される ので ある。 蓋し 樟蠶糸 は、 我國に 於いて は 專ら竿 

釣 用の 糸と して 製され、 普通に は 釣糸と 呼ばれて 居り、 乙 れを曰 本で は その 音に 從 つて- グ ダスと 

呼 ぶに 到った ので ある。 


第二 節 製糸業 

蠶の繭 を 繰って 糸と する 乙と を 製糸 或は 繰 糸と いひ、 出來 上った 糸 を、 家蠶 よりの 場合に は 生 

糸 • 野蠶の 場合に は 野蠶糸 又は 元蠶 糸と 稱 する。 

一、 生糸 

我 國に產 する 所の 生糸 は、 大別して 座 繰 糸 • 機械 糸 及び 再 紡糸の 三種に 區 分せられ る。 座 繰 糸 

と は 農家が 舊來の 方法に 從 つて 繰 上げた もの を 言 ひ、 黄 糸 • 白糸の 區 別が ある。 機械 糸に はまた 

廠經 或は 廠絲 等の 別稱が あるが、 要するに 都市に 於け る 新式 工場の 生産 品であって、 同じく 黄 繰 

糸 • 白 繰 糸の 區 別が ある。 再 紡糸 はまた 經絲 或は 洋裝絲 とも 稱 せられ、 元來 農家で 繰 上げた 生糸 

を 生糸 問屋が 買 集め、 今 一 度 繰 糸 作業 を 行って 西洋風に 卷換 へた もので その 價 格と 品質と は 十分 

機械 糸と 相 拮抗す るに 値する。 而 して 乙れ にも また 黃經糸 • 白經 糸の 區 別が ある。 

我 國にョ ー & ツバ 風の 新式 製糸 工場の 出現した の は、 同 治 十二 年 2  A 七三 年) であるが、 それ 以 

笫 十二 章 鬵絲桊  二 01 一一 


第二 節 製糸業  二 0 四 

來 今日までに 工場 數三 四百に 增 加して. Q る。 而 して 上海 • 無 錫* 重 慶， 順 德は、 我國に 於け る 新 

式 製糸業の 四大 中心地で ある。 上海 だけで も 工場 數 七十 餘、 繰糸機 一 萬 八 九千臺 に 上って. Q る。 

一方、 座 繰 製糸業 は 廣く各 養蠶區 域に 分布して. Q るが 故に、 養蠶 業の 發 達して ゐる^ 域 は、 同時 

に 座 繰 製糸業の 發 達した 地域と 稱 する 乙と が出來 る。 但し 座 繰 糸 は粽械 糸に 比べて 品質が 劣る が 

故に、 その 價格 は遙に 低い ので ある。 

雙宮繭 (ふたご もり) は 二つの 蛹が 籠もって 出來た 繭であって、 糸が 互に 絡まり 合って 繰， o 取る こ 

と は 容易で ない。 故に 昔 は 大抵 乙れ を 以て 屑糸 或は 繭殼と 同時に 扱って 混用して ゐ たが、 近年、 

日本人が 雙宫 繭より 繰 糸す る 方法 を發 明して 以來、 上海に は雙 宫繭專 門の 繰 糸 工場が 出現して ゐ 

る o 

二、 野蠶糸 (天蠶 糸) 

山 東 省 は 满洲國 の 南部と 共に 野蠶 糸の ニ大產 地と して 知られて. Q る。 山 東 省の 烟 台と 滿洲國 の 

安東 は野蠶 製糸業の ニ大 中心地で ある。 而 して これに 次ぐ もの は、 山 東 省に 於いて は靑 島、 滿洲 

國に 於いて は 蓋 平であって、 この 兩 地方 も 頗る 重要な 地位 を 占めて. Q る。 烟 台の 製糸 工場 は 四十 


以上に 及び、 繰糸機 も 一 萬數千 臺を數 へる。 安東の 製糸 工場 も 十數、 繰糸機 は 一 千 數百臺 に 上つ 

て. Q る。 而 して 乙の 兩地 とも 新式と 舊 式との 兩者を 並存して .Q る。 野蠶 糸に は 大捽糸 • 小 梓 糸の 

區 別が あるが、 前者 は 粗製品で あり、 後者 は 精製品で ある。 而 して 烟台* 安本に 於け る 各 工場の 

製品 は 槪ね小 梓 糸で ある。 

烟 台の 各 工場で 使用す る 原料の 野蠶繭 は、 山 東 省 だけの 產額 では 不足で あるた め、 大部分 を 安 

東よ 6 の 供給に 仰いで， Q る。 しかしながら、 安東に 於け る 野 蠶繭は 日本 系 工場に 買 付けられる も 

のが 甚だ 大量で あるた め、 烟臺に 於け る 各 工場 は、 原料 難から 漸次に 經營 上の 支障 を 受けつ  >- あ 

る o 


笫 十二 章 S 絲 粲  二 〇 五 


^三 節 生糸の 產 額 


二 〇 六 


第三 節 生糸の 產額 

我國に 於け る 繭 及び 生糸の 產 額に 就いては、 乙れ まで 正確なる 統計 數字 を缺 いで. Q る。 日本 及 

び歐米 人に よって 調査され た數字 は甚た 多い が、 然し その 推定の 基礎 は、 國內に 於け る 消費量の 

假定數 であるから、 一般に 過少に 流れる 通^ が ある。 從 つて、 それらの 統計の 示す 數字を 以て、 

吾人 はこれ を 最低限 を 示す ものと 見れば よいので ある。 次に、 米國絲 業協會 (Anlcl.k>§  Silk  Alc 

.01 が 世界の 生糸 產額 について 調査した もの を 表示しょう。 (單位 千 榜) 


年 次 

一九二 T 三年 

一九二 111 四 年 

一九 一四 I 五 年 

一九 一 五 ー 六 年 

一九 一六 I 七 年 

一九 一七— 八 年 


日 本 

二三、 八 五 一 

二 六、 六 五 〇 

ニー、 三 五八 

二 七、 〇 ニニ 

三 一、 七 二 四 

づ 一四、 〇 五 〇 


支 0 

1 五、 二 七三 

一 五、 九 七 0 

一 〇、 七 七 二 

ニニ、 九 一九 

1 四、 八 〇 七 

一 三、 七三 三 


伊太利 

九、 〇 四 四 

七、 八 〇 四 

八、 九 五 一 

六、 三 四 九 

七、 九 六 三 

六、 ニー 七 


佛 國 

、 一〇 八 

七 七 二 

八 九 三 

二八 六 

四 八 五 

四 五 二 


其 他 

未詳 

六、 〇 一九 

四、 八 七 二 

二、 九 六 五 

三、 0 一  六 

三、 〇 ニー 


合 計 

五 七、 二 1 五 

四 六、 八 四 六 

五 〇、 五三 二 

五 七、 九九 五 

五 七、 四 七三 


一九 一八 I 九 年 三 二、 三 〇 八 

一 九 一 九 I 二 〇 年 三 四、 ニニ 二 

一九二 〇一 一年 二 四、 三 〇〇 

一九二 II  二 年 三 六、 三 七 六 

一九二 二一 三年 四 一、 五 四 一 


一二、 九 八 〇 五、 九 四 二 五 二 九 

一 七、 三 一 八 四、 〇 四 五 三 九 七 

1〇、 七 二八 七、 三 三 o 五 五一 

ニー、 一  三 三 七、 o 六 六 四 三 〇 

一 五、 六 七 八 八、 二三 四 四 三 七 


、 ニニ 〇 五 四、 九 七 九 

、 〇 九 八 五 九、 〇 八 〇 

、 九 〇 八 四 四、 八 一 七 

、五三 六 五 七、 五八 1 

、 九 三 二 六 七、 八 ニー 二 


我國に 於け る 生糸の 國內 消費量 は 甚だ 大 であって、 前 揭の數 字に 少く とも 五十 五お を 加へ ねば 

ならない と 思 はれる。 而 して 日本人 も 亦 前掲 日本の 生糸 産額に 關 して、 同様に 國內 消費量に 對す 

る 推定が 過少で あり、 少く とも 三十 五％ を 加へ ねばならな いと 主張して ゐ るので ある。 
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， 


110 七 
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二 〇 八 


第 四 節 生糸の 輸出 

繭 及び 生糸 類の 輸出 は 一 年に 約 二十 數萬ピ クルであって、 屑糸 *繭殼 • 天蠶 糸が 最も 多く、 

繭 • 再 紡 絲 • 黃 糸が これに 次ぎ、 白糸が 更に AJ れに 次いでね る。 次に 民國 三年. 以來の 轍 出 量 を 表 

示して 見よう。 (單 位ビ クル) 


年 次 座 繰 白糸 座 繰黃糸 再 紡糸 


民國 三年 

四 年 

. 五 年 

六 年 

七 年 

八 年 

九 年 

十 年 

十一 年 


3 一 

s 、一^ 

一一 、二  s< 


一， s 

lm、< 六 七 

一一 r ik 一 

一  <き 

一 r3 

一 s 、巧 ©ー 


20 一 

一 一六、 0 ま 

1M  、窗 

一 <、B5 

一 0、1ー<ー 

155 


機械 糸 

12 六 六 

SI  、一党 

六<、ーー< 六 

KS 、一 Is 

さ、 0HK 


野 蒙 

一 一一、 i 

一八、 さ 一 

一八、 一 i 

一 2« 

S  、六 <ー 

ニー、  Km 


繭 

さ  一、？ so 

一一 ほ ぶー 一六 


0 糸 

<  一、 I 

二  3ほ 

二 IT ^一一 

§、s 

二  es 八 

き、 H? ま 

さ、 i 


131 

E 一一 、ね 2 

一一お、 <s 

g 、一  sm 

き 、き o 

Ki ハ 

tfrs 


十二 年 Ifl 二 

十三 年 ■ 


13? 六 


5、0彗 

二  、靈 


ま、 so 


一一 一一、 一  i 


81 

112?< 


一一 5、 さ 一六 


_*<  、さま 


座 繰 白糸 • 座 繰黃糸 • 再 紡糸 及び 機械 糸 を總稱 して 生糸と い ふ。 右の 表に 於け る 座 繰 白糸の 輸 

出 は 連年 減少して ゐ るが、 同時に 機械 糸の 輸出が 逐年 增 加して ゐ るが 故に、 全體 としての 生絲の 

輸出 量 は、 乙の 兩 者の 照 應 によって 減少して ゐな いので ある。 而 して、 M れら 生糸の 輸出 は、 上 

海 及び 廣 東の 二 港から なされる。 

次に 過去 二十 年間に 於け る 支那と 日本の 生糸 輸出 量を對 照して 左に 表示しょう。 (覃 位ピ クル) • 


年 次 

1 九 〇 五 年 

一 九 〇 六 年 

1 九 〇 七 年 

一九 〇 八 年 

一九 〇 九 年 

1 九 10 年 

一九二 年 

第 十二 章 


支 那 

1〇 五、 九 一九 

1 一 〇、 四 八 六 

1 1 六、 ニニ 二 

ニー 九、 〇 九 〇 

ニー 九、 七 八 四 

1 三 九、 ニニ 六 

1 二 九、 九 二 五 

蠶絲業 


曰 

七 二、 

1〇 三、 

九 三、 

1 1 四、 


一四 七、 

51 二、 


本  年次  支那  日本 

1 一 〇 三  一九 一 五 年 1 四 三、 〇 九 七 1 七 六、 六 九 四 

1〇 二  1 九 一六 年 1 ニニ、  二 四 三 ニー  五、 六 五三 

一八 〇  一九 一七 年 ニー 五、 八 二 〇 二 五六、 一九 一 

二八 1  一九 一八 年  一二 四、 九 五 四 二 四 一、 四 六 六 

六 〇〇  一九 一九 年 一六 五、 一八 七 二八 三、 八 九 八 

二 五 五  一九二 〇 年 1〇 四、 三 一 五 マ 七三、 二 六 八 

三 八 五  一九二 一年 一 五一、 〇 六 四 二 五 九、 八 九九 

二 〇 九 


第 四 節 生糸の 鲩出  二 1 〇 

一九二 一年 一 五八、 0 三 八 一六 九、 六 三 六  一九二  二 年 一四 三、 四 七 八 三 四 一、 四 六 二 

一九二 二 年 一四 九、 o〇 六 二 〇〇 、六 四 二  一九二 三年 ニニ 八、 四 二三 二 六 1 、一九二 

一九 一四 年 1〇 八、 五八 九 1〇七、〇九四  一九二 四 年 ニー 二、  二 七 五 三 六 九、 六 0 九 

日本 は宣統 元年 (即ち 一九 〇 九 年) 以來、 生糸の 輸出 量が 旣に 我國の それ を 超過し、 我國の 輸出 量 

は從 前の 狀態を 保持す るに 止まって、 さした る 變化を 示さない 乙と は、 右の 表に よって 明白で あ 

る。 現在で は 世界 市場に 於け る 生糸の 消費量 は、 嘗ての それに 比べて 非常に 增 加して ゐる。 日本 

人 は 養 蠶 製糸の 全般に 亘 つて、 極力 改良に 努め、 その 輸出 量 をして、 世界 市場の 消費量に 伴って 

增加 せしめる M とに 成功した。 然るに 我國は 依然として 舊 態の 中に 自ら 閉ぢ M もって 進展 を 求め 

ないた め、. 遂に、 數 千年 來、 世界 第一 の 生糸 輸出 國 であった 地位 を 日本に 奪 はれた こと は、 實に 

嘆か はしい 限りで ある。 

次に、 民國 十三 年度に 於け る 我國と 日本との 生糸 • 絹發物 • 屑糸 等の 轍 出 價格を 左に 表示し よ 

う。 表 中の 價格は 日本 金圓で 表されて あった もの を、 同年 度の 爲替 平均 率に より、 我國の 海關兩 

に 直した ものである。 


曰 

支 

國 

本 

那 

別 

生 

ま 
〇 

〇 
八 

〇 
五 
九 

八 
四 

八 

兩 

糸 

兩 

m 

八 

物 

八 

o 

糸 

〇 
四 
〇 
兩 

SOIO 

等 

米國は 世界最大の 生糸 輸入 國 であるが、 次に、 

輸入した 生糸の 量 を 左に 表示しょう。 (琿 位 千磅) 


九 一 二 年 以來、 毎年 米國が 日本 及び 我國 から 


年 次 

一九二 一年 

一九二 二 年 

一九 一四 年 

一九 一 五 年 

一九 一六 年 

一九 1 七 年 


支那 生糸 

四、 七 七 六 

五、 五 一〇 

五、 六 11 六 

五、 〇 九 七 

七、 四 一九 

七、 〇〇 六 


日本 生糸 

一 四、 四 九 三 

一 七、 四 二 五 

二 〇、 一九 〇 

一八、 ニー 七 

ニニ、 九 一四 

二 六、 霧 


年 次 

一九 一八 年 

一九 一九 年 

一九二 〇 年 

一九二 一年 

一九二 二 年 

一九二 三年 


支那 生糸 

六、.  一 AO 

五、 七 五 五 

一 〇、 七 七 九 

六、 二 〇 五 

七、 一二 二八 

一 〇、 五八 四 


日本 生糸 

二八、 六 四 五 

二八、 四 四 0, 

三 三、 三 六 〇 

二 〇、 八 一 五 

三 八、 五 九 〇 

三 七、 九 八 九 


以上に 列擧 した 輸出 額 は、 いづれ も 生糸 だけにつ いての 數 字であって、 野 蠶糸は 全然 含まれて 

笫 十二 章 蠶絲業  二 一  一 


笫四節 生糸の 翰 2«  ニニ 一 

ゐな い。 次に、 民 國ニ年 以降の 座 繰野蠶 糸と 機械 野蠶 糸の 轍 出 量 及び 金額 を 左に 表示しょう- 

◎ ィ、 座 繰野蠶 糸の 輸出 數量及 金額 表 (数量 單位ビ クル、 金額 單位海 關兩) 


年 次 

民 國ニ年 

三年 

四 年， 

五 年 

六 年 

七 年 


數 量 

二 九、 〇 五三 

二 〇、 九 六 九 

九、 七 七 九 

五、 五一 七 

三、 九 二 六 

五ゝ 二 六 一 


金 

六、 九 八 三、 

四、 〇 七 二、 

1 、 四 七 七、 

1 、 〇 四 二、 

九 ニー、 

一 、 二 四 五、 


額 

五八 三 

七 七 七 

〇 四 二 

七 六 一 

八 七 七 

ニニ 一 


年次 

八 年 

九 年 

十 年 

十一 年 

十二 年 

十三 年 


數 量 

五、 六 九 一 

四、 九 一一 

五、 六 七三 

二、 九 四 九 

一、 八 三 九 

11、 五 〇 七 


金 

三 七 六、 

ニニ 三、 

七三 四、 

一八 八、 

六 九 四、 

七 一九、 


額 

一九 八 

九 六 六 

九 二八 

九 〇 六 

三 八 一 

七 ニニ 


◎  □、 機栻 繰野蠶 糸の 輸出 數量及 金額 表 


年 次 

民 國ニ年 

三年 


数 


量 

六 〇 九 

1〇 三 


金 


八 四、 

1 1 1 ヽ、 

I コ\ 


八 五 九 

三 二 七 


年次 

八 年 

九 年 


数 量 

二 七、 九九 〇 

一 六、 八 七 四 


九、 

五、 


金 

一 四 〇、 

九 三 九、 


額 

五 一 一 

八 0 九 


四 年 二 四、 ニニ 五 四、 九 六 二、 七 ニニ  十 年 三 一、 四 一一 一六、 七五三、 九 四 九 

五 年 ニー 一 、一六 五 四、 二 四 二、 三 三 五 十一 年 二 〇、 七 九 二 一四、 〇〇 七、 四 二 〇 

六 年 一四、 三 一 〇 五、 〇 九 一、 〇 九 二 十二 年 二 九、 三 五 七 1 九、 四 五一、 二 四 H! 

七 年 二三、 三 二 七 七、 六 七 四、 〇〇 二 十三 年 二 〇、 〇 六 五 一 〇、 二 七 五、 三 六 〇 

右の 對 照に 明かな 如く、 座 繰野蠶 糸の 輸出 量が 逐年 减少 する に 反し、 機械 繰野蠶 糸の 輸出 量 は 

連年 增 加して， Q る。 これ は 恰も 前に 掲げた 座 繰 白糸と 機械 糸の^ 合と 同樣 である。 しかし、 現在 

に 於いても 我國は 依然として 野 蠶糸を 最も 多く 輸出す る國 であり、 世界 市場に 於け る 野蠶糸 は、 

大部分が 直接 或は 間接に 我國の 供給す ると 乙 ろであって、 生糸の 場合の 如く 强敵を 有しな いので 

ある。 日本 も 亦野蠶 糸の 輸出 國 であるが、 然し その 原料の 大部分 は 我國に 供給 を 仰いだ もので あ 

つて、 日本 産の TP ので はない。 我國 の野蠶 糸の 主要なる 顧客 は、 第 一 が 日本で あり、 次が 米佛ニ 

國 である。 而 して、 これらの 輸出 野蠶糸 は、 槪ね大 連 • 安東 • 烟台を 積 出港と して 海外に 蓮 ばれ 

てゐ る。 
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笫 五節 上海の 製糸 工場 


二 1 四 


第五 節 上海の 製糸 工場 

上海 は 近代的な 製糸 工場の 最も 發 達した 地域で ある。 次に、 民國 十五 年の 調査に 基き、 各 工場 

の 名 稱* 所在地 • 商標 • 職 ェ數 • 一 日 繰 糸 量 (單位 ボンド) 及び 資本 額 (單位 海 關兩) を 表示しょう。 


名 

德 

競 


law 

豐 


餘 


所在地 

甘肅路 八八號 

北 浙江路 

滿^ 路 

同 

文 極 司脫路 

北西 藏路 

阿拉. H 司脫路 

同 


商 標 

曰 鬼 . 曰廳 

漁 翁 

G  S 

戰勝 龍馬 

松 鼠 • 金 牛 

蠶 醫 

未詳 

猴蝠 • 帆船 

蜜 月 


二 鹿 


S 


職 ェ 

七 00 

四 〇〇 

七 0〇 

五 〇〇 

五 〇〇 

七 〇〇 

六 〇〇 

五 〇〇 

五 〇o 

五 〇〇 


日 繰 糸 m 

二 四 〇 

ニニ  0 

二 〇〇 

ニニ 〇 

二 〇〇 

ニニ  o 

二 六 〇 

ニニ 〇 

一 三 〇 

一六 〇 


二 〇 

三 0 

三 〇 

三 〇 


五 〇 

三 〇 

二 〇 

二 〇 


資本 額 

未詳 

〇〇〇 

〇〇〇 

ひ 〇〇 

〇〇〇 

未詳 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

000 


天 綸 

綸 祥 

0 豐 

鼎昌順 

天 來 


大 

久 

同 


來 

已 

さ- a 
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匕： 各 

同 

唐 家 弄 

恆豐路 

共 和 路 

長安路 

同 

同 

閙北 長安路 

光 復路 

同 

同 

恆豐路 

蠶絲業 


未詳 

お 目 

大 


歸 

來 


飛行艇 

竹 林 

G  S 

i  IE? 

霄  0. 

元 元 


金桑樹 

秋 k  • 猫 • 蝶 • 蝠 

牡丹 . 藍 龍 . 神 駒 

未詳 


五 〇〇 

五三 〇 

五六 〇 

四 〇〇 

七 〇〇 

六 〇〇 

八 8 

二 五 〇 

二 五 〇 

七 〇〇 

五 〇〇 

五 〇〇 

七 〇〇 

五 五 〇 

七 〇〇 

三 〇〇 

八 〇〇 

四 〇〇 


一 五 〇 

一六 〇 

ニニ 〇 

二 六 〇 

二 四 〇 

二 五 〇 

二 六 〇 

loo- 

loo 

二 六 〇 

二 四 〇 

一七 〇 

二三 〇 

二 五 〇 

二 五 〇 

50 

二 五 〇 

ニニ 〇 


三 〇、 

二 〇、 

三 0、 

1〇、 

ー〇、 

四 〇、 

き、 

ー〇、 

二 〇、 

二 〇、 

三 〇、 

二 〇、 

四 0、 

ー〇、 

1 五 


000 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

未詳 

〇〇〇 

〇〇〇 

〇〇〇 

未詳 

〇3 

〇〇〇 

未詳 

〇〇〇 

未詳 

〇〇〇 

000 

〇〇〇 
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緒 昌 永 南 梅園 路 

協 安 光 復路 

百司驕 同 

緒昌愼 長安路 

緒昌福 恆 13! 路 

合 豐 長安路 

愼 康 光 復路 

百 司 恆璺路 

連 益 同 

協豐  同 

緯 豐 新閛路 

0 興 成都路 

璺 大 新閘路 

久 益 成都路 

倫 綸 康 腦脫路 

久 成 日輝路 

ii 泰 同 

豫豐 天 通 庵 


將 軍  六 〇〇 

金彌陀  六 〇〇 

金 熊 • 天成  六 〇〇 

大將軍  六 〇〇 

天 成  六 〇〇 

雙 男  六 〇〇 

牡丹 •  I  六 〇〇 

金 熊 • 天成  四 五 〇 

W  0  i 四 六 〇 

Y  F  F  四 五 〇 

獰囝 ニニ 四五囝 七 〇〇 

s  F  六 五 〇 

0 龍  五 〇〇 

久 益  三 五 〇 

龍馬 戰  七 〇〇 

金賓塔  一 、二 〇〇 

0 人  七 〇c 

美 女  五 五 〇 


二 一 六 

二 〇〇  四 0、 〇〇〇 

一 八 〇  三 〇、 〇〇〇 

一 七 〇  五 〇、 〇〇〇 

一 八 〇  四 〇、 〇〇〇 

1 1〇〇  未詳 

二 〇〇  二 〇、 〇〇〇 

二 〇〇 . 四 〇、 〇〇〇 

1 五 〇  三 〇、 〇〇〇 

一 五 〇  三 〇、 〇〇〇 

一 六 〇  三 〇、 000 

二三 〇  五 〇、 〇〇〇 

1 九 〇  1 1〇、 〇〇〇 

一三 〇  二 〇、 〇〇〇 

50  1 〇、 〇〇〇 

一 五 〇  未詳 

三 六 〇  同 

二 六 〇  三 〇、 〇〇〇 

1 八 0  三 〇、 〇〇〇 


九經同 

恆隆  同 

0 塑 賓 山路 

德與動 天 通 庵 

盈餘  同 

允 餘 費 山路 

天 昌 張 家巷路 

潤 泰 香 燧橋路 

統 益 同 

九， 同 

雲 成 東 天同路 

雲 成 西 同 

同豐永 狄 思咸路 

安 豫 梧州路 

元 豐 天^ 路 

大^ 王家 宅 

S 豐 談家橋 

久仁同 
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指南 針  六 四 〇 

康杜 *瑞 星 • 孔雀 ， 五六 〇 

龍： il 戰勝  五 〇〇 

潤禾 . 汽油船  六 〇〇 

梅花  二 五 〇 

蠶醫 . 金 桂 魚  九 〇〇 

天 昌  七 〇〇 

荷 花 *雙 金 兎  六 〇〇 

MD - NCC  八 〇〇 

未詳  二 〇〇 

wz  -I  五 〇0 

同  六 〇〇 

田 鶴 • 和平. 新世界 六 〇〇 

金 牛 • 靑年足 球  七 〇〇 

日 鶴 • 和平. 新世界 七 〇0 

日 鹿  四 〇〇 

盈 豐  七 〇〇 

未 詳  四 〇〇 


二 〇〇  五 〇、 〇〇〇 

1 八 〇  四 〇、 〇〇〇 

二 〇〇  五 〇、 〇〇〇 

一八 〇  二 〇、 〇〇〇 

八 〇  一 五、 〇〇〇 

四 〇〇  三 〇、 〇〇〇 

一 四 〇  三 〇、 〇〇〇 

一 八 〇  三〇、 〇〇〇 

三 〇〇 一 〇〇、 〇〇〇 

五 〇  七、 〇〇〇 

二 〇〇  五、 〇〇〇 

二 五 〇  五 〇、 〇〇〇 

一 八 〇  六 〇、 〇〇〇 

ニニ 〇  二 四、 〇〇〇 

ニニ 〇  五 〇、 〇〇〇 

1 三 〇  未詳 

二 〇〇  四 〇、 〇〇〇 

1  一二  二 〇、 〇〇〇 

二 一 七 


第五 節 

B 泰顕 

瑞 愼 

羥 掄 

緯 ^ 

廣 源 

永 裕 

怡 和 

經 

和 


裕 

華 


物 華 

振 舆 康 

順昌同 


上海の 製糸 工場 

密勒路 

大洋 撟 

談家橋 

天 通 庵 

柳營路 

同 

日镩港 

麥根路 

成都路 

梧州路 

同 

香煙 橋路 

同 


金 

未 

同 

同 


詳 


詳 

詳 


二、 〇〇〇 

1、 〇〇〇 

四 〇〇 

二 〇〇 

二 〇〇 

一八 〇 

未詳 

同 

同 


七 五 〇 

二 四 〇 

ニニ 〇 

ニニ 〇 

ニニ 〇 

一 〇〇 

未詳 

同 

同 

同 


二 一  八 

未詳 

六 〇、 〇〇〇 

二 〇、 〇〇〇 

未詳 

未詳 

同 

同 


右に 列擧 した 八十 一 工場が 最近の 調査に よって 得た 數 である。 但し 實 際に は 尙 一 ェ が 洩れて 


なる。 何故ならば、 絲繭業 公所の 報告に よれば、 上海に は 現在 八十 二の 製糸 工場が あると 發 表さ 

れて ねる からで ある。 表 中の 一日の 繰 糸 量 は 最少 限度で あり、 資本金 も 亦 創立 當 時の 額に 過ぎな 

つ 


^十二 章 蠶絲業 


第 十三 章 絹織物 業 


第一 節 絹 織 物 

我國の 絹織物と して は綢緞 • 剠繡 • 絹帶 . 絹糸 等が あるが、 その 中で も 綢緞の 種類 は 甚だ 多岐 

で、 通常、 左記の 九 種に 分類され てね る。 

一、 綢 

調と は 元來は 絹織物の 通稱 であった が、 今日で は、 家蠶 糸で 織った 綿 轴* 寧綢 及び 野 蠶 糸で 織 

つた 繭綢 (別名 を絹紬 或は 本 機と いふ) に 限る 名稱 となって. Q る。 綿 紬は浙 江 省の 北部に 產し、 

寧綢 は元來 南京に 産した が、 現在で は 杭 州 • 南京 *鎭 江から 孰れ もこれ を產 する やうに なった。 
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^  s 縐緣物  三 三 

杭 州 産の もの は 精緵柔 厚で 且つ 光澤に 富み、 花 • 素の 二種に 別れて. Q る。 花と は 紋様の ある も 

の、 素と は 平織の ことで ある。 繭 綢は滿 洲國の 舊奉天 省 及び 熱 河 省， 一 帶に產 する のみなら す、 山 

^  • 河南，， 陕西 • 四川 • 雲 南 • 貴 州 等の 各省に これ を產 する。 山 東 省の 山東綢 • 山 西 省の 滞 |1 及 

び 澤綢、 河南 省の 魯山綢 は、 孰れ も野蠶 糸に よる 織物と して 著名で ある。 

南京 • 蘇 州 • 杭 州より 產 する ものが 最も 逸品で ある。 漳 殺と いふの は 元 來福建 省の 漳 州から 產 

したので あるが、 今では 南京 蘇 州で も 織られて， ぬる。 巴緞 及び 浣花緞 は 四川 省 一 帶に產 し、 元靑 

綏は 南京から 產 する。 乙の 外、 花 緞. 斜紋緞 • 閃緞の 如き も、 孰れ も 緞子の 一種で ある。 元靑鍛 

は 無紋の 緞子で あるが、 日本の 婦人 は 好んで これ を 以て 帶 となし 『南京 糯 子』 と t- びなら して， Q 

る o 

三、 縐 

縐とは 縮み 織に した 絹物の 通稱 である。 湖州 產の 湖縐、 杭 州產の 線縐、 蘇 州 産の 蘇 線縐、 鎭江 


產 の 紅 線 II そ の 他 各地 で 製造 さ れ る 縐紗、 II 布な ど は 皆 乙れ に 含ま れ る。 

四、 紗 

^くして 輕ぃ 絹織物 を 指して 言 ふ。 坑州 • 蘇 州は紗 の 著名なる 產 地で ある。 そ の 種類 は 甚だ 多 

い。 而 して 官紗と いはれ る 一 種 は專ら 夏服の 用に 供され る。 . - 

五、 綾 

表面 は 緞子に 似て .Q るが 質 は 稍 薄い。 汴綾 • 白 綾 等の 種類が ある。 前者 は 河南 省の 開封に、 後 

者 は 江 蘇 省の 鎭 江に 產 する、 また 紋様の ある もの を 花 綾と いひ、 質の 厚い もの を 板 綾と 稱 する。 

六、 紡 

大體に 於いて 調子に 似て. Q るが 故に、 別名 を紡綢 とも 稱 される 一 種の 絹織物で ある。 杭 州 産の 

もの を 杭 紡と いひ、 吳江縣 の盛澤 鎮に產 する もの は 盛 紡と いはれ、 四川 省產の もの は 川 紡と い 

ふ。 乙 の 中で 最上 質の もの は 杭 紡で ある。 
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笫 1 節 絹蝼物  1 三 四 

七、 羅 

織目 を 荒く 透かした 絹織物であって、 生 羅* 熟 羅の區 別が あ. o、 前者 は 練った 生糸、 後者 は 練 

らぬ 生糸で 織 上げた もの を 指す。 秋羅と 呼ばれる 一 種 は專ら 夏服の 用に 供 1 る。 杭 州 • 吳江 等の 

產が 特に 著名で ある。 

漳絨 • 建 弒* 金銀 糸絨 等の 種別が ある。 漳絨は 福 建 省の 漳 州が 原産地で あるが、 今では 南京 • 

蘇 州で 織られる ものが 最も 多い。 建 絨は福 建 省の 產、 金銀 糸絨は 南京 • 蘇 州 等で 生產 される。 

九、 錦 

各種の 色 を 使用した 絹織物であって、 四川 省の 成 都と 福 建 省の 建 陽に 產 する ものが 最も 著名で 

あり、 前者 は 特に 蜀 錦と 稱 される。 こ の 外、 福 建 省 温 州の 甌錦 • 湖北 省荆 州の 方 錦 もまた 世上に 

その 名が 聞え てね る。 


以上 は在來 からの 絹織物に 就いての 分 慰で ある。 今日で は 新式の！： 緞 類が 輩出し、 その 品種 も 

多様で あるが、 しかし、 その 性質な， o 特徵 な. o より すれば、 7- れを 如上の 九 種類の どれ かに 列す 

る 乙と は出來 るので ある。 (但し 今日の 新式 綢緞類 は、 天然 絹糸と 人造絹糸の 交織に よる ものが 

大部分で ある)。 

刺 繡品ゃ 絹 帶* 絹 絲等は 孰れ も 我 國古來 からの 家內 手工業の 一 であるが、 各 大都市に 於いて、 

特に 盛んで ある。 刺繍に は、 京 繡， 蘇 繡* 廣繡 • 湖繡 等の 様式が ある。 京 繡とは 即ち 北京 風の も 

の • 蘇 鏽は蘇 州 • 廣繡 は廣東 • 湖繡は 湖南 風の 刺繡を 指す。 別に 顧繡と 呼ばれる ものが あるが、 

やはり 蘇繡の 一種であって、 傳稱 すると 乙ろ によれば、 明 代の 初葉に 顧 氏が 新に 畫繡の 方法 を 創 

始し たので、 後世 乙れ を 顧繡と 呼ぶ やうに なった とい ふ。 北京 • 杭 州 • 蘇 州 及び 廣東 は、 我國に 

於け る刺繡 業の 中心地で ある。 而 して、 杭 州產の もの は 蘇 州 風で あるが 故に 蘇 H に屬 する。 乙れ 

らの 地域に 於け る 刺繡品 は、 孰れ も 世上に 珍重され て， Q るが、 特に 北京の 金 絨繡と 呼ばれる 種類 

の もの は 最も 著名で ある。 


第 十 11 一草 0^00  二 二 五 


笫ニ節 新舊絹 錢物粲  ニニ 六 

- . 第二 節 新舊 絹織物 業 ..  . 

我國に 於いて 絹織物 業と いふ 場合 は 、通常 綢緞の 製造 を 指して _Q る ことが 多い。 從 つて、 こ. > 

に 述べる ところ も 亦綢緞 業に 限定して 言 ふこと とする。 乙の 部門 は、 昔から 國家 の經詧 する もの 

と 個人の 經營 する ものと があった。 漢 代の 織 室 • 唐 代の 織染署 • 明淸ニ 代の 織 造 は、 孰れ も國家 

が經營 する 絹織物 工場で ある。 漢 代に は少府 に屬 する 官 として、 東 織 及び 西 織の 各令亟 があった 

が、 後に 東 織 を 省き 西 織の 名 を 織 室と 改めて 存置した。 凡そ 婦女に して 過誤 を 犯した 者 は、 これ 

を 織 室に 屬 せしめて 勞作 せしめた とい ふ。 明 代に は 織 造なる 官署を 南京 • 杭 州 • 蘇 州の 三 地點に 

設けて、 各署に 提督 織 造太監 一名 を 置いた。 淸 代に 移る や、 三ケ 所の 職員 を 改めて 內務府 の 職員 

とし、 乙れ を 同じく 織 造と 呼んだ。 M の國 家の 經營 する 絹織物 工場 は、 各種の 衣料 • 制帛 (法令 を 

誌す 巾) • 誥敕 (詔敕 を 誌す 巾) • 綵繒 (祝祭 装飾 用の 色 巾) 等 を 織 上げて、 專ら 皇帝 及び 朝廷の 御用と、 

祭祀 • 褒賞の 際の 需耍に 供す る だけであって、 民間の 消費 生産と は殆 んど關 すると 乙ろ がな か つ 

た。 乙の 故に 中華 民國の 成立と 共に、 南京 • 杭 州 • 蘇 州の 織 造衙門 は、 忽ち 跡 かた もな く 消滅し 


てし まった ので ある。 

我國の 絹織物 工場 は、 大部分が 生糸の 中心 産地に 集中して， Q る。 廣東 • 江 蘇 *浙 江 • 四川 は 生 

糸產 額が 特に 多い お 故に、 その 地域 內の 絹織物 業 も 亦 頗る 發 達して. Q る。 しかし 我國の 絹織物 業 

は 本 來家內 手工業の 一 部であって、 今日で は 新式の 織物 工場が 經營 されて. Q ると はい へ、 その 事 

業 は尙ほ 萠芽 時代に 在る ため、 急速に 長足の 進展 を 期待す る^と は 困難で ある。 舊 式の 絹織物 業 

にして 工場 を 設けて ゐる もの は 甚だ 少ぃ。 絹織物 業の 發 達した 各 都市に 於いて は、 普通の 民家に 

木製の 織機 ニ臺 或は 四臺を 置いて！ 1 つて. Q る もの は 見られる が、 所謂 絹織物 工場と 稱 すべき もの 

ではない。 これらの 民家 は 通常 概ね 『機屋』 とい はれ、 織 造に 從事 する もの は 『織工』 或は 『機 

^16』 と稱 せられる。 機屋に は. Hz 身の ために 商品 を 織る ものと 他人の 商品 を 請負って 織る ものと 

の區 別が あるが、 普通に は 後者の 方が 多くて、 機屋 は、 木製の 織機 及び 附屬 器具 若干の 外 は、 大 

多數は 何等の 資本 を も 有しない ので ある。 

織物の 原料 も 他からの 供給に よるち ので、 機屋 は 要するに 織 上げる 勞 作に 對 する 相當の 報酬 を 

受ける に過ぎない。 従って、 機屋 は 被 傭人で あり、 その 顧客 は 則ち 雇主で あると 言； 5 得る ので あ 

る。 ？- れらの 雇主 は、 江 蘇浙江 一 帶 では 勘定場と 言 ふ 意味で 『賬 房』 と 呼ばれる と m ろの 問屋で 
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^二 節 新舊弒 織物業  二 II 八 

あり、 本來は 相當の 資本 を 擁した 綢緞 商で ある。 而 して 各 要地に は 大抵 その 代理店と なって 卸賣 

する 店が あり、 これ を 支店と いふ 意味で 『分 莊』 と 呼んで. Q る。 但し、 その 本店 はや はり 勘定場 

と 呼ばれ 『總 莊』 と は 言 はない。 南京な どの 機屋で は、 規模の 稍大 なる 勘定場に 對 して は 『大賬 

房』 と稱 して ゐる。 

しかし 最近で は 江 蘇浙江 あたりの 勘定場で は、 自ら 新式 工場 を 設けて 織工 を 招 寡し、 鐡 製の 織 

梭を 以て 新式の 絹織物 を 織る に 到った。 故に、 將來、 絹織物 業の 中心地に 於け る 機屋 制度が 淘汰 

され やに 經 過し 得る か 否か は、 特に 研究の 價 値が あるで あらう。 . 

一、 廣東省 

絹織物 業 はこの 地域 內に 於け る 各種 産業の 中で 最も 重要な 地位 を 占めて .Q る.。 織 造に は槪 して 

舊來の 方法が 用 ひられて. Q るが、 最近で は 新式 探 用の 趨勢が 見えて ゐる。 地域 內の 主要な 生糸 產 

地で はみ な 絹織物が 甚だ 盛んで あるが、 就中、 順 德， 南海 • 番禹 • 新會 等の 各縣は その 最も 著名 

な 中心で ある。 


二、 浙江省 

杭 州 • 嘉興 • 紹舆 等が 中心地で ある。 嘉舆に は 太平 天 國の亂 c 一八 五 01 一八 六 四) の 後に、 ニ千臺 

內 外の 織機が あり、 一 時 非常な 隆盛 を 極めた。 その後、 地方 官衙が 一 臺の 織機に つき 每月 一 元 を 

課稅 したので、 負擔の 過重に 堪へ かねた 機屋 は、 殆んど 全部が 江 蘇 省 吳江縣 下の 盛 澤鎭に 移って 

しまった。 また 現在で は 湖州 地方の 絹織物 業 は、 すでに 紹舆 よ， o も 上位 を 占め、 杭 州の 次位に 達 

してなる。 而 して 杭 州 • 湖州 • 紹與に は、 みな 新式の 絹織物 工場が 出現して ゐる。 

三、 江 蘇 省 

蘇 州 • 南京 • 盛澤鎮 等が 重要な 機業 地で ある。 蘇 州に は 七 八十 年 前に 旣に 一 萬 數千臺 の 織機が 

あつたが、 太平 天 國の亂 のために 非常な 打擊を 受けて 一 時衰頹 して ゐた。 近年で は 新式の 絹織物 

工場が 經營 されて- Q る。 

南京 は 昔から 絹織物 業の 要地であった が、 近年で は 頗る 衰微して、 その 地位 は 旣に蘇 州 や 杭 州 

の 下位に 降った。 ^の 地に も 新式 工場が 經營 されて. Q る。 
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四、 四川 省 

成 都 。 嘉定 • 順慶 • 保 寧 • 潼川 • 重慶 等が 最も 重要な 中心 をな して， Q る。 成 都 は 棱屋ニ 千戶、 

織機 一 萬 餘臺、 織工 四 萬 人 を 擁し、 絹織物の 産額 は、 全 省 産額の 七十 ％を 占め てれ 。る。 嘉定も 相 

當に 盛んであって 成 都に 次いで 第二 位 を 占め、 その 産額 は 全 省の 二十 ％ に 達して ねる。 

五、 山 東 省 

我國 の特產 として 著名な 繭綢 は、 槪ね山 東 省の 產 である。 その 主要な 中心地 は、 昌邑 .棱 霞 • 

牟 平等の 縣 であって、 これらの 地方に ある 織綢は 合計 六 七 千臺、 毎年 百 萬 餘疋の 繭綢を 織り 上げ 

てぬる。 而 して、 これと 省內の 他の 地方からの 產 出と 合算 すれば、 山 東 全 省の 年産額 は 百 五十 餘 

萬疋 であって、 全 國總產 額の 八十が を 占めて. Q る。 而 して これに 要する 原料の 三分の 二 は、 満洲 

國の 南部 地方に 供給 を 仰いで ねる。 


第三 節 絹織物の 輸出 

過去 十數 年來、 我國の 絹織物の 輸出 は、 綢緞が 中心的な 質量 を 占め、 その 價格は 一年に 海關兩 

で 凡そ 二 千 數百萬 雨に 達して ゐ る。 而 して これに は 普通の 綢緞 と繭綢 との 二種 別が あり、 前者が 

家蠶糸 • 後者が 野 蠶糸を 原料と する こと 旣述の 通りで ある。 前者 は、 少ぃ 時で も 約 一千 餘 萬兩、 

多い 時には 一 千 七 百 餘萬兩 に 達し、 後者 は、 少ぃ 時で 五百餘 萬兩、 多い 時には 一千 三百 餘萬兩 に 

上る。 刺繡品 • 絹 帶* 絹糸 等の 輸出に 到って は、 就中 • 刺 繡 品が 稍 重要な 地位 を 占め、 多い 時に 

百 六十 餘萬 兩、 少ぃ 時に 十 數萬兩 に 及ぶ だけで ある。 
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第 一 節 毛織 原料の 產額 

我國の 毛織 原料 は、 大別して 次の 三種、 即ち、 綿羊 毛 • 山 羊毛 及び I！ 鸵 毛で ある。 

一 、 綿牟毛 • 山羊 毛 

綿羊 及び 山羊の 飼養 は、 蒙古 *靑 海 • 西藏が 最も 盛んであって、 甘肅が これに 次ぎ、 陝西 ，リ 

西， 河北 • 山 柬* 河南の 諸 省、 揚子江 流域の 諸 省が 更に これに 次ぎ、 南部の 各省 は 極めて 僅少で 

ある。 (因に 滿洲國 の產額 は甘肅 省の それと 匹敵す る )0 この 外、 西部の 雲 南 貴 州 方面で も 飼養 さ 

れて _Q る。 揚子江^ 域で は 四川 省の 西 境と 西康 省と が 豊富で ある。 一般に-牧畜と 農耕と は 反比例 

をな す もので、 農耕が 發展 すれば 地租 も 高率と なる が 故に、 從 つて 牧畜 は 衰退し、 農民が これら 
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を 飼養す る 場合 も、 一 種の 副業と して 行 ふに 過ぎなくなる ので ある。 

我國に 於け る 羊毛の 產額 について は、 據 るべき 統訐數 字 を 全く 缺 いて. Q るので あるが、 次に、 

日本の 殖産 研究 會が 羊毛の 輸出 額 (西藏 を 除く) を 基礎と して 作製した もの を 表示しょう。 
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1 〇、 〇〇〇、 〇〇〇 頭 
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三 三、 〇〇〇、 

六 八、 五 〇〇、 
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〇〇〇 斤 

〇〇〇 斤 
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右の 推計 表で は 綿羊と 山羊と が 合算して あって、 兩 者の 比例が ど の 程度で あるか は 明瞭で な 

い。 然し 吾人の 觀 察に 基いて 言へば、 綿羊の 方が 大多數 を 占める の は 普通で ある。 

羊毛の 名稱は 多様であって、 春 毛 • 夏 毛 • 秋 毛 • 套 毛 • 抓 毛 • 脫毛 • 捻 毛 • 爪 子 毛 • 寒 羊毛な 

どの 區 別が ある。 舂毛 • 夏 毛 • 秋 毛 は 採 毛の 時期に ついて 言 ふ。 抓 毛 套毛は 探 毛の 方法に ついて 


言 ふので あるが、 前者 は鐡の 鈎で 搔 取った もの、 後者 は 剪刀で 刈 取った もの を 指す ので ある。 脫 

毛と いふの は 五六 月の 頃に 自然に 脫落 する 毛で ある。 

捻 毛 • 爪 子 毛と いふの は 毛の 形狀に 就いて 言 ふので あるが、 前者 は 捻 おれて 荒； i の 如き 形狀に 

なった もの、 後者 は 鈎の 爪に か V つて 來た毛 を 左手の 拳に 堅く 詰め 乙み 團 子の やうに 圓め たもの 

で、 別名 を 球 毛と いはれ る ものである。 一般に 舂毛は 品質が よくて 秋 毛 は 劣って. Q る。 夏 毛 は 一 

且春毛 を 採った 後に 採る 毛で、 品質 は 秋 毛と 同等で ある。 しかし、 夏 毛 を 探る の は 甘 肅*陕 西の 

兩 省が 主であって、 その他の 產羊區 域で はこれ を 探る M とが 稀れ である。 抓 毛の 種類 は 甚だ 多い 

が、 その 中の 一種で あると M ろの 寒 羊毛と いふの は、 河南 • 河 化 及び その 近接せ る 省に 產 する 一 

種の 小 綿羊の 毛であって、 每年三 四月の 頃に 採取す る。 繊維が 細長で 且つ 捲 縮 性に 富んで ねる か 

ら、 我國の 羊毛の 中で は 最上 品と されて. Q る。 

羊毛の 大 なる 集散 市場 は 同時に 大 なる 輸出 市場 を も 兼ねて. Q る。 天津が その 最も 重要なる 市場 

で、 漢ロ 上海が これに 次いで. Q る。 天津 市場に 於け る 羊毛 は、 靑海 • 甘 肅*陝 西， 內 蒙古 • 山 西， 

河北 • 熱 河 及び 河南 山 東の 一 部から 集まって 來る。 天津 へ 到着す るまでの 中繼 市場と して 東口  • 

西口と 呼ばれる 地點が あるが、 東口と いふの は 張 家 口の ことで あ， o、 西口と いふの は 歸化城 (即ち 
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今の 厚和 豪 特) である。 而 して 潇洲國 の 錦 州 は 張 家 口にと つての 中繼 市場で あり、 西 寧 (靑 海： >• 石 嘴 

子 (寧 包頭鎮 (絞 遠) は、 歸化 城に とっての 中纖 市場 を 成して ねる。 

滿洲國 及び 東 蒙古の 羊毛 は 概ね 伯都訥 (扶 餘縣) *鄭 家 屯 •  、ノ ルビン 等の 各地に 集中し、 奉 天 • 

營ロ  • 大 連から 轍 出される。 山 東 省の 羊毛 は、 一 部が 天津に 蓮 ばれ、 一部 は 一旦 周 村に 集まって 

から 靑 島に 行き、 そこから 輸出され る。 中部 地方の 羊毛 は 重 慶*漢 口 • 上海 を その 市場と してな 

る。 重慶 市場に 於け る 羊毛 は、 西 藏 • 甘肅の 一 部から 來る ものと 四川 省 全部の ものと である。 外 

蒙の 羊毛 は 多く は 恰克圖 • 海拉爾 等 を 輸出 市場と して ゐる。 西藏の 羊毛 は 一 部が 四川 省に 流れる 

外 は、 大部分が インド を經て 輸出せられ てなる。 

二、 騄認毛 

蒙古と 新疆 とが 駱駝の 主產 地で あるが、 北部 地方 及び 満洲 國 にも 多少 は 71 れを產 する。 ^古の 

產出區 域 は 西部と 北部と が 主であって 約 百 二十 萬 頭と いはれ、 張 家 口と 庳偷 (即ち 今の ウラン パ 1 ト 

ル • ホト) との 間で 茶 を 蓮んで ねる 駱駝 だけで も 約 十 萬 頭 前後と いはれ てゐ る。 駱駝 一 頭の 负 重力 

は 三百 五十 斤から 四百 斤、 一 頭の 産毛 量 は 五 斤と いはれ てね る。 蒙古の 西部 地方に 產 する 駱駝 毛 

は、 東部 北部の ものに 比べて 良質と いはれ て. Q るが、 乙れ は 後者が 力役に 勞 せしめられる こと 過 


度で あるた めに， 毛質を 傷け るの だとい はれる。 從 つて 石炭の 運搬に 使役され る骆駝 は、 毛 質が 最 

も 劣等で 殆ん ど無價 値で ある。 ^駝 毛の 採取 は、 自然 脫落 によるの であって、 人爲 的に 搔き 取り 

乃至 剪み切る ので はない。 故に、 乙の 點は 普通の 羊毛 採取な どと 異 つて _Q るので ある。 駱駝 毛の 

年産額 は 明瞭で はない が、 しかし、 その 產額は 相當豐 富と 稱 して 謬り でな く、 現に 國內の 需要 を 

充 たしても 尙ほ相 當の數 量が 國 外に 輸出され て. Q る 程で ある。 

次に、 民國 十二  • 十三の 二 年間に 輸出され た 毛織物 原料の 数量 (單 位ピ クル) と金 額 (單位 海 關兩) 

と を 表示して 見よう。 
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毛の 價格は その 長短 細 粗の 程度と 混在す る麇 土の 多少と を 標準と して 定める。 左に 各種の 羊毛 
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及び 駝 毛の 價格を 對照 表示しょう，。 

名稱  產地 

抓 毛 河北 • 綏 遠. 包 頭 山 西 省 一 帶 

秋 毛 張 家 口 • 陝 西. 山 西 

^羊毛 河南 • 山 東 • 河北 

西 寧 毛 甘肅 • 靑侮 . 綏遠 

山羊 絨 陝 S 省： g 林 

子羊 毛 山：. 3  . 甘肅 •  8! 

駝 毛 內 外蒙古 綏遠 

これらの 羊毛 は 悉く 天津 その他の 市場に 集中し、 獸毛專 門 商店の 手 を 通じて 外國 商館に 賣 渡さ 

れ 然る 1 に 海外に 輸出され る。 最近で は外國 商人が 直接 人 を 産地に 派遣して 買 付ける 者 も 現れ 

てゐ るが、 その 利潤が 前者， に 比して 遙に 多い 乙と は 言 ふまで もない。 天津に は獸毛 輸出 を 紫と す 

るタ國 商館 力 三十 餘社ぁ 6、 その 中、 羊毛 專門 の資易 商と して は、 英國 系に 隆茂 洋行 • 高 林 洋行、 


ニー ー一八 

百 斤の 價  毛 質 及び 其 用途 

四十 餘元 f  f 細 ふ • 長^ 1 三寸，；^ 性に 富む 鱗片き」 多く ホ，： ム ス 

ハン. スコッチ. セ ル 等に 適す。 

三十 餘元 ss¥。* 驟片少 く 死 毛 頗る 多し。 f . 粗 毛布 及び 毛-糸 

五六 十 元 S4fi0§sli 

五六 十 元 ISPKKf 装 まなて 豪 あり。 編物 用 毛 

五十 餘ー兀 あり。 鎩維は 細く して 短く、 捻 綿 性に 富む。 

四十 餘元 S?SK 化 t 硬く 光澤 少し。 秋 毛と 同様の 特質に て、 粗 毛 

ギぞぁ に 適す 

五十 餘元 纖 維.！ 長に して 色 は 淡 黄を帶 ぶ。 駱駝 絨を、 造る に^す。 


米國 系に 新泰與 洋行 • 仁 記 洋行の 四 社が ある。 この 四 社の 中で は 英商險 茂 洋行が 最も 古く、 規模 

も 最大であって、 同時に 水上 火災 兩 種目の 保險 事業と 資金の 融通 をも^ 營 して >Q る。  . 

而 して 以上 四 社の 洋行に は、 孰れち 打 毛 工場 及び 洗 毛 工場が 附設され て 居る。 蓋し 奥地の 放牧 

地から 積 出されて 來る 羊毛に は、 塵埃 土砂が 混在して 居り、 それが 多き は 五十 五.^、 少き もの も 

二十 五が に 達する ので、 先づ これらの 夾雜物 を 洗淨 して 後に 鎵出 しなければ、 運賃 を 徒費す る 結 

果 となる からで ある。 各 洋行の 洗 毛廠の 設備 は 互に 相異 してね るが、 普通に は、 打 土 機 • 洗 毛 機 

乾毛襪 及び. B 裝 機から 成って， Q るの が 常で ある。 
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第二 節 羊の 品種改良 

我國の 綿羊 山羊の 品種 は 頗る 多く、 その 毛 質の 良 不良 は必 やし も 決定的に 評價し 難い ので ある 

が、 大體に 就いて 言へば、 長さが 不足な 乙 とと 鱗片が 少 いために、 高級の 毛織物 原料と する に は 

甚だ 不適 當 である。 しかも 一頭の 羊の 產毛 量が 少 くて、 乙れ を 世界的に 著名な メリノ 種の 綿羊と 

較べるならば、 遙に 劣って. Q るので ある。 

その 由來 する 所以 を 考察す ると、 昔から 我國. の 牧者 は、 羊 を 目して^ ら肉 或は 皮衣の 最上の 源 

^として は， Q たが、 決して 毛 そのものに は 重き を 置かなかった からで ある。 乙れ がた めに、 毛の 

品質 は劣惡 化の 1 途を迎 つたので ある。 

我國で 羊の 品種改良の M とが 始まった の は、 前淸の 末年、 光 緖宣統 年間の M とで ある。 改良 方 

法と して は、 メリノ 種の 綿羊と 固有の 綿羊と を 交配し、 我 國の氣 候に 適合した 新 メリノ 種 を 生み 

出す とい ふ 點に注 0 されて なた。 乙の ための 羊疆 改良 試驗 場と して は、 國 立の もの も あり、 また 

お 立 ，私立の もの もあった。 II 立 試 驗場は 次の 四ケ 所に 設けられた。 即ち、 北京の 農科 大學 及び 


農 商 部の 第 ！，• 第二  • 第三の 各 種畜 場が それで ある。 農 商 部 直轄の 第 一 1::::,? は 察哈爾 に、 第二 

は 北京 城外 • 西 山の 門 頭 村に、 第三 は安徽 省の 鳳 陽縣と 盱眙縣 との 間に 在る 石 門 山に、 それぞれ 

設立され た。 省 立の 試驗 場と して は 次の 三ケ 所、 即ち、 奉 天 農事 試驗場 • 山 西 省 太 原の 模範 牧場 

及び 山 西 省 靜樂の 模範 牧場が それで ある。 私立の もの も 敫ケ 所に 在った が、 就中、 山 西 省 大同 郊 

外の 堡子灣 に 設立され た 仁 恭墾牧 公司 は、 その 最も 著名な ものであった。 この 中で、 奉 天の 農事 

試驗場 は、 設立 も 最も 早く、 規模 も 最大であった。 乙、 は 陳振先 氏が 創始した もので、 成立 當初 

に は メリノ 種の 綿羊 百 數十頭 を 置き、 凡ゆる 設備^ 整然として. Q たので あるが、 政局 不安定の 飛 

沫を 受けて、 その 前途 は 大きな 障害に 直面した。 國 立の 各 試 驗場も 同檬の 理由で 少しも 進展し な 

かった。 山 西 省に 於け るニケ 所の 試驗場 は、 閻錫 山が 創設した ものであるが、 前後 數 年間， に メリ 

ノ種ニ 千 餘頭を 購入して ゐる。 乙れ は、 M の 省の 政情が 比較的に 安定して ゐ たが 故に、 稍 順調の 

發展を 見た のであって、 現在 尙ほ 試驗 時代 を脫 却して ゐな いが、 その 成績に は旣に 相當觀 るべき 

ものが ある。 
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第三 節 新式 毛織 工業 

外國 から 輸入され る 毛織物 は、 海關の 貿易 統計の 上で は、 純毛 製品と 綿毛 交織 品の 二種 別に 分 

額され て， Q る。 鈍 毛製品に は、 羽毛 (カム レット) • 羽线 (ラス チン グ) • 絨氈 • 老 虎 氈 • 呢 (羅紗) . 

嗶嗞 (ロング. エル：" • 法蘭絨 (フランネル) • 旗紗 (リンネル) 及び 各種の 毛糸が あり、 綿毛 交織 品に は 

毛羽 鍋 (イタリア 毛襦 子) • 羽紗 (オルレアン) • 斜紋呢 (ヘル) • 企頭呢 (サ ー. チ) *棉 法蘭敏 (綿 フラン ネ 

ル) • 棉絨布 (綿毛 布) 等が ある。 純毛 製品の 中で は、 呢* 嘩嗞が 最も 多く、 毛糸が これに 次ぎ、 

綿毛 交織 品と して は 斜紋呢 と 企頭呢 とが 最も 多 い 。 

我國に 於け る 毛織物の 輸入 は、 光緖 初年から 二十 八 九 年までの 間 は、 每 年海關 銀で 三 四百 萬兩 

乃至 四 五 百萬兩 あって、 さした る增 減はなかった。 それが 光緖 三十 年 2 九 O 四 年} から 民 國ニ年 

C1 九 一三 年) にかけ て は、 年に 八 百 餘萬兩 に激增 し、 民 國九年 (一九二 〇 年) に 入って 一千 萬 兩を突 

破、 更に 民國 十二 年 (一九二 三年) に は 一千 九 百餘萬 兩に增 加す るに 到った。 しかも、 最近 十數 年 

問の 傾向より すれば、 毛織物の 輸入 增加 は、 極めて 迅速な ものが あると 言へ るので ある。 


毛織物の 輸入 增加は 近年に 到って 始めて 重要性 を 示した ので あるが、 しかし、 前 淸の大 官左宗 

棠は、 旣に 半世紀の 昔に 於いて、 夙に 毛織物 業の 振興が 急務た る 所以 を 知って. Q た。 左 氏 は光緖 

二 年 (一 A 七 六 年) に甘肅 省の 蘭 州に 織 呢總局 を 創設した。 その 作業場の 構造 や 機械の 配置 は、 現 

代の 專門 家の 眼で 觀れば 勿論 不適 當な點 が 多々 あるで あらう。 然しながら、 光緖ニ 年と いふ 年が 

如何なる 時期で あるか、 また、 當 時の 國內の 新式 産業の 狀況が どの 程度で あつ たかを 考へ ると 

き、 左宗棠 公が 西北 邊 境の 軍務に 忙殺され てぬる 際に、 尙ほ 且つ か、 る 建設的 事業に 注目して、 

根本的な 大計 を 立てた 乙と、 殊に 總 局と いふ 名 稱の附 け 方より して 觀 るに、 明白に、 將來 他の 地 

方に も 分局 を擴充 する 豫定 であった M と は、 その 眼光の 遠大と 用意の 深厚なる 點で、 入 をして 感 

佩せ しめす に は 措かない ので ある。 

甘肅に 織呢總 局が 成立して 以來 三十 餘 年間と いふ もの は、 これ を 承け て 立つ ところの 新式 毛織 

ェ：： ： は 出現し. なかった。 日露 戰爭が 終熄して、 國 民の 間に 利 權回收 蓮 動が 熾烈と なる に 及び、 漸 

く 日 輝呢廒 *溥 利 公司 及び 湖北 氈呢廠 が、 相 前後して 創設され た。 満蒙 織 絨廠の 創立に 到って は 

更に 一 i^a 一れ たので あるが、 我が 國の 領域 內に 建設され た 新式 毛織 工場と して は、 M れが 最大の 

ものであった。 しか TP 乙の 工場 は 決して 我が 國 民の 經營に 係る 事業で はな か つたの である。 次 
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に 右の 五 工場の 紡錘 數と 紡機の 臺數を 表示しょう * 


二  H 四 


工場 名 

甘肅 棧呢總 局 

日 輝 K 呢蔽 

溥利 公司 

湖北 铰呢廠 

満蒙 織絨齩 


地 點  紡錘 數 

蘭 州 暢家巷  九 0〇 

上海 日揮撟 1 、 七 五 〇 

北京 淸河鎭 四、 七 五 〇 

武昌下 新 河 約 一 、 〇〇〇 

藩 陽 皇姑屯 七、 二 〇〇 


ニニ 

四 四 

五八 

一四 

一六 〇 


創立者 

左 宗 棠 

鄭孝胥 

張 之 洞 


創立 年 

一 八 七 六 年 

1 九 〇 六 年 

一 九 〇 六 年 

一 九 〇 八 年 

一九 一八 年 


资本關 係 

官 . 營 

民 © 

民 パ： 《1 

官民 合辦 

日 支合辦 


以上の 五 工場の 紡錘 合計 一 萬 五 千 六 百 • 紡機 二百 零 八 臺*每 年の 生 產品價 格 四百 餘萬 元で あつ 

た。 しかし、 右の 中で 明白に 日本 系と 見るべき 満蒙 織絨廠 (日本 名 は 一 I 鼗 毛織) を 除いて、 他 は 孰れ 

も^ 營し 始めて 間もなく 相次いで 倒 產閉鸽 してし まった。 甘 肅織呢 總局は 今では 民營 となって 居 

り、 溥利 公司 は 陸軍 部 織 呢廠に 改組され、 日 輝 は 恢復した といっても 僅に その 一部が 操業して- Q 

るに 過ぎない。 湖北 氈呢廠 に 到って は、 今な ほ閉銷 のま k である。 五 工廠の 紡機 は、 滿蒙織 絨^ 

の ものが 外部の 者に 不明瞭で あるの を 除き、 他の 四 工廠に 設備され たもの は、 孰れ も 短 羊毛 を 紡 

ぐに 適す ふ もの 一 種類 だけであって、 從 つて、 乙れ を 以て 各種の 毛織物、 特に スコッチ • ホ.1 ム 


ス パ ン等を 織り 上げる ことが 不可能な ので ある。 而 して 甘肅總 局で は 所要 の 原料 を その 地に 求 

め、 滿蒙 工場に 於いて は 大部分 を 满蒙產 に 求める が、 他の 三 工場 は 大部分 を 海外からの 輸入品に 

仰いで ゐた ので ある。 

この 他、 各省の 要地で、 簡單な 方法で 新式 毛織 業 を經營 して. Q る もの も あるが、 その 規模 甚だ 

狹少 であるから、， 玆には 省略す る。 

更に 天津に は 海 京 洋行の 經營 する 毛糸 工場が ある。 創立 は 一 九 二三 年、 米國 商人の 經營に 係 

り、 紡錘 千 百 七十 を 擁し、 天津に 多い 絨毯 製作 向きの 毛糸 を 製作して、 專ら 自家の 絨毯 工場の 用 

に 充てて ゐる。 
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第 四 節 絨毯 及び 其 他の 舊式 毛織 業 

我國， の 絨毯の 織り 方 は、 その 方法に 於いて 世界で 最も 著名な ベ ルシア • インド 及び トルコの 轼 

毯と 相似して. Q る。 これが ため、 我國の 絨毯 業の 起源に ついて、 現代の 學 者の 間に、 獨立 系統 說 

と 西域 傳來說 との ニ說が あるので ある。 M の 問題 は 今 こ、 に 論及 しないが、 たくこの 織 造が 北部 

地方 一 帶に 非常に 廣汎に 行 はれて _Q る 乙と は 言 はねば ならな い。 東 は 滿洲國 から 西 は新疆 • 西藏 

に 到る まで、 普遍的に 行 はれて 居り、 特に 北京 地方が 中心 をな して ゐ る。 ョ— &ッパ 市場で 天津 

絨毯と 呼ばれる の は、 我國の 北部 地方で 織られた 絨毯が、 大部分、 天津 を 集散 及び 輸出の 中心 巿 

場と して， Q るた めに 與 へられた 通稱 である。 

我國の 絨毯の 織 造 法 は I 先づ 羊毛 を ほごして 絮 となし、 乙れ を 紡いで 糸と し撗 糸の 用に 充て 

る。 次いで 綿糸 數 本を蹉 6 合 はして 縱糸 とする。 普通の 絨毯の 縱糸は 六 七 本で あるが、 最上 等の 

もの は 十本から 十二 本で ある。 縦糸 は 純白 色で あるが、 横糸 は 模様に よって 色彩 は 一定せ す、 隨 

意に 配色す る。. 織臺は 角材 四 本 を 井桁に 組み合 はせ た TP ので、 先 づ縱糸 を 枠の 中に 張り、 毛の 橫 


糸 を縱 糸の 一 本々々 に 向って 交互に 結びながら 編み上げ、 最後 を 小刀で 切斷 する。 縱 糸の 全部に 

亘 つて 順次 編み 終ったならば、 その上から 撗に 綿糸 を 通して 鐡 製の 物指 形の 平 棒で 締めつ ける。 

M の橫に 通した 綿糸 數條を 合して 1 道と いふが、 通常、 三 條 • 四條 或は 五條が 一道で ある。 乙の 

條數が 多ければ 多い ほど 絨毯の 一 尺當 りの 道 數は少 くなる わけで、 大抵、 一 平方 吋に つき、 少ぃ 

もの は 三 四十 道 • 多 いもの も 百十餘 道が 止まりで ある。 而 して、 絨毯の 上等と 下等と は、 この 道 

數の 多寡 を 標準と して 定める ちので、 道 數が少 ければ 撗 糸が 荒くて 細工 は簡單 であり、 多ければ 

横糸が 細くて 細工が 緻密 困難 だからで ある。 極細の 横糸 は 上等の 羊毛 を 紡いで 始めて 得られる の 

であり、 太い 横糸なら ば 中等 度の 羊毛で も 十分 用に 堪 へる。 從 つて、 絨毯の 賣價の 高下 は 道數の 

多寡 を 以て 區別づ けられる ので ある。 

絨毯の 原料と して は、 各種の 羊毛の 外に、 駱駝 毛 もまた 使 はれる。 國產の 羊毛の 中で は、 西 寧 

大片と 呼ばれる 西 寧 (靑 海) 産の 羊毛が 最も 上物と され、 極めて 緻密な 絨毯 を 織る ことが 出來 る。 

但し、 非常な 遠距離 を 蓮 ばれて 來る 費用が 嵩む ために、 價 格ち 頗る 昂ぃ。 乙の 外、 前述の 寒 羊毛 

の 如き も 細密の 絨毯 を 織る のに 適して. Q る。 寒 羊毛に も、 採取の 時期に よって 春寒 羊毛と 秋 寒 羊 

毛の 別が あるが、 前者 は高價 であり、 後者が 低廉で ある 乙と 言 ふまで もない。 
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山羊 毛の 柔軟で 眞 直ぐな もの も 亦 絨毯の 織 造に 適して なる。 しかし、 濕 氣を帶 びた 山羊 毛 は、 

乾燥した 後に 剛 くて 屈曲した まん 決して 伸びない ために、 織る 時に 非常に 困難 を 感じる のみなら 

す、 染色の 時に も 容易に 着色され ない 缺點が ある。 故に 山羊 毛 を 使用し やうと する 時 は、 是非と 

も 未だ 洗滌し ない もの を擇 ばねば ならない。 駱駝 毛は綏 維が 細長で あり、 毛 質も柔 かで しかも 堅 

牢 であるの みならす、 山羊 毛 ほどに 着色 困難で はない。 しかし、 彈 性に 乏しく、 砂塵 を 吸 收し易 

いに 拘ら す、 その 價 格が 羊毛に 較べて 昂ぃ M とが 缺點 である。 

我國の 絨毯の 染色 法 は 次の 三種に 分類す るるとが 出來る I . 

一、 土 法 

即ち 我國 固有の 顔料 を 用 ひる 舊 式の 染色 法で ある。 顔料 は 植物が 大部分 を 占めて 居る。 即ち、 

靛靑 (藍 玉： * で紺靑 色に 染め、 藤 黄 (東印度 產の海 藤の 樹膠) 又は 槐子 (ゑん じゅの 實*槐 米と もい ふ) で黃色 

に 染め、 蘇 木 (東印度 產の 蘇坊) と 黄 木 (にがき の 樹皮) と橡椀 (とちの 實の 外殻) と を 混合して 赤褐色に 染 

め、 蘇 木と 黃木 とで 赤色に 染め、 靛靑. と槐 子と で綠 色に 染め、 黑礬 (西 械產の 铅籍. 酸化 アルミ-一 ユウ ム) 

と橡 椀と で黑 色に 染め、 硃砂 (硫化 水錤. 一名 朱 砂 又は 丹砂. 湖南 省の 辰 州に 產 する ものが 代表的で あるた め R 砂と 

もい ふ) で 淡紅色に 染め、 其 他の 色彩 は、 以上の 顔料の 配合に よって 自由に 染め分ける。 


二、 半 新法 

主として 外國の 染料 を 用 ひ、 土 法と 同様の 手法で 浸染す る。 

三、 新 法 

即ち、 專ら 外國の 染料に より、 科學的 手法で 漬染 する。 

我國 固有の 顔料 は、 色澤 極めて 鮮 かで 耐久力に 富み 容易に 變色 しない。 特に 紺 靑色は 鮮麗で あ 

る。 しかし、 一般に 色彩が 濃厚で あ. o 若干 黑すん で. Q て、 薄く 淡い 色 を 染め出す のに 不適 當 であ 

る。 外國 製の 顔料 は 鮮明で は あるが、 方法に して 當を 得ない 場合 は、 甚だ 變 色し 易く、  M の點は 

我國の 顔料に、 遠く及ばない。 この 故に、 今では 科學的 方法に. よって 漸次に 改善せられ、 製品 も 

完璧に 近づきつ V あると はい へ、 全體 として は尙 ほ試驗 期に あると いはねば ならない ので ある。 

北京に 於け る 絨毯 は、 光 緒 二十 六 年 (一九 0〇 年) 以前にあって は、 僅に 地方 的な 需要 を 満たし 

て ゐ るに 過ぎなかった が、 乙の 年の 末に 到って、 初めて 海外に 輸出せられ た。 M れょ， o 先、 ドィ 

ッ人 某が 北京 絨毯 二種 類を購 つてべ ル リンに 持ち 歸 つたと ころ、 その 様式の 美麗に して 細工の 優 

秀な ことと 染色の 鮮明な ことと によ， o、 大いに ベルリン 人士の 稱讃を 博した。 NJ れ 以來、 ドイツ 

商人の 豫約 注文 を 發 する ものが 蹬を 接して 殺到す る やうに なった。 次いで 先緖 二十 九 年 (一九 〇 三 
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年) に、 米國 セント • ルイスで 萬國博 覽會が 開かれた 時、 支那 產の 絨毯 も 亦 陳列され たが、 觀客 

集中 遂に 米國 人の 注意 を 喚起す るに 到った。 これらに よって 世界 各國は 支那 絨毯の 優美 さ を 知り 

愛用す るに 到った。 しかも 歐 洲大戰 が勃發 した 乙と により、 トルコ 絨毯の 輸出が 減少し、 我國の 

それ は 益々 販路 を廣 くす る 乙と が出來 た。 民 國五年 2 九 一六 年) 以前に 於け る 毎年の 輸出 額 は、 

大 體海關 銀に て 十 萬兩內 外であった が、 大戰 の勃發 と共に 一躍して 七十 七萬兩 以上に なった。 而 

して 上海に も 絨毯 製造業が 誕生した の は、 實 にこの 時に 始まる ので ある。 最近 三年 間に 於け る 

出額 は、 毎年 平均 少く とも 三 四百 萬兩 以上に 達して ゐる。 

我 國在來 の 毛織物 業と して は、 絨毯 織り 以外に も、 氈子 (毛布) • 氈帽 (毛織 精) *氆氇 (西藏 產の犛 

牛の 毛で 織った 厚地の 掏 物) . 莫大小 • 毛線帽 (毛糸 «) . 毛線襪 (毛 靴下) • 毛 線 園 巾 (毛織； 眉掛) 等の 製造 

を 擧げる ことが 出來 る。 莫大小と は 即ち 舊 式の 毛織 靴下で ある。 毛織 圍巾 は西藏 の歸賓 羊の 毛で 

織った ものが 最も 名高い。 屙 賓羊は 山羊の 一 種であって、 西 藏* インドの 蔚賓 (力 シ ミヤ) 及び 

中央アジアの 各地に 產 する。 全身 を 掩ふ毛 は 粗大で あるが、 その 間に 生えた 細 毛 は 非常に 輕柔で 

あり、 普通の 山羊の ものに 比べて 遙に 長い。 たく 一  年間に 探れる 一 頭分の 毛が、 僅に 二十 匁餘， o 


であるた め、 一枚の 肩掛を 織， o 上げる ために は、 少く とち 十 頭分の 毛が 必要で ある。 しかも、 間 

に 生えた 細 毛 だけ を 集める とい ふこと は、 決して 容易な 仕事で はない。 先づ全 體に亘 つて 粗 毛 を 

毛根と 共に 拔き 去り、 然る 後に 始めて 細 毛 を拔 かねば ならぬ からで ある。 か、 る條 件の 下に 生產 

される ので あるから、 その 量の 稀少な 割合に 價格は 極めて 高價 である。 從 つて、 全體 としての 商 

業 上の地位 は、 さして 重要な もので はない ので ある。 而 して、 今日、 歐 米の 市場で 所謂 カシミヤ 

のショ —ル として 喧傳 されて， Q る もの は、 槪ね 山羊の 毛に 綿 及び 生糸 を 交織 させた 人造の イミ ーグ 

1 ショ ン であって、 決して 正眞 正銘の 力 シ ミヤ 羊毛で 織った もので はない。 
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第五 節 代表的 * 毛織物 工場 

一一、 甘肅. 蘭 州 織 呢總局 

前述の 如く、 蘭 州の 織 呢總局 は、 左 宗棠が 甘 肅總督 であった 當 時に 創設した ものである。 左 氏 

は甘肅 省が 駱駝 及び 羊の 毛を產 する こと 特に 豊富なる に 着眼、 乙れ を 以て 漸く 需要 多 からん とす 

る 羅紗 類 を 織る ベ く、. 光 緖ニ年 ( 一 一八 六 三年) 善後 局に 命じて 銀 二十 萬 兩を支 出せし め、 ドイツ か 

ら璣械 を 購入す ると 共に、 外人 技師 を聘 して 製造 を 監督せ しめる 乙と とした。 その 結果、 光緖五 

年に 操業 を 開始し 製品 を 出し 得る に 到った。 然るに 經營 開始 間もなく にして 左 氏が 他の 地方へ 轉 

任す るに 及び、 事業 は 一 頓挫 を來 したが、 光 緒 十 一 年 (或は 九 年と もい ふ) に は 遂に 洋炮局 (造 

乒 工廠) に 改められて しまった。 光緖 三十 二 年 二 九 〇 六 年) に 到って、 時の 勸業 道臺 の彭英 甲の 努力 

により 再び 蕺呢 局に 改められ、 引續 いて 三年 間、 操業 を 行った が、 十分なる 成績 を擧げ 得な かつ 


乙れ 以來、 再三再四、 休止と 再開と を 繰返した が、 結局、 民 國四年 二 九 一 五 年) に 到って 完全 

に 休業 狀 態に 陷 つてし まった。 民國九 年に 到って、 鄧隆 及び 牛 載 坤の兩 名が 中心と なり、 廣く民 

間に 資 を 募って 甘肅織 呢股份 有限 公司 (株式 會社) を 組織し、 政府よ， o 工場 設備 一 切 を 借 受けて 經 

營 する ことにな つた。 その 條件 として は、 利益 金の 十二分の 二 を 賃借 料と して 政府に 納入す る 乙 

と、 株主 は會 社が 自發 的に 廢業 せざる 限. o 隨 意に 投資 金 を 引上げ 得ない こと 等であった。 

織呢總 局の 敷地 は廣さ 二十 五 畝で、 前廠後 廠の兩 部分に 分れて ゐる。 前廠は 工場 • 倉庫 及び 職 

員 私室で 大小 百 四十 餘の 部屋に 分れ、 後廠は 倉庫 及び 職工 居室で 平家 建 大小 九十 餘の 部屋に 分れ 

てるる D 

備付 けられた 機械 類 は、 動力 • 製造 • 修理 • 發電の 四 部に 分けて 觀 察する のが 便利で ある。 

ィ、 動力 部 —— 水管 式 ボイ ラァニ 基と 六十 馬力の ュ ンヂン 二 基 を 有する。 

口、 製造 部 II 洗 毛 室に は 六臺の 機械が あって、 一日に 一千 斤の 羊毛 を淸 洗す る。 紡 線 室に は 

大小の 彈毛 機ニ臺 • 梳毛 機五臺 • 線胚 機三臺 • 七 百 五十の 紡錘 子 を 有する 紡 線 斜錘機 一 ー臺 - 

百 五十の 紡錘 子 を 有する 直 錘 機 一 臺 があって、 一 曰に 約 二百 五六 十 斤の 毛糸 を 紡ぎ 得る。 ま 
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た 百 五十の 錘 子 を 有する 綾糸 機 一 臺を備 へて ゐ る。 織呢 室に は、 平織 及び 絨毯 兼用の 二十 臺 

の 織機と、 模様 專 門の 織機 ニ臺 とがあって、 一日に 平均 五 卷合訐 二十 五 丈 を 織り 上げる こと 

が 出來 る。 染色 室に は 染色 鍋 四 基が あり、 仕上 室に は 洗 出 機六臺 • 艷出 機三臺 • 加熱 機 一 臺 

壓カ 機ニ臺 • 蒸 熱 機 一 臺* アイ &ン機 一 臺が備 へられて ぬる。 

、ノ  、 修理 部 II ダ ライ 盤 一 臺 • 平 削 機 一 臺 • 穿孔機 • グライン ダ ァ等 完備して ゐる。 

-ー 、 發電部 —— 十六 馬力の 縱型 ユン デン 一 甚と百 八十 キ P ヮ ッ トの發 電機 一 臺を備 へて. Q る。 

二、 北京 *淸 河 陸軍 呢廠 

この 工廠 は 北京 城 西郊の 淸河鎭 に 在る。 もと 溥益呢 革 公司と 稱し たもので、 創立 は光緖 二十 三 

年 (一八 九 七 年) である。 元來は 半官半民の 經營 であった が、 當 局に 人 を 得なかった ため、 收支償 は 

す、 遂に 民 國ニ年  <： 一九二 一一 年) に 休止、 民國四 年、 陸軍 部に 買收 されて 陸軍 呢廠 となった もので 

ある。 規模. は 宏大で 設備 も 完全で あり、 我國の 毛織物 工場の 中で は 第一 に 指 を 屈すべき もので あ 

るが、 惜しむ らく は、 諸種の 原因に より、 未だ 全能力 を發 揮す るに 到って ゐ ない。 工場 は 平家 建 

であって、 紡 線 •！！ 布の 外、 染色 • 整理 • 發電 等の 附屬 工場 を 持って. Q る。 紡 線 機 は 十二 臺で紡 


錘 数 四千 七 百 五十、 織機 は 五十八 臺、 孰れ も英國 製で ある。 主として 軍用 毛布 • 羅紗 を 製造し、 

軍用に 供す る 外、 北京 天津の 二 地方に 分局 を 設けて、 一般に 販賣 して. Q る。 

三、 上海. 中國 毛織 廠 

この 工場 は 上海の 外 H 暱橋に 設けられて ゐる。 創立 は光緖 三十 二 年 (一九 2 ハ年、 資本 は 銀 二 六 

〇、 〇〇〇 雨であって、 もと 日暉呢 廠と稱 した。 最初、 半官半民 會社 として 出現した が、 後に 債 

務 のために 國有 となった。 民 國八年 C 一九 一九 年) に郭某 等が 資金 八 萬 元 を 集めて 政府から 借受 

け、 賃借 料 一 年 一 萬 元を拂 つて 一 部分の 操業 を 開始して. Q るが、 その 經營 上の 成績 は 公表され て 

ぬない。 規模 は 頗る 宏大であって、 紡織 染色 等の 機械 類 は 殆んど 完璧に 近い 設備で あるが、 惜し 

むらく は 紡 線 機が 悉く 舊式 である。 „ 
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第一 節 麻の 種類  ， 

麻と は元來 『火 麻』 に 限って 充用した 字で あるが、 今日で は 布 を 織り 綱 索に 編み 得る 靱皮 植物 

の總稱 として 使用され て^る。 我國に 於け る 麻の 種類 は 頗る 多く、 苧麻 • 火 麻 ニ问痲 *黃 麻 *亞 

麻 等に 分かれて ゐる。 乙の 外、 葛 • 棕櫚 等の 如き は、 普通に は 麻と 稱 しないが、 然し 同 樣に織 造 

の 用に 供し 得る 靱皮 植物で あるが 故に、 乙の 章に 1 括して 述べる 乙と とする。 

一、 苧 麻 (からむし) 

靠痲 科の 植物で ある。 東亞の 原産で あるが 我國に 於いて 最も 盛んに 栽培され る。 普通の 苧麻は 
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笫 1 節 麻の 種籙  二 五八 

葉の 裏側が 白色で あるが、 中には 綠色 を呈 した 變種も ある。 前者 は 特に 温帶 地方に 生長し、 後者 

は 特に 熱帶 地方に 生長す る。 我國に 於け る苧 麻の 產地は 甚だ 廣汎 なる 範圍 に亘 るが、 特に、 湖 

北， 江 西 • 湖南 • 四川 • 貴 州の 五 省が 最も 主 耍な產 地で ある。 

二、 火 麻 (あさ) 

一名 を 大麻と ちい ふ。 桑 科の 植物であって、 我國に 於け る產地 は、 西部 及び 北部 地方が 主で あ 

るが、 更に 四川の 東半 部 • 山 西の 南部 • 河北の 中部 及び 南部 • 山 東の 濟南 及び 兗州 一 帶 • 河南の 

南部 及び 柬部 も、 相當 多量に 產 する 地域で ある。 廣西省 及び 滿洲國 も 甚だ 多い。 

ニー、 商 窳 (き， o あさ) 

日本で 桐 麻と い ひ、 歐洲の 市場で ァメソ カ黃痲 (Amicnn  jute) とか 或は また 支那 黃麻 (Chinese 

j-tc) とかい ふの は、 孰れ もこの 茼麻 のこと であって、 錦 葵 C せに あふひ) 科の 植物で ある。 而 して 

我國に 於け る 主 耍產地 は 北部 地方の 諸 省と 湖北 及び 四川の 兩 省と である。 


四、 黄 痲 (つなそ 又はい ちび) 

日本で は綱痲 或は 金引緖 (かなび きを) とい ふ。 乃ち 田痲 (からすの ごま) 科の：^ 物で ある。 我國こ 

於け る 分布 は 頗る 廣 いが、 特に、 四川 • 河北 *廣 東が 最も 盛んで ある。 

五、 亞 廨 (ァ マ) 

1 名 を鵾痲 ともい ふ。 亞麻 科の 植物で ある。 山 西 • 湖北 • 四川 • 蒙古 及び 滿洲國 が 主産地で あ 

る o 

六、 波羅麻 (パイン • アップル) 

また 鳳 梨と も稱 せられる。 鳳 梨 9 ナナ. O 科の 植物であって、 我國 では 南部 地方の 各省、 廣柬 • 

海 南 島 • 福 建 等から 多量に 産出す る。 

七、 桐 麻 (あ をぎ り) 
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乃ち 梧桐 科の 植物で ある。 中部 及び 南部 地方から 多量に 產出 する。 その 靱皮 は 俗に 梧桐 皮と 稱 

せられる。 

八、 葛 (くや) 

豆科の 植物、 東亞の 原產 であって、 野生の ものと 畑作の ものとの 別が ある。 產地は 極めて 廣範. 

園で あるが、 江 西 省の 廣信 一 帶*湖南全省*廣東省の雷州 一 帶が 特に 著名で ある。 

九、 棕 (しゅろ) 

或は 糉と も窨 く。 棕櫚 科の 植物であって、 揚子江 • 西 江 • 金沙 江の 各 流域に 多量に 産出す る。 

その 繊維 は棕 絲と稱 される。 


第二 節 夏 布 

夏 布と は 麻布の 乙と であって、 專ら 夏季の 衣服に 用 ひられる ために この 名が 起った ので ある。 

原料と して は、 或は 苧麻を 用 ひ、 或は 火 麻 *亞 麻 を 用 ひ、 或は 波 羅麻を 用； 5、 或は この 四 者 を 混 

用して、 必ゃ しも 一 種で はな い。 夏 布 を 織る AJ と は、 我國 の家內 手工業の 重要なる 一 部門で あつ 

て、 その 分布 範園 は、 福 建 • 廣東 • 江 西 • 湖南 • 湖北 • 四川 • 江 蘇の 各省に 跨り、 就中 福 建 • 廣 

東 • 江 西 • 湖南 • 四川の 五 省が 最も 著名で ある。 

福 建 省の 夏 布 業 は 南 安 • 安 溪， 永泰の 三縣が 中心であって、 原料に は 苧窳を 用 ひて ねる が、 常 

に 不足で あるた めに、 他 省 及び 臺灣 • 香港 等の 外地に 供給 を 仰がねば ならない 實狀に 在る。 一年 

の 生 產量は 約 十五 萬ビ クルに 上る が、 その 中、 下級 品 を 生産地での 消費に 向け、 高級品 を 上海 • 

汕頭 等に 賣 出して ゐる。 

四川 省に 於け る 夏 布 業 は彭水 • 重慶 • 內 江 • 江 津 • 大邑 等の 各地が 主産地であって、 原料 は 川 

窳 (別名 を靑 麻と いひ、 火 痲 *苧 麻 二 问 蔬 の通稱 である) を 用 ひる。 品質 は槪し て 良好で、 每 
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年、 漢ロ， 上海に 移出され る 量 は 相當に 多い。 

湖南^の S 布 業 は、 槪ね湘 江 *沅 江 ，資 江の 三つの 流域に 行 はれ、 毎年， の 產額は 約 五十 萬ピク 

,、 瀏陽 *醴 陵 • 長 沙*衡 州 • 常德の 各地が その 重要 市場と なって. Q る。 原料 は苧 麻が 主で あつ 

て、 品質 は 良好、 湖南 省の 名産の 1 をな して ゐる。 

江 西 省の 夏 布 業 も 亦 著名であって、 臨 川 *崇 仁 • 萬 载* 宜黃 • 廣昌 の各縣 は、 孰れ も 夏 布生產 

の 要地で ある。 原料 は苧 麻が 主で あり、 製品 は 江 西 省 自身の 消費に 充てられる 外、 大部分 は 上 侮 

及び 揚子江 流域 1 帶に賣 捌かれて- Q る。 

廣東 省の 夏 布の 品質 優良な 乙と は、 國內第 一 の稱が ある 程で、 その 生 產は槪 して 昔の 潮 州府に 

屈する 一 帶の 地方に 分布し、 就中、 掲陽 • 潮 陽の ニ縣は 最も 重要な 產地 をな して .Q る。 この 地で 

織られる 抽紗芨 布と いふ 種類 は、 その 模様の 精巧 さに 於いて 殆ん どレ. I スの 如き もの あ. o、 全國 

を 通じて 獨特の ものであるた め、 古くから 免税の 特典 を 受けて. Q る 程で ある。 M れが ため、 輸移 

出 は 非常に 多量に 上って ねる。 而 して 汕頭は 廣柬 省に 於け る 夏 布の 集散の 中心で ある。 

江 蘇 • 湖北の 雨 省に 於け る 夏 布の 產出 は、 その 產 額と 品質と に 於いて、 遙に 上記の 諳 省に 劣つ 

てね る。 而 して、 江 蘇 省に 於け る 夏 布の 生産 は、 II ね崑山 • 太お を 中心とした 地方で 行 はれて ね 


る- 


夏 布の 品質 は、 粗 • 細* 漂白の 三種に 區 別され る。 その 中で 細 夏 布と 漂白 夏 布 は 高級品で あつ 

て、 その 細緻 精 美なる 乙と、 恰も 薄絹の 如き ものが ある。 而 して 市場に 著名なる 夏 布 は、 大抵、 

その 產 地の 地名 を 冠して 呼ばれて ゐる。 例へば、 江 西省產 として は 萬 载夏布 (苧麻 製) • 宜黃夏 

布 (亞麻 製) が あり、 湖南 省の ものと して は 寧 鄕夏布 *瀏 陽 夏 布が あり、 江 蘇省產 として は 無 錫 

夏 布 (また 洋莊 とも 呼ばれ 大部分が 朝鮮に 賣られ る) が あり、 廣東夏 布 (波羅 麻 製と 苧麻 製の 別 

あり) が ある 如き、 乙れ である。 

葛で 織った 布 を 普通に は 葛布 (くずふ) と 呼ぶ。 我 國で夏 布と いふの は、 昔 はこの 葛布が 大部分 

を 占めて. Q た。 こ の 故に、 秦漢 以前の 古代の 書籍に 『夏 は 葛 を 衣る』 とい ふ 言葉が 記されて ある 

ので ある。 葛布の 產地は 各省に 跨って ねる が、 特に 江 西 • 湖南 *廣 東の 三省が 主産地であって、 

江 西 省の 廣信府 と廣東 省の 雷 州府と は、 昔から 最も 有名な 葛布の 產 地であった。 
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第一 二 節 其 他の 麻 製品  二 六 四 

第三 節 其 他の 麻 製品 

麻 類 は 前項の 夏 布に 織る 外、 帆布， 喪服 • 麻袋 • 絨毯 • 漁獵網 • 繩綱 • 敷物 • 雨 衣 • 刷子な ど 

を 製造す るるとが 出來 る。 ただ その 原料に 到って は、 材料の 性質 如何 を視て 標準と する だけで あ 

つて、 決して 一定す る 乙と は出來 ない。 即ち、 帆布 は 槪ね亞 麻 或は 火庥を 用 ひ。 喪服に は 火 麻、 

麻袋に は 黃痲、 絨毯に は黃痲 或は 棕 絲、. 漁獵 網に は苧麻 • 火 麻 或は 茼痲、 繩 綱に は 各種の 痲類 を 

用 ひるので ある。 而 して、 棕絲で 織った もの は 水に 久しく 浸って. Q て も 腐蝕 しないので、 敷物 • 

雨 衣 • 刷子の 三者 は、 槪ね棕 櫚の纖 維が 使 はれる。 桐痲 (青桐の 纖維) に 到って は、 繩ゃ 綱に 造 

る 外、 その他の 用途に 充てる 乙と は 困難で ある。 

一般に 麻 製品の 製造に は、 若干の 作業 (皮 を剝 ぎ、 繊維 を 採り 或は 選別す る 等) が、 人手 を 用 

ひる 以外に 方法が なく、 機械化す る 乙 との 出來 ない 部分が ある。 (特に 苧麻を 原料と する 場合に 

於いて 然り である)。 この 點が、 現代の 製麻 業 をして 綿織物 業の 如くに 發逢 せしめない 所以な の 

であ^。 我國に は、 張 之 洞が 初めて 製麻 局 を 創設して 以來、 天津 • 奉 天 • 上海 • 厦門 等の 各地に 


新式の sis 次に 出現し ま I、 し t、 その 製品 は 今な I 袋叛て 大宗と すると こ 

ろの 未 發達狀 態に 停滯 して ぬる。 
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第 四 節 麻 及び 麻 製品の 粽 W  二 六 六 

第 四 節 窳 及び 麻 製品の 輸出 

海關の 貿易 統計に 列擧 された 我國の 輸出す る 靱皮 植物 繊維と して は、 苧麻 • 火 底 • 00  . 棕絲 

の 四點が ある。 その 民國 十二 年 及び 十三 年に 於け る 輸出 數 量と 金額と は、 左記に 表示す るが 如く 

である。 (數 量の 單位 はピ クル、 金額の 單位は 海 關兩)  ， 


民 民 

國 M 
十 十 

年 年 

年 
次 

S 玄 
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六 ^ 

二  m 
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m. 
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二 セ 
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^ 一 
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八 >u 
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火 

價 
格 

[uno^oB 

數 

旦 

里 

黃 
麻 

價 
格 

0> し) H 

數 

價 
格 

我國は 世界的な 範 園で 見ても 苧 麻の 產 額の 最も 多い 國 である。 從 つて 各種の 靱皮 植物^ 維の 中 

でも 苧 麻の 輸出が 大宗 をな して. Q る。 專門 家の 意見に よれば、 每年 四川 省 或は 湖南 省から 輸出 さ 


八 さ 

. ^_ « ハ 

O  H 
七 S 


格 


れる火 麻 は、 その 一 半が 苧麻 であると 云 はれて. o る。 乙れ は 蓋し 我國に 於け る i 類の 地方 名が、 

往々 にして 彼此 混淆され て 居る ために、 遂に 苧窳を 以て 誤って 火庥 なりと されて. Q るからで あ 

る。 從 つて 我國が 輸出す る苧 麻の 纖維 は、 實 際に は、 當然に 右の #*, 字に 止まらな いので ある。 

しかも 我國 から 輸出され る苧麻 は、 單に 繊維ば かりでなくて、 その外に 尙 ほ苧痲 製の 紐 *繩* 

綱 及び 夏 布が ある。 繩* 綱 及び 夏 布な ど は、 必す しも 苧麻 のみで 製造す る もので はない が、 しか 

し、 これらの 原料と して 苧痲を 用 ひた もの は、 當然 に、 相 當の數 量 を 占めて ゐ る喾 である。 而し 

で苧痲 製の 紐の 輸出 だけで も、 多い 時には 一 萬 ニ千ピ クル、 少ぃ 時で も 七 八千ピ クルに 達して- Q 

るので ある。 

我國の 輸出す る 夏 布 は、 從來、 九 江， 重 慶の兩 地より する ものが 最も 多く、 その 主要な 消費 地 

は 朝鮮で ある。 次に、 民 國十年 以來の 輸出 數 量と 價 格と を 表示して 置かう。 (數 量の 單位 はピ クル .價 

格の 單位は 海 I) 


年 次 

民 國十年 

十一 年 

笫 十五 章 製 麻 


@ 量 

二 九、. 一 五 五 

三 六、 五八 五 

ェ 業 


第 四 節 探 及び 麻 製品の 輸出  二 六 八 

十二 年  ニー、 一九 七  二、 五三九、 七 〇 六 

±11 年  二 四、 六 一四  U1 、五 四 三、 九 三 二 


第 十六 章 髮網 及び 花邊 


第一 節 髮網 業の 起源 

髮網 (ヘア. ネット) は 人間の 頭髮で 造った もので、 歐米 諸國の 婦人 はこれ を 以て 頭髮を 包み 形 を 

整/るの である。 ^れは 極東で は 支那 だけに 産出す る もので あり、 且つ は 極めて 近年に 新たに 發 

生した 事業で ある。 支那が 未だ 髮網を 輸出し ない 以前に 於いて は、 歐 米で 需要され る髮網 は、 全 

部 ドイツ人 及び ォ I スト リア 人が その 供給 を 一 手に 壟斷 して. Q た。 市場の 中心 は スト ラス ブル グ 

であった が、 それ は 完全に ドイツ人が 掌握して ねた。 前 清の 末期、 宣統 元年 (一九 〇 九 年) のこと 

である。 P ン ドンの 一 商人が、 彼 自身で は 解答し 得られない 奇妙な 事實 を發 見した。 即ち スト ラ 

ス ブルダから 賣 出された ヘア ネットの 中に、 賣價が 低廉で ありながら、 しかも 品質 は 高價な もの 
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第一 節 髮網 業の 起 返  二 七 0 

お 

に 等しい もの を 見出した ので ある。 三年 間の 調査の 後に、 彼 は 一 つのへ ァ ネットの 中から、 支那 

文字の 書かれた 小 紙片 を發 見した。 乙の 端緒に よって、 彼 は 遂に M れらの 良質 廉價な ヘア ネット 

が、 支那の 山 東省濟 南から 來た ものである 乙と を 突きと め 得た ので ある。 

蓋し、 靑 島の ドイツ人が、 山 東 省に 於け る 頭髮が 豊富で ェ貨の 至廉な 乙と に 着眼し、 有利 この 

上 もな き 事業と して、 土着民に 編み 方 を敎 へ、 その 製品 を 小さな 荷物と して 潜に ドイツへ 送って 

_Q たため、 稅關 でさへ もこれ に氣 がっかなかった ので ある。 民 國ニ年 C 一九二 一一 年) に 到って、 熱 

心な "ン ドン の 商人 は、 遂に 芝罘に 於いて 直接 乙の へ ァネ ットを 購入す る 乙と に 成功し、 かく 

て、 歐 米に 對 する 販路 は、 これらの 旅商人の 手に 完全に 掌握され るに 到った ので ある。 

我 國の髮 網 製造業 は 山 東 省に 發 源し、 その 中心 をな す もの は芝罘 である。 濟南 *靑 島 及び 天津 

等の 各地で も 若干の 産出 を 見る が、 しかし その 數量は 甚だ 微量で ある。 芝罘が 一 年間に 輸出す る 

量 は、 實に 全國の 九十 ％を 占めて ゐ るので ある。 


第二 節 髮 網の 製造 及び 輸出 

元來、 我が 國 民の 頭 髮は黑 くて 硬いた めに、 ヘア ネットと する には餘 ゥ適當 した 素材で はな 

い。 故に、 歐 米に 賣 捌く ために は、 先づ 素材の ま k で歐 米に 輸送し、 柔軟 化 • 漂白 *淸 洗 • 染色 

の 工程 を經た 後に、 再び 乙れ を 送り返して ネットに 編み上げ、 更に 今度 は販賣 のために 歐 米に 送 

られ ねば. ならない ので ある。 從 つて、 ヘア ネットが 製造され 販賣 される までに は、 三度 スエズ 蓮 

河 乃至 は 太平洋 を 通過し なければ ならない わけで ある。 かくの 如き 煩瑣な 手 續が敢 て 必要と され 

て. Q る听以 は、 一 に 我國に 於け る 人髮の 豊富 さと 工賃の 低廉 無比と に 由る の は 勿論で あるが、 同 

時に、 我が 國 民が 柔軟 化 • 漂白 • 染色の 科學的 工程 を 善くし 得な い からに 外なら な い ので ある。 

たく 最近で は、 &シァ 人の 中に これらの 技術 を 知る ものが 現れ 始めた から、 或は 近き 將來に 於い 

て、 明白に 無駄に 過ぎな ぃ歐 米へ の、 再三 の 運賃と 染色 加工費と を 節約し 得る であらう。 

外國で 加工され た頭髮 は、 槪ね芝 罘*濟 南 • 天津 等に 輸入され、 そこから 更に 內 陸の 農村に 分 

^して 行く。 ネット を 編む の は 手に よるので あって 機械 を 用 ひない。 ネットの 型に は 三つの 檬式 
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第二 節 髮 網の 製造 及び 鲩 W  二 七 二 

が あり、 また 大小の 別が ある。 男 • 女 • 兒 童に 到る まで 容易に 編む ことが 出來 るが、 その 工賃 は 

d,d 上げた 點數 によって 計算す る。 而 して 熟練工 は 一 日に 十二 枚の ネット を 編み上げる。 

へ ァ ネット は 大抵 百 枚 或は 百 二十 枚 を 以て 一 梱 とする。 一 梱ご とに 油紙で 包み、 更に その外 を 

布片で 包む。 一 包の ヘア ネット は、 その 色 も 樣式 も、 通常、 統一され て. Q ねばならない。 非常に 

輕量 であるた め、 普通 は その ま.^ 書留 小包と して 郵送され る だけで ある。 殊に 市場の 需要が 盛ん 

な ときには、 特に 郵送の 方が 便利で ある。 急送 を 要しない 場合に は、 多數を 纏めて 木箱に 納め、 

汽船 會 社に 託して 輸送す る 乙と も ある。 歐米 各地に 蓮 ばれてから は、 各 貿易商が 一 枚々々 のネッ 

トを 新に 薄葉 弒に 包み直して 發賣 する ので ある。 最近で は 在 支 輸出 商館で 先き に の 包装 を 行 ふ 

もの？ p あるが、 その 包弒 はや はり 外國 から 送られた もの を 使用して- Q る。 

これら ヘア ネットの 輸出 量 は、 民國ニ 年に 於いて は 銀 七 百 四十 雨に 過ぎなかった が、 翌年から 

急激に 增 加の 一 途を迎 つて. Q る。 最近での 仕向 地 は 米 國が第 一 であって、 全體の 七十 五 ％ を 占め 

て. Q る。 次に 民 國ニ年 以來の 輸出 價額を 表示し やう。 (單 位^ I 兩) 

年次  債 額  年次  價額 

民 國ニ年  七 四 〇  八 年  1、 八 〇 五、 〇 九 二 


三 年 

四 年 

五 年 

六 年 

七 年 


1 九、 Q 九九 

二 〇 七、 一七 HI 

四 二三、 二 七 二 

六 五三、 三 五 四 

七 一九、 三 一九 


漭 十六^  ^^及び 花^ 


九 年 

十 年 

十一 年 

十二 年 

十三 年 


二、 八 五八、 七三 二 

七、 一 七 五、 三 一 六 

四、 九 四 二、  ニニ 九 

四、 八 三 九、 五 一 四 

二、 六 七 六、 七三 六 


二 七 一 一一 


祭 花^  -.  二 七 E 

第三 節 花^ •  .  ^ 

花邊 はまた 花 編と も 書き、 絹糸 • 麻糸 或は 綿糸で 編み上げる ものである。 我 画に 於け る 花^ ^ 

みの 由來は 甚だ 古い。 たく 昔の もの は、 その 模様の 間が 孔を 透かして なく、 圖柄 もまた 現代の も 

のと 異 つて， Q る だけで ある。 現在の 花邊 は、 大部分、 山 東 省の 東北 部、 奮 行政 區 劃の 登州府 (今 

の 蓬 萊縣) • 萊州府  <： 今の 掖縣) • 靑州府 0< マの S 都縣 ：>  一 帶 から 産出す る。 出 來榮ぇ は 極めて 精巧な も 

ので、 歐 米の 婦女子 は爭 つて 乙れ を 購求して. Q る。 この 地方に 於け る花邊 編み は、 漑ね 婦女子の 

手工であって、 元來は 我國の 婦女子の ために、 衣服の 邊飾 として 造られて. Q たので あるが、 間 も 

なく 外國 人の 着眼す ると 乙ろ となり、 英國 • 白 耳 義 • 佛國に 於け る レ ー ス に 劣らぬ ものと して 稱 

讃 される に 到った。 

原料と して は、 初めは 國產の 絹糸 を 用 ひて ゐた が、 價 格が 高す ぎる ために、 英國 製の 麻糸 或は 

綿糸に 改められた。 その後、 歐 洲大戰 が勃發 して 英國 品の 輸入が 途絕 したので、 今度 は 日本 逢の 

綿糸 を 使用す る ものが 多くな つたので ある。 近來 では、 絹糸 製の 花 邊が賣 行き 最もよ く、 次いで 


綿糸 製 • 麻糸 製の 順位と なって なる。 而 して、 これら 山朿レ —スの 主耍な 輸出港 は芝罘 である。 

我國に 於け る花邊 編み は、 山 東 省の 前揭 地方 のみでな く、 上海 附近から も 相 當に產 出される。 

その 原料 は 槪ね賀 易 商 側から 各地の 婦女子に 供 袷され、 出來 上りの 優劣に よって、 異 つた 工賃が 

支給され る 制度と なって ゐる。 昔 は 全 園の 花邊 輸出 は、 僅に 十數萬 雨に 過ぎなかった が、 最近で 

は激增 して 四百 數十 萬兩 となって 居り、 ヘア ネットと 共に、 對外賀 易 上、 相當の 地位 を 占める に 

到った。 


第 十六 章 髮網 及び 花^  二 七 五 


第 十七 章 毛 皮 


第一 節 毛皮の 種類 

我國の 北方 一 帶は、 氣 候が 寒冷で あるから 裘 或は 褥 とする に 好適の 獸皮 を產 する 乙と が 特に 多 

い。 これらの 獸 皮に は 家畜と 野獸 との 別が あるが、 前者と して は 山羊 • 綿羊 • 犬 • 家兎 • 猫 など 

で あり、 後者と して は 狐 • 鼬 *貂 • 栗鼠 • 野兎 • 野 猫 • 獺。 樹锂 (たぬき) .霾 5£  • 猞猁孫 へ 土 豹 • 

輕獸 -天鼠 等の 異名 あり、 狸に 似て 耳大 なる 野獸、 よく 樹に攀 る) • 灰 鼠 (靑鼠 ともい ふ。 灰色に して 腹 白く 長 尾、 よく 跳 

？ 0 • 狼 .虎* 豹な どで ある。 

羊 — 我 國の羊 皮 は 西藏の 綿羊 皮 を 以て 最上 品と する。 山 西 省の 太 原に 產 する 羊 皮 も 亦 相當に 

著名で ある。 
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第一 節 毛皮の 種類  二士 < 

犬 I 満洲 國 及び 蒙古の 東部が 本場で あ^。 體軀 巨大に して 毛 は 長く、 奉 天 及び 錦 州が 集散の 

中心で ある。 我國の 四川から も 犬 皮を產 出す る。 

家兎 • 飼 * I 産地 は 極めて 廣汎 であるが、 品質 は 野兎 • 野 猫に 比べて 劣って- ぬる。 而 して 家 

兎の 皮 は 河南 省の 周 家 口より 出る ものが 多い。 

狐 I 産地 は 甚だ 廣汎 であるが、 北部 地方 一 帶の產 を 以て 品質 上等と されて 居り、 その 多く は 

赤 狐で ある。 河北 省 東部から 滿洲國 にかけ て產 する もの は、 軀 幹が 稍 矮小で ある。 漢ロ 市場 

に 集まる 狐 皮 は、 湖北 • 河南 • 山 西 • 甘肅 等から 來る ものが 多い。 

0 1 種類 は 甚だ 多く、 鼬 鼠 • 黃鼬 • 臭貓 等が ある。 鼬 鼠 は 俗語の 黄 鼠 狼 (いたち) で あって 產 

地 は廣汎 である。 黃鼬は 俗に 貂 (てん) と稱 する もので、 満洲 國の 北部と 西藏 とに 產 する。 そ 

の 皮は價 格が 頗る 高い。 數年 前まで は 滿洲國 の 三 姓 地方から 少量の 輸出 を 見て ゐ たが、 最近 

では 非常に 減少して しまった。 

栗鼠 I 満洲 國の 森林に 產 する。 晴 灰色 • 褐色， 黑 色の 三種 類 あり。 地方 人の 言に よれば、 そ 

の 毛 並の 不同 は 食物の 關係 による もので、 菌類 を 食 ふ もの は黑色 • 松毬 を 食 ふ もの は 褐色 • 

榛の實 を 食 ふ もの は 暗 灰色と なるとい ふ。 


野兎 • 野 猫 I 野兎 は 灰 褐色で 產地は 到る ところで ある。 野 猫に は 山猫 • 大山猫 • 麝香猫な ど 

の 種類が ある。 山猫 は 滿洲國 及び 西 藏に產 し、 大山猫と 麝香猫と は、 槪ね 西南 部の 各省に 產 

する o 

水 翻 *旱隨 II 水 獺 (か は を そ) の 産地 も廣汎 であるが、 北部 地方の 產を 以て 上等品と されて ゐ 

る。 旱獺 (タル パガン) は 多く 河南 • 湖南から 産出す る。  . 

I 軀 幹は黑 褐色で、 尾 は 灰白色、 黑 色の 輪が 五 個 あり、 尾 端は黑 色と なって. Q る。 揚子 


江の 上流 地方の 產と、 満洲 國と 朝鮮との 境界 地 帶の產 との 二種が あり、 前者 は軀 幹が 稍 小で 

ある。  . 

m 一 i . 到る 處 から產 出す る。 その 毛 は 歐洲に 於いて は 繪筆を 造る に 用 ひられる。 

^猁孫 II 失 利 孫と もい ふ。 形 狀は樹 通に 似て ゐ るが 耳が 大きく、 全身に 長い 毛が 生えて. Q 

る。 滿洲國 及び 蒙古の 產 である。 

灰 鼠 I 大きさ は 小猫 ほどで 灰色で ある。 满洲國 の產。 

0 II 滿洲國 • 西藏の 東部 • 四川 • 甘肅 等に 產 する。 

0 —— 到る 處に產 する が、 特に 河南 省の 周 家 口 及び 舊懷慶 府に屬 する 地方に 產 する ものが 著名 
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である。 

虎 • 豹 II 虎の 皮 は 北部 地方の 諸 省と 西南 部の 詣省 及び 満洲 國 から 産出す る。 殊に 満洲 國のも 

の は 毛が 長く して 柔軟で あり、 羊 皮 に似てね るので 品質 最上と されて ゐる。 豹の 產地は 虎と 

同様で ある。 


第二 節 毛皮の 製法 

我國に 於け る 毛皮の 製造 は、 北部 地方 一帶が 最も 盛んで ある。 普通に 白 皮 舗 (白 皮 房と もい 

ふ) とか 皮襖舖 とかい ふの は、 この 營 業の 通稱 である。 毛皮 を 製造す るに は I 先づ 乾燥した 毛 

皮 を 水に 浸して 柔軟なら しめ、 然る 後に 椀 形の 削 刀 を 以て、 肉 面 を 削り、 これに 附着せ る 不潔 物 

や 诣肪を 除去す る。 これと 同時に、 摩擦に よって 皮質 は 1 看 柔軟なら しめられ るので ある。 次い 

で 毛皮 を 吊し上げ、 棍棒 を 以て 毛皮 を 叩きながら、 附着 物 を 除去す る。 それから 荒 目の 櫛 を 以て 

毛 面 を搔 きながら、 粗 毛と 脫け 毛と を梳き 取り、 毛 面 を 整へ る。 次ぎに 赤土 を 肉 面に 塗りつ ける 

こと 厚さ 約 二分ば かり、 終る と 肉 面 を 上に 向けて 日光に 晒す こと 約 二三 日間、 かくて 乾燥した な 

らば 皮質の 中の 脂肪 は、 太陽熱の ために 溶けて 滲み出し、 赤土の ために 吸收 されて しま ふので あ 

る。 次いで、 皮硝 (譯： き 二十 五 斤 • 食 塵 十八 斤 *糯 粟 粉 十五 斤 • 粟 粉 十五 斤 • 水 約 三百 斤 を 混合 

して 鞣液を 造り、 これ を 直 徑四尺 • 深さ 五 尺の 圓 形の 桶に 入れて 攒拌 し、 桶の 中の 温度が 指頭 を 

入れても 熱さ を覺 えぬ 程度に なったならば、 前の 順序で 下斿へ をした 毛皮 八 九十 枚 を浸漬 する の 
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笫ニ節 毛皮の 製法  二八 二 

である。 每日、 上下に 飜 轉 する M と 一日に 二回、 かくて 十日 間 乃至 十七 日間、 浸漬 して 置けば、 

條液は 十分に 皮質の 內 部に 浸透す るので ある。 

譯註 II 皮 砲と は、 河南 • 山 東 地方に 産出す る 天然の 硫酸 曹達 所謂 芒硝を 煮詰めて 得られる もの、 長さ 一 セン 

チ 程の 棒狀の 結晶と なって 析出した ものである。 

鞣 液の 混合 割合 は、 地方に よって 若干の 差異が あるが、 玆には 満洲 國の奉 天 • 赤峯 及び 蒙疆の 

張 家 口に 於 い て 常用され て .Q る もの を 表示しょう。 (單位 は 斤) 


春から 秋に かけての 期間 は氣 候が 温和で あるから、 桶內の 温度 も 適温 を 保ち 易い が 故に、 鞣皮 


作業に 要する 日數も 比較的 短期間で よい。 然し 冬季 は 結氷す るた めに、 普通 はみ な 作業 を 停止す 

るか、 或は 屋內に 火 を 置いて 行 ふので ある。 從 つて その 曰數の 如き も、 四 五十 日間 を 要する とい 

ふ。 

毛皮が 鞣 された 後 も、 桶 內の殘 液 は 決して 捨て去る 乙と はない。 これに 對 して、 新に 皮硝 十三 

斤 • 食盥 十八 斤 • 糯粟粉 十 斤 • 粟 粉 十 斤と 適量の 水と を 加 へれば、 依然として 使用に 堪える から 

である。 而 して 鞣 液から 取り出した 毛皮 は、 桶の 上部に 横た へた 棒に 掛け渡し、 暫く その ま.^ に 

放置して 適 當に鞣 液の 水切り をな したる 後、 二人の 職工が 相對 して 各自に 皮の 雨 端 を 持って これ 

を 振動 させ、 鞣 液と 皮 面に 附着した 汚物と を 振 ひ 落して しま ふ。 かくて 最後に 屋外の 乾燥 場に 晒 

して 乾かす ので ある。 

毛皮が 十分に 乾燥したならば、 改めて I れに霧 水 を 吹いて 適當の 水分 を 保た せ、 削 刀 を 以て 肉 

面 を 削りつ V 1 層 柔軟なら しめ、 次いで 毛 面 を 整 へれば、 これで 以て 一 切の 加工 作業 は 完了す る 

ので ある。  . 

東部 蒙古の 土人の 中には 牛乳 を 以て 毛皮 を鞣す もの も あり、 また 煙で 燻しつ 、 これ を 行 ふ もの 

も ある。 牛乳で 鞣 すに は、 毛皮 を 水と 牛乳と 半々 に 混じた 液に 四 五日 浸漬 した 後に、 食鹽を 加へ 
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第二 節 毛皮の 製法  1 一八 ral 

て 更に 十二 三日間 浸漬 し、 然る 後に これ を 取 出して 日光に 晒して 乾燥す る。 それから、 濕った 土 

を 肉 面に 塗. 5 つけ、 全體が 柔軟と なる の を 待って、 肉 面 を 削， o 取れば 出來 上る ので ある。 


第三 節 毛皮の 


出 


我國 から 輸出す る 毛皮 は、 每 年少く とも 銀 一千 萬 雨 以上に 達して. Q る。 玆に は民國 十二 年と 十 

三年に 於け る 各種 毛皮の 輸出 數量 及び 金額 を 表示しょう。 (數 量の 單位は 枚 * 偎 額の 單位は 海 關兩) 


毛皮の 種類 

山羊 皮 (未硝) 

山羊 皮 (已硝 ) 

0 皮 (已揀 ) 

羔 皮 衣 

狐  皮 

旱^ 皮 

0  皮 

其 他の 細 毛皮 

合  計 


民 _ 國 I 十 I  二  _ 年 


數 

七、 三 五八、 

一 、 四 〇 六、 

一、 〇 ニニ、 

5111、 

ニー 〇、 

二、 八 九 三、 

一 、 〇 四 五、 

111、 二三 五、 

七、 一七 六、 


量 

二 〇 七 

三 九 二 

五三九 

二 九 四 

五 九 八 

九 五 九 


二 七 七 

四 八 八 


一 f; 


價 額 

五 〇〇、 五三 〇 

1 、 九 六 四、 八 八 二 

一、 二 九 五、 九 〇 二 

四 九 八、 九 三 九 

一、 一一 二、 四 四 一 

一 、 五三 二、 七 四 九 

九 一九、 七 六 七 

一 、 九 三 六、 二八 六 

四、 七 六 一 、 四 九 六 


民 —國| 十 II 三 —年 


數 量 

四、 六 七 九、 八 七三 


二、 

三、 

ニニ、 


一 一 〇、 

六 三 九、 

七 五、 

九 三、 
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六 三 八、 

六 三 〇、 
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四 二 〇 

五六 三 

三 二三 

八 四 四 
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八 八 五 

七 一 〇 
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一 1、 

1 1、 
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價 

五三 八、 

七 四 四、 

〇 二八、 

四 三 九、 

九 ニー、 

〇 六 三、 

六 八 九、 
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六 九 四、 
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五 〇 四 
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譯： lllS 11 右の 統計表に 於け る 山羊 皮の 未^と は 未だ 鞣 さざる もの、 已硝 とは鞣 した もの を 意味す る。 前者 は即 

ち海關 統計に 於け る skig,  dressed  Goat. であり、 後者 は 即ち Skins,  tanned  Goat. である。 また 已揀盖 皮 

と は 仔 綿羊の 皮の 未だ 鞣 さぬ もの、 即ち 荒梳 きのみ を 行った もの を 指す。 海關 統計に 於け る Skins,  dressed 

Lamb. が これで ある。 


第 十八 章 製革業 


第一 節 革の 種類 

我國の 革と して は、 牛革 • 水牛 革 • 犛 牛革 • 馬革 • 驢革 • 駱駝 革 • 鹿 革 等が あるが、 就中 • 牛 

^及び 水牛 革の 生産が 最も 多く、 其 他の 革 は、 商業 上の 觀點 からすれば、 大して 重要で はない。 

牛 —— 一 に 黄 牛と もい ふ。 國內に 於け る 産地の 分布 は 極めて 廣く、 河南 • 湖北 • 湖南 *陝西* 

甘 肅* 山 東 • 山 西 • 四川 *廣 東 *廣 西の 諸 省が 重要な 地位 を 占めて. Q るが、 就中、 河南 省の 

信 陽 • 山 東 省の 周 村 • 四川 省の 成 都 附近からの 産出 量が 多數を 示して ぬる。 牛革 は、 槪ね上 

記の 地方から 來る ものが 多く、 漢ロ • 上海， 靑島 及び 天津が その 主要な 市場で あり、 芝罘及 

び 滿 洲 國の營 口が これに 次 いで ぬる。 
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.笫 一節 革の 種類  二八 八 

水牛 II 大部分が 黄河の 南から 産出し、 特に 揚子江 流域 は 主產地 をな して， Q る。 就中、 湖北 省 

の籙陽 *樊 城 ，德 安、 河南 省の 汝南、 四川 省の 成 都 附近 は、. 產出 量の 最も 多い 地域で ある。 

犛牛 I 西藏 高原に 產 する。 (ャク 牛) 

馬 II 産地 は 頗る 廣 いが、 最も 盛んな 地域 は 四川 • 雲 南 • 蒙古 • 山 東 • 陝 西 • 河北 及び 滿洲國 

の 一部に 跨って. Q る。 通常 AJ れを 大別して、 口 馬 及び 川 馬の 二種に 分類す る 乙と が 行 はれる 

が、 前者 は 張 家 口 及び 吞 虎口  (山 西 省) を 集散地と する 蒙古 馬で あり、 後者 は 四川の 邊 境た 

る 打箭爐 あたりに 集散す る 馬 を 指す ので ある。 滿洲國 及び 蒙古に 於いて は、 馬 は 主要な 財產 

とされて ゐ る。 

o I これ も 產地は 頗る 廣く、 甘 肅 • 陕 西 • 河北 • 山 東 • 河南の 諸 省が 中で も 重耍 とされて <Q 

る。 驟は驢 と 馬との 雜種 (牝馬に 牡驢を 交配す るか 叉 は 牝驢に 牡 馬 を 交配した もの、 前者 は 體格强 健で 

力役に 堪へ るが、 後者 は 弱くして 之に 反する。 孰れ も 一代 限りの 雜 種であって、 この種の みの 交配に よる 

繁殖 は 不可能で ある) であって、 多く は 河北 • 山 東 • 山 西 • 陝 西 • 甘 肅 • 新疆 • 河南 • 湖北. 四 

川 等の 諸 省に 產 する。 

駱駝 I 北部 地方の 諸 省 • 滿洲國 • 蒙古 • 新 疆に產 する。 


鹿 II 種 頃が 甚だ 多く、 野生の ものの 外、 飼養され た 鹿 も ある。 また 蒙古の ュ 一一 セィ河 上流に 

は、 雪 fi を牽く 馴鹿 を產 する。 
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第二 節 革の 製法 

我國で 製革の 素材に 充當 される 皮 は、 牛皮と 水牛 皮と が 大宗で ある。 製革の 方法と して は、 i 

煙， 法 • 植物 鞣法* ク tl  .1 ム鞣 法の 三種が ある。 

而 して、 NJ の 三種の 方法の 孰れ を 採る にもせ よ、 製造に 先立って 行 はねば ならぬ 準備 工程が あ 

る。 即ち、 皮 を 水中に 漬けて 殆んど 生皮と 同樣の 程度に 軟 くなる まで 浸し、 次いで、 乙れ を 石灰 

の 溶液に 投じる ので ある。 石灰水に 浸して 置く 日 數は必 やし も 一 定 しないが、 要するに 毛が 十分 

に脫 落し やすくな るの を 以て 限度と する。 毛 を 取 6 去ったならば 裏面 を 削り、 削， O 終って 始めて 

製革 工程に 移る ので ある。 

一、 燻 煙 法  - 

木製の 臺に蓆 を 敷き、 下に 竈 を 設ける。 竈の 煙突 は 泥で 造り、 恰も 杯 を 伏せた 形に して、 臺の 

床 面に 一 尺 許り 突き出て ねる。 乙の 竈に 火 を 焚き、 革 を 乾かしながら 煙突 を 塞いで、 白 1- を發せ 


しめる やうに する ので ある。 皮の 內 部に は食鹽 及び 芒硝 (天然 產の 硫酸 曹達) を 包み こんで、 乙れ AJ 

蓆の 上に 置き、 手 を 以て 廻轉 しながら、 全 體に燻 煙 を 受ける やうに する。 ひと 亘り、 燻し 終った 

ならば これ を 捲いて 傍に 放置し、 また 別の 皮 を 燻す。 かくして 每日 順次に 萬遍 なく 燻 煙 を 繰 返 

し、 四日 間 ほど 經過 すれば 皮 は 漸く 熟する から、 ^れを 木製の 臺 架に 繩で 縛りつ け、 水で 以て 輕 

く 擦った 後に 日光に 當 てて 乾かせば、 黄褐色の 革が 出來 上る ので ある。 

二、 植物 鞣法 

皮 を 大きな 缸の 中に 入れ、 鳥 糞の 溶^ を もって 石灰 分 を 除去し、 その後に、 三 四日 間 M れを 1 

の 水槽に 漬ける ので ある。 水槽 は 深さ 約 三尺で 幅が 二 尺、 中には 柯子 (柯樹 の實) の 液が 張って あ 

る。 水槽の 數は 凡そ 十箇 で、 各槽の 液の 濃度 は 同 一 ではない。 その 淡い ものから 濃い ものへ と、 

順次に 浸して 約 二 ヶ月で 完了す る。 (時として は 半年 以上 も浸漬 する 場合が ある )o 鞣し 終った な 

らば 臺 架に 縛 6 つけ、 日光に 當 てて 乾かす ので ある。 また、 最初に 石灰 分 を 除去したならば、 先 

づ 熱い 芒硝 液に 浸し、 次いで 柯子 液に 浸して 熟成せ しめる 場合 も ある。 
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^二 節 革の 製法  II 九 II 

三、 ゥ ロ| ム鞣法 

皮の 灰分 を 除いてから、 先づ稳 薄な 硫酸の 中に、 若干 日の 間 浸して 置き、 次いで これ を 廻轉す 

る やうに なった 樽に 移して、 ク&ミ クムの 溶液 を 加へ、 人力 を 以て 旋轉 する。 大きな 皮で 約 三十 

六 時間、 小さな 皮なら 十二時 間 も經過 すれば 取 出して、 同様に Iw 光に 當 てて 乾かす ので ある。 

以上の どの 方法 かによ つて 革 は出來 上った わけで あるが、 乙れ を 商品と する ために は、 更に、 

磨き を かけ、 平に 壓延 し、 油 を ひく 等の 工程が 必要で ある。 

クサ I ム鞣法 は、 費用 も 輕少で 且つ 商品 化の 過程が 迅速で あるが、 しかし、 その 出來 上りの 品 

質 は、 植物 鞣法 に比べて 劣って. Q る。 この 故に 今日の 製革業に 於いて は、 植物 鞣法は 依然として 

重要なる 地位 を 占めて， Q るので ある。 しかも 我國に は鞣革 用の 植物 は 甚だ 多く、 柯樹 の資を 除く 

外、 幾多の 種類の 樹皮が あり、 同樣の 効用 を 有して ゐる。 而 して、 製革 用の 柯樹 の實 は、 大部分 

が廣束 省に 產し、 樹皮 は 槪ね滿 洲國產 である。 


第三 節 皮革の 輸出と 輸入 

我 國が每 年 海外に 輸出す る 皮の 量 は、 價額 にして 約 一千 數百萬 雨に 達する が、 革の 量 は 僅に 數 

十萬兩 に過ぎない。 また 皮の 輸入 は 頗る 稀れ であるが、 革の 輸入 は 年に 七 八 百 萬 雨の 多き に 上つ 

て .Q る。 次に、 民國 十二 年と 十三 年の 皮の 輸出 量 を 表示しょう。 (價 額の 單位は 海 關兩) 


種類- 1 

牛皮 • 水 牛皮 二 九 三、 七 四 〇 擔 

未硝 山羊 皮 七、 三 五八、 二 〇 七 枚 

I.l-i  1 七、 七三 六擔 

綿羊 皮 二 五 四、 三 三 八 枚 

其 他の 皮 


民 國 _ 十 二 年— 


民 


九、 二 六 五、 九 六 五 

五、 五 〇〇、 五三 〇 

五 四 〇、 一六 一 

二三 七、 一四 五 

一七 六、 一四 一 


數 量 

ニニ 七、 六 九四擔 

四、 六 七 九、 八 七三 枚 

一八、 九 三 1 擔 

二 四 四、 九 八 五 枚 


十 _ 三 _ 年 


價 額 

六、 三 四 四、 ニー 〇 

三、 五三 八、 九 四 九 

六 一一、 四 二八 

二 六 二、 七 九 二 

一 五一、 三 八 三 


左に 揭げ るの は、 同じ年 度に 於け る 革の 輸出入の 數 D 

はお 關兩) 
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轍 m 
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二 九 四 


民 國 _ 十— 二 年 


出  一六、 四 二 四 

入 ニニ 七、 二 七 一 


價 額 

六 五 〇、 五 〇 二 

六、 八 六 三、 九 八 〇 


民國 十三 年 


量 

一 五、 四 三 八 

1 五六、 五 四 三 


價 額 

六 六 九、 二 〇 九 

七、 六 01、 ニニ 六 


第 十 力 章 麥稈眞 田 


第一 節 麥稈眞 田 業の 分布 

草帽辮 (麥 稈眞 田) は 麥稈を 以て 造られる。 我國が M れを產 する に 到った の は、 さまで 遠い昔の 

NJ とで はない。 今 を距 る？, と 六十 年 前、 福 建 省で 外國 人が 製法 を傳授 したに 起源す る。 即ち、 當 

時 福 建 省の 海軍の ために 軍帽 を 造らう として 傳授 した ものであって、 乙れ が 我國に 於け る麥稈 巽 

田 業の 嚆矢 である。 その後 乙れ を 以て 夏帽 とする ものが 增 加し、 需要の 加 はると 共に、 その 製造 

は 遂に 福 建 省から 浙江 • 江 蘇と 擴が， o、 更に 河南 • 山 東 • 山 西 • 河北と 攒 がって 行った。 現 J± で 

はは 東 省が 最も 盛んであって、 その 輸 移出 は 全國總 額の 七十 ％を 占める に 到った。 (天津の 麥孥 

眞田は その 三分の 二が 山東產 である )o 南部 地方 はこの 方面に 於け る 先！！ 者で は あるが、 しかし、 
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その 麥稈 は氣候 及び 土壌の 關係 によって、 粗大 堅 硬、 製作に 不適 當 である。 化 部 地方の 氣 候と 土 

壞とは 正に 乙れ と 相反し、 柔軟 薄手に して 色澤も 申 分な き麥稈 を產 する が 故に、 最適と されて ゐ 

る。 南部 地方に 發祥 した 麥稈眞 田 業が、 遂に 北部 地方の ために その 地位 を 奪 はれる に 到った 所以 

は玆 にある。 

今日、 麥稈眞 田の 主産地 は、 山 東 • 河北 及び 河南の 三省で ある。 

一、 山柬省 — 萊州 • 平 度 • 海 倉 • 朱 橋 • 白沙市 • 黃縣 (以上の 集散 市場 は 沙河鎭 )、 泰安 • 新 

泰* 蒙 陰 (以上の 集散 市場 は 浮邱) 、寧 陽 • 中 莊* 大王 山 (以上の 集散 市場 は 寧 陽)、 郯狨 (集 

散 市場 は 馬頭)、 壽光 • 樂安 • 新 城 • 濰縣 • 昌邑 • 陽 信 • 王 台。 

二、 河北 省 I 靑縣 • 舆濟 *遵 化 (以上の 集散 市場 は 玉 田)、 開 州 • 南 樂*韓 張 (集散 市場 は 

辛莊) 

三、 河南 省 I 柘城 • 大康 • 朱 橋 • 歸德 (集散 市場 は 鹿 邑)、 其 他 省 內の黃 河 沿岸 一 帶 (集散 

市場 は濟 橋)  . 


第二 節 麥稈眞 田の 製造 

I  、 原料の 採集 

麥稈眞 田 を 編まう とする に は、 是非とも 原料の 選擇を 以て 根本 要領と し、 併せて 收穫 • 刈 取 等 

を も 重んじな けれ. ばなら ない。 

ィ、 原料 

麥稈 冒の 原 斗と して は、 裸麥が 最適で あり、 大麥 • 小麥が 乙れ. に 次いで 用 ひられ Z 

u  、收 穫 

麥の穗 の 尖端が 黄色と なり、 稈と 葉と が 半ば 綠色 を帶 びて ゐる 時が 最適の 收穫 期で ある。 

乙の 時期に 麥粒 を嚙ん で^ると 甚だ 堅い 響が する。 刈 取る 前に 畑 を 見廻って、 葉 鞘 を 開いた 

時に、 節の 上部に 細長い 黑 色の 斑 點が 十本に 三 四 本の 割合で 發 生して ゐたな らば、 直ちに 刈 

次って しま はねば ならない。 乙れ を 怠る と、 全部が 斑點で 汚され、 甚だ 出來 上りの 美 觀 を 失 

ふので ある。 原料の 光澤が 鮮明で あり、 柔軟に して 彈 力に 富んで ゐる 乙と を 希望す るなら 
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ば、 是非とも 麥が 十分に 成 熱し 切らな いうちに 收穫 しなければ ならな い o 

ハ、 刈 取 ， 

刈 取 は 晴天の 時が 最適で ある。 鎌で 刈る か 或は 手で 拔き 取った 後に、 先 づ穗を 除いて 日光 

に 晒し、 莖が 十分 乾燥した 時に 貯藏 するならば、 濕氣 によって 變色 する 虞、 がない。 

-ー、 曝 晒 

これに は 生 晒と 野 晒との 一 一 つ の 方法が ある。 

(1) 生 晒 —— 刈 取って 來 た麥稈 から 穗を 除き、 高燥なる 地點を 選んで 薄く 乙れ を ひろげ、 

大體、 一日 間 だけ 日光に 當 てたならば 直ちに 束ねて、 次ぎに 野 晒 法 を 行 ふので ある。 而し 

て、 結束に 當 つて 注意し なければ ならない 乙と は、 上部の 三 節 を 決して 傷つけ て はなら な 

いとい ふ點で ある。 

(2) 野 晒 II これ を 行 ふに は、 豫め適 當な地 點 を 選定して 燻蒸 室 を 建てて 置かねば ならな 

い。 その 廣 さは、 四 畝の 畑から 收穫 した 麥稈を 收容し 得る 程度 を 以て 標準と する。 (一 畝 

の 畑 の 麥稈は 六 平方 尺の 面積 を 占める)。 この 中に 生 晒 を 終った 稈 を 積み上げ るので ある 

が、 堆積に 當 つて は、 四面と 筌氣 に當り 得る やう 工夫す ると 共に、 中央に 小さな 方形の 


. {仝 地 を殘 して、 硫黃皿 を 置き 得る やうに しなければ ならない。 (一 畝當 りの 麥稈 に對 して 

硫黄 六 斤 を 要する)。 堆積が 終れば 硫黄に 火 をつ け、 燻蒸 八 時間に して 火 を 消して、 更に 六 

時間 放置す る。 硫黄の 氣が 消散して しまつてから 麥稈を 取 出し、 日光に 當 てて 乾燥し 乙れ 

を貯藏 する ので ある。 燻蒸した 後に 雨天に 遭った 場合 は、 麥稈を 小屋に 堆積して 時々 燻蒸 

を續 け、 硫黃 ガス を絕 やさない やうに すれば、 たと へ 四 五日 雨天が 續 いても、 麥稈の 光澤 

を 損じる やうな N> と はない。 

ホ、 貯 藏 

麥稈の 晒し 方が 終れば、 乙れ を 成るべく 高い 乾燥した 室 內に貯 へ、 時々、 屋外に 搬 び出レ 

て 空氣を 流通 させ、 乾燥 を 助ける。 雨天に は 必す窓 を 密閉して 濕氣の 侵入 を 防がねば ならな 

い。 乙の やうに して 貯藏 すれば、 二三 年經 過しても その 性質 は 少しも 變ら ない ので ある。 

二、 剪 定 

貯藏 して ある 麥稈を 取 出して、 一 節 ごとに 剪み切り、 長さに よって 分類 保存す. る こと を 剪定と 

い ふ。 右手に 鋏 を 持ち 左手に 一 束の 稈を 握って、 各々 の 節 をなる ベく 齊 一 ならしめ、 三つの 節 だ 
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けの 長さ を 切斷 する。 (穗の 方から 数へ て 三 節 だけ を 取る。 一 番穗に 近い 節 を 先節稈 • 次 を 二 節 

稈* 最後 を 三 節 稈と稱 する。 三節稈 以下 は屑稈 として 用 ひない)。 次に、 第二 節と 第三 節と を 切 

斷し、 二 節稈に 附着して ねる 葉 鞘 を 除き、 更に 第一 節と 第二 節と を切斷 する。 切斷 した 後 は 日光 

に當 てて はならない。 光澤が 失 はれる からで ある。 各 節 ごとに 紮げて 小さな 束と し、 符號 をつ け 

て 1 二三の 孰れの 節で あるか を區別 づける。 切斷 した もの を 長さに よって 分類して 置く の は、 眞 

田に 編む ときに 僅かに 二三 分 短くて 不揃 のために、 多くの 原料 を 無駄に する 乙と を 避けん がた め 

である。 而 して、 以上の 操作 は 濕氣を 避ける ために、 すべて 晴天の 時に 行 はねば ならない。 

三、 選別 及び ii 別 

剪定した 麥稈は 大小 善 惡 • 玉石混淆で あるから、 編む ときの 便宜の ために、 乙 れを區 別し なけ 

れ ばなら ない。 而 して 色澤の 善葸の 如き は 肉眼で 別け 得る が、 質の 大小に 到って は、 道具 を 使つ 

て 齩密に 篩 ひ 別け ねばならない。 

ィ選 

麥稈 は善惡 美醜が その ま k 混在して. Q るから、 大體 これ を 三級に 別け、 檢定 したならば 木 


箱に 納めて その後の 區別を 容易なら しめる。 即ち、 箱の 內部を 三桝に 分ち、 等級 を 明記して 

置く ので ある。 選別 法 は、 剪定の 終った 麥稈を 一握， o 取って、 部屋の 明るい 方に 向けて 透か 

し 見つつ 鑑定す る。 即ち、 純白で 斑 點 のない もの を 一級と し、 稍 斑點の ある もの を ニ釵、 黑 

くして 斑點 多き もの を 三級と する ので ある。 一級品 二級 品 は その ま、 眞 田に 編み 得る が、 三 

釵品は 品質が 葸 いので あるから、 染色した 後に 編みに 廻す ので ある。 選別 を 終った もの は 束 

ねて 更に 篩 別に 掛ける。 

、篩 別 

^の 大小 を區別 づけ 齊ーを 期す るに は、 篩 別法に よらねば ならない、 一般に 眞 田に 用 ひら 

れ るの は 先節稈 及び 二 節稈が 大部分 を 占め、 三 節 稈を使 ふこと は 甚だ 稀れ である。 二 節 は 割 

いて 稈片 とする がその 場合に 幅 を 一定し やうと する ために は、 どうして？ P 篩 別け を 行って 大 

小 を區 別し なければ ならない。 M のために 使 ふ 道具 は 別 篩と 名づ けられて. Q るが、 ブリキ 或 

は 銅板 を 以て 造られ、 大小 十二 號 までの 眼が 穿って ある。 篩 眼の 直徑 は號數 によって 左の 如 

く 一  定し、 粍 を 以て 計られる。 」 

第一 號五 • 五 五ミヅ 
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第二 號 
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第四號 

第五 號 

第六號 

第七號 

第八號 

第九號 

第十號 

第 十 一 號 
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五 


〇〇 ミ • 

五五ミ 

1 五 ミ - 

七 〇 ミ 

三 〇 ミ 

八 〇 ミ. 

四 〇 ミ _ 

〇 五ミ 

七五ミ 

*五〇 

ニー 五 


而 して 普通の 別 篩に 用 ひられる 號數 は、 右の 中の 六 種 乃至 八 種で 十分で ある。 

四、 染 色 

どの 等級の 稈 でも、 孰れ も 漂白 或ば 染色して から 後に、 はじめて 眞 田に 編む 乙 とが 出來 る。 而 


して 下級 品 を 染色しょう とするとき は、 先づ 左記の 精 鍊法を 行って から 染色 に 廻さねば ならな 

い。 次に、 漂白 • 精 鍊* 染色に ついて 列記しょう。 

ィ、 漂 白 

漂白 は 麥稈眞 田の 製造に とって 最も 重要な ことで ある。 適度に 漂白され た 麥稈は 色 澤が純 

白で あり、 光彩 も 美しい が、 さう でない もの は、 形 色と もに 劣等で 彈 力が なく、 柔軟に 過ぎ 

るの が缺點 である。 漂白 法 は 甚だ 多い が、 硫黃を 以て 燻 白す るの が、 費用 も 最も 低廉で 作業 

も簡單 である。 麥稈 八十 斤に つき 硫黃 一 斤 を碎 いて 細 末と なし、 漂白 箱の 中に 入れて 點 火し、 

絕 えす 發 煙せ しめる。 ？-の 蒸氣が 空氣 中の 酸素と 化合して 麥稈 の 褪色 力 を發 揮す るので あ 

る。 從 つて 黄色 を呈 した ものが、 硫黃 ガスの 燻蒸 を 受ける と、 忽ち 白色に 變 るので ある。 

疏黃 漂白 法 を 行 ふに は 木製の 漂白 箱 を 用意し なければ ならない。 箱の 構造 は、 大體、 三方 

を 密閉し 一方に 開閉 自在の 戶を つけた ものである。 箱の 內部は 上下 二 段に 分れ、 中隔 は 蘆の 

^であって 硫黃 ガスの 流通 を 容易に して ある。 外觀は 恰も 厨子の 如く、 前方 上部の 戶の 上に 

は、 一 つの 方形の 窓が あって 硝子 を 嵌め、 箱の 內部を 透視 出來る やうに して ある。 下部に は 

抽斗 を 設けて 硫黃 i を 自由に 出し入れ する 乙と が出东 る。 而 して 中間の 左右 兩 壁に は 棧を打 
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ちつけ、 これに 簾 を 敷いて その上に 麥稈 を； 5 ろげ、 その 下に 硫黃皿 を 置く ので ある。 

漂白す る 時には 隨 意に 麥稈 を ひろげて 入口 を密 はし、 更に 抽斗 を 引出して 硫黄 皿に 點 火す 

る。 點火は 二三 本の マ ツチ を 擦って 硫黄 末の 上に 置く だけで 硫黄 は 絕ぇゃ 燃 燒し續 ける ので 

ある。 然し 時々 硝子 窓から 硫黄 ガスの 濃淡 を 透視し なければ ならない。 若し 稀薄に 過ぎる 時 

は 更に 抽斗 を 引出して 硫黃 末の 他の 箇所に 點火 すれば よい。 また 濃厚に 過ぎる ときには、 硫 

黃 皿の 1 部 を 何 かで 掩 へばよ いので ある。 かう して 控ニ 時間 を 燻蒸し 續け、 更に 三時 間 ほど 

經 て硫黃 ガスが 消散す るの を俟 ち、 麥稈を 取り出して 日光に 晒す ので あるが、 7- れは 一般に 

漂白し やうと する 麥稈 が、 多少の 濕 氣を帶 びて. Q るた め、 漂白して から 乾燥せ しめる ので あ 

る o 

口、 糈 鍊 

下級 品であって 硫黃ガ ス の 漂白 も 及ばない もの は、 むしろ 染色 すれば 原料たり 得る ので あ 

る。 しかし 染色す るに は、 それに 先だって 精鍊を 行 はねば ならない。 即ち 藥劑を 以て 洗滌す 

るので ある。 藥劑 によって 稈の 表皮に 含まれる 脂肪 分 を 除去す るので ある。 而 して、 廉價に 

して 効力 優秀な ものと して は、 左記の 二種の 藥 品が ある。 


1、 洗濯 曹達 I. 洗濯 曹達 五 錢へ約 八^-を 約 六 斤の 水に 溶解して 煮沸す る。 曹達が 十分 溶解 

する の を 待って 麥稈を その 中に 入れ、 同じぐ 煮沸す る 乙と 二三 十分 間、 取 出して、 これ を 

1 錢の 蓚酸 を 十錢の 水に 溶解した る 液に 入れ、 若干 時間の 後に これ を 清水に 投じて 洗 ふ。 

麥稈 は、 最初 洗濯 曹達の 液から 取 出した 時には 黄金色 を呈 してぬ るが、 蓚酸 液から 取 出し 

た 時には 白色に 變 じて， Q る。 三度 目に 清水で 洗滌した 後で は、 表面 は、 汚點を 止め や、 始 

めて 染色に 適する 狀 態となる ので ある。 

2、 醋酸 ナト ソ クム 1 - 前の 方法と 大體 似た ものであるが、 藥 品の 配合 量が 違って ゐる。 六 

斤 四 雨 (六 斤と 四 分の 一 斤) の 水に 醋酸 ナトリウム 一 雨 (十六 分の 一 斤) を 溶解し、 班稈 

を 入れてから 1 時間 煮沸、 M れを取 出して 蓚酸の 溶液に 暫く 浸してから 水洗 ひする ので あ 

る o 

ハ、 染 色 

染色の 手順 は 甚だ 煩雜 であるが、 玆には 用具 • 染料 • 原 液 • 染液 . 染 法の 各項に 分けて、 

摘記して 置かう。 

1、 用具 —— 染色 用具の 最も 大切な もの は、 染色 籃 であって、 針金 或は 竹 を 以て 造られて. Q 
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る o 

2、 染料 I 普通の 染料の 中で 絹糸に 用 ひられる もの は皆應 用出來 るが、 特に 鹽甚性 染料が 

好適で ある。 

3、 原 液 —— 染料 を 碗の 中に 入れ、 熱湯 を 注入して よく 攙拌 する。 これが 原 液で ある。 溶解 

し 難い もの は、 原 液 を 碗の ま .X 釜に 入れて 煮なければ ならない。 

4、 染液 II 釜に 淸水を 入れ 煮沸した る 後、 徐々 に 原 液 を 注入す る。 程度 は稈 (或は 木片) 

を 入れて 色彩の 濃淡 を 撿 しつ.^ 加減す る。 これが 染液 である。 

5、 染法 I 適度の 染液を 得たならば、 麥稈を 染色 籃に 入れ、 签 中に 投じて 煮沸す る。 三十 

分餘 を經 過したならば、 着色の 度合 を 見て取 出し、 淸 水で 洗滌して から 蔭 乾しに する ので 

ある。  • . 

五、 切稈 及び 剖稈 

眞 田の 優劣 は稈 質の 良否と 大に關 係が ある。 故に 切稈 及び 剖稈 とい ふ 手段 は、 麥稈眞 田の 全ェ 

程に とって 甚だ 重要と なって 來 るので ある。 


ィ、 切 稈 

篩 別 けられた 稈は、 剖く 前に 1 定の 長さに 端 を 揃へ て 切られねば ならない。 各 節の 長さ は 

異 つて. Q る。 先 節 は六寸 ニー 節と 三 節 は 各 五寸、 切る 時には 細心の 注意 を拂 つて 是非 これ を 

守らねば ならない。 些かたり とも 差異が あれば 全然 役に立たな いので ある。 

切稈の 用具 を 切稈臺 とい ふ。 木 を 以て 造， o、 厚板 二 枚 を臺の 一 方に 取， o つけ、 稈の畏 短 を 

視て 伸縮し 得る やうに なって ゐる。 他の 一 方に は 庖刀を 取 付ける。 切る に當 つて は、 一 ^り 

の稈 を臺 上に 置き、 左手で 稈を壓 しながら 右手に 刀 を 持って 切斷 する ので ある。 

"、剖 稈 

麥稈眞 田に は 元 ものと 割 ものとの 別が あり、 割 ものに は、 割四菱 • 割 五平な ど 各種の 區別 

が ある。 孰れ も 剖いた 稈片で 編む のであって、 製品の 種別 を 多様に する ために は、 どうして 

も剖稈 とい ふこと を 出發點 としなければ ならない。 

剖稈の 用具 を 剖稈 刀と いふ。 通常 刀 管と 呼ばれる 鞘狀の ものが あり、 別に 小刀が あって 乙 

れに 嵌め込^の である。 小刀 は 大きさに よって、 三 開 • 四 開 • 五 開な どの 數 種に 別れて ねる。 

それ どれ、 次第に 大きさ を 縮めた 三本の 鞘が 附屬 して ゐる。 即ち 剖稈の 際に、 稈の 大小に 應 
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じて その 鞘の 數を增 減す るので ある。 

剖稈の 方法 は、 麥稈を 取って 管內に 入れ、 微力 を 以て 徐々 に 送.^ こむ。 稈の 末端が 刀 管の 

一方に 現れた 時に、 指先き を 以て 引出す ので ある。 引出す に 倉って は、 腕 は 宜しく 水平に 保 

つべ く、 決して 傾けて はならない。 乙れ を忽に すれば、 剖 かれた 一片の 大きさが 參差 不同に 

なる の を 免れない からで ある。 

稈片を 剖いたならば、 乙れ を眞 田に 編む までに、 十分 壓延 して 置かねば ならない。 日本で 

はこの ための 特製の 壓延 器が あるが、 ^國 では 古來 から 使 はれて. Q る 軋 綿 車 (綿 繰 器) が 代 

用され る。 壓延 した 稈片は その 種類 を 明確に して、 乾燥した 後に 貯藏 し、 必要に 應 じて 使用 

する ので ある。 

六、 麥稈眞 田の 種類 

麥稈眞 田の 種類 は 二十 餘 種に 達する から、 その 分類の 方法 も 亦多檬 である。 形態 上からの 區別 

として は、 太 もの • 細 あの 等と t-び、 製法 上からの ものと して は、 元 もの • 割 もの • 混合 もの 等 

とい ふ。 また 平 もの • 角 もの *菱 もの 等の 區別も あれば、 並 もの • 細工 もの 等の 區別も ある。 次 


に 現在 使 はれて， Q る 分類 名 稱，， VI 列擧 しょう。 

三、 片六菱 

六、 合 五平 

九、 元 七寢角 

十二、 片 八水浪 

十五、 蛇腹 形 

十八、 鋸齒形 

七、 麥 稈を眞 田に 編む ときの 必須 的な！ 汪意專 項 

ィ、 緻密に 編んで 間隙 を 作らぬ 乙と 

&、 幅の 廣狹 を每條 平均に する こと 

" 、 角の 大小 は 整齊劃 1 ならしめ る こと 

-ー、 編 込む 稈の幅 は 均等なら しめる 乙と 

ホ、 編み 終りの 切斷は 注意 深く する こと 
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四、 片 五平 

七、 鱗 五平 

十、 合 七寢角 

十三、 片 八方 花 

十六、 馬齒形 


二、 片四菱 

五、 元 五平 

八、 元 七 平 

十 一 、 片八長 花 

十四、 片 十水浪 

十七、 引 掛四平 


〇 
九 
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材^ は 製品 次第で 選定す る。 元 ものに は 先 節が よく、 割 もの は 二 節で なければ ならない。 剖い 

た稈片 は、 篩 目の 號數が 編み 上りの 幅に 關 係して 來る。 てれら は 一般的な 注意事項 として 知って 

ぬなければ ならない。 

八、 修整 及び 撿査 

眞 田が 適當の 長さまで 編み 上ったならば、 M れを卷 かねば ならない。 先づ 左右に はみ出し てぬ 

る稈の 末端 を 引きし めてから、 指 爪 を 以て 表面の はみ出し を 摘 除し、 次いで 裏面の はみ出し を欽 

で 剪除す る 要するに 編み 終りの はみ出しが、 正面に 露出し ないやう に すれば よい。 剪み切つ たと 

乙ろ は 十分 壓延 して、 そそけ 立つ 乙との ない やうに する ので ある。 

我國の 北部 地方の 各省から 出る 眞田 は、 長さ 百 二十 ャ ー ドを 一把と し、 二百 四十 把 を 以て 一 包 

として. Q る。 日本 及び 歐洲 各國 では 六十 ャ ー ドを 一疋と し、 捲 取 器で 捲いて ある。 捲 取 器 は眞田 

の 厚薄に よって、 若干の 差異 (例へば 片四菱 と 鱗 五平との 如き) が ある。 故に その 枠の 寸尺 は、 

必ゃ實 際につ いて 正確に 計算して なければ ならない。 一 把 を 六 列に 捲き、 一列 は 十 看 (計 六十 

層)、 一 f は 一 ャ， "ド であるから、 一 把の 長さ は 六十 ャ〜 ド である。 枠の 兩撗 木の 距離 は 一尺 五 


寸、 即ち 一周 捲けば 三尺であって、 六十 ャ— ドは 即ち 一 丈 八 尺ば かりで ある。 M れ だけの 長さが 

あれば 、輸出 向に も 十分であって、 決して 短 か 過ぎる M と はない ので ある。 

輸出品と して 最も 避くべき もの は、 粗製濫造から 來る 種々 なる 缺點 であるが、 その 主要なる も 

の は 次の 如き 點 である。 

ィ、 一把の 眞 田の 幅が 廣狹不 揃 ひで ある 乙と。 (NJ れは 材料の 選擇が 精密 を缺 くこと と、 繼ぎ 

足す に當 つて 不注意であった ために 起る) 

口、 一把の 品質が 不同で ある こと。 (二種 以上の 等級の 材料 を 混用す るた めに 起る) 

< 一把が 數 段に 分かれて ゐる 乙と。 (日本で は この種の 眞田 を假繼 ぎと 呼んで ゐる) 
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第三 節 麥稈眞 田の 輸出 

我 國の麥 稈眞田 は、 漂白 技術が 頗る 拙劣で あるた め、 輸出され てから 後に、 往々 再 漂白 を 行 ひ 

ムロ めて 製 W 原料たり 得る もの さへ ある。 而 して 英國に 輸出され た眞田 は、 大部分が P ン ドン 近傍 

のロク トン (Luton) に 送られ、 そ NJ で 再 漂白が 行 はれて なる。 

輸出 價額 は、 光 緒の 初年に は 一年 平均 海關 銀で 百萬兩 程で あつたが、 光 緒 十二 年に は 二百 萬兩 

以上に 增 加し、 翌年に は 三百 七十 三 萬 雨に 激增 した。 その後、 年に よって 增 減が あつたが、 光 緒 

三十 四 年に は 八 百 六十 五 萬 雨の 多き に 上った。 民國に 入って から も增 減して 1 定 しない 力 民國 

八 年に は 七 百 七十 七 萬 雨に 上って ねる。 . 


第二 十 章 豚 毛 加工 及び 刷子 製造業 

第一 節 豚 毛 加工業  , 

と は 豚の 背 上の 剛毛の ことで、 黑 色の ものと 白色の ものとの 區 別が ある。 豚 を 飼育す る 地 

方で は、 多少に 係らす、 產出 する ものであるが、 特に 山岳 地帶 及び 寒冷地 帶の產 品 を 以て 上等と 

されて ゐる o 

豚 毛 は 百年 前から 重要 商品と なった。 最初 は 米 國が產 額 最大の 國 であって、 產品 は槪ね 英佛ニ 

國へ 輸出され てゐ たが、 後に 米國 自身に それ を 原料と する 製造業が 發 達した ため、 一 轉し てま 耍 

な 輸入 國 となって しまった。 今では 豚 毛の 輸出 國は我 國とロ シァ のニ國 だけで ある。 

我國 は、 回敎の 流行す る 地域 を 除き 全國 到る と？ - ろで 豚 を 飼育 しないと 乙ろ はない。 從 つて 豚 
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毛の 產額 は相當 多い わけで あるが、 確實 に根據 となるべき 統計 を缺 いで. Q る。 しかし、 久しく そ 

の 輸出 を 業と して. Q る 者の 推測に よれば I 全國の 年産が 約 九 萬 六千ビ ク 产、 その 六 七 割が 輸出 

で 三 四 割が 國內 消費に 向けられる。 その 中、 黑 毛が 九萬ピ クルであって、 満洲 國 及び 北 支那から 

出る 分が 合計 約 三 萬 五千ビ ク 产、 廣東 省が 一 萬 五千ピ クル を 占めて ねる。 白 毛 は 約 六千ピ クルで 

大部分が 四川 及び 湖南の 兩 省の 產 である —— とい ふ。 乙れ らの數 字は必 すし も 正確で は あるまい 

が、 しかし 產地 分布の 大體を 示して. Q ると 思 はれる。 

天津 は 最大の 豚 毛 市場で ある。 満洲 國 • 東部 內 蒙古の 多 倫 . 赤峯 • 朝 陽 • 熱 河 等から 產出 する 

豚 毛 も、 槪ね先 づ奉天 • 錦 州 • 小 庫 偷*營 口 等の 各地に 集り、 そこから 天津に 再 集中す るの が 常 

であって、 牛 莊*大 連から 直ちに 輸出され る もの は、 却って 少量であった。 乙れ は 天津 附近の 胥 

各 莊に豚 毛 加工業が 夙に 盛んであって、 豚 毛の 集中す る 所と なって .Q たため、 今日まで 昔の 習惯 

によって 天津に 輸送され る ものが 多かった からで ある。 しかし、 近年 は 奉 天に 外人 經營の 豚 毛 加 

工場が 設立され てゐ るので、 天津 市場へ 集中す る 豚 毛 は 必然に 減少して 來 てぬる。 

漢ロは 第一 一 の 豚 毛 市場で ある。 それら は槪ね 地元の 湖北 省 を はじめ 湖南 • 四川 • 河南 • 陝西各 

省の 産品が 蓮 ばれて 來 るので ある。 湖南 省の 豚 毛 は 良質で、 白 毛の 方が 多く、 產地 は湘潭 • 益 


陽 • 醴 陵 • 衡 州 • 柳 州 • 永 州 • 桂 陽の 各縣 である。 湖北 省の 豚 毛 は 光澤に 富んで は 居る が彈 力が 

些か 弱い。 河南 省の 豚 毛 は 品質が 甚だ 劣等で ある。 

第三の 豚 毛 市場 は重慶 である。 それ は槪ね 地元の 四川 省 を はじめ 雲 南 • 貴 州の 兩 省から 集中し 

て來 る。 重慶巿 場の 豚 毛 は 光澤 も 彈カも 申 分な く、 殊に 白 毛 は 世界 第一 の 上質と して 知られて _Q 

る。 一年の 產額 は、 黑 毛が 約 百 五十 萬 斤 (一 萬 五千ピ クル) から 二百 萬 斤で、 白 毛 は 十五 六 萬 斤で あ 

る。 地元で 消費され るの は 大體に 於いて 短い 毛で、 爾餘の もの は 皆 輸出に 向けられる。 一 年に 重 

慶 から 輸出され る 量 は、 少く とも 一 萬ビ クル を 下らない。 殘， 5 は萬縣 から 輸出され るか 或は 漢ロ 

に 移出され るので ある。 而 して 四川 省で 上等の 白 毛 を產 する の は、 榮昌 • 隆昌 • 合 江 • 瀘 州 等の 

各^で、 これら を 『正路 貨』 と稱 される。 敍州 及び 廣 安の 白 毛 は 品質が 稍 劣る とされて ゐる。 

乙の 外、 靑島 • 上海 • 九 籠 及び 満洲 國の牛 莊*大 連 等の 港 も、 みな 豚 毛の 重要なる 集散地で あ 

る。 豚 毛に は. 加工 精選した ものと 産地から 出た ま V の 未 加工の ものとの 區 別が ある。 前者 を 熟鬃 

或は 熟貨 いひ、 後者 を生鬃 或は 生 貨と稱 する。 普通に 豬鬃 業と いふの は 熟貨を 製す る もの 即ち 

豚 毛 加工業 を 指す のであって、 重慶 あたりで は 別に 洗 房と 呼んで. Q る。 生鬃は 不潔で あるの みな 

らゃ、 往々、 i:- 曲した ネ の • 長短 不同の もの を 混入した ま. >- であるから、 洗滌 *壓 直 • 選別 等の 
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操作 を 加へ ねばならない。 我國に 於け る 豚 毛 加工業 は 新式の 方法 を 採用して ゐ るが 故に、 殺菌 方 

法 は 精密で あり、 病菌 傳染の 虞がない。 

豚 毛 加工 場に は、 我が 民間資本 家の 經營 する ものと 外人 經營の ものとの 區 別が あるが、 精製 さ 

れた もの は槪 して 輸出 商に 賣却 される 分が 多く、 國內の 消費に 向けられる もの は 甚だ 限られて _Q 

る。 而 して、 我國で 刷子 製造 及び 輸出に 向けられる 豚 毛 は、 殆んど 凡てが 加工 濟 みのもの であ 

る o 

我國 から 豚 毛が 輸出され たの は光緖 年間に 始まって. Q る。 歐洲 大戰の 頃に は價 額に して 四百 四 

十萬兩 以上に 達した。 戰爭 のために、 t! シァ 及び セ ルグイ ァの豚 毛が 輸出され なくなつ たため、 

我國の 分が 激增 したので ある。 民國五 年から 七 年に かけて は、 少く とも 平均 五 百 萬兩を 下る こと 

はなかった。 戰後 はまた 減少して 四百 五十 萬兩を 割る やうに なった が、 民國十 一年 以來、 再び 增 

加し はじめて 六 百 三十 萬 雨から 八 百 七十 萬 雨と 上昇して ねる。 


第二 節 刷子 製造業 

刷子の 原料 は 甚だ 多い が、 中で も、 豚 毛 は その 性質が 强靱 にて 耐久力が あり、 彈 力に 富んで な 

て 乾濕の 影響 を 受ける 乙と が 極く 少 いが 故に、 各種の 刷子 原料の 中での 上級 品と されて ぬる。 殊 

に 白 豚 毛 は、 漂白 すれば 純白 半透明と なって 甚だ 美しい ので、 齒 刷子 • 理髮 刷子 • 表 服 刷子 *化 

粧刷 子等 を 造る に 最適で あり、 到底、 他の 動植物 纖 維の 代用し 得る と M ろで はない。 黑豚毛 は 漂 

白す る こ とが 不可能で は あるが、 價 格が 至廉 であるから、 機械 掃除の 刷子 を 造る に 最適で、 特^ 

紡織 機 ，卷 煙草 製造 機 等に は 豚 毛 刷子 を 措いて は 代用品な しとまで いはれ て， Q る。 現在、 豚 毛で 

造った 刷子の 種類 は 極めて 多い が、 その 主要な もの は 前揭の ものの 外、 靴 刷子 • 鬚 剃 及び 眉 描き 

用 • 洗濯 用 • 溶 室 及び 家具 用 • 煖爐 及び 煙突 用 • 銃砲 及び 機械 用 • 牛馬 家畜 用 • 醫家用 • 繪畫及 

び 塗装 用 等、 各般の 用途に 跨って ゐる。 

我國に 於け る 刷子 製造業 は、 上海 • 廣東巿 等が 中心であって、 製品 は齒 刷子が 大部分 を 占め. て 

なる。 次に、 上海の 雙輪牙 刷廠に 於け る齒 刷子 製造の 順序 を 列擧 する。 
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1、 選 料 II 雨 端に 節が あり、 長さ 約 四 寸 • 直徑約 五分の 骨材 を 選ぶ。 

二、 削 骨 II 迅速に 廻轉 する 圓形鋸 を 以て、 骨材 を 割って 五六 本に する。 

三、 磨 板 I 迅速に 廻轉 する 鐡 製の 研磨機 を 以て 板狀に 磨き上げる。 

四、 平 孔* 立 孔* 水孔 II 穿孔機で 所定の 位置に 孔を あける。 

五、 磨 頭 • 磨 頸 II 研磨機で 滑 かにす る やうに 磨く。 

六、 漂白 I 骨 及び 毛の 漂白に は、 鹽基 性の 漂白 劑を 使； 3、 四 回の 操作 を經て 完了す る。 毛 は 

白 豚 毛 を 使 ふ。 暗綠 色の 豚 毛 は 漂白して から 黄色に 變り、 全く 使用 出來 ない。 

七、 出 光 II 職工の 手で 艷 出し をす る。 、 

八、 植毛 I 專ら 女工の 手に 任せられる。 

九、 切 毛 I 毛 並 を 剪定して 整へ る。 

この 工場 は 上海の 大 南門 北 石 街祥齡 里に 在り、 民 國十年 五月に は、 支店 を 重 慶の千 厠 門 柬川書 

院に 設けて. Q る。 

其 他 著名な 刷子 工場と して は 次の 如き もの を擧げ 得る であらう。 


工場 名 

梁 新 g 兄弟 牙刷廠 

振宇廠 

商. 餘 公 司 

家庭 工業 社 

中華 國貨 出品 社 


水 

同 


ェ 甌 

與 泰 

順 號 

0 記 


廣東及 上海 


上 

武 


為 


製品 種類 

齒 刷子 

同 

齒 刷子 及び 各種 毛 刷子 


昌 


同 

各種 毛 刷子 
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第一 節 舊來の 製紙業 

製紙 は 我 國古來 からの 最も 重要な 手工業の 一 である。 それらの 作業場 は 通常 『紙 槽』 と 呼ば 

れ、 分布 狀態は 極めて 廣汎 であ， o、 殆ん どこれ を 有しない 省 はない 程で ある。 紙の 産額の 多量な 

省と して は、 江 西 • 湖 南 • 福 建 • 四川 • 廣 東 • 浙 江 • 奉 天 • 廣西 等が 最も 重要な 地位に 在った。 

製紙 原料 は 竹 • 樹皮 • 藁 • 葦 • 反古 紙 等で ある。 竹 紙 は 南方 一 帶に產 し、 皮 紙 は 山 東 • 甘 肅兩省 

を 除き、 各省と も？ > れを產 する。 藁弒の 原料 は 北方で は 多く 高粱 稈を用 ひ、 南方で は 多く 稻藁 を 

用 ひる。 

我 國の紙 は 名目が 繁多で、 多年 紙 業に 從 事して ぬる 者で も、 往々 にして その. 全部 を擧げ 得ない 
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程で ある。 その 中、 最も 有名な もの は、 安徽 省の 宣紙、 江 西 ー1 建兩 省の 連史弒 • 毛邊 紙、 貴 州 雲 

南兩 省の 皮 紙で ある。 

江 西 I 乙の 省の 羝の產 額 は、 全國の 三分の 一 を 占めて. Q る。 元の 行政 區 劃で 袁州府 *瑞 州^ 

に屬 する 一 帶は、 古來 から 紙產の 要地と して 傳稱 されて 居り、 昔 は 全國の 需要の 半 を 供給した も 

のであった。 特に 萬 载宜春 の ニ縣は 最も 旺ん である。 その外、 南 村の 沙村紙 *袁 州の 表 芯 紙 *廣 

信府 河口 鎭の 連史紙 • 撫 州の 塵紙 . 九 江 附近の 楮皮紙 及び 塵紙 • 吉 安の 竹 紙な ど、 みな 天下に 名 

を 知られた 產 物であった。 而 して 全 省 を 通じて 言へば、 竹 紙が 最も 多量 を 占めて ゐる。 

湖南 —— この 省で は湘鄉 • 瀏陽 • 寶慶が 重要な 竹 紙の 產出區 域で あり、 湘潭は その 集散の 中心 

をな して. Q る。 NJV は 紙が 主要な 移出 品であって、 上海 其 他 揚子江 岸の 各地に 蓮 ばれる。 ^た衡 

陽 及び 附近 一 帶 は古來 から 綿 紙の 產地 として 聞え てゐ るが、 今日^ は白果 紙と 呼ばれる 種類の も 

のを產 出す る。 


00 1 この 省で は、 閩 江の 流域 一 帶 及び 連 城 • 龍 巌 • 潭平 • 寧 洋 • 泉 州 等の 各地から 紙が 產 

出され、 昔から 乙の 省の 三大 移出 品の 一 となって， Q た。 然し 最大の 販路であった 臺灣が 失 はれて 

から は、 製紙業 は衰 返の 一 途を迎 るば かりで ある。 

四川 II 夾江 • 銅 梁 • 合 川 *廣 安の 四縣 が、 この 省に 於け る產 紙の 耍地 であり、 特に 前 二者 は 

産額が 多い。 夾 江の 紙 は 昔から 著名で、 これの 製造 を 業と する ものが、 縣 下の 戶數の 殆んど 三分 

の 二 を 占めて. q る。 而 して 製品 は敍州 a 且賓縣 ) ，瀘縣 • 成 都 • 重慶 一 帶に 販路 を 持って ゐる。 

其 他の 省 I 廣東 省の 弒は、 産額に 於いて は 江 西 等に 劣る が、 大部分 は 上製 紙であって、 海 闘 

の 貿易 統計の 上で も 『上等 紙』 として 扱 はれて ゐる。 安徽省 は產紙 額が 最も 少 いが、 しかも 品質 

の 特異な 點 よりして 最も 著名で ある。 貴 州 省の 平番 及び 河北 省の 籩 安に 於け る皮羝 製造 は、 非常 

に 悠久なる 歷史を 持って 居り、 住民の 生業 も 亦殆ん どこれ である。 浙江 省に 於け る 製紙業 は、 昔 

の 行政 區 劃の 衢州 府に屬 する 地帶が 中心と な つて. Q る。 
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第二 節 宣紙 

宣羝 は安徽 省の 涇縣 に產 する。 涇 縣は晉 代に は宣城 郡に 屬し、 唐 代に は宣 州に 屬 して 居り、 そ 

の 頃から 名產 であった 紙 は、 唐 代 以來、 貢 納品と されて <Q たので 世上に 乙れ を宣 羝と稱 へる やう 

になった ので ある。 現代人の 多くの 者が、 宣紙 は宣城 縣の產 であるかに 思って ぬるの は、 あり 得 

べき 事に 似て 貸 は 見當違 ひなので ある。 何故ならば 宣城縣 は 昔の 行政 區劃 では獰 國府 の首邑 であ 

り、 且つ 少しも 紙を產 しないから である。 

涇縣 の宣紙 製造業の 中心 は小嶺 村に 在る。 而 して、 業者 は 大部分が 曹 姓の 家であって、 代々 そ 

の 製法の 秘傳を 守り、 輕々 しく 人に 傳 へる ことにしない。 このために、 今では 江 西 省 を はじめ 遠 

く 日本に 於いても 模造す る ものが 現れて. Q るが、 その 品質の 點に 到って は、 今な ほ 本場の 涇縣產 

の ものに 及ばない ので ある。 宣 紙の 原料 は 藁 及び 槔皮 である。 藁 は 普通の 稻藁 である。 槔は楡 科 

に屬 する^ 葉 喬木で 學名を ptescctia  tatarinowti  Maxim と 呼ばれる。 四月に 開花し、 六 七月の 頃 

に實を 結ぶ。 その 種子 は 中央に 結赏 して 左右に 翼が あり、 楓 に似てぬ るが、 圓 形であって 楓の長 


形な のに 及ばない。 葉 は 互 生で 網 脈が あり、 緣邊は 鋸齒狀 をな し、 單 葉で 形 は 卵に 似て ぬる。 乙 

の 植物 は我國 の特產 であ クて、 その 枝の 皮が 即ち 製紙の 原料で ある。 枝 を 刈 取る の は槪ね 冬季で 

あって、 翌年に は 新しい 枝が 生じ、 更に 三年 を經 過して 新しい 枝が 直徑 一寸に 達した 時に、 再び 

刈 取る M とが 出來 るので ある。 

製紙の 法 は、 先づ 藁と 樟皮を 石灰 (近來 では 曹達 を 使 ふ) と共に 蒸 煮す る。 藁 は 一 二回、 皮 は 

少く とも 三 四 回、 煮なければ ならない。 竈 は 泥土 を 積み上げて 出來 たもので、 上に は圓 桶 を 置 

き、 直 徑五尺 高さ 六尺、 鐡の鍋 を 底に して ある。 先 づ圓ぃ 木 を 鍋の 中に 列べ、 更に 原料 を その上 

に 積み かさねる。 乙れ は 原料 を 鍋に 接觸 せしめない？ -と により、 過熱の 患の ないやう にした もの 

である。 煮 終った 原料 は洗淨 にか V る。 山腹の 日光の 直射す る 場所 をえ らんで、 原料 を ひろげ、 

日光 漂白 (天然 漂白と もい ふ) をす る。 この間、 時々 水 を 注ぎ かける ので ある。 乙の 日光 漂白 は 

かな り 長時間 を 要する もので、 藁は少 くと も 七日、 樺 皮で も 五日 間 を 漂白す る。 (近來 では 漂白 

粉 を 使 ふ 者 も ある)。 漂白が 終ったならば、 片端から 搗碎 く。 十分 搗 いて 柔 くな つた 時に 所謂 紙 

漉き に 移る。 道具 は、 細い 割 竹で 造った 簾 を 木の 枠に 張った もので、 その 寸法 は、 紙の 大小に よ 

つて 異 つて. q る。 原料 を 入れて a く 桶 は、 長さ 七 尺 • 幅 六尺 • 深さ 四 尺の もので、 その 傍に は大 

笫 二十 一章 製紙業  in 二 五 
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缸 1 個が 据ゑ てあつて、 原料 を 入れて 置いて、 隨時 所要の 量 を 汲 出して 桶に 混入す るた めに 備へ 

て ある。 原料の 配合 は 藁が 七 分に 槔 皮が 三分で あるが、 高級品 は槔 皮の 分量 を 多くす る。 別に^ 

篛玉を 煮て 置いて、 紙に 粘り を與 へる ために 混入す るが、 その 量は專 ら經驗 による ロ傳 であって 

明瞭で はない。 しかし、 大體に 於いて 羝の 厚い もの 程 その 量 は 多い ので ある。 弒を 漉く 時 は、 二 

人が 捅の兩 側に 向き合って 立ち、 各々 漉 枠の 1 端 を 持って 桶の 中に 沈める。 そして 原料 をす くひ 

取って、 これ を 桶の 傍の 搾め 木の 上に 髭き、 若干 枚數 となった 時に 搾め 木に よって 水分 を 取り、 

乙れ を 乾燥に 廻す ので ある。 (但し、 弒の 大きさに よって は 一 人で 漉く )o 乾燥 裝置は 中空に な 

つた 厚い 壁であって、 中 空 の 部分で 火 を 焚けば 兩 側の 壁面が 温まる やうに なって， Q る。 漉いた ば 

かりの 濕った 紙 を まで 搬ん で來 ると、 先づ 片側に 温 氣を當 てで 乾かせる。 或る 程度に 乾く と 

剝 がれる から、 これ を 熱 しられた 壁面に 刷毛 を 以て 貼りつ ける ので ある。 一 端から 始めて 他の 端 

まで 貼って. Q る內に は、 最初に 貼った 分 は 乾いて しま ふから、 れを剝 がして、 また 他の 紙 を 貼 

つて 行く ので ある。 乾燥した もの は、 次に、 1 定の 大きさに 切， o 揃へ るので あるが、 乙れ また 人 

手で 行 ふ。 その 大きさに は、 四 尺に 二 尺の もの、 六尺に 二 尺八 寸の もの 其他數 種が ある。 

我國の 奮來の 製紙 法 は、 右の 宣羝の 場合と 若干 不同の 點 はあって も、 結局 は、 蒸 煮 ，漂 洗 *搗 


碎の 工程 を經 るので ある。 (但し 江 西省袁 州の 表 芯 紙 だけ は 蒸 煮 を 行 はずに、 石灰 を 以て 浸漬す 

る 乙と により 材料 を 溶かす ので ある )o 


0 二十 1 章 製较業  一一 一 二 七 


21 節 新式 製紙業  一一 三 八 

第三 節 新式 製紙業  、 . 

我國の 新式 製紙工場 は、 光緖 十七 年 2  < 九 一年) に 李鴻章 等が 上海に 創 設 した 偷章造 紙 廠を以 

て嚆 矢と する。 翌年に は 香港に も 誕生し、 日露 戰爭 以後に 到って は、 內 陸の 大都市に も續々 創設 

を 見た。 最近までの 間に 設置され た 主要な 工場 數は、 すでに 二十 有餘に 達して ねる。 但し 我國に 

於け る 新式 製紙業の 歷史 は、 失敗の 歷史 である。 右の 倫 章 は經營 困難の ために 間もなく 閉斂 され 

た。 

しかし、 光緖 二十 五 年に 上海の 浦 東に 設立され た華昌 造羝廠 は、 日本人 技師 を 招聘し、 最初 數 

年間 は 業績 頗る 良好であった。 光緖 三十 二 年に は 龍 章 造 紙廠が 誕生した が、 原料 パ ルブが 俄に 昂 

膨 した, o とと、 輸入 洋紙との 競 爭に堪 へ かね、 缺損續 きとな つて 倒産した。 而 して 民國四 年に は 

これと同じ 原因で 華昌も 人手に 渡って しまった。 

この 外、 武昌の 白 沙州造 紙廠、 漢 口の 財政 部 造 紙 廠も絕 え や 操業 停止 を 繰返し、 濟 南の 凝 源 造 

紙廠は 業績 不良で 休業して しまった。 -廣東 省 鹽步の 增源紙 廠も缺 損で 支へ 切れす、 廣 東官絨 局に 


合併され てし まった。 故に、 我國の 新式 製紙業の 歷史 は、 殆んど 全部が 失敗に 歸 した 記錄 なので 

ある。 その 原因に 遡って 見る に、 凡そ 以下の 如き M とが 列擧 される であらう —— (1) 水質の 不 

良。 (2)、 交通 未發 達の 結果と して 原料 檻褸の 供給 範圍が 比較的に 狭小で ある こと。 (3)、 パ 

ルブの 供給 を國 外に 仰がねば な &な いこと。 (4)、 曹達 • 漂白 粉 • 樹脂 • 粘稠劑 など、 みな 舶 

來 品の 供給に 仰がねば ならない こと。 

凡そ これらの 諸 因が、 我國の 新式 製紙業に とって 致命的 缺陷 をな して. Q るので あ. o、 今日まで、 

眞に發 展の機 會を齎 さない 所以で ある。 最近、 滿洲國 に 於いて は、 日本人が その 豊富なる 木材に 

着眼し、 パ ルブ 製造 計畫を 進めて ゐ るから、 奉 天 *吉 林 又は 安東 等に は、 或は 近代的な 生 產檬式 

による 製紙業が 經營 される であらう と 思 はれる。 
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第 四 節 紙の 輸出入 

我 國の紙 は、 昔から 輸出品の 一 であった。 通常の 年で も 海關 銀で 三百 數十萬 雨 乃至 四百 萬兩以 

上に 達して _Q た。 海關の 貿易 統計で は 我 國の紙 を 上等 紙 • 次 等 紙 • 下等 鈹 • 紙箔 • 廠 製紙 • 黃紙 

版 (ボ 1 ル紙) • 他 類 紙の 七 種に 分けて ぬる。 この 中で 上等 紙 • 次 等 紙 及び 紙箔 (錫箔 紙) の 三種が 

最も 多く 輸出され る。 民國 十三 年の 輸出で は、 羝箔が 第一位で 二百 十 數萬兩 に 達した。 乙の 紙 は 

多く 福 建 *浙 江 (紹舆 地方) 兩 省で 産出し、 祭祀の 時に 用 ふるもの である。 同じ年に 於け る 上等 

紙 及び 次 等 紙の 輸出 は 各 百萬兩 以上で、 大抵、 香港 • 安 南* シン ガボ I ル 及び 南洋 一 帶に 送ら 

れ、 華僑の 需要 を充 たす ので ある。 

輸入の 方 は 民 國九年 以來、 少ぃ 時で も 一千 四百 萬兩 以上、 多い 時には ニ千數 百萬兩 にも 達して 

ぬる。 但し 海關 統計の 上で は、 輸入 紙に 就いては 極めて 大まかな 記载が ある だけで、 紙質 及び 用 

途に關 して は 非常に 瞹味 である。 

輸入 紙の 主要な もの は 有 光 紙 (ァ 1 ト- 紙) • 新聞 ザラ 及び 印刷紙の 三種で ある。 有 光 紙 は 我國が 


特に 多く 使用す る外國 紙で、 敎科 書の 印刷 • 窨籍雜 誌 • 廣吿 等に 用 ひられ、 スク Hf デン •  ノル 

ゥ H 1 及び 日本から 輸入す る。 新聞 ザラは 新聞紙の 外、 一 般の 印刷 又は 包裝 用に 使 はれ、 印刷 羝 

は 帳簿 • 書籍 • 證券 類の 印刷に 使 はれる。 この 二者 は各國 とも 皆 輸入して ゐる。 M の 外 、包装紙 • 

唐史紙 (洋布 • 煙草の 包装 用) • 厚紙 (名刺 用) • 板紙 a 相 用) 及び 畫 用紙 等が 輸入され て ねる。 

外國 紙の 我國に 於け る 販路 は 極めて 廣汎 であるた め、 その 輸入 は 一つの 競爭 事業と なって な 

る。 歐 洲大戰 前に 於いて は、 輸入の 最も 多 いのは 英國 (香港) 及び スクュ ー デン のニ國 であった 

が、 戰爭中 は^れに 代って 日本 及び 米國の 製品が 殺到、 戰後 再び 現れた 英國 • スクュ I デン 及び 

ノル クュ ー の 製品と 共に 鎬を 削って ねる。 
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第二 十二 章 印刷業. 文 具 業 及び 學用 器械 

,  標本 模型 業 

第一 節 印刷業  ， 

後 漢の熹 平 四 年 (西 唇 一七 五 年、 天下の 儒者に 詔して 五經の 文字 を 正し、 乙れ を 石に 刻んで 大學 

の 門外 こ 建て 列ね、 人の 慕拓 する に 任せた とい ふが、 乙れ が、 我國に 印刷術の 生まれた 嚆矢 であ 

る。 降って 隋 代に 到れば、 板木に よる 佛經 聖典が 世に 行 はれた。 宋 の慶歷 年間 2 〇 四 一 ー 四 八 年) 

に は、 畢 昇なる 者が 活字 板 を發 明し、 膠 泥 を 以て 活字 を 造った。 その後、 木 を 以て 活字 を 造る に 

到った が、 明 代の 弘治 年間 <: 一四 八 八 II 五 〇 五 年^から 嘉靖 年間 2 五 ニニ 丄ハ 大年^-に かけて、 無 錫の 

人、 華燧 及び 安國 なる ものが、 前後して 銅 活字 板 を 創製、 かくて 我國の 活字に よる 印刷術 は 益々 

精巧と なる に 到った。 

*  .  ^二十 二 章 印刷業。 文 具 業 及び 學 用器 械標、 本 模型 業  三 一一 ニー  1 


第 1 節 印 剧 業  5四 

世界の 諸國 にも 板木 及び 活字 版は存 したが、 我國に 先んじて これ を 有した もの はない。 この 點 

では、 吾人 は、 自ら 偉な りと する 乙と は出來 るので あるが、 しかし 畢 昇が 活字 版 を 發 明して 以 

东、 單に 字形に 改良 を 加へ るば か， o で、 印刷機の 作成 及び 其 他の 貢獻を 果たし 得なかった とい ふ 

乙と は實 に遺爐 至極の ことで ある。 

開港 以來、 我國の 印刷技術 にも 大 なる 變 化が 起^った。 石版 • 鑄 造 • 鉛 活字 • 鉛 版* コ "タイ 

ブ扳 • ス -プ P 版 等 相次いで 傳來 し、 印刷 は 機械に よってな される に 到った。 これら 新しい 技術 は 

用途に 於いて 異 つて はねても、 舊來の 方法に 較べて 遙に 迅速な 點 では、 軏を 一 にして ゐた ので あ 

る o 

我國の 印刷業に は、 昔から、 官營と 民營の 別が あった。 所謂、 監本 • 殿 版 • 局 版と いふの は 孰 

れも 官營 印刷 を 指して 言った ものである。 乙の 官營 は淸 代が 最も 盛んであった。 しかし、 同 治 か 

ら光緖 年間に かけての 中 典の 名 臣は、 孰れ も 率先して 新式 工業の 創設 を 提唱して ねる が、 南京 • 

杭 州 • 蘇 州 • 成 都 • 武昌 等の 各地に 設けられた 官書局 は、 尙ほ 依然として 完全に 舊法 による 印刷 

所であって、 少しも 新法 を參 入し なかった ので ある。 

今日で は 各地の 印刷所 は、 新法 を以- てす る ものの 方が 普通であって、 新聞 *雜 誌 • 敎科害 及び 


1 般 書籍 は、 新法に 由らぬ もの はない。 各種の 古典の 翻刻に しても 新法に よる ものの 方 力 多， 

舊法 による もの は少 ぃ實狀 である。 

現在 國內の 新式 印刷工 場 は 甚だ 多い が、 次に その 主要な もの だけ を 表示して 置かう。 


名 稱 

財政 部 印刷 局 

印 鑄 局 

商務 印書 舘 

中華謦 局 

世界 書 局 

別發 洋行 


同 

同 


京 


<g  0 年 


一八 九 七 年 

一九二 一年 

一九 一八 年 

1 八 八 五 年 


附 註 

官營 

问 

民營 

司 

英國 資本 英文 印刷 
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笫ニ節 文具椠 及び 學 用 器械 標本 模型 業  •  一一 一一 一二 ハ 

第二 節 文 具 業 及び 學用 器械 標本 模型 業 

學 用實驗 器械 • 標本 • 模型 • 洋式 文 具 等 は、 勿論、 最初 は外國 から 持ち こまれた ものである。 

光 緒 年間に 安徽省 石埭の 出身で 楊文會 (嘗て 駐英 公使館 書記官に 任す) なる 人が、 南京に 於いて - 

地球儀 その他 各種の 天 體儀を 製造して 發賣 した^と が あるが、 これが 我國に 於いて、 學 用器 械標 

本 模型の 製造業の 先驅 をな した ものである。 

然るに 楊 氏 は 資性 甚だ 佛 學を嗜 み、 この 事業 を 起こした 動機と いふの も、 多少の 資財 を 得て 經 

典の 刊行 をな したいと いふに あつたので、 事業 そのもの は 何等 著しい 發展を 示さなかった。 光緖 

二十 七 年 (一九 o 六 年) になって 上海に 科 學儀器 館が 創設され たが、 Z れ が當 時の 斯業に 於け る最 

大の 規模の もので、 ^れ 以來、 二三の 印刷 出版 會社も 亦 この 事業 を蒹營 する やうに なった ので あ 

る o 

筆と 墨と 紙 (卷紙 • 便箋 • 封筒 *寫 字 紙 等) と硯と は、 我國で 昔から 言 ふ 所の 文 房の 四寶 であ 

る。 これらの 品物の 製造 は、 元來は 家； E 手工業の 一 であって、 從 つて 各地で 生産され る。 然し 技 


術 上 或は 材料 上の 關 係から、 自然に 製造の 中心地と いふ ものが 生じて. Q る。 所謂、 湖 筆 *徽 墨と 

か端硯 • 歙硯 とい ふの は、 昔から 製造の 中心地の 產品を 言った ものである。 

湖 筆と は浙江 省の 湖州に 產 する 筆、 徽 墨と は 安 徽省徽 州の 墨、 端硯と は廣東 省肇慶 附近の 端溪 

に產 する 硯、 歙硯 とは徽 州の 歙縣 に產 する 硯 のこと である。 (硯は 端硯が 最上 品で あるが、 古來 

からの 原石 はも はや 缺乏を 告げ、 新しい 採石場が ある けれども、 その 質 は 稍 劣る とされて. Q る)。 

徽墨 は光緖 三十 二 年 2 九 〇 六 年) 以來、 海 闘の 輸出品 目 表に も擧 げられ て. Q る。 普通 使 はれて. Q 

る徽墨 は、 その 名稱が 甚だ 繁多であって、 到底 列擧し 切れない。 由って 玆には その 種類に 從 つて 

下の 如くに 總 括して 見やう。 

(1) 淸烟 墨、 最上 等。 

(2) 松烟 墨、 上等。 

(3) 頂烟 墨、 中 下等 雨 種。 

(4) 老烟 墨、 中 下等 雨 種。 

(5) 藏烟 墨、 上中下 三種。 

墨 質の 良否 は 比重の 大小. によって 區別 づける。 而 して 良質の 墨 は 容易に 碎 けない ものである。 
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徽 墨の 製法 は 普通 は 槪ね墨 粉と いふ もの を 用 ひる。 これ は松烟 • 油烟 • 牛皮 膠 • 樟腦の 四 種の 

原料 を 配合して 出來 たもので ある。 最上 等の 墨に は 麝香 或は 冰片 香) 等 を 加へ る。 

昔 は 墨の 輸出に 對 して は 全く 課税し なかった が、 民國 元年、 始めて 土货 出口 税則を 適用して 徵 

税 する ことにした が、 海外への 輸出 は 逐年 增 加した。 輸出 便 額 は光緖 三十 四 年 を 除いて、 每年平 

均 十 萬 兩以內 では あるが、 しかし、 特色 ある 輸出品た る を 失 はない ので ある。 輸 m 港 は槪ね 天津 

及び 上海、 包装 は 紙の 小箱に 納めた もの を、 更に 木箱に まとめて 入れられて. Q る。 その 木箱 を 開 

い た 際に は、 芳香 撗溢、 外國の 港で 甚だ 珍と されて. Q ると いふ。 

銀 0 

銀硃の 印肉 も 亦 我 國の文 具に 於け る 重要 品で ある。 銀硃 は元來 天然に 產出 する 辰 砂に 似た もの 

であるが、 その 性質 は 稍純粹 である。 製法 は 我 國獨特 の 秘密と されて ゐ るが、 要するに、 西洋人 

の 所謂 乾 製法に 外なら ない。 水銀と 硫黃を 混入して 直 徑ニ尺 あまりの 鐡 の 鍋で 熱する ので ある 

が、 比率 は 水銀が 九十 ニ％ で 硫黄が 八 ％ である。 上面 を 泥で もって 掩ひ、 更に 茶碗の 破片 を 泥土 

の 上に 鍋 1 杯になる まで 積み上げる 。- その上 を 小さな 鍋で 覆 ひ、 四周 を 泥 を 以て 密封す る。 かく 


て 熱する こと 一 晝夜 にして 昇華 作用が 完了し、 すべての 疏化 水銀 は 悉く 碗片の 四處に 附着す るの 

である。 やがて 冷却したら 鍋 を 開いて 塊狀の 泥土 を 碗片 から 取 除き、 化合の 完全で ない もの は 別 

に 剔出して しま ふ。 そして 水 を 加へ て 細かに 研磨し つ.^、 鉢の 中で 漂 洗し、 乾燥して から 篩に か 

ければ、 それで 銀硃が 得られる ので ある。 作業場の 設備 は 甚だ 粗末な もので、 製造と 研磨の 二部 

に 分れて ゐ るが、 前者 は 鍋と 竈が 一通り、 後者 は 僅に 石臼 一式と 土 鉢數十 個が あるに 過ぎない の 

である。 製造の 秘訣 は、 全く 火加減の 如何に あるので あって、 經驗 しない 者に は 窺 ひ 知る を 得な 

いもので ある。 而 して 鍋の 中の 碗片に は、 暗赤色の 塊狀の ものが あるが、 土地で はこれ を 神 砂と 

いふ。 比重が 極めて 重く、 雄黃 (三 硫化 アルゼン) と 似て ゐ て、 解毒 劑 とされて ゐる。 M れを細 末に 

研磨し、 水 を 以て 漂 洗して 二種に 分ける。 即ち、 水面に 浮んだ 帶 黄色の もの を硃 漂と いひ、 印刷 

及び 上等み 朱 漆の 混合 媒劑 とされる。 殘餘の 沈積 物が 即ち 銀硃 であって、 顔料 • 誊籍ゃ 書類の 朱 

註 • 印肉 原料 等に 用 ひられる。 乙の 銀 硃の產 地と して は 福 建 省の 漳 州と 廣東 省の 佛山 とが 著名で 

あるが、 特に 漳 州の もの を 以て 上質と されて ねる。 

印 色 
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一 名 印 泥と もい はれる。 印 色 (印肉) の 用途 は 極めて 廣ぃ。 漳州產 の 八寶印 色の 如き、 製法 も 良 

いが 價格も 高い。 1 兩 (約 十 匁) が 1 元から 十六 元 を唱 へる 程で ある。 製法 は、 陰暦 五月の 頃に、 

艾の葉 を 晒し 乾しに し、 竹 籠の 中で 乙れ を 揉み ほごす。 すると 粗大な 葉脈が 漸次に とれて、 細く 

して 嫋 やかな 糸が 連って 來る。 乙れ を艾絨 (もぐさ 糸) とい ひ、 一斤の 艾 から 僅に 二 雨 (八 分の 1 

斤) を 得る に過ぎない。 別に 日 晒しに して 一 ヶ月 以上 經 過した 古い ヒマシ 油 1 兩と、 硃砂 1 兩と 

を^ 合し、 乙れ を艾絨 に吸收 させ、 洋紅 を 加へ て 石臼で 搗き まぜる。 すると、 小 半時して 印肉が 

出來 上る ので ある。 漳 州の 印肉 は年產 一 萬 元に 達する とい ふ。 


第三 節 代表的 * 印刷工 場 

一、 北京 • 財政 部 印刷 局 

北京の 財政 部 印刷 局 は 規模 宏大 • 設備 完全で 印刷 は 頗る 精巧で ある。 各 銀行の 兌換券 • 郵便 切 

手 • 收入 印紙に 到る まで、 この 印刷 局で 製作され る。 印刷 ィ ン ク 及び 同 イン ク 用の 顔料まで 自家 

製造 を 行って 居り、 且つ 廢弒を 利用す る 手工 造 弒科を 附設して、 各種の 包弑を 製造して， Q る。 そ 

れら各 科の 要項 を 摘記し やう。 

(1) 油 墨 (インク) 製造 科 

ィ、 油の 煮 固め II 鐡 製の 鍋 二 基、 直徑 一 尺 餘* 深さ 八 寸餘。 作業 室の 天井に は 鐡板を 張つ 

て 火災 を豫 防して ある。 油 を 鍋の 中で 加熱して 百餘 度に 達せし め、 蒸發 して 來る ガスに 點 

火して 燃燒 せしめる。 粘度 (づぎ gity) が適當 になった. 時に 火 を 止める。 乙の 方法 は. ffl の 消 
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耗 が稍大 であるが、 製作 時間 を 短縮させる ことが 出 來る。 

&、  ^と 顔料との 混合 I 右の 如く 處理 した 油 を 顔料と 混合す る。 混合機の 鐡槽は 任意に 交 

換 する ことが 出 來る。 蓋し 1 種の 色に 就いて 一 個の 鐵槽に 限定し なければ ならない からで 

ある。 

< 油 墨の 研磨 II 混合され た 油 墨 を 轉輪磨 機 (Grinding  mill) に 移して 微粒子と なる まで 硏 

磨す る。 乙れ が 終って から^に 鈉 めて 使用に 供す るので ある。 

(2  ) 顔料 製造 科 

顔料 製造の 設備と して は、 僅に 數十 個の 鉛 を 張った 木糟 と、 ニ臺の 攪拌 機 だけで ある。 原 

料 は 明 礬* 黑礬 • 重 土 粉の 外 はみ な舶來 品で ある。 

(3) 手工 造 紙 科 

乙の 科で は 城 內白羝 坊一帶 の， 紙 職人 を 招聘し、 各種の 包紙 を 造って ねる。 

ィ、 配 合 


印刷に 際して 生じた 廢紙 或は 斷截 によって 生じた 半端 等 を 一 定の 割合で 混合し、 細片に 

破碎 して 水で 洗淨 する。 

"、蒸 煮 

右の 細片 を 攪拌 鍋の 中に 投じて 蒸氣と 冷水と を 通じ、 同時に 攪拌 機 を 廻轉 させて 1 層徼 

細に する、 それから 圓 筒形の 幾 鍋 (高さ 約 四 尺 • 直 ^一尺 餘) に 入れて 蒸氣を 通じて 煮る 

ので ある。 若し 着色した 紙の 破片が 混じて ゐた 場合に は、 適當の 苛性 ナトリウムの 溶液 を 

加へ ねばならない。  • 

ノズ  ^ 

右の 如くに 處理 した 絨を 麻茆の 上に 移し、 水 を かけて 洗 ふ。 

： 打 碎 

洗 ひ 終れば 卓子 狀の 石に 移し、 棍棒 を 以て 打つ ので あるが、 打つ 時間が 長ければ 長い ほ 

ど、 紙の 原料と して 上質と なる ので ある。 

ホ、 打 漿 

充分に 打碎 した 紙 料 をもう 一 度 水洗 ひしてから、 長方形の 淺ぃ 水槽に 移し、 適量の 水 を 
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加へ、 二人の 職工が 雨 側に 立って 竹桿を 以て 交互に 攪拌 すれば、 やがて 極めて 均等な 漿液 

と； 1 つて 來る。 

へ、 漉 紙 

この 漿液 を 木製の 水槽に 移して 適宜に 清水 を 加へ る。 時として は 松 香 (天然 アルカリ 

を- プ レ ピ ン 油に 溶解せ しめた もの) 及び 明礬を 加へ る 乙と も ある。 次いで 木の 枠に 特製の 

竹 簾 を 張った もの を 入れて 漿液 を 掬 ひ 上げ、 輕く 振動 させて 水分が 滴下し 終る の を 待って 

ゐ ると、 簾の 表面に は 一枚の 濕れた 紙が 形成され る。 M れ を 板の 上に 俯向けに して 枠から 

離し、 次いで 簾 を徐々 に 取り除く。 すると 濕れた 紙 は 板の 上に 移る わけで ある。 次ぎに 二 

枚 目の 濕れ紙 を 最初の 紙の 上に 同じ 順序で 重ねる。 かくて 板の 上に 堆積され た濕れ 紙が 千 

枚 以上と なった 時に 一 旦 打ち切る ので ある。 漉 紙ェの 技術 は 甚だ 精妙な もので、 工賃 も 亦 

他に 較べて 稍 高い。 

ト、 水切り 

板の 上に 積み重ねた 濕れ 紙の 上に、 一枚の 鐡板 を當 てが ひ、 壓カを 加へ て 水分 を 壓し出 

す。 一 定時 間 腿して ゐれ ば、 大部分の 水分 は 除かれて しま ふ。 


チ、 乾 燥 

鋼鐵 製の 壁が あり、 內 部に 蒸氣が 通って. Q る。 これで 乾燥す るので ある。 右の 半ば 水分 

のとれ た 紙 を 一 枚 一 枚 はがして、 糊 刷毛で 7- の 壁に 貼りつ ければ、 忽ちの 間に 乾燥す るの 

である。 

二、 商務 印書 館 

商務 印書 館 有限 公司 は 光緖ー 一十三 年の 創始で ある。 夏瑞芳 • 高 鳳 池 • 鮑咸恩 • 鮑成昌 等が 合計 

四千 元の 資を 集め、 上海 江 西路. に 三 棟の 家 を 借り、 印刷機 ニ臺を 以て 事業の 基礎 を 置いた。 翌年 

の S に は 北京 路に遌 り、 十二 棟の 家 を 持つ に 到った。 光緖 二十 八 九 年の 頃に、 始めて 北 福 建路に 

印刷所 を 建て、 唐 家 街に 編 譯所を 設け、 發行所 を棋盤 街に 置いた。 次いで 印刷所 編譯所 を寶 山路 

に 改築し、 爾 來.、 苦 辛 慘澹、 經營に 腐心、 逐年 擴 充を續 けて 來 たので ある。 民國 十一 年に は 資本 

を 銀 五 百 萬 元に 增 して、 規模 益大 となり 營業 品目 も 多様と なって 發展を 重ね、 今や 國の內 外 を 通 

じて 其 名 を 知らぬ ものがない 迄にな つて. Q る。 

乙の 會 社が、 編 譯所を 創設した の は、 我國の 出版業に 於け る 新紀元であった。 當時は 張 元濟が 

^二十 二 章 印刷 粲* 文 具 業 及び 學用 器械 標本 模型 業  11 一四 五 


第 11 一節 代表的な 印刷工 場  ョ四 .K 

主事で あり、 現在で は 王 雲 五が 代って. Q るが、 各部 門の 科學專 門 家と 敎育 上の 理論 及び 經驗に 富 

む 者 を 招聘して、 新 知識の 編輯 飜譯を 分 措せ しめたの である。 乙の 部^の 力に よって 出版した も 

のとして は、 

第 一 に 各種の 敎科 書參考 書であって、 凡そ 小學 校から 大學に 到る までの もの は 殆んど 網羅され 

て. Q る o 

第二に は 古書の 覆刻であって、 宋元 以後の 完結 本 乃至 獨立 本を捉 へて その 主要な もの を 刊行し 

た o 

第三に は 西 書の 飜譯 であって、 各國の 新刊書 を 殆んど 凡ゆる 部門に 一旦って 隨時 出版した。 

第 四に は古來 からの 著名な 睿畫 或は 法帖の 復寫 刊行であって、 M れ亦 新式 印刷術 を 自由に || 使 

して 江湖の 稱讃を 受けた。 

その他、 學問 知識の 普及の ために、 百科 小 叢書 *學 生國學 叢書 • 國學小 叢書 等の I 種 叢 |5 の刊 

行に 努めるな ど、 乙の 編譯 所が 我國の 文化に 對 する 貢獻は 亦少 からぬ ものが ある。 

この 會社 は、 今では 印刷工 場 七 を 擁して ゐ る 。第一 • 第二  • 第三 • 第 四の 四 工場 は 上海の 繫山 

路に、 第五 工場 は 上海の 天 通庵路 に、 第 六 及び 第 七 は 夫々 北京と 香港に 分設 されて. Q る。 北京の 


もの は 京華 印書 局と いひ、 香港 工場 は 香港 印刷 局と 稱 して- ぬる。 

上海に 於け る 印刷工 場で は、 睿籍雜 誌の 印刷の 外、 活字 や 銅 版の 製造、 石版 印刷機 • 鉛版 印刷 

機 • ス _ グ P 鑄 造機 . 型拔機 • 斷截機 • 紙 綴 機 • 字母 鑄 造機 • 華 文 クイ. フライク ァ • 印刷 インキ • 

映：：に： フヰ产 ム • 學 用實驗 器械 • 標本 • 模型 • 各種 文 具 等の 製作 を 行って. Q る。 

印刷技術の 向上に 對 する この 會 社の 努力 精進 は 特筆せ ねばならない。 再三、 海外に 人 を 派遣し 

て實地 習得に 努めさせ、 歐 米の 最新式 印刷 機械の 購入、 外 國拔師 の 招聘に よる 青年 徒弟の 敎育等 

凡そ 西洋の 印刷技術 は 悉く それ を爲し 侍る 迄に 進んで. Q る。 鉛版 *單 色 石版 • 多色 石版 • ゴ ム 

版 • 寫眞銅 版 • 寫眞 凸版 • コ & タイ ブ 版 • 彫刻 黄楊 版 • 彫刻 銅 版 • 原色版 • ォフセ ット版 等、 夫 

々相當 に 精巧で ある。 また 多年、 紙幣 • 債券 • 印羝 等の 有價 證券 及び 力 レン ダァ • 商標 等の 廣告 

品 を 引受けて 定評が あり、 各地の 共 進會に 於いて 褒賞 を 獲得して ぬる。 民國ニ 年に は當時 世界で 

第二と いふ 英國 製の 大寫眞 機 を 備付け、 地圖の 如き 巨， K, なる 印刷物 を 一 回の 撮影で 版に し 得る に 

到った。 このため、 製品の 精密 さと 迅速と で その 名 を喧傳 される に 到った。 また 影印 版 ( 一 名 を 

彩色 寫眞 版と もい ふ) は 米國の 最新 發 明に 係る 技術で あるが、 M の會 社の 職員 郁 仲 華 は、 民國八 

年 これが 實驗に 着手、 相當の 成果 を收 めた が、 民國十 年に は 更に 米國 人へ リン ガァ (L.  E.H。i.if 
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gen.) を 招聘して 改革し、 遂に 拔術 的に 完全の 域に 逡 した。 乙れ は 原畫の 如何なる 色彩で も寫眞 

^によって 各 色彩 ごとに 撮影し、 任意に 擴大 或は 縮 少して 復原し 得る 方法であって、 原畫 と異ら 

ない のみなら す、. 時間 的に も 甚だ 迅速に 複製し 得る ものである。 

民國 十三 年に はまた 影寫版 (3ta-gl.avul.c) を 增設、 特に ド ィ ッ人專 門 家 ハイネ タカ ァ (F.BfT 

ぎ 0 を 招聘して 傳授を 受けた。 乙の グ ラグ ュ ァ 版の 增設 によって 繪畫の 印刷 は 一 層 精巧と なった 

ので ある。 最近で はまた 喾 家の 韓佑之 を 招聘して 古體 活字の 創製に 努めた。 韓氏 は宋版 或は 元 版 

の古喾 を範 とし、 俗書の 訛 誤 を 正しつ、、 一種の 字體秀 美なる 宋體 活字 を 産み出した。 これで 印 

刷した もの は字體 甚だ 古雅な りと して 絕讃 されて. Q る。 . 

更に 述 ぶべき こと は、 7J の會 社が 國內の 學校用 書の 需要に 應 へて、 特に ドイツから 新式の 輪轉 

印刷機 三臺を 求めた ことで、 乙れ による 時 は 印刷と 同時に 折 本が 完了し、 一 臺の 機械が 一時間に 

二 萬 部 を 印刷し 得る 乙と である。 

また 米國 製の 紙籙機 ニ臺が あり、 人手に よら やして 一時間 五 千 本の 釘で 假綴が 出來 上る ので あ 

る。 れら は、 少く とも 我國に 於いて は、 M の 會社獨 特の點 である。 最近の 調査に よれば、 乙の 

會社 は每年 印刷 インキ 二十 萬 ポンド を 消耗し、 用紙 二十 五 萬 連 (1 連 は 五 百 枚) を 陡用 するとい 


ふ。 以て 相當の 工場で ある ことが 立 證出來 るで あらう。 

また、 この 會 社の 製作す る學 用實驗 器械 は、 精度 良好と して 多くの 學 校に 採用され て. Q る。 標 

本 • 模型 は、 動 植碳物 を 通じてみ な國產 材料 を 使用して ぬる。 その他、 蓮 動 器械 • 幼童 敎育 器具 • 

玩具 • 職業 學 校の敎 育 器具 • インク • 毛筆 • チヨ— ク • 墨 • 印肉 及び 各種の 文 具に 到る まで、 夫 

失專門 技師 を 澄いて 製作して ゐ るので、 相當に 令名が 高い。 
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第一 一十三 章 セ メ ン ト 製造 工業 


第 一 節 セメント 工業の 起源 

我 國で水 泥と 呼ばれる セメント は、 塞 門德土 •  士敏土 • 水門 汀な どの 音譯で 呼ばれる^ とも あ 

う、 また 洋 灰と 意譯 して 呼ばれる こと も あるが、 古くから 重要な 建築 材料と されて ゐた ことに 變 

り はない。 セメン ト 製造が 開始され たの は、 遠く 淸の光 緖ニ年 (一八 七 六 年 i> である。 當昤、 開平 礦 

務局は 直 隸省唐 山に セメ ン ト 原料が 豊富で あるの を 見て、 別に 工場 を 設けて 製造 を 開始した。 

その後、 經營 不良で あつたので 損耗 甚だしく 休止して ゐ たが、 光 緒 三十 二 年に 民營 とな， o、 啓 

新洋灰 公司と 改名して 再開した。 爾來、 國內に 於け る セメントの 需要が 增す につれ、 廣：， 湖北- • 

奉 天 • 江 蘇の 各省に 相次いで 水泥铰 の 建設 を 見、 ^次、 我國の 重要 產業 となった ので ある。 

第二 十三 章 セメント 製造 工業  HI 五 1 
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第二 節 セメントの 輸出入 

我國の 需要す る セメント は、 國內各 工場の 供給す る ものの 外、 更に 海外から も 供給され てね 

る。 民國 以前に 在って は、 建築に セメント を 用 ふること は 尙ほ少 かった ため、 輸入 も 微量で あつ 

たが、 最近 十 年來、 漸次 增 加して. Q る。 海關 統計に よれば、 民國 元年の 轍 入 は 四十 八 萬 九 千餘ビ 

ク ル、 四 年に は 七十 萬 一 千ピ ク ,、 七 年に は 八十 六 萬 二 千餘ピ ク ,、 八九兩 年に は 遂に 百萬ビ ク 

〃を 越え、 十 年に は 二百 五十 餘萬ピ ク〃 、十一 年に は 三百 十七 萬 八 千餘ビ ク 产 となって、 元年の 

分の 六 七 倍に 達した ので ある。 

しかし 一 方で は國 產セメ ントが 輸出され る 部分 も ある。 民國 元年に はま だ 輸出はなかった が、 

二 年 及び 三年に は、 每年三 四十 萬ビ クル を 輸出し、 四 年に は 五十 餘萬ピ クル、 五 年 及び 六 年に は 

若干 減少して 二三 十萬ビ クル、 七 年に は 再び 五十 餘萬ビ クルと なった が、 八 年 以後 は 逐年 減少 を 

續 けて 十 1 年に は 遂に 六千ビ クルに なって ゐる。 

漱 年間の 狀態 を通觀 する に、 轍 入 量 は 逐年 增加 する に反して 輸出 量 は 漸減して. Q る。 これ は 近 


年 國內の 建^ 界 が發展 しつ、 あるた めに、 セメントの 消費量が 多くな り、 遂に この 現象 を 生み a 

した ものと 思 はれる。 • 
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第 111 節 セメント ェ湯  111 五 四 

第三 節 セメント 工場 

我國 及び 満洲 國に 現存す る セ メ ント 工場 は 十 社、 我が 民間資本 家の 經營 する ものば かりで なく 

て、 外國 資本家の 經營 する もの も あるが、 次に、 その 摘要 を 列擧 しょう。 

r 啓 新洋灰 公司 - 

工場 は 河北 省 灤縣の 唐 山に ある。 京山鐡 道の 要衝に 近く 交通 至便で あり、 埋藏 する 原料 も 亦 

豊富であって、 炭坑と は 至近の 距離に ある。 新舊ニ 工場 あり、 舊廠は 蒸 汽機關 と、 長さ 百 尺の 

廻 轉窑ニ 臺とを 持って ゐて、 乾 製法 を 採用して ゐ る。 新 廠の方 は 電動機 を 使って 濕 製法に よつ 

てゐ る。 資本 は 銀 八 百 八十 萬 元、 年產額 六十 萬パ レ ル である。 

二、 大冶水 泥 公司 り 「ベニに む リ Tr  .  r どゲ . . ..i  - 

工場 は 湖北 省 大冶縣 に 在る。 創. H は 宣統ニ 年 ( 一 九 一 〇 年) で ある が、 缺損 甚だ しいた め.、 遂に 


前記の 啓 新洋灰 公司に 合併され、 華 記 湖北 水 泥 公司と 改名され るに 到った。 改組 後の 資本 は 銀 

二百 萬 雨で、 啓 新の 資本の 1 部に 包括され て^る。 年産額 三十 六萬バ レ产 である。 

三、 廣州士 敏土廠 ，!^^^?>^者ま：ん％»  Z  • ま s0 

工場 は廣州 (廣東 市) の 河南に ある。 光緖 三十 三年、 淸朝 政府に よって 設立され たもので ぁケ 

が、 民國 となって から は 廣東省 政府の 所有と なった。 一 日の 生産 能力 は 五 百 五十 バ レ 产。 民國 

十 年に は 民間資本に 三年 間 だけ 開放 するとい ふ議 があった が、 その後 立ち消え となって ゐる。 

四、 濟南水 泥 公司  、 

工場 は濟 南の 近郊に 在る。 資本 は 銀 二十 萬 元、 年產 能力 は 七 萬 五千バ レ ドノ。 

五、 山 東 興業 株式 會社  , 

工場 は 膠 州 灣の滄 口に ある。 民國六 年の 開設で 日本人の 經營 すると 乙ろ、 資本金 は 四十 萬圓 

年產額 九萬バ レ ,o 
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第三 節 セメント 工場  三 五六 

六、 小 野 田セメ ント會 社 

工場 は大連 郊外の 泡 子 崖に ある。 光緖 三十 三年 (明治 四十 年) の 創立で、 日 本人の 經營 すると 

ころ、 資本金 は 百 萬圓、 年産額 二十 萬バ レ 产 である。 

七、 靑州水 泥 公司 

光緖 十二 年 nAA 六 年) に英國 人に よって 創設され たもので、 香港 政廳に 登記され、 本社 は 

香港に 在る。 工場 は 二、 その 一 は 九 龍の 郊外に、 その ニは澳 門の 靑州 島に 在る。 資本 は 銀 四百 

萬 元、 年産 六十 莴バ レ ル 乃至 百萬バ レ ル である。 

八、 中 國水泥 公司 

工場 は 南京 近郊の 龍潭に 在る。 民國 十一 年、 上海の 著名なる 建築 事務所 姚新 記に よって 創設 

された もので、 機械 は ドイツから 購入した もの、 資本 は 銀 百 萬 元、 年産 十四 萬 四千 パ レ^-であ 


九、 上海 水 泥 公司 

工場 は 上海の 龍 華に 在り、 民國七 年の 創設で、 機械 は ドイツより 購入した もの、 資本 は 銀. 二 

百 萬 元、 年産額 三十 六萬バ レ ル である。 
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第二 十 S 章 審 業 


第一 節 g 業の 分布 

陶磁器の 製造 を總稱 して 窑 業と いふ。 古來 から 我國の 最も 重要なる 産業であって、 現在で は衰 

微 したと はい へ、 尙ほ 且つ 每 年の 輸出 額 は 海關銀 四百 餘萬兩 を 越えて. Q る。 從 つて 國內涫 費の 全 

量 は、 當然 にこの 數 倍に 達して ゐ るので ある。 我國に 於け る窑 業の 分布 は 甚だ 廣汎 であるが、 左 

に 調査し 得た 結果 を列擧 しょう。 

1 、 江 西 II 浮 梁 • 景德鎭 • 南豊 • 都 陽 • 撗峯 • 萍鄕。 

一 一 、 江 蘇 I 無 錫 • 張渚鎮 • 蕭縣 • 吳縣 • 宜舆 • 儀徵。 
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第一 節 窵業 

三、 廣東 II 潮 安 

四、 福 建 I 厦門 

五、 河北- 

六、 山 東- 

七、 河南- 


-臨 淸 

-陳留 


臨汝 • 魯山。 

八、 湖南 I 醴陵 

九、 山 西 II 河 曲 

十、 浙江 I 


十 一 、 安徽 II 祁 

十二、 陝西 II 南山 

十三、 甘肅 —— 華亭 

十四、 四川 II 成 都 


三 六 o 

連縣 • 大埔 • 海 陽 • 東莞 • 合 浦 《 


許昌 • 廩慶 • 宜 陽 • 登 封 • 禹縣 


白水 • 耀縣。 

皋蘭 • 平 番* 平 涼 • 中衛 * 

大邑。 


滿洲國 に 於け る窑 業の 要地 を 附記 すれば、 大連 及び 新 京が それで ある。 而 して 右の 各省の 中で 

は 江 西 • 江 蘇 *廣 東 • 福 建の 四 省が 最も 重要であって、 所謂、 饒窑 • 宜奥窑 • 廣窑 • 建窑 とい ふ 

の はこれ である。 
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饬ニ節 镜 0  HH ハニ 

第二 節饒 審  , 参 

饒窑と は 江 西 省の 浮^ 縣景 德鎮で 製せられ る 陶磁器 を 指して 言 ふ もので、 浮 梁が 昔の 行政 區劃 

で饒州 府に屬 する 乙と に由來 する ので ある。 景德 鎭は縣 城の 西南 二十 支 里に 位し、 昌 江の 南岸に 

在る。 附近 一 帶 から 陶土 を 産し、 陶磁の 製作に 便利で あるので、 陳代 osg 五 五 七 —五八 八 年) 以來、 

良品 を產 する ことで 著名であった。 宋 の景德 年間に 始めて 鎭を 置いた ので 景德鎭 の 名 も M の 時 か 

らで ある。 

景德鎮 は 長さ 約 十 餘支里 • 幅 約 三 支 里の 町で、 昌江 下流に 沿 ふた 附近 數支 里の 間 は、 陶磁器の 

破片が 堆積され て 丘 をな して. Q る。 人口 約 三十 萬、 營む 所の 生業 は、 土 掘り • 白 土 行 (白 土 問屋) • 

匣 鉢 行 (小物 專門) *黏 灰 行 (粘土 問屋) • 坏坊 (型 作專 門) ニ惑戶 (即ち 窑を 設けて 陶磁 を燒く 者で 瓷 

窑* 柴萏 • 草窑 等の 區 別が ある) • 彩戶 (彩色 專 門であって 彩畫 とも 紅 戶 とも 稱す) • 看 色 (俗に 

看 色 先生と い ひ、 窑戶が 雇 ふ 所の 鑒定 人で ある) • 瓷行 • 瓷器 店な どに 分れて 居， o、 製品 は 日常 家 

庭で 使 ふ 碗 皿 類が 最も 多い。 


ドイツの 地質 學者リ ヒ トフ ォ— フ H ンは、 景德鎮 附近の 地質 構造 を 五 層に 分けて 次の 如く 說ぃ 

て. Q る。 i  (1)、 上層 頁岩。 (2)、 陶土 礦床、 厚さ  一 メ— トレ ノ半。 (3)、 紅綠 色の 砂岩、 厚 

さ  ーメ— トル。 (4)、 陶土 礦床、 厚さ 三メ ー トル、 この 層が 最 重要。 (5)、 下層 頁岩。 i 陶土 

の 最上の もの は 質が 堅 實で斷 面は燧 石の 如く、 緣邊は 透明で 條痕 は淡綠 色を呈 し、 玉石と 似て ね 

る。 中等の もの は、 綠 色の 細 粒 をな し、 斷面は 平 かで はない。 下等に し. て 最も 少 いもの は、 白色 

軟質で ある。 而 して 景德鎮 で 陶磁 原料と される もの は 十數ケ 所に 產 する。 次に 各產 地の ものに つ 

いて、 地質 及び 耐熱 度數を 表示しょう。 


地 名 i 德鎭 との 距離 


原料の 性質 


祁 門 百 五十 支 里 白色 或は 淡褐色に て 白色 雲母 片を 含み 粘性 頗る 强し 

三寶蓬 二十 餘支里 ii 浪 軟性に て黑色 雲母 片を 含む こと 甚だ 多く 間々 白色 雲母 あり 粘 

星 子 四百 餘支里 硬性に して 淡黃 或は 赤褐色、 白雲 母 を 含み 粘性 弱く 吸水性 あり。 

明 沙 九十 餘支里 淡黄色に して 粘性 甚だ 弱く 吸水性 あり。 

n 溪 三百 四十 支 里 硬軟 相半ばし、 淡褐色。 

銀坑 塢 二十 餘支里 硬性に して 淡褐色、 粘性 最も 弱し。 

餘 干 二百 八十 支 里 硬性に して 淡褐色、 粘性 強し。 


Igi! 度 (華氏〕 

一四 一七 度 

一四 一 〇 度 

一 七 九 0 度 

一七 一 〇 度 

1 翎. 七 〇 度 

1 四 五 〇 度 

一 五 〇〇 度 
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0  ^  ^ 六十 支 里 淡褐色に して 粘性 甚だ 少し。  一 五 七 〇K 

南 河 二十 餘支里 淡褐色に して 粘性 弱し。  一四 三 〇 度 

東鄉隣  接 硬性に して 純白 色。  一四 一 〇 度 

景德鎮 の 窑業は 分業が 極めて 細 小に 別れて ねる が、 しかも 能く 一貫して ゐ て、 所謂、 一本 萬 象， 

途を 異にして 同じく 歸 すると い つた 趣が ある。 

景德鎭 に は 大窑と 呼ばれる ものが 百餘 座を算 へ、 就中、 一 年中、 火 を絕 やさぬ ものが 三十 餘座 

に 上って. Q る。 その他の もの は 夏季の 憫 だけ 火 を 入れる だけで ある。 容は 長方形で 圓頂 であり、 

恰も 墓の 形 をな して. Q る。 窑の兩 壁の 外に は 隧道が 排列され て- Q るが、 一方の 壁に 各 五本の 隧道 

があって、 そこで 薪 を 焚く やうに なって- ぬる。 壁の 內 部に は 各 隧道の 上部に 設けられた 火 焰の道 

が開孔 して 居り、 火焰は 乙 の孔 から萏 に 入り、 兩 壁に 沿って 上昇し、 再び また 下向す る やうに 設 

計され て， Q る。 故に 乙の 窑を 倒焰 式と 稱す るので ある。 窑の內 部に は 床 一杯に 皿 鉢 碗の 類が 置き 

並べられて ある。 床に は 方形の 孔が 十餘ケ 所に 切開いて あり、 煙 は N /、から 下に 出る やうに なつ 

てね る。 地下に は 土管が あって、 この 孔 から 下って 來た煙 を 導き、 迂餘 曲折した 煙道 を 通って お 

の 外の 煙突に 到らし める ので ある。 窑の 一端 は戶 口にな つて 居る が、 燒く 時には 泥土で 塗りつ ぶ 


されて しま ふ。 戶 口の 傍に は 幾つかの 方 眼孔が 穿 たれ、 高温計 を 置いて 火加減 を驗査 する やうに 

なって ねる。 (高温計 は槪ね ドイツから 購求す る )o 形作り 專 門の 家で は、 その 製品 を 霉戶に 依託 

して 燒 いてお ふので あるが、 燒く 時には 製品 を 素燒の 鉢に 納めて 窑に 入れる。 の 素燒の 鉢は耐 

火 土で 造られ、 直徑が 小で 背の 高い もの • 直 徑が大 で 背の 低い もの • 中央が 回んで. Q る もの 等、 

形狀は 一 定 して. Q ない。 製品の 形に よって 適宜に 用 ひるので ある。 

景德鎭 の 窑で使 ふ 薪炭 は、 大部分が 都昌 • 餘 干 • 南康 • 東 流 • 建德 等の 縣 から 求められ るが、 

その 近い もので 二三 十 支 里、 遠い 處は三 四百 支 里に 達する。 

景德籙 で 一 年に 產 出される 陶磁器 は、 約 六 百 萬 元で ある。 その 輸出 は 槪ね瓷 行と 呼ばれる 問屋 

が 取扱 ふが、 瓷 行の 數は 五十 戶、 その 內譯 は、 江 西 帮に屬 する ものが 三十 六， 湖北 帮に屬 する も 

のが 六 • 廣 東 湖南 安 徽に屬 する ものが 各 二  • 寧 波 南京に 屬 する ものが 各 一 となって. Q る。 これら 

の瓷行 はみ な 各地に 支店 を 設けて 居る。 或は 二三 ケ 所の もの 或は 十數ケ 所に 及ぶ もの 等、 店の 規 

模 によって 支店の 數も 一 定 して は ゐ ない。 陶磁器の 販路と して は、 湖北 • 湖南 及び 廣 東が 最も 大 

きく、 每年約 二百 萬 元に 上って 居り、 それ どれの 鄕土 出身の 瓷 行が 乙れ を 扱って ゐ る。 その 次 は 

河南 • 山 東 及び 天津であって 每年約 百 萬 元、 南京の 瓷 行が 扱 ふ。 その 下位 は 上海 及び 寧 波で 每年 
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約 四 五十 萬 元、 江 西 省內の ^要が 約 六 七十 萬 元で 槪ね九 江 南 昌の兩 地で 集散し、 これら 凡て を 江 

西 帮の瓷 行が 扱って ゐる。 その他、 漢 ロを經 由して 四川に 入る もの は 湖北 帮で扱 ひ、 玉 山 を經て 

浙江 省に 入る もの は 安 徽帮が 掌って、 乙の 兩 系統で 一年に 約 六 七十 萬 元に 上る。 米國の 一一 ュ ー ョ 

I クには 蘇瑞記 公司と いふの が あるが、 米 國で景 德鎭燒 を极ふ 最大の 商館で あり、 一年の 賣上高 

は 十 萬 元に 上って ゐる。 景德鎭 の 陶磁器 は、 瓷行 によって 轍 出される ものの 外に、 この 了で 瓷器 

店の 手で 零 資される 分が ある。 而 して 町 全 體の瓷 器 店 は 三百 餘戶に 上る とい ふ。 


第三 節 宜 興 S 

江^ 省の 宜舆窑 は、 縣の 東南 部、 蜀山 及び 鼎 山の 兩 地に 跨って なる。 蜀山は 茶道具の 製造が 主 

であり、 鼎 山 は 盆ゃ缸 類の 製造が 主で ある。 原料 は、 大部分、 近くの 銅官 山な どから 來 るが、 種 

類 甚だ 多く、 紅 泥 • 紫 泥 *墩 泥 *夾 泥 • 天靑泥 (綠 泥) • 豆沙 泥な どの 區 別が ある。 その 中で 紅 

浞が 最も 貴ばれて， 居り、 紫 泥 は 今では 殆んど 探 取し 盡 され. てし まった。 

宜 興の 陶器 製造が 何時頃に 始まった か は、 今では 考究す る 由 もない。 傳承 する 所に よれば、 春 

秋 時代に 越の 宰相であった 范蠡が 創始した もので、 蜀 山の 西方に 蠡墅 とい ふ 地名が あるの は、 即 

ち 范蠡の 別 壁 ® あった 故蹟 であると いはれ る。 蜀 山の 窑は、 長さ 四 丈 • 幅 七 尺， 高さ 八 尺で あ， o、 

鼎 山の 窖は 乙れ より 尙ほ大 である。 燃料 は 昝薪を 用 ひる。 宜與の 陶器の 年産額 は 約 百 萬 一， 兀、 販路 

は 極めて 廣く、 國內で は 常 州 • 無 錫 • 蘇 州 • 杭 州 • 南京 • 上海 • 天津 • 芝罘 • 漢ロ • 廣東 等の 各 

地、 國外 では 南洋 群島 • 満洲 國 の牛莊 から 日本にまで 及んで. Q る。 

民國七 年の 秋、 江 蘇 省 政府 は 新に 蜀 山の 麓に 陶業 工廠 を 建設した。 大小 二 座の 萏が あり、 その 
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組織 は 本廠と 分店との-二部に 分れて ぬた。 分店 はニケ 所に 在って、 その 一 は 上海、 他の 一 は 南京 

に J 土った。 本廠 では 陶工の 見習 徒弟 を 寡 集した が、 それ は 皆 高等 小學 卒業 程度の 學カを 有して ゐ 

た。 蜀 山の 南に は 宜與縣 立 第. k 高等 小學 校が あり、 手工 科で は 筒單な 陶器 製造 を實習 して^る 

が、 その 成績 は 相 當に觀 るべき ものが ある。 この 外、 私立の 陶工 小學 校が あり、 專ら 初等 小學の 

卒業生 を收 て 普通 學と 陶器の 形造り 及び 彩畫 彫刻な どの 技術 を敎 へて ゐる。 


第 四 節 廣  g 

廣東 省に 於け る篛 業の 分布 も 頗る 廣ぃ。 廣窭 の名稱 は、 昔 は 陽 江の 製品に 限った ものであった 

が、 今では 省 內に產 する 良質 高級の 陶磁器 は、 みなこの 名稱で 呼ばれて ゐる。 南海 縣佛 山鎭 附近 

の 石！： 地方 は、 全 省 第一の 窑 業の 隆盛な 地域で あり、 世上に 著れ てから 旣に七 百年の 歷史を 持つ 

て， „Q る。 窑の數 は 八十 座、 原料の 白 泥 は 初めは その 地の 產を用 ひて ぬた、 が、 後に 東 莞. 花縣 など 

の 听產を 用 ひる やうに なった。 蓋し、 その 質が 遙に 良好 だからで ある。 
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. 第 五節 建 窶 

建窑と は、 元 來は福 建 省の 建陽縣 所産の 陶磁器に 限った 稱 呼であった が、 後に 德化 縣の窑 業が 

發 達して 建 陽の 地位に 取って 代って 以來、 世人 は 遂に 德 化の 陶磁器 を 目して 建窑 となす に 到， り、 

建 陽の 名 は 全く 聞え なくなって しまった。 德化縣 下の 陶磁器 區域は 相 當に廣 くて、 後 井 *黃洞* 

南嶺 及び 其 他 十數ケ 所に 窑 場が あり、 就中、 後 井からの 産出が 最も 盛んで ある。 而 して 德 化全縣 

下の 萏の數 は 五六 十に も 達して. Q るので、 殆んど 景德鎭 と 比肩す る ものと して 稱 されて. Q る。 乙 

の 地の 製品 は 白色の 素地であって、 その 佛像 花瓶な ど は 甚だ 精巧で あり、 專門 家の 考察に よれ ぱ 

品質 は全國 第一 であると いふ。 最近、 德化縣 當局は 模範 瓷業 公司 を 設立した、 が、 製品 は 優秀で 全 

國 から 非常な 歡迎を 受けて ねる。 


第 六 節 其 他の 重要^る 蜜 

一、 磁州饔 

河北 省の 磁縣 にある 窑 である。 磁縣 はもと 磁 州と 稱し たが、 その 名が 唐 代に 始まって -Q る こと 

より すれば、 この 地の 窑 業の 起源が 甚だ 古い 乙と を 知り 得る ので ある。 縣狨の 西に 當る 彭城鎭 

に、 碗 霧が 二百 餘座 • 缸窑が 三十 餘 座あって、 燃料 は 多く 石炭の 粉炭 を 使って ねる。 全 町の 住民 

が、 大半、 窑業を 以て 生計 を 立てて. Q る。 年産額 は 約 四十 萬 元。 製品 は 碗 類が 大部分であって、 

多く は下釵 品で あるが、 しかし 販路 は 甚だ 廣く、 北部 地方の 各省 は 殆んど 皆 その 消費 地 をな して 

ゐる。 

二、 博山饔 

山 東 省の 博山縣 にある 審 である。 昔 は 山 東 省 は 到る 處窑 業の 盛んな 土地で あつたが、 今日で は 
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博 山縣が 最も 中心的な 窑業 地と なって ゐる。 縣の 東南 境、 黑山を 中心とする 四 五十 支 里の 範圍 

に、 優良なる 長石 を 頗る 豊富に 産出す るので、 從 つて、 縣 下の 窑 業が 非常に 盛んと なった ので あ 

る。 今では 大萏が 五六 十、 小窑は 一千 を 越えて ゐる。 製品 は必 やし も 下.^ 品ば か， o でなくて 高級 

品 も ある。 燃料 はみ な 石炭の 粉炭で ある。 

三、 ，禹 if  .  I, 

河南 省禹縣 の窑。 縣 下に 長石が 頗る 豊富に 產す るので、 かな 6 昔から 窑 業が 發 達した =>  製品 は 

古式に 倣った ものが 多く、 大型 花瓶 *大 甕 • 鼎 など を 産出す る。 燃料 は 石炭の 粉炭。 

四、 定饔  , 

山 西 省 平定 縣 にある 窑を いふ。 山 西 省の 地質 は 石炭紀に 屬 する 地層の 分布が 最も 廣汎 であ， o、 

陶土 層ち 亦 多い。 土 法の 鐡礦精 鍊に用 ひる 土罐 は、 孰れ も その 地に 原料 を 取って 製造す る もの 

で、 一年の 使用 高 は 數萬噸 に 上る とい はれる。 陶磁器の 製造 は 平定 縣が 最も 主要な 地域で あつ 

て、 燃料 は 石炭の 粉炭 を 用 ひて ゐる。 


第 七 節 新式 S 業 

淸朝 末期から 江 西 • 湖南 • 福 建 • 河南 *山柬 等の 省に は、 新式 窑業が 起った。 我國に 豊富な 陶 

土の 質の 良好な 乙と は、 乙の 事業 をして 甚だ 順調に 發展 させる 喾 であるが、 種々 の 原因から、 今 

なほ 所期の 如き 好結果 は 生じて ゐ ない。 

一、 江 西瓷器 公司 

淸朝 末期に 創設され た官 督商辦 事業の 一 である。 光緖 三十 三年 (一九 〇 七 年〕、 兩 江.^ 瞀の端 方が 

奏聞して、 完全なる 民營に 改組され、 製品 は、 機械 製品に 共通の 例と して、 僅に 本税 のみ を 完納 

すれば 附加稅 一切 を 免除す る 特典 を與 へられた。 工場 は 鄱陽縣 の鄱陽 湖畔に 設けられ、 容積 百 二 

十 立方 メ I トルの 長方形の 倒焰 式の 窑 一座と、 新式 轆轤 及び 其 他の 附屬 機械が 設備され た。 民國 

になって から、 それまで 景德鎭 にあった 淸 廷直營 の御窑 (また 官萏 とも 稱し たもの) を も、 乙の 

會 社の 經營 に歸屬 せしめられた。 そ 乙で、 景德 鏡の 御窑を S まとし、 都陽縣 の御窑 を分廠 とする 
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に 到った ので ある。 會社 組織と なつてから の 資本 額は釵 四十 萬 元であった。 

二、 萍鄕瓷 業 公司  ^mw 

光緖 三十 一年の 創設、 官民 合辦、 資本 は 銀 二十 萬 元で ある。 

三、 醴陵瓷 業 公司  . 

光緖 三十 一 年、 熊 希 齢の 創設した もの。 醴陵縣 の 香爐坡 及び 潙山 一 帶には 陶土が 非常に 豊富で 

あって、 傳承 すると ころに よれば、 唐 代 以來、 窑業が 行 はれた とい ふ。 しかし、 今日の 製品 は甚 

だ 下級 粗雜 であるた め、 殆んど 世に 知られて なない。 この 會 社の 工場 は 江灣に 設けられ、 別に 瓷 

. 業 學校を 附設して なる。 開設 當 時の 資本 は 銀 十 萬 元であった が、 後に 五十 萬 元に 增 資した。 各種 

の 設備 はみ な 新式であって、 日本から 技師 を 招聘して、 その 指導の 下に 苦 辛 經營、 一意 製品の 改 

良に 邁進した ため、 醴陵窑 業の 名が 漸く 世に 著れ るに 到った。 一年の 生産高 は價 額に して 四 五十 

萬 元。 

然るに 發 展が餘 りに も 迅速であった ため、 擴張 過度に 陷り、 管理が 當を 失して、 對 外的に 發展 


の 可能性 はありながら、 內 容空虛 となり、 莫大なる 債務 を 負 ふに 到った。 かくて 民國ニ 年に 官民 

合辦に 改められた が、 不幸に も 民國七 年に 兵火に 罹り、 機械 類 も 散逸して しまった。 今日で は 僅 

に數十 人の 陶工が 舊法 によって 製造して. Q るに 過ぎない。 

四、 浙江 改良 瓷業 工場 . .  - 

浙江省 龍 泉縣に 設けられて. Q る。 元來、 この 縣は、 宋 代に 處州 人の 章 生 兄弟が 製陶 を 善くした 

ので 有名と なり、 龍 泉 窑の稱 呼が 起 こった。 或は また 兄の 製した もの を哥富 とい； 5、 弟の 製した 

もの を 弟 富と も 呼んだ。 孰れ も淡靑 色で、 釉藥の 跡 は 多く 碎紋 をな し、 形狀 古雅で 喜ばれて ゐた 

ので ある。 民國 初年に、 浙江省 立 改良 瓷業 工場が M 、に 置かれた。 資本 は 銀 五萬餘 元。 ドイツ 製 

の 長方形 倒焰 式の 窑が 一 座、 容積 七十 二 立方 メ— トルの ものが 設けられて なる。 

五、 寶華 公司 

工場 は 福 建 省の 厦門に、 光錯 三十 年に 設けられた。 資本 は 銀 十二 萬兩 であった とい ふ 外、 その 

後 今日までの 狀況は 不明で ある。 
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舊 式の 煉瓦 窑の 分布 は 極めて 廣く、 殆ん ど全國 到る 處に 見出す 乙と が出來 る。 しかし、 その 生 

產 品は價 格の 低 簾な M とと 體 積の 尨大な 乙との ために、 水路 交通の便 利な 地域で なければ、 遠方 

への 販賣は 不可能で ある。 從 つて 普通の 經營に 於いて は、 槪ね その 地の 需要 を 目安と してなる た 

めに、 必要に 應 じて 操業 を 開始 するとい ふ 建前 を 取り、 一年 を 通じて 製作す る ことが 出來 ない 狀 

態に 在る。 

全國に 新式 建築が 勃與 してから、 新式の 煉瓦 製造業 も 亦 これに 伴って 起った。 極東 大陸に 於い 

て、 新式 煉瓦 工場の 最も 多 いのは 滿洲國 であって、 大連 附近 一 帶は 特に 盛んで ある。 我國に 在つ 

て は、 河北 • 山 朿* 河南 • 安 徽* 江 蘇 • 湖北 • 湖南 *廣 東 等の 各省に 發 達して ゐる。 唐 山 は 河北 

省に 於け る 新式 煉瓦 製造の 中心で ある。 開 灤礦務 局 及び 啓 新洋灰 公司 も 均しく 乙れ を 兼營 して 居 

り、 その 製品 は槪 して 秦皇島 及び 天津から 輸 移出せられ てね る。 前揭廣 柬の士 敏土廠 でも 亦 乙れ 
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を 兼營 して ねる。 漢冶萍 公司 は 湖北 省の 大 冶と 湖南 省の 株 萍鐵路 • 峽山 ロ驛の 附近と に 燥 瓦 工場 

各 一 を經營 して- Q る。 しかし、 この ニケ 所で 製造して ゐ るの は 耐火煉瓦 だけであって、 專ら大 冶 

の 溶鑛爐 及び 萍鄕の 骸炭爐 の 用に 供せられ てね る。 耐火煉瓦 は 開 灤碳務 局で も 製造して 居り、 國 

の內 外に 廣く 販路 を 有して ゐる。 
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今 GI、 硝子 製造業の 分布 は 頗る 廣 いが、 山 東 • 河北 • 江 蘇* 四川 *廣 東 • 湖南 等の 各省が 主耍 

な 地域と なって ゐる。 以下、 各省 別に 分述 しょう。 

I  、山 東 省 

山 東 省に 於け る 硝子の 生産地 域 は、 博 山 • 芝 罘*濟 南 *靑 島の 各地で ある。 就中、 博 山 は 硝子 

工業の 盛んな こと、 全國 でも 冠たる 地點 である。 蓋し 縣城 附近の 黒山 西 山 一 帶に 石英 • 砂 石 及び 

弗 化石の 埋藏が 甚だ 豊富 だからで ある。 光 緒 三十 年 (一九 〇 四 年〕、 山 東 巡 撫胡廷 幹が 資本 百萬兩 を 
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蕖 めて 乙の 地に 博 山 玻璃 公司 を 設け、 稳棱を ドイツから 隐 入して 操業 を 開始した が、 間もなく 缺 

損に よって 休止して しまった。 

しかし、 博 山の 硝子 製造業 は、 元來 土地の 住民の 家內 手工業であった ので、 今でも 尙ほ奮 法に 

よって 各種の 小 硝子 器 を 製造して. Q る ものが 百餘戶 あり、 更に 新法に よって 製造す る もの も 亦 四 

五十 戶に 上って ゐ る。 歐洲 大戰の 期間に は、 博 山から 生産され た 硝子 器の 價格 は、 每月八 萬 元に 

逢した とい ふ。 製品の 種類と して は 板 硝子 • 棒 硝子 • 硝子 器 等。 而 して、 博 山の 硝子 器が 靑島か 

ら 輸出され る もの は、 一年 七 百餘ビ クルに 達して ぬる。 

二、 河-北 省 

この 省に 於け る 硝子 工場の 規模 最大の もの は、 秦皇 島に ある 輝 華 玻璃 廠 であって、 これ は全國 

的に 見ても 最新式 最大の 硝子 工場で ある。 民國十 年、 開 灤碳務 局の 直營 工場と して 創設され たも 

ので、 資本 は 銀 百 二十 萬 元であった。 

三、 江 蘇 省 


省內に 現存す る 硝子 工場 は 二百 餘に 達し、 漑ね 上海 • 宿遷 • 蘇 州 • 南京の 各地に 分布して， Q 

上海 は歐 洲大戰 以來、 硝子 工業の 發 達が 極めて 迅速であって、 その 生産額 は 江 蘇 省 全 體の六 割 

を 占めて. ぬる。 製品 は 石油 ラ ム ブ 及び ラ ム グ の 火屋が 主であって、 瓶 類が これに 次いで. Q る。 ラ 

ムグの 火屋の み を專 門に 製造す る 工場 は、 大 なる もので 一日 八 百 乃至 千ダ I ス、 小なる もので も 

百 五十 ダ I スを 生産す る。 原料 は 上海 ー帶 から 集められる 硝子の 破片が 大部分 を 占め、 上等品の 

原料 は、 乙れ を 日本から 購入し、 乙れ に 破片 を 混じて 用 ひて ゐ る。 而 して、 上海に 於け る 硝子 ェ 

業 は 日本人が 最も 優勢で， あって、 稍大 なる 工場 は 大抵 日本 資本家の 經營 する 所で ある。 支那 資本 

の 工場に 於いても、 日本人の 技師 を 招聘して. Q る 所が 多い。 

^遝縣 では、 縣 城の 北方、 白馬 洞から 石英 砂が 探 掘され る。 光緖 三十 四 年 (一九 o 八 年 7 許鼎霖 

及び 張 春の 兩實業 家が、 資本 四十 萬兩を 集めて 耀徐 玻璃 公司 を 組織し、 工場 を 縣城內 に 設けて 窓 

硝子 火屋 • 硝子 瓶 • 色 硝子な どの 製造 を 始めた。 機械 設備 も 相當に 完備して ゐ たので、 經 

^當初 は經驗 不足の ために 甚だしい 損失 を 受けた が、 間もなく 極めて 順調に 進行す る やうに なつ 

た。 然るに、 その後、 革命 高潮の 際に、 乙の 地方が 再三 軍事的 騷亂 の， 渦中に 陷 つたた め、 損失 甚 
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, 大 となり、 今に 到る まで 十分に 恢復して. Q ない。 現在、 宿遷縣 下に は尙ほ 硝子 工業に 從事 する 者 

も あるが、 規模 小に して 生産額 はいふに 足， o ない ほど 微細で ある。 白馬 洞 附近 は大 平原で あつ 

て、 石英 砂 は 黄土 層の ために 掩 はれて ゐる とはい へ、 深さ 僅に 四 尺、 採掘 は 極めて 容易で あり、 

埋藏量 も 豊富で あるから、 將來、 M の 地の 硝子 工業が 發展 する 乙と は、 決して 望みな き rJ とで は 

ない ので ある。 

四、 四川 省 

この 省の 硝子 工業 は 重慶が 中心で ある。 重慶の 硝子 製造 は、 十數年 前に、 旣 に相當 の發展 を遂 

げた。 蓋し、 近郊から 產出 する 河寶 石と 呼ばれる ちの が 硝子 製造に 最良の 原料 だからで ある。 し 

かも、 乙の 省 は 石灰 及び 硝石の 産出 も 亦 極めて 豊富で あり、 勞働 賃銀が 低廉で あるた め、 硝子 ェ 

業に は 最適で ある。 たくこの 地の 工場 は、 規模が みな 狭小で、 技術 も 亦粗雜 であるた め、 製品 は 

頗る 幼稚な ものである。 製品の 大部分 は 小形の 曰 常 器具で あり、 ラ ム プの 火屋が 乙れ に 次いで 居 

る。 その 販路 は、 地元の 省內 各地 を 主と し、 更に 雲 南 • 貴州兩 省に も 若干 捌かれて. Q る。 

五、 廣東省  . 


乙の 省の 硝子 工業 は廣州 (廣東 市) が 最も 盛んで、 汕 頭が これに 次ぐ 地位 を 占める。 廣 州に 産す 

る 赤色 或は 紫色の 花模様 硝子 は、 甚だ 美麗で、， 大抵の 家で は 窓 硝子に 使用して- ぬる。 その 原料 は 

歸善 (今の 惠 陽縣) の 白沙州 地方に 產 する もので、 俗に 海砂と 呼ばれて. Q る。 廣 州で 製造され る lui 

子 器 は、 從前は ラム プの 火屋 及び 壺 類が 大部分であった が、 近來 では 硝子 製の 腕 輸が廣 く 流行し 

てぬるので、 その 製造が 最大の 量 を 占める に 到った。 M の 腕 飾 は 地元ば か， o でな く、 更に 他 省の 

各地 及び 南洋 • 印度 等に 廣ぃ 販路 を 有し、 年額 四 五十 萬 元に 上って ゐる。 

六、 湖南 省 

省內の 硝子 製造業 者 は 約 三百 戶 であって、 長 沙 *醴 陵 等に 分布して. Q る。 資本 額が 零細で ある 

ために、 さした る發 展を來 して ゐ ない。 醴陵は 硝子 原料の 硅 石が 甚だ 豐富 であり、 省內の 需要 は 

みなこの 地の 供給に 仰いで ゐる。 湖南 省の 硝子 製品 は、 ラム プの 火屋と 石鹼 箱が 大部分 を 占めて 

ゐる。 近年、 內 亂が續 いたた めに 産額が 激減し、 僅に 省內の 需要 を充 たす に 止まって ゐる。 

其 他、 山 西 • 湖北 *浙 江 • 福 建の 各省に も 硝子 製造 は 行 はれて. Q るが、 みな 規模の 狭小な もの 

ばかりで、 特筆す るに 足る もの はない。 
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第二 節 琺瑯 製造業 

琺瑯 はまた 同じ 音の 故に 發藍 とも 害く。 即ち 硅酸 質の もの を 金屬に 塗布し、 燒 きを 入れて 出來 

上った ものである。 乙の 硅酸質 を 普通に は 琺瑯 質と いふ。 会屬に 琺瑯 質 を 鍍金した もの は、 外觀 

が 光澤 を 放って 美しい ばかりでなく、 金屬を 保護して 酸化せ しめない 効果が ある。 琺瑯 製品に は 

擬 磁器 (. お^引きの 器具が 堅荦 なた めに、 陶磁器の 販路 を 邪き する こと を 意味す る。 陶磁器 泣かせと でも 譯す べき か) と稱 

せられる ものと、 景泰藍 (七 費燒) と 呼ばれる ものと が ある。 前者 は 普通の 琺瑯 器で あ， o、 日用品 

であるが、 後者 は 特殊の 琺瑯 器で、 美術品で ある。 

我國に 於け る搪 磁器 は、 從來 みな 外國 からの 輸入品であった が、 近來は 上海 • 松 江。 福 州 二 K 

津， 北京 • 博 山 等の 各地で 製造され てぬる。 而 して、 上海の 鑄豐搪 瓷廠は その 最も 有名な 工場で 

ある。 

景泰 藍と は 明 代の 景泰 年間 ( 一 四 五 OI 五六 年) に發 明され たこと に由來 する 名稱 である。 器の 型 

は 銅 を 以て 造り、 その上に 金 おの 弒線を 以て 雙 鈎の 模様 を 描き出し、 琺瑯 質 を 以て その 中間 を塡 


め、 これ を燒 いて 熔 合せし めてから、 細 砂 或は 木炭 等 を 以て 摩擦 すれば、 落ち着いた 光澤 を 現 は 

して、 甚だ 美麗な 器物が 出來 上る ので ある。 搪 磁器の 方 は、 型 を 薄い 鐡 板で 造， o 琺瑯 を 掛ける だ 

けで、 金銀 糸に よる 雙鉤を 描かない ので ある。 

北京 は 景泰藍 製造の 中心であって、 工場 は 十 數戶、 元來が 手工 を 主と する もの だけに、 規模 は 

孰れ も狹 小で ある。 しかし 製品 は 甚だ 有名で、. 單 に國內 だけでなく、 外國 にも 亦 販路 を 持って. Q 

る。 工場に も 古い ものが 多く、 老天 利と 稱 する 工場の 如き は、 百 數十年 前、 即ち 淸代 乾隆 年間 

(一七 三 六 ー 九 五) に 創設され たもので ある。 原料と する 琺瑯 質 は、 山 東 省の 博^ 產のも の を 用； 5 る 

もの も あり、 或は 馬 牙 石と 稱 する 河北 省 昌平 縣に產 する 石英と、 他の 原料と を 配合して 造る もの 
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第一 節 漆の 採取 

漆の 探 取 は我國 農家の 副業の 一 である。 漆の 樹は 東亞の 原產 であって、 我國と 日本と に 栽培せ 

られる ものが 大部分 を 占める。 我國に 於け る 分布 は 甚だ 廣汎 であるが、 產 額の 多 いのは、 陝 西， 

貴 州 • 湖 北. の 三省が 最大で あり、 四川 • 湖南 • 福 建， 安 徽*浙 江の 五 省が これに 次ぎ、 其 他の 

諸 省で も 若干 宛 を產 出す る。 

漆の 樹は 植えてから 六 七 年で、 幹の 周 園が 五六 寸 になった 時期に、 樹液 採取に 着手す る 乙と が 

出來 る。 採取の 季節 は 地方に よって 差異が あるが、 樹液の 流動が 盛んな^ 期が 好適な ので あつ 

て、 大體、 五月から 十一月までの 間で ある。 特に 七月 中旬から 十月 中旬の 三 ヶ月^: は、 最も 多量 

笫ニ 十七 章 漆 及び 漆器 製造業  =1 八 七 


第 1 節 漆 C 採取  一一 一八 八 

である。 而 して 九月 以前に 採った もの は、 稀薄で 乾き 易く、 最上 品と されて なる。 

漆の 樹は、 肥沃に して 適度に 乾燥した 土地に よく 生育す る ものであって、 砂礫 層の 瘠 地に 生じ 

たものに 較べて、 遙に 液汁が 多量で あり、 且つ 良質で ある。 樹性 及び 品種 も 亦 液汁の 品質と 關係 

が ある。 而 して、 漑括 的に 言へば、 雄樹は 雌樹に 較べて 液汁が 多く、 葉が 細長く して 樹皮の 厚、 

ちの は、 葉が 圆^ を帶 びて 樹皮の 薄い ものに 較べて、 液汁が 多量で あ， o 且つ 良質で ある。 

採取の 方法に は、 所謂 『殺搔 法』 と 『養生 搔法』 との 別が あるが 殺搔 法の 方が 多量の 漆 を 得る 

ので、 M れを用 ふる 者の 方が 多數 である。 

その 方法 は、 先づ 一本の 樹を 選んで、 削， on  (採 漆 用の 特殊な 鎌で、 形 は 鈎に 似て _Q る) を も 

つて 外皮 を 完全に 削り取って しま ふ。 それから、 漆 鉋 (普通の 鉋と 異 つて 單に溝 を 掘る だけの 

鉋) を もって、 樹幹の 1 側の 地上から 約 六寸の 箇所に、 整然たる 形と 深さ を もった 撗溝を 掘る。 

乙の 横 溝 を 一尺 二三 寸を距 てて 均整に 掘， o、 樹 頂に 至って はじめて 止める。 これ を 名 づけて 『撿 

付』 とい ふ。 乙の 檢 付が 終れば、 次いで、 横 溝の 上方、 二三 分を距 てた と ころに、 右の 鉋で 更に 

桉溝を 刻み、 同時に 目 梢と 呼ばれる 採 漆 用の 特殊な 刀 を もって、 その 溝 を 中斷 する。 すると、 幹 

のえ ぐられ たと 乙ろ から 白色 乳狀の 液體が 滲み出て 來る。 乙 れが 即ち 生 漆で ある。 


これと 同様の 方法 を、 順次 他の 樹に 試みて 跺 取す るので あるが、 五 t« 目に なったならば、 再び 

最初の 樹に歸 つて 採取 を續 ける。 その都度、 新たな 溝 を舊ぃ 溝の 上方に 刻んで 行く ので ある。 か 

くて、 秋分の 頃に は、 一 本の 樹の 1 區 劃の 間に 十五 六本の 溝が 刻まれる が、 これ を 邊搔と 名 づけ 

る。 採取され た 樹液に は、 時季の 早い と遲 いとに よって 各種の 名 稱が與 へられる。 七月から 秋分 

までの 間に 採った もの は、 初めから 順次に 三分して、 初 漆 • 盛 漆 *晚 漆と 呼ばれ、 秋分 以後、 刻 

み殘 しの 細 小なる 部分に 溝 を 掘って 採取す る 乙と を 裏搔 とい ひ、 その 液 を 裏 漆と いふ。 また 全く 

- 溝 を 刻まれなかった 部分から 液 を 取る 乙と を留搔 とい ひ、 その 液を留 漆と 呼ぶ。 かう して、 採 液 

が 完了 すれば 直ちに その 樹を 一 々伐 6 倒し、 殘 つた 根 株から 新に 發芽 させて、 再び 漆材を 形成 さ 

せる ので ある。 

養生 搔 法と いふの は、 右に 記した 方法のう ち、 專ら 邊搔を 用 ふるだけ で、 裏 搔* 留搔を 行 はな 

いこと を 指す。 早ければ 七月、 遲く とも 八月に は 溝 を 刻む 乙と を 停止して しま ひ、 三 四 年た つて 

樹 勢が 恢復す るの を俟 ち、 再び 採 液す るので ある。 

樹 から 採取した ばかりの 液 は 生 漆と いって、 光澤が 不鮮明で あり、 器物に 塗 付しても、 餘ゥに 

も 柔軟で あるから、 精製し なければ ならない。 その 方法 は、 先 づ生漆 を 銅罐の 中に 入れた もの を 
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第一 節 漆 e 採取  一一 一九 ◦ 

更に 鍋に 入れ 熱湯 を もって 暖める。 漆が 軟か くなる の を俟 つて 錦 を 投げ 乙み、 攪拌した 後に これ 

を 引上げて、 漆 を 絞り出しつ V 汚物 を 除去す る。 そして 更に 麻布 を 使って 瀘 すので ある。 瀘し終 

つた もの を淺ぃ 木製の 箱に 納めて 日光に 晒し、 隨時、 攪拌しながら 水分 を 蒸發 せしめる と、 一日 

を經て 全體が 褐色に 變 つて 來る。 これに 桐油 を 加へ るので あるが、 その 分量 は 別に 一定して ゐな 

い。 た^ 原 液の 二割 を 越えて はならない とい ふだけ である。 かう した 操作 を 終へ て 練成され たも 

のが 即ち 熟 漆で ある。 

漆 は 漆 酸 *樹 膠 • 一一  ト a 化合物 及び 水分から 成って. Q る。 漆の 質の 良否 は、 漆 酸と 水分の 多少 

によって 見分ける もので、 漆 酸が 八十が 以上 • 水分が 十％ 以下の もの は 上等品と されて- Q る。 通 

常の 良質の 漆 は 色が 淡くて 光澤が あり、 物に 塗 付しても 容易に 乾燥す る。 而 して 普通に 用 ひられ 

る 漆の 鑑定 法に は、 次の 如き 三方 法が ある I 

1、 鍋 を もって 一定量の 漆 を 煮た ときに 水分の 減少す る 割合 を視て 定める 

二、 硝子 板に 少量の 漆 を 薄く 塗布して 引き延ばし、 その 乾燥 • 透 明* 光澤の 程度 を 一視て 定め 

る o 

三、 漆 を 紙の 上に 引き延ばし、 含有す る 油 分の 多少 を視て 定める。 


我^の 漆の 輸出 は、 從 前から！ g ね 寧 波 を經 由して 行 はれる。 そのために、 今 もな ほ 貿易 方面で 

は、 寧 波 漆の 名 稱が行 はれて. Q る 程で ある。 最近に 於け る 漆の 輸出 量 は、 多い 時には 年に ニ萬ビ 

ク ル 以上、 少ぃ 時で も 一 萬 七 八千ピ クルであって、 その 價額は 海 關兩で 百萬兩 以上に 達 してね 

る o 
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, 资ニ節 ^器の 级 造  一 二 九 二 

第二 節 漆器の 製造 

漆器 は 我國の 最も 有名な 美術 ェ藝 品の 一であって、 世界の 美術 ェ藝 品の 中で も、 相當に 盛名 を 

有して. Q る。 た 價 格が 甚だ 高いた めに、 その 販路 は 日本製の 漆器 ほどに 廣ま， o 得ない ので あ 

る。 我國の 漆器が、 品質 精 美であって、 しかも 尙ほ 且つ 實用 的で ある こと は、 日本 漆器の 遠く 及 

ばない 點 であって、 M の點は 多くの 專門 家の 認めて ぬる 乙 とで ある。 最近、 朝鮮の 平壤 地方で、 

漢代 支那 人の 古墳が 發 掘され たが、 その 中から 見出された 漆器 數點 は、 孰れ も 甚だしい 腐朽 を來 

たして. Q なかった のみ か、 その上に 誌され た 字體 までが、 猶ほ 識別され 得た とい ふ事實 は" 右の 

言葉 を 裏書す る ものと いふべき である。 また 我國の 漆器の 輸出 は實に 悠久なる 歷史を 持って ゐ 

る。 例へば 元 代に 於け る アラビアの 旅行家 ィグン • バ ッ I タの 旅行記の 中には、 當 時の 廣 東の 漆 

器が、 輕 くして 堅 { 牛で あ. o、 且つ 光澤 豊潤であって、 印度 • ペル シァ 及び 其 他の 各地に 輸出 せら 

れる AJ と 甚だ 多量との 記述が あると いふ。 今日、 歐米 諸國に 於け る 規模の 稍大 なる 博物館で は、 

殆んど 我國の 漆器 を 陳列 しないと 乙ろ はない が、 乙の 乙と は、 彼等が 如何に これ を 重視して ゐる 


か を視 るに 足る ので ある。 然るに 我國 民が、 か、 る數 千年 來の絕 技に 對 して、 寧ろ 何等の 注意 を 

も拂 つて ゐな いのみ ならす、 益々 褒徼 する に 任せ、 漸次に 退歩の 傾向が あるのに 無關 心な 乙と は 

實に 奇異の 現象と いふべ. きで はなから うか？ 以下、 我國に 於け る 漆器の 產地 につい て 略述し よ 

I  、 廣東省 

この 省 は、 古來、 各種の ェ 藝の發 達し 來った 土地であって、 それら は 槪ね廣 州に 集中して 居 

る。 今 もな ほ 象牙細工 *寶 石細工 • 堅木 (柴檀 • 烏木 等の) 細工 及び 銅器 製造な どが 孰れ も 盛ん 

に 行 はれて ねて、 精巧なる 製品が 多い 乙と により、 海外にまで その 聲名 を馳 せて .Q る。 漆器の 製 

造 も 亦 これと 同然で ある。 その 製品 は 小 筐 • 花瓶 •• 盤 • 盆 • 鏡 臺 • 鍩 などで、 みな 黑 漆の ものが 

主で あり、 また 螺鈿の 裝飾を 施した もの も 頗る 多い。 

二、 福 建 省 

福 建 省の 漆器 製造業 は槪 して 一 I 州に 集中して- Q る。 この 省の 漆器の 高級な こと は、 全國 第一の 
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^二 節 漆器の 製 造  三 九 四 

稱が ある 程で、 製品 は 色彩と いひ 形態の 均整と いひ、 巧緻の 限り を盡 して ゐる。 更に 金銀 砂 を 用 

ひて 描く と？ - ろの 圖樣も また 精巧であって、 模様 漆器と して は、 第一 に 指 折らるべき もので あ 

る o 

三、 北 京 

北京 は雕漆 (堆朱) の 名産 地であって、 この 地で 製せられ る 種々 なる 漆器 は、 頗る 精巧な もので 

ある。  ， 

四、 鎭江 及び 揚州 (江 蘇 省) 

雨 地と も黑塗 漆器の 產 地であって、 製品 は 螺鈿 を 施した ものが 多い。 但し 品質 は 甚だ 劣等で あ 

る o  . 

五、 寧 波 (浙江 省) 

寧 波 は 古くから 日本と 交通が あった-ため、 ョ本 漆器の 製法が 傳 承され て ゐる。 乙の 地に 產 する 


光澤 豐 潤なる 漆器 は、 全國 的に 見ても 頗る 著名な ものである" * 

六、 m 州 

山 東 省の 萊州は 銀糸 象嵌 漆器の 產地 である。 製品と して は 印匣 • 眼鏡 ケ ー ス • 茶 盤 • ス タツ キ 

等が ある。 

七、 江 西 省 

この 省から は 竹 を 象嵌した 漆器、 即ち、 竹 を 以て 文字 • 風景 畫 或は 花鳥 畫等を 作り、 その 空白 

を黑 地の 漆で 埋めた ものが 產 出される。 

八、 贛 州 

江 西 省の 赣 州から は、 前項の ものの 外、 朱塗の 磨き 出し 模様の 漆器が 出る。 

九、 漢 口 
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第二 節 漆器の 製 造  一一 一九 六 

湖北 省の 漢ロ 附近から 出る の は、 大抵、 茶 盤の 類 だけで ある。 その 下地 は 堅 {牛 な ものである 

が、 漆の かけ 方 は 僅に 二三 回に 過ぎす、 また 下等の 漆に 桐油 を 混ぜて 用 ひて 居， o、 圖柄 も千遍 一 

律で、 殆 んど變 化がない。 

十、 西 安 

陕西 省の 舊舆安 *漢 中の 兩府 に屬 する 地域 は、 漆の 著名なる 產 地であって、 市場に 謂 ふ 所の 金 

漆なる もの は、 即ち 乙 の 地域の 產 である。 しかし、 省內の 漆器 業 は 槪ね西 安に 集中して ねて、 鏡 

臺 *机， 椅子 • 小筘 などが 主として 製造され る。 

十一、 貴 州 省 

貴 州 省の 貴 陽 及び 大 定から 產 出される 漆器 は、 その 下地に 牛皮 を 用 ひて. Q る。 その 方法 は、 牛 

皮 を 煮沸して 柔軟と なる のを俟 ち、 所要の 形に 切って 木型の 中に 入れ、 乙れ を壓 しっけて 堅固な 

らしめ、 乙れ を 下地と する ので ある。 生産され る 器物の 種類に は、 茶筒， 嫁入 匏 ，碗* 丼な どが 

ある。 而 して 大定產 の もの は 貴 陽の ものに 較べて 上等品と されて， Q る。 
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第一 節 印刷 インク 

我 國で油 墨と 呼ばれる の は、 機械 印刷用の 墨、 即ち 印刷 インクの ことであって、 原料と して 

は、 蓖麻子油 • 桐油 • 松脂 • 煤な ど、 印刷 ィ ン クの 種類に よって 夫々 使用す る。 製造す るに は、 

遗麻子 油 又は 桐油 を 松脂と 一 緖 にして 签の 中に 入れ、 攝氏 三百 度 以上に 加 熟して 取 出して 煤 を 加 

へる。 これ を轉輪 攪拌 機で 攪拌し つ k 相當の 粘稠 度に 達する のヒ俟 ち、 これに 硫化 アルカリ を- プ 

レビン 油で 溶いた もの を 加へ て、 潤滑なら しめる。 

我國で 印刷 インクに 用 ひる 煤に は、 墨 灰と 稱 せられる 種類の ものが ある。 福 建 省 及び 安徽 省の 

徽州 一 帶の 特産であって、 上等の 印刷 インクに は 墨 灰 三十が、 中等の ものに は 七十 ％を 混入す 
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第 I 節 印刷 インク  一ー一 九 八 

る o 

近年、 機械 印刷が 勃與 した V め、 印刷 インクの 需要 はこれ に 伴って 甚だ 旺盛で ある。 昔 は 全然 

外國 からの 供給に 仰いで. Q たので あるが、 今や 上海 • 天 津 • 北京 等に は、 旣に 工場 を 設けて 製造 

する ものが 現れて 居り、 製品 も 優秀で、 大いに 外 國製を 抑へ てゐ る。 


第二 節 ぺ ン キ 

く ンキは 乾性： ffl 或は 半 乾性油と 顔料と を 混合して 製造す る ものである。 種類 は 甚だ 多く、 色彩 

は 用 ひた 顔料に よって 異 つてぬ る。 ペンキ 製造 工場で は、 往々、 フー ース 或は 印刷 インクの 製造 を 

兼業す る ものが あるが、 これ は その 販賣 乃至 製造の 點で、 相關々 係に 在る からで ある。 

上海 • 天津 等に は 現にべ ンキ 製造 工場が ある。 また 満洲 國大連 附近の 普 蘭 店 及び 貔子窩 一 帶に 

は、 白色 顔料の 原料と する 重晶 石が 豊富で ある ことと、 一般に 油 類の 供給が 容易で あるた め、 日 

本 資本家に よるべ ンキ 製造業が 經營 されて ねる。 
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第 111 節 上海 • 開 林沽漆 公司  四 0〇 

第三 節 上海， 開 林 油 漆 公司 

開 林 油 漆股份 有限 公司 は 民國四 年の 創設であって、 工場 は 上海 閘 北の 江灣路 にある が、 その 製 

品 は 次の 通りで ある。 

1、 白 鉛 粉 II 製品の 大宗 をな す ものであって、 各地に その 販路 を 持って 居り、 次の 三種に 分 

たれて ゐる —— 

ィ、 紅 牌 • 上白 鉛 粉 I 即ち 純粹 炭酸 鉛であって、 專ら 各種の 化 學ェ藝 の 材料に 使 はれる。 

&、 藍 牌 • 上白 鉛 粉 —— 鉛白 九十. を 含有して 居り、 白べ ンキ 製造の 主要な 原料で ある。 

< 綠牌 • 上白 鉛 粉 II 鉛白 六十. ％ 'を 含有、 用途 は 前項と 同じ。 

二、 白べ ン キ 

三、 その他の 色べ ン キ 

四、 鉛丹 (羧化 鉛) 

全 工場 を 通じて 備付け の 機械 は、 ボ、 さファ 一毫 *藥 液 製造 爐 大小 十二 臺* 白 鉛製 造 機械 八 臺* 


乾 濕碎粉 機 大小 七臺 • ぺ ン キ合成 機六臺 • 瀘過 機三臺 • 化 鉛爐ー 一 臺 • 鉛丹 爐ー ー臺 • 其 他の 補助 襪 

械約 二十 數臺 である。 

1 日の 生產 能力 は、 白 鉛が 八十 ビ クル、 白 ペンキ • 色 ペン キ 及び 鉛丹 等が 計 十 トンであって、 

製品に は 二 本の 斧が 商標と されて 居り、 全 生 產量は 全國の 需要 を充 たす に 十分で ある。 
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第一 節 染料の 種類 

染料に は 植物 染料 • 動物 染料 • 礦物 染料 及び 人造 染料の 區 別が ある。 我 國古來 からの 染料 は槪 

ね 植物 染料であって、 AJ れを その 色彩に よって 述べれば、 凡そ 次の 通りで ある。 

一 、 1 色 染料 

乙れ に 用 ひられる 植物 は 次の 四 種が ある。 

ィ、 馬 藍 I 中部 • 西部の 各省に 產す。 

"、 木 藍 I 南部 地方の 各省に 産す。 
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笫 1 節 染料の 種類  SOS 

、ノ、 菘藍 I 揚子江 流域の 各省に 產す。 (満洲 國 にも 産す る)。 

-ー、 蓼 藍 II 黄河の 流域 及び 湖北 江 西の 兩 省に 産す。 (満洲 國の松 花 江 流域に も產 する)。 

右の 四 省のう ち、 木 藍の 分布が 最も 廣汎 である。 M れらの 植物の 葉 は 染料に 製され て 藍 錠 (藍 

王) とい はれ、 我國の 染料の 中で 最も 重要な ものと なって ゐた。 しかし、 人造藍が 輸入され 始め 

て 以來、 在 來の藍 玉 は 殆んど 全く 販路 を 失 ひ、 從 つて 各地の 産額 も 亦 激減す るに 到った ので あ 

る o 

二、 紅色 染料 

これ を 製す る 植物に も 數 種類あった。 

ィ、 紅花 I 産地と して は、 四川 省の 中部 • 湖北 省の 宜昌 • 安徽 省の 西北 部が 著名であった。 

p、 紫苑 —— 北部 地方の 諸 省に 產 した。 

、ノ、 蘇枋 I 國內 でも 若干の 產出 はあった が、 主として 南洋から 輸入す る ものが 大部分 を 占め 

て. Q た o 

-  、 茜 草 —— 北部 及び 中部の 諸 省 _が これ を產 する 乙と 最も 多かった。 


三、 紫色 染料 

紫 草が 主であって、 大部分、 北部 及び 中部の 諸 省に 產 した。 

四、 黃色 染料 

M れ にも 數 種の 植物が ある。 

ィ、 ^黃 I 欝金 草の根であって、 主要な 產地 は、 四川 省岷 江の 下流 ー帶 及び 西藏 であった 

が、 廣柬 及び 福 建 雨 省からの 產額も 亦、 相當に 重要であった。 

口、 槐樹 I 產地は 殆んど 到る 處 であって、 その 蕾 は槐米 或は 槐花 などと 稱 されて 黃色 染料と 

される。 

、ノ、 梔子 II 産地 は全國 的であって、 その 果實が 染料と なる。 

五、 綠色 染料 

大抵 は 或る 二種 類の 鼠 李 (くろうめ もどき) 科の 植物の 皮で 製造され たもので、 綠膏と 名 づけ 
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第一 節 染料の 種類  四 〇 六 

られて _Q た。 ass) 昔 は 大部分 浙江 省から 產 したが、 人造 染料が 輸入され て 以來、 この 國產 

染料 はすで に 販路 を 喪って しまった。 

譯註 II この 項に 關 する 限り、 原著者 は 何 かの 思 ひ 違 ひ をした やうで ある。 支那 古 來の綠 色 染料 は 鼠 李 料に 屬 

する 綠柴 (四川 省で は綠 濟と稱 す) の實 から 取られた。 綠柴 (叉 は 綠濟) の 學名は Rhamng  infectoria で 

あって、 浙江 省に 最も 多く 産した。 落葉樹で 山野に 自生す る亞 喬木 (高さ 一 丈餘 り)、 枝 梢に は 針が あり、 葉 

は楕圓 形の 互 生 序列で ある。 晚 春の 頃に 小さな 淡黄色に 微かに 綠 色を帶 びた 花 をつ け、 夏に は 小豆 ほどの 大 

きさの 黑ぃ實 を 結ぶ。 >  これ を 未熟のう ちに 取って 汁 を 搾れば、 綠 色の 染料と なる のであって、 この 實を 綠膏 

叉は綠 膠と 稱 したので ある。 原著者が 『或る 二種 類の 鼠 李 料の 植物の 皮で 製造』 といって ゐ るの は、 曖昧と 

いふより は 寧ろ 誤謬と 稱 すべきで あらう。 " 

六、 黒色 染料 

M れには 五倍子 (ふし) • 橡の實 • 胡桃の 皮 • 赤 楊 S ん のき) • 蠟樹 (水 蠛樹) の 葉ん 松煙 8 の 

煤) 菱角 (菱 の實 ：>• 鷄頭殼  < ：丸菱 の 8  • 石榴の 皮な どが ある。 就中、 五倍子が 最も 重要な もので 

ある。 これ は 五倍子 蟲 子 S お、 謹膚子 (ぬるで) の樹の 樹幹 又は 枝葉な どに 產 みつけた 卵 


の 孵化す る^とに よって 生じた 瘤で ある。 產地は 四川 . 貴 州 • 湖北 • 湖南 • 廣 西 及び 滿洲國 であ 

るが、 昔から 四川 省 は 特に 著名であった。 その他、 黑色 染料と なる 植物 は、 國內 到る ところに 分 

布して. Q る。 松煙 は， 元來 大部分が 墨に 造られて、 誊寫の 用に 宛てられて 來 たが、 現在で は 國內の 

墨の 製造業 者 は、 米 國產の 力. I ボン *ブ ラックが 甚だ 廉價 であるた め、 大多數 の ものが 松煙 を捨 

て.^ 力 ー ボン • ブラック を 用 ひて ゐる。 しかしながら、 n; れが ために 墨の 品質 は 下等な ものに な 

つてし まった。 

七、 褐色 染料  • 

M れには 薯萇が 用 ひられる。 雲 南 *廣 西 二 省に 產 する Qsi〕。 また 廣東省 あた， o では 称 溢 を 

布に 塗って 褐色に 染める 乙と も ある。  . 

譯註 I 山野に 自生す る 蔓草であって、 葉 は 尖って ゐて 長く、 莖の 節に は 小さな 棘 刺が ある。 根は圓 くして 芋 

に似て 居り、 大小 一 定 しないが、 孰れ も 鬚が 密生して ゐて、 皮 は 紫が かった 黑色、 肉 は 紅 黄色で ある。 この 

根から 汁 を 搾りと つて 褐色 染料と する ので ある。 產地は 原著 書の いふ 雲 南廣西 だけでなく、 廣 東. 鼷建ニ 省 

にも 産す る。 この 汁で 染めた 薄い 絹地 を 薯萇綢 叉 は 拷綢と 呼んで 夏季の 衣服と なり、 また 廣 i  二 1 建 等の 沿 

笫ニ 十九 章 染 料 製造業  四 o 七 


笫 一節 染料の 種 観  八 

海の 地で は、 これ を 以て si 糸 を 染めて 漁網 を 造る が、 他の 塗料に 比し、 水切りが よく てョー っ暖 に堪 へる 

とされ、 珍重され てゐ る。 


第二 節 藍 玉の 分布 

我國の 染料の 中で も、 藍 玉の 用途が 最も 廣汎 であり、 産額 も 最も 多い。 しかし、 人造藍が 輸ス 

されて 以來、 藍 玉 は 非常な 打擊を 受けた。 歐洲大 戰の間 は 人造藍の 輸入が 激減した ので、 藍 玉 製 

造 業 は 稍 復活の 形 を 示した が、 大戰の 終熄と 共に 再び 不振 狀 態に 陷 つてね る。 

北京の 工業 試驗 所では、 嘗て 各省 産の 藍 玉 を 蒐集し、 六十 種の 藍 玉を對 象と して 分析 試 驗を行 

つたこと が ある。 次に その 結果 を 表示して 見よう。 


水分 8 灰分 (％) 1 8 

一一 一一 丁 三 七 一六 •〇 一 三き 

七三 • 七 四  一一 • 九 八 三 *三〇 

七 二 • 七 五 一三 •〇 七 四 ，八〇 

1〇*〇 四 五 四， 八 八 五 *四〇 

八 ニー 一 五 五一 • 二 七 五 丄ハ五 

阜平縣 六 〇• 三 四 ニニ， 七 八 四， 五 二 
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產 地 

河北 省 滿城縣 

同 


雄 縣 


備  考 

含有 藍 精 は 上質なら ず 

永 分 過多 藍 精 過少 

水分 過多 なれ ど 藍 精 は 上質な り 

灰分 過多 禱 過少 

灰分 過多 

水分 稍 多し 

四 〇 九 


第二 節 お 玉 

同 平山縣 

同 元氏縣 

同 涞源縣 

同 

同 

山 東 省篇縣 

同 東平縣 

同 壽張縣 

同 瀵 il 

河南 省 武安縣 

同 新鄉縣 

同 嵩縣 

同 盧氏縣 


の 分布 


大名 縣 

沙河縣 

任 踩 

永年 縣 

曲周縣 


四 六 

五 二 

六 七 

四 八 

四 六 

五 〇 

四 八 

一四 

一 一 

五 〇 

二 〇 

七 〇 

四 八 

五 七 

二 五 


五 五 

七 一 

六 七 

七 八 

四 一 

六 二 

六 三 

二 〇 

八 四 

六 八 

〇〇 

八 〇 

三 八 

一八 

六 五 

六 五 


二 〇 

二八 


一九 

二八 

二 五 


四 〇 

四 四 

五 二 

二 五 

四 一 

1 五 

五 五 

二 九 

三 九 

六 二 

四〕 


四 I  o 

• 八 九 四 • 九 五 水分 稍 多 けれど 藍 精 過少に 非ず 

• 四 一 二  七 五 藍 精 過少 

• 五 九 三 .九〇 水分 過多 

• 四 五 四， 四 0 水分 稍 多し 

• 九 二 四 • ニ〇 水分 稍 多 けれど 藍 精 は 頗る 上質 

• 九 六 六 • 〇〇 藍 精鎮る 上質な り . 

• 九 四 五 • 四〇 中等 品 (藍 精 五 ％ 以上) 

ニー 五 八 • 四〇 藍 精 甚だ 上質に して 上等品 

ニー 三 五. 五 五 灰分 稍 多 けれど 藍 精尙ほ 五 ％ を 越 ゆ 

• 七 五 五 • 八 五 灰分 過多 

ニー 九 四. 八 〇 水分 稍 多し 

• 八 九 四 丄ハ五 灰分 過多 

• 七 〇 三 • 九 〇 水 靛 (譯； sa) なれ ど 他の 乾餘 よりも 上質な り 

丄 ニニ 六 •〇〇 灰分 多 けれど 藍 精 は 上質な り 

• 三 〇 五 • 四 〇 上等品 

• 八 六 七 丄ニ五 藍 精 頗る 多 けれど 灰分 も 亦 多し 

• 七 五 七 ニー 〇 灰分 稍 多 けれど 藍 精 甚だよ く 上等品 

• 〇 七 六. 〇〇 灰分 稍 多 けれど 藍 精 は 頗る 上質な り 


同 

同？ 〕內鄕 縣 

同 (2) 内鄕縣 

同 新野縣 

同 新蔡縣 

山 西 省 安邑縣 

同 臨汾縣 

同 曲沃縣 

问 

同 

同 垣曲縣 

江蘇将 嘉定縣 

同 海門 縣 

同 . 與化縣 

安 § 石埭縣 

江 西 省 樂安縣 
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平陸縣 


四 二 

1〇 

二 一 

六 九 

六 三 

ニー 

五 五 

六 三 

四 八 

四 二 

六 〇 

六 六 

四 八 

五 五 

染料 製 


五 四 

1 一 

三 〇 

三 七 

五 九 

五三 

一八 

五 〇 

八 〇 

五 二 

二 四 

五八 

5 

二八 

〇 七 

二 〇 

00 

六 七 

造 業 


三 〇 

六 三 

四 三 

三 八 

四 〇 


1 六 

四 九 

二 七 

四 六 

一 五 

二 七 

二 〇 

一七 

一九 

五 五 

五 七 

二 七 


四 四 四 ニー 〇 水分^ 多し 

一六 五 • 四〇 灰分 過多 

ニニ 五 • 五 五 中等 品 

五 四 三 ニー 五 水分 多し 

三 六 三 •〇〇 藍 精 上質なら ず 

二 七 三 *ー 五 水靛 なる ため 水分 稍 多し 

五 二 四 • 八〇 水分 多 けれど 藍 精 は 頗る 上質なん 

七 〇 四 • 八〇 灰分 稍 多し 

七 〇 四 • 八〇 水靛 なれ ど 藍 精 は 上質な り 

九 五 一 〇 • 八〇 藍 精 は 上質な り 

二八 四. 五 〇 水分 多 けれど 藍 精 は 上質な り 

〇 七 六 • 〇〇 同 

三 八 六 • 〇〇 藍 精 は 甚だ 上質な り 

一四 四 • 九 五 上等品 

五六 三 • 1 五 水分 過多 

八 〇 六 • 三 〇 灰分 多 けれど 藍 精 は 上質な り 

四〇 四 • 八〇 灰分 過多 

九 七 三丄ハ 〇 藍 精 少し 

四 I 1 


五六 六 二  六 六 七 六  六 七 七 五 七 七々 

六 九 三 五 九 七 六 六 三 二 四 五三 三 一四 六 六 力 

 布 

一二 〇 二 〇〇 二三 五一 五 七 〇 七 六 二  ^七 
六 ニニ 〇 八 ー〇〇 四 〇 八 二 〇〇 六 二 七， 八 

セ  —― •     ~  — •  . — »     "ZZ*      I7T(  . ~~ -  — »  . — « 一  ゴ し  — *  - — •  • — •     i 1  — • 

三 三 ニー  三 五 二 四 七 四 七三 七 四 三 七 四 九 

五六 一四 九 七 ニニ  二 五 七 一 五 〇 八 五三 七 
四 八 八 八 一 五 〇七〇 二八 二八 〇 六 七 五六 

四 四 四 三 三 三 四 四 三 三 三 三 三 一三 二八 三 

二三 五三 四 三 九 八 〇 六 三 六 〇 八 六 八 七 一 
〇 五 〇〇 五 〇 五 五 〇〇00〇〇〇五〇 五 


第二 節 藍 玉 の 

同 宜春縣 

福 建 省 龍溪縣 

浙 S 蠢縣 

同 臨海 縣 

问 衢縣 

同 江山 縣 

同 (1〕 金 華縣 

同 (2〕 金華縣 

同 

同 平 陽 縣 


永嘉縣 


S 省 乳源 縣 

同 化縣 


四 一 二 

水分 過多 • i 少し 

^^藍に し て 水分 多 けれど 上等品な L 

水分 稍 多く 藍 精 甚だ 少し 

水分 過多 

水分 過多 • 藍 精 甚だ 少し 

水分 過多 

灰分 過多 • 藍 精 上質なら ず 

水分 過多 

同 

水分 m 多く 藍 精 稍 少し 

水分 過多 • 藍 裰は 上質な り 

灰分 稍 多し 

水分 稍 多し 

水分 過多 

同  ， 

藍 精 頗る 上質な り 

中等 品 

同  . 


譯註 I 水 靛とは 土 靛( 乾靛) に對 する 言葉で、 藍の 葉の 搾 汁に 水と 石灰と を 加へ 沈澱せ しめた ものが 水靛、 

藍の 葉 を 日光に 晒し 醱酵 させてから 搗き 固めた ものが 土靛 である。 
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第 111 節 染料の 榦 出入  四 1 四 

第三 節 染料の 輸出入 

我國の 需要す る 染料 は 藍 玉 を 以て 大宗と する が、 輸出す る 染料 も 亦 藍 玉が 主要な 地位 を 占めて 

ゐ た。  . 

藍 玉の 輸出 は 日 淸戰役 <: 一八 九 四 年) の 後が 最も 多量で ある。 光 緒 二十 四 年  <: 一八 九 八 年) に 汕頭か 

ら 輸出され た 藍 玉 は 九 萬 三千 ピ クルに 達した。 北海 (廣東 省) では 光緖 二十 五 年 2  A 九九 年) 以前の 

二十 年間に、 每年 1 莴五千 ビク产 の 藍 玉 を 輸出して. Q たが、 この 年に 到って 八 萬 五 千餘ビ クルに 

增 加した。 しかるに 數 年なら やして 藍 玉の 輸出 は大に 減少して、 漸次 皆無に 近づき、 ドイツ 製の 

人造藍の 輸入が 激增 する に 到った の で ある。 

人造藍の 輸入 は光緖 二十 八 年 n 九 〇 二 年) に 始まって ぬる。 I の 年の 輸入が 三、 六 ニ五ビ ク レノ、 

價格 にして 海關銀 一三 一、 ニニ 四兩 であった。 これが 三年 後に は 十倍の 輸入 量と なり、 民 國ニ年 

(一九 一三 年) に は、 遂に 三 一 四、 二 六八ピ クル、 九、 六 二八、 六 七 〇 雨に 達した。 歐洲大 戰の期 

間 は 激減した が、 戰 後に はこの 增 加の 趨勢 は 依然として 停止し なかった。 民國 十三 年 *: 一九二 21年：> 


の 輸入 は 四 二. 1 、 ニー  四ビ クル ニニ、 五八 五、 一 六 〇 雨に 上って. Q る。 

しかも 右の 事 實は單 に ドイツ 製の 人造藍に だけ 關 してであって、 他の 外國 染料の 輸入 增加 は、 

人造藍の 迅速 さに は 及ばない にしても、 同 稳に相 當 注目すべき 數字を 示して. Q るので ある。 例へ 

ば、 ァ -1 リン 染料 は 民國ニ 年に は 五 百 三十 五 萬 雨の^ 入であった ものが、 最近で は旣に 一千 萬兩 

以上に 達して ねる。 從 つて 近年に 於け る外國 染料の 輸入額 は、 通常 少 くと も每年 三千 萬兩 以上と 

なって 居， o、 その 價 格の 多額なる 點に 於いて、 各種の 輸入品の 中で も相當 上位に 在る ので ある。 

我國の 染料 製造 は、 大體に 於いて 農民の 副業の 一 であって、 大規模の 經營に 成る ちの は 全くな 

い。 農民 は 眼識 淺 薄で、 乙れ を 以て 利 ありと 知れば 直ちに 植える が、 若し 目前に 獲る 所な しと 見 

れば 直ちに 他の ものに 改植 する。 乙の 故に、 栽培 上の 改良 ゃ販賣 方面に 若干の 注意 を 加へ やうと 

して.^、 到底 不可能の 現狀に 在る ので ある。 
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第三 十 章 石鹼 及び 蠟燭 製造業 


第一 節 石鹼の 原料 

石驗 は、 我國 では 胰^ 又は 肥^と いふが、 要するに、 脂肪酸 類と アルカリ 類と が 化合して 出來 

上った 鹽 類の 總稱 であって、 吾人が 日常 洗 淨に缺 くべ からざる 必需品で ある。 しかし、 必ゃ しも 

アルカリ性の 鹽に 限られる ものでなくて、 凡そ 金屬の 脂肪酸 鹽も亦 石 鹼と稱 し 得る。 例へば、 力 

〃シ ゥム と 脂肪酸との 合成す る 鹽は之 を カ产 シ クム 石鹼 とい ひ、 マグネシウム と 脂肪酸との 合成 

する 鹽は之 を マグネシウム 石鹼 といぶ が 如き は それで ある。 

但し これらの 石鹼は 水に 溶解し な い から、 アル 力 リ 性の 石驗と 同等の 効能がない だけで ある。 

凡そ 石鹼 とい ふ もの は 孰れ も 吸 濕性を 持って ゐる。 この 點 は カリ クム を 以て 造った カリ 石 鹼が最 
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ち顯 著で ある。 カリ 石 it 一は その 性質が 軟柔 であるから 軟性 石鏺 とい はれる。 ナトリウム によって 

造られた ナトリウム 石鹼 は、 吸濕 性が 稍少 くして 質 も 亦竪 硬で あるから、 硬性 石鹼 とい はれる。 

乙の. 兩者 はよ く 水に 溶解して 乳狀の 液と なり、 また 酒精 を 加へ て 加熱 すれば、 溶解して^ 明體と 

なる。 

石鹼 製造に 用 ひられる 脂肪酸 は、 色々 な ものが 用 ひられる が、 主要な ものと して は、 牛脂 *豚 

脂 • 椰子油 • 棉實油 • オリ. I グ油 • 菜種油 • 大豆油 • 鯨油 • 魚油な どで ある。 乙の 外、 機械 掃除 

に 使った 布片 から 集めた 油脂 や 羊毛 を 洗 ふのに 使 つ た 曹達 液 も 亦 下等の 石 驗 を 造る に 用 ひられ 

る。 石鹼を 製す る 時の 鹽基質 は、 石鹼の 種類に よって 異 るが、 普通に は 苛性 ナトリウム 或は 苛性 

カリ クムが 用 ひられ、 炭酸 ナトリウム 或は 炭酸 カリ クムが 用 ひられる 乙と も ある。 水質 は 製品の 

優劣と 大に關 係が あって、 普通に は槪 して 軟水が 用 ひられる。 食盥は 須く淸 潔に して 夾雜 物の な 

いもの を 選ばねば ならない。 M の 外、 石 鹼に加 へられる ものと して は 香料 • 顔料， 藥料 等が あ 

る。 香料 及び 顔料 は 化粧 石鹼を 造る 時の 重要 品で あり、 藥料は 各種の 藥用 石鹼を 造る に應 用せ ち 

れる。 

我國に 於け る石鹼 製造業 者が 用 ひる 牛脂 • 棉實油 *痲 油 • 豆 油 は 悉く 國產 である。 しかし、 椰 


子 油 • オリ ー ヅ油 • 鯨油 等 は 外國に 供給 を 仰いで ゐる。 ァ ルカ ソ 性の 原料 は國產 • 外 S 造が 併用 

されて ゐる。 香料 は、 國產 品と して は 肉桂が ある だけで、 其 他の もの は 悉く 外國に 供給 を 仰いで 

ゐ る。 國產の 洗濯 石鹼の 原料 は、 高 鈹石鹼 の 原料に 較べて 豊富で ある。 從 つて 生産され る 國產石 

鹼も 洗濯 石鹼が 大部分 を 占めて ゐる。 
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第二 節 石鹼 製造 工業. 

満洲 國 では ハ ルビン • 満洲 里 *大 連 • 奉 天 等に 石驗 製造 工場が あるが、 我國 では 上海 及び 靑島 

が 中心で ある。 漢ロ • 廣州 • 天津 *鎮 江 • 南京 等の 各地に も 工場 は あるが、 さして 重要な 地位 を 

占める もので はない。 上海 は國 產石鹼 製造業の 中心であって、 我國 から 輸出され る 石驗の 大部分 

はこの 地で 造られて ねる。 次に、 上海に 於け る石鹼 工場 を 表示しょう。 


エ^ 名 

五 ^固 本廠 

鼎 豐 肥皂廠 

滌 新皂廠 

匯中^ 廠 

隆芘 皂廠 

驕茂 总^ 


佛 租界 徐^ 匯^ 

西 門外 斜撟 

西 門外 廣家彎 

新 n おお 路北 

小 西 門外 大與锊 

閘北： ggfB 路 

方斜路 三 益路 


石鹼 種類 

化粧 


同 


同 

同 


一 年生產 高 

三 五 〇、 〇〇〇 打 

四 五、 〇0〇 箱 

三 五、 000 箱 

三 五、 〇〇〇 箱 

一 八、 〇〇〇 箱 

三 〇、 08 翁 

三 五、 〇〇os 


茂皂ほ 

洋熇 皂廠 

龍皂廠 

龍 肥皂廒 

與 皂 廠 

大皂廒 


川 製皂跤 

利 肥皂廠 

0 碱 廠 

華 香皂廒 

豐 香皂廠 

華 香皂廠 

中 國肥皂 洋燭. <ム 司 

瑞 a 香 皂廠 


共和 路 

小 東門 外 民 還 

甴？ほ 路 福昌路 

西 門外鬵 路 

^北 冰廒 i 路 

北山 西 路長與 里 

浦囊讓 中 

南京 路小九 華 

提籃橋 華 德路 

陶家 難兆豐 路 

佛 租界 互 籟達路 

K 山路 徐家灣 


北 四 川路 丁舆里 


0 

同 

同 

化粧 

同 

洗濯 • 化琺 

化 S 


三 五、 

五、 

1 五、 

二  0、 

. 5、 

三、 

六、 

一 五、 

ニニ、 

10、 

一 0Q 

1 五 〇、 

五〇、 

四 〇、 

六 〇〇、 


〇〇〇 箱 

〇〇8 

0〇〇 箱 

〇〇〇 箱 

000 箱 

〇〇〇 箱 

〇〇〇 箱 

〇〇〇 箱 

〇〇〇 箱 

〇〇〇 打 

〇〇〇 打 

0000 

0000 

〇〇〇 打 


* 中 國肥皂 洋 S 公司 は英國 資本、 瑞暨 香皂廠 は 日本 资本 である „ 
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一般的に 見て、 我國 の石鹼 工場 は槪 して 資本 弱少であって、 外國 製品の 壓 迫に 抵抗す る カを缺 

いで g り、 今^ 久しく 持續 する 乙と は 不可能の 傾向 を 示して ぬる。 今日、 全國を 通じて 規模の 稍 

大 なる 石鹼 工場 は、 僅に 上海の 五洲 固本廠 及び 天津の 天津 造胰 公司 を 初め とする 數社 だけで あ 

る o 


第三 ffi 蠟燭の 原料 

我國で 使用され て .Q る 蠟燭に は、 舊式 蠟燭と 西洋 蠟燭 とが あり、 舊式蠟 |f は 烏 臼の 油 を 主要な 

原料と して 造られる。 鳥 臼 (から はじ) は大戟 科の 落葉 喬木で、 高さ 二三 丈に 達する。 原産地 は 我 

國の 中部 及び 東部 地方で あるが、 今日で は、 南部 地方 一 帶 からの 產 出が 頗る 盛んであって、 就 

中、 浙江 • 江 西 • 湖北 三省が 主産地と なって ゐる。 烏 臼の 種子の 外皮 は 白 い 粉で 掩 はれて. Q る 

が、 乙 V に は 多量の 脂肪が 含まれて， Q る。 その外 皮を碎 いて 煮れば、 脂肪が 水面に 浮いて 來て、 

やがて 冷却した 後に は 凝固して しま ふ。 市場に 售られ て ゐる皮 油と は、 即ち M れ である。 M の 皮 

油 は蠟燭 及び 石鹼の 原料と する 乙と が出來 る。 また 烏 臼の 種子の 仁から も 油を搾る M とが 出來る 

が、 この 油 は 木 子 油 或は 靑 油と 稱 され、 照明 用の 燃料と される。 M の 木 子 油と 皮 油と を 區 別せ VL- 

る もの、 即ち 烏 臼の 種子 を 皮 も 仁 も 一緒に 搾った 油 もあって、 その 用途 は 皮 油と 同じで あるが、 

品質 は 稍 劣る とされて ぬる。 (譯 sal) 

譯！ ili  烏 臼の 分布 は、 四川. 湖北. 湖南 • 責州 • 廣東 . 浙江 . 安徼 • 廣西 及び 河南 省の 一 部に 百； つて 居 
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り、 就中、 湖北 省の 荊 州 ー帶と 湖南 省の 沅江 流域と が 著名で ある。 日本の 九州 南部に も 野生して 居て 齊楹又 

は 南京 壚と 呼ばれて 居 わ、 更に 印度の 西北 地方 • 佛領 印度支那 及び 北米 合 衆 國のサ ウスカ n ライナ 州 等に 移 

植 せられて ゐる。 

その 種子 は、 日本の 楦の實 に似て ゐて稍 小形で あるが、 皮と 仁と に 多量の 樹脂 を 含み、 葉 は 褐色 素に 富ん 

でゐ る。 (怫領 印度支那 では 樹脂よりも 染料の 採取 を 目的と して 栽培され ると いふ)。 皮の みから 搾取した 

皮 油と 仁の みから 搾取した 木 子 油 (或は 靑油) と、 この 兩者を 分けす に 搾った 烏 臼 油 (或は 桕油) との 區別 

が あり、 夫々 性能 を 異にして ゐ るが、 大體に 於いて、 搾油の 歩 止まり は 十五 ズ內 外、 常温に 於いて は 白色の 

固體 で木蠟 に似て 居り、 華氏 百 五十 度に 加熱して 始めて 溶解し 流動 體 となる。 その 成分 は パルミ チン 酸と 稱 

する 固形 物資と ォ レイン 酸と 稱 する 液狀の 物質と グリセリン とが 結合して 居る。 これらの 油の 集散地 は、 四 

川 産の もの は 萬縣、 湖南 省 産の もの は 常 德*漢 口 等で あるが、 特に 漢ロは 上流 各地 產の大 集散 市場と なって 

ゐる。 

古來 からの 製法に よる 蠟燭 は、 棒狀に 造り、 燈心草 (藺) を 以て 芯と し、 最外 翳 は白蠟 (&_ぽ2) 

で 造る ので ある。 皮 油の 質 は 脆く 白 蠟の質 は 固い ので、 外層に 白蠟を 塗れば 容易に 融ける 乙と は 

ない ので ある。 白 蠟も亦 蠟燭に 製す る NJ とが 出來 るが、 しかし 價 格が 頗る 昂 いので、 乙れ のみ を 


以て 蠟燭に 造る もの は 稀れ である。 舊 式の 蠟燭に は 着色の ちのと 無色の ものと が ある。 着色の も 

の は 染料で 染める ので あるが、 普通に は. 槪 して 紅色が 用 ひられる。 北部 地方の 各省で は、 動物性 

の 脂肪酸 を 以て 蠟燭 とする ことがある。 また 新疆 の石蠟 (譯 aa3) を產 する 地域で は、 石蠟を 以て 

造られて. Q る。 

譯註 2  II 白蠟は 蠟蟲の 分泌した 粘液で ある。 主要 産地 は 四川 • 貴 州 及び 浙江 省の 一部 等で、 就中、 四川 省の 

寧 遠地 方が 最も 有名で ある。 その 採集の 方法 は、 蠟蟲 を女貞 (鼠 梓 木 • ねす みもち) の樹に 飼養す る こと 凡 

そ 百日^、 その 分泌した 液が 樹 枝に 厚く 附着す るの を俟 ち、 その 枝 を 切り取って 手で 璲を搔 き 落として 水中 

に 入れて 笸 き、 溶解して 水面に 浮んだ もの を 集める ので ある。 唐宋 時代まで は 蜂蠟を 以て 蠟燭 としたが、 元 

代に この 方法 を發 見して 以來、 急速に 盛んと なり、 近年で は 若干ながら 外國に 輸出され てゐる 程で ある。 蜂 

蠟を 精製して 白色と なった もの を も、 俗に 白 蠟と稱 する ことがあ るが、 玆 では 明白に 右の 方法に よって 集め 

られ た蠑蟲 の白蠟 である。 尙 ほこれに 就いては 本書の 第三 十三 章 製 蠟* 養蜂 • 蟲膠片 製造業に 述べられて ゐ 

る。 

譯註 3 —— 石 蠛はー に汕蠟 ともい ひ、 樹脂 叉 は 石油 を 蒸溜して 得た る 白色の 固體 であって、 溶解 點 高く、 純白 

の ものが 最上と されて ゐる。 新疆の 石蠟は 人工的に 蒸溜して 得た もので なく、 含 油地曆 から 産出す る 夭然石 
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笫 111 節 蠟 © の 原料  四 二 山ん 

蠟 である。 

西洋 邋燭は 即ち 牛脂 • 鯨油 • 石蠟 或は 他の 動植物の 脂肪酸で 造る もので 棒狀 であり 綿糸 を 以て 

芯と して. Q る。 普通 は槪ね 白色で あるが、 他の 色彩に 染めた もの も ある。 昔 は 鯨油 蠟燭 が. 最も^ 

t であった が、 後に 鯨油が 次第に 缺 乏した ため、 今では 製造され る 乙と 稀れ である。 今日、 市場 

に 售られ てなる 西洋 蠟燭は 大抵 脂肪酸 類 或は 石蠟で 造られて ゐる。 . 


第 四 節 蠟燭 製造業 

舊法 による 蠟燭の 製造業 は、 今では 石油の 輸入に よる ラム ブの 普及の ため、 大に 打搫を 受けて 

ねる。 今でも 各地に 製造され て は 居る が、 需要 は從 前に 較べて 甚だしく 減じて ぬる。 從 つて、 舊 

法に よる 蠟燭 製造業 は、 今では 單に 地方 的な 重要性 を 有する に過ぎないと いふべ く、 槪 して その 

地元の 消費 を充 たす に 止まって 居り、 その 設備 も 頗る 簡單 で、 資本の 如き も 極めて 限定され てゐ 

るので ある。 

新法に よる 西洋 蠟燭の 製造業 は、 その 原料が 同じく 脂肪酸 類 を 主たる 原料と する ために、 石鹼 

製造業と 關聯 して 行 はれて ゐる ことが 多い。 現在、 西洋 蠟 燭 の 製造業 は、 上海 その他の 大都市に 

分布して ゐ るが、 大抵 石鹼 製造の 發 達した 地帶 は、 蠟燭 製造に 於 い て も 重要な 地位 を 占めて ゐ 

る。 而 して 上海に 於け る洋燭 工場の 主要な ものと して は、 英國資 本に よって 經營 される 二 工場、 

即ち、 中國肥 皂洋燭 公司 及び 白禮氏 洋燭廠 だけであって、 支那 資本に よる ものと して は、 南洋 燭 

さ V 廠が稍 重要な 地位 を 占める のみと 言 ひ 得る であらう。 
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第三 十一 章 傘 及び 扇子の 製造 


第一 節 傘 

我 國の傘 業 は 本 來家內 手工業の 一で ある。 製 傘の 方法 は 頗る 筒單な もので、 竹 を 骨と し、 上に 

皮羝 C 桑 *楮 など を 原料と する 紙) を 張って、 柿^ 或は 桐油 等 を 塗れば 忽ち 出來 上る ので ある。 

傘の 產地は 極めて 廣ぃ範 圍に亘 つて. Q るが、 中部 • 南部の 諳省 は、 製 傘 材料が 豊富で あるた め 

に、 傘 業 も 亦 特に 盛んで ある。 而 して 上等品の 産地と して は浙江 省の 温 州と 湖南 省の 長沙が 最も 

著名で ある。 その他、 多くの 地方に 極めて 上質の 傘が 産出す るが、 交通の 不便 或は 釐金稅 の 苛酷 

な 乙 とに 災 されて、 他の 地方への 販路 開拓 を 不可能に されて ゐる もの^ 尠 くない。 安徽省 太平 鯀 

甘 棠に產 する 傘の 如き は その 一例で ある。」 
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笫 一 節 傘  slo 

傘 は我國 にと つて は 輸出品の 1 である。 仕向 地 は 日本が 最大であって、 槪ね温 州 及び 長 沙のも 

のジ S ら れてゐ る。 一時 は 日本に 於け る 製 傘 業の 勃興に より、 支那 傘 は 排斥され てね たが、 その 

後、 日本に 於け る 材料 縢 貴の ために、 再び 我國の 傘が 續 々需要され る やうに なった ので ある。 

安 南 • タイ 國 • ビルマ. 馬來 諸島 及び 香港に も 販路が 開かれて 居り、 特に 香港と タイ 國 とが 主 

要な 需要 地で ある。 次に 民國十 一 年に 於け る 輸出 傘の 價額を 仕向 地 別に 表示しょう。 ： 


出 先 


香 


日本 (朝鮮 を 除く) 

シン ガボ 1 'ル 

蘭領 東印度 

タイ  國 

佛領 印度支那 

朝  0 

其  他 

合  0 


價 額 (海お S) 

五 五 二、 一八 九 

二 九 三、 三 四 五 

四 九、 四 三 〇 

三 三、 七 七 五 

1 七、 六 1 0 

ニー 、五一 二 

四、 四 三 四 


洋傘 は鐡を 骨と して 綿布 或は 絹布 を 張った ものである。 我國で 使用され る 洋傘 は、 殆んど 凡て 

が外國 から 輸入す る もので、 特に 日本からの 分が 最大 多數を 占めて ねる。 現在で は 上海 を はじめ 

各地 に^れ を 模造す る もの も あるが、 しかし、 その 原料の 大部分 はや はり 輸入品で ある。 


第 111 十 1 章 傘 及び 扇子の 製造  四 11 二 


笫ニ節 扇 子  四 一二 二 

第二 節 扇  子. 

扇子 (日本で いふ 圑 扇 を も 含む) の 種類 は 甚だ 多様で ある。 棕櫚の 葉で 造った もの • 紙 製の もの • 紗 

製の もの • 鳥の 羽で 造った もの • 麥稈で 造った もの 等、 名 稱も實 に 繁多で ある。 

棕櫚の 葉で 造った もの は、. 普通に は 葵 扇 或は 芭蕉 扇と 稱 して ゐる。 大部分が 廣東 省に 產 する も 

ので、 價格は 低廉で あり、 且つ 輕量 であるた めに 廣く 愛用 せられる。 

紙 扇 (日本で いふ 扇子) の 製造業 は、 今では 杭 州が 中心と なって ねる。 遠く 宋 代の 昔に 於いて 杭 州 

の 扇 は旣に 著名であった。 南京 も 以前 は 扇 業の 上で は 重要な 地位 を 占めて 居り、 光緖 二十 六 年に 

は、 乙れ を 業と する もの 六 萬 人 を 数へ、 その 盛んな 乙 と 杭 州と 比肩す る ものが あった とい ふが、 

今日で は 甚だ^ 返して ぬる。 その他、 廣州 • 九 江 • 蘇 州 • 上海 • 湖州の 各地に 於いても、 扇 業 は 

頗 る 重要な 役割 を 演じ てぬる。 

扇子の 製造 は家內 手工業の 一で ある。 婦女子 は 暇 ある 每 にこれ を 造り、 買 出 人 は 農村 を 廻って 

NJ れを買 集める ので ある。 上海の 附近 だけで も、 これらの 婦女子 は數千 人に 上る とい はれる。 


葵 扇 は光緖 十八 年 二八 九 二 年) に は 一千 百 萬 本 も 輸出され、 十 年後に は、 更に 激增 して 四千 百 

萬 本に 達した 記錄が あるが、 品質の 低下と、 外國に 於け る 嗜好の 變 化と によって、 需要 は 逐年 減 

良1 し、 最近の 統計で は、 1 年の 輸出 は 僅に 三千 萬 本 前後で ある。 


第三 十 1 章 傘 及び 扇子の 製造  四 一一 一一 一一 


第三 十一 一章 マッチ 製造業 


第一 節 マッチ 製造業の 分布 

我國に 於け る マ ッ チ 製造業 は、 光緖 二十 年 (一八 九 四 年^- に漢 口に 開設され た聚昌 及び 盛 昌のニ 

工場 を 以て 嚆矢 とする が、 今 曰で は全國 的に 分布して 居る。 北部 地方の マ ツチ 製造 は、 河北 省で 

は 北京 • 天津 • 泊頭鎭 • 石家莊 • 保定、 山 東 省で は芝罘 • 濟南 • 靑島 • 周 村 • 濟寧、 山 西 省で は 

太 原 • 平遙. • 新絳、 河南 省で は 開封 ，洛 陽、 陝西 省で は 西 安に 行 はれて 居る。 南部 地方の マ ツチ 

製造 は、 江 蘇 省で は 上海 *鎭 江 • 南 通、 安徽 省で は懷 遠縣、 湖北 省で は漢 口、 湖南 省で は 長沙、 

貴 州 省で は 貴 筑縣、 雲 南 省で は 建 水縣、 浙江 省で は 杭 州 • 寧 波、 四川 省で は 成 都 *瀘 州 • 遂 寧 • 

合 州 • 渠縣 *樂 山 ，廣 安 • 重慶、 廣東 省で は廣州 *佛 山 • 九 龍 ，淸 遠の 各地に 行 はれて 居る。 而 

笫 111 十二 章 マッチ 製造業  四 一 一一 五 


第 I 節 マッチ 製造業の 分布  四三 六 

して、 天津 *靑 島 • 上海 • 重 慶*廣 州の 五大 都市が、 我國に 於け る マ ツチ 製造 工業の 中心地で あ 

る o 

これらの マ ッ チ 製造 は 我國の 民間資本 による ものと、 日本 資本の みに よる もの 及び 日 支 合辦に 

よる ものと に 區別づ けられる。 しかし、 工場の 數と 生產總 額と に 於いて は、 我が 民間資本 による 

ものが 最大 多數を 占めて. Q る。 日本 資本に よる もの は、 大體山 東 省に 限られて 居， o、 天津 • 重 慶* 

廣 州の 三 都市に も 各 一 工場 宛が 存在す る。 

我が 民國 資本に よる 著名の 工場と して は、 華昌 (天津) • 丹 鳳 (北京 >  雙福 (太 原 >  鴻昌 (開 

封) • 振 業 (濟 南) • 和豊 (長 沙) • 燮昌 (漢ロ 及び 上海) • 熒昌 (上海) • 光華 (杭 州) *新 正大 (寧 

波) • 吉祥 (廣^) • 巧 明 (佛 山) • 隆起 (九 龍) 等が 代表的な もので、 その 製品 は 數量も 多く 販 

路 も亦廣 くて、 營業狀 態 は 頗る 良好で ある。 


第一 一節 マッチの 原料 

マ ツチの 軸木 及び 箱 は、 白 楊 或は 赤 楊 を 以て 製造す る。 軸 端 及び 箱の 側面に は藥 品が 塗られ、 

兩者を 磨 擦 すれば 軸 端から 發 火す るので あるが、 その 藥品は マ ツチの 種類に よって 異 つてなる。 

我國に 於け る 7 ゾチの 原料 は、 殆んど 凡てが 外國產 である。 軸木 及び 箱の 材料 は园內 にち 產出 

する が、 しかし 產 額が 限定され て 居る ために、 大部分 を 日本 及び シベリアに 仰いで. Q る。 硫黃ゃ 

？ など も國 內に產 する ので あるが、 精鍊 法が 精巧で ないた めに 品質が 劣等で あるの みならす、 價 

格 も 亦 甚だ 高い ので、 これ 亦 大部分 を 外國に 仰いで. Q る。 硫黃 は槪ね 日本から、 燐 は 日本 及び 英 

國 から 輸ス される。 その 尥、 ク P 1 〃• カリウム は獨 逸から 輸入され、 牛 膠 は 米 國產が 用 ひられ 

る C 


lalntl 章 マッチ S 造桀  ra 三 七 


第 111 節 代表的な マツ チェ 撝  四 111 八 

攀 

第三 節 代表的^ マッチ 工場 (丹 華火柴 公司) 

北京の 丹 鳳火柴 公司と 天津の 華 昌火柴 公司と が 民國六 年に 合併し、 丹 華火柴 公司と 稱す るに 到 

つた。 丹 鳳 は前淸 末期の 光緖 三十 二 年に 創設され て 資本 十二 萬兩、 華昌 は宣統 三年の 創立で 資本 

は 十萬兩 足らす であった が、 この 合併 を 機と して 資本 總額を 二百 萬 元に 增 加した。 北京に 於け る 

丹 鳳の 奮 工場 を 京 廠* 天津に 於け る 華 昌の舊 工場 を津 廠と稱 してね るが、 京廠は 北京 狨の崇 文 門 

外 • 三 里 河に 在り、 本社 事務所 もこ V に 置かれて なる。 津 廠の 所在地 は 天津の 西沽 村で ある。 生 

產額は 京廠の 方が 每年ニ 萬 五 千 箱 • 津廠の 方が 一 萬 六 千箱內 外、 その 價額は 合計 百 萬 元に 逡 して 

なる。 京 歧 は 男工 三百 餘 • 女工 二百 餘 を 使用し、 津廠は 男工 七 百 • 女工 六十 餘 である。 雨 工場 は 

合併 直後に、 滿洲 安東 縣に 分工場 を 新設して、 專ら 軸木 を 製造し、 京津兩 工場の 用に 充てる こと 

としたが、 M れを安 柬縣に 設けた 理由 は、 次の 三點 に甚づ くと いはれ る I 

1、 安東 縣 附近に 產 する 白 楊が 頗る 豊富であって、 原料の 入手に 容易で ある 乙と。. 

二、 満洲に 足場 を 占める 乙と により、 販路 を 京 奉 鐡路の 沿線に 擴 張し 得る こと。 


三、 満洲に 於け る外國 資本の マ ッ チ 製造業 を 抑制す る 目的に 出で た/ g と。 

現在、 この 會 社の 營業狀 態 は、 相當 の發展 過程に 在， o、 前途 は必 すし も 限 局せられ ないで あら 

うと 言 はれて ゐ る。 


第三 十二 章 マッチ 製造業  四 =I,L 


第三 十三 章 製蠟. 養蜂 及び 蟲膠片 製造業 


第一 節 製 蠟 業 

蠟には 白蠟と 黄蠟の 二種が ある。 黃蠟は 蜂の 巢から 探る もので 用途 も 廣 からす、 さして 重要な 

もので はない。 白蠟は if 木 (ねずみ もち) に 棲息す る 蠟蟲が 分泌して 生じる もので、 四川 省の 特產 

である。 蠟蟲は 多く 建昌 (淸 代の 寧 遠 • 今の 西 昌縣) と 犍爲縣 とに 產し、 蠟木は 多く 嘉 t  (今の 樂 山縣) に 

產す るので あるが、 每年 蠟蟲を 取って 蠟 木に 移し、 その 粘液 を 分泌す るの を俟 つて 樹枝を 切斷し 

蛾 を 採る ので ある。 產額は 甚だ 多く、  S 川 省の 主要な 物產 となって. Q る。 採取した 蠟は重 慶*漢 

口に 遝 ばれ 各地に 轍 移出され るので あるが、 外國に 出る もの は 大部分 上海 を經 由して 輸出され、 

その 量 は 一 年に 數千ビ ク ル • 僙額數 十 萬 雨に 達して ぬる。 

第 ョ 十 111 章 製 及び CB.^ 製 &粱  , . . 四 四 J 


第二 節 養 0  0  四 四 四 

第二 節 養 蜂 業，， ，  一 ：pit 

^蜂 業 は我國 では 農民の 副業の 一 である。 昔 は 一 般に 農民 はこれ に對 して 餘り關 心 を 持た や、 

從 つて、 各省と もに 行 はれて ぬながら、 その 成 終 は 観るべき ものがなかった。 農民 は 蜜 を 取る に 

も 或は 分封 を 行 ふに も、 殆んど 深い 注意 を拂 はなかった。 蜜 を 取る のに 時期 を 選ばない ばかりで 

なく、 往々、 蜂 房 を 打ち割って その ま 、搔き 廻して 煮て しま ひ、 幼 蟲も卵 も 混在す る 蜜 を 造る た 

めに 天然の 芳香と 風味と を 失 ひ、 品質 甚だ 不良の もの を 製して 平然として. Q た。 しかも 養蜂と い 

つても 僅に  一二 箱、 多い 者で も十數 箱に 過ぎない 程度であった。 

新式の 養蜂 業は淸 代の 末期に 始まり、 民國に 入って から、 幾らか 發 達した。 現在 旣に 經蝥 され 

て. Q る 養蜂 場の 中で、 規模の 稍觀 るべき ものと して は、 上海の 戚秀甫 が 創設した 戚氏 養蜂 場 • 無 

錫の 華繹 之が 剑設 した 華氏 養蜂 場 及び 福 州の 張 品 南が 創設した 養蜂 試 驗場を 推さねば ならないで 

あらう。 7> の 三 藜 蜂 場の 製品 は 甚だ 優良であって、 養蜂 器具に 關 しても 種々 發見 する 所が あり、 

利^も 頗る 多い とい ふ。 湖北 省に 於け る 新式 養蜂 業 も 亦 漸く 發逡 しつ、 ある。 最初に 着手した の 


は 痲狨の 范志鵬 であって、 各地から 各種の 蜜蜂 を 買 集めて 試驗を 行って 居る。 省 政府で は、 省內 

の 農業 學校に 養蜂 科 を 特設して. Q るば かりで なく、 この 數年 來、 各地に 養蜂 講習 所 を 設立して 獎 

勵 して ゐ るから、 近い 將來に 於け る 湖北 省の 養蜂 業 は、 頗る 有望と いひ 得る であらう。 


^一一 一十三^ 製嫫 養蜂 及び^ 膠片 製造業  四 四 S 


00 蟲膠 片製资 つ  四 四 六 

第三 節 蟲膠片 製造業 

蟲膠片 と は 1 種の 蚜蟲 が樹 枝に 放出す る 膠質 (ゼラチン 質) であって、 よく 水に 溶け、 熱 を 加 へ 

れば 則ち 流動 體 となる ものである。 市販の 蟲膠片 は、 大部分 佛領 印度支那の 安 南から 來 たもので 

あるが、 我國 にも 亦 乙れ を 産出す る。 產地は 雲 南 省と 安 南との 境界 地帶 であって、 樹枝 上に 盛り 

上った 膠 を、 紅 子梗と 呼んで 居り、 廣東 省で はこれ を 草 茸と 稱 して なる。 蟲膠片 を 製す るに は、 

先 づ紅子 梗を樹 枝から 取って、 泥 砂 その他の 夾雜物 を 除去す る。 それから 磨 臼に かけて 米粒 大に 

碎き淸 水に 入れて 洗滌し、 含有す る 赤色の 物質が 除かれる の を 待って、 日光に 直射 させて 晒す の 

である。 乾燥したならば 之. を 綿布の 袋に 入れ、 爐の 火で 加熱す ると、 膠質が 布目から 流れ出して 

來て 蟲膠片 となる ので ある。 M れと 似た ものに 蟲膠 餅と いふの が あるが、 乙れ は 綿布に 入れる 時 

に 若干の 明礬を 加へ る だけの 相違で、 出來 上り は黑色 を呈 してね る。 蟲膠片 及び 蟲膠餅 は、 ^ね 

ヮ 二 ス の 製造 及び 水銀 鏡の 製作に 用 ひられて _Q る。 


第三 十四 章 樟腦 製造業 


第一 節 樟樹の 分布 

樟樹は 我國， では 揚子江 以南に 產 する。 分布 地域 は、 大體、 北緯 十八 度から 三十 二度の 間に 介在 

して， Q る。 しかし 產 額の 最も 多 いのは 南 嶺ー帶 である。 即ち 東は浙 江と 安徽の 境界に 始まって、 

江 西 • 福 建 を經て 湖南に 入り、 廣 東- 廣 西から 更に 貴 州 • 四川に 及んで ぬる。 就中、 江 西 *浙 江， 

福 建が 最も 盛んで、 廣東 *廣 西 • 湖南が これに 次ぎ、 湖北 • 四川 • 貴 州 等が、 更に その 下位に 在 

る。 以上の 地域の 土 壤と氣 候と は 孰れ も 樟樹の 生長に 適して 居る。 大 なる もの は 周 圍四五 丈に も 

^して- Q るが、 普通 は 八 尺から 二 丈までの ものが 多く、 孰れ も數 百年 を經た 老樹で ある。 

笫 111 十四 章 樟腦 製造業  四 四 七 


笫 一節 樟樹の 分布  四四 八 

一、 江 西 省 

奮 行政 區 劃で 撫州 府に屬 する 地域が 最も 盛んで、 廣信 府に屬 する 地域が 乙れ に 次いで 居る。 南 

昌府 • 九江府 • 鏡 州 府に屬 する 地域 は 頗る 稀れ である。 

二、 浙江省 

この 省の 主要な 樟 樹地帶 は、 奮 行政 區 li で 金 華 •  0 招 •  ^州の 三府に^ する 地帶 である。 

三、 福 建 省 

昔 は全國 でも^も 多く 樟樹 を產 する 地であった が、 濫伐と 補植を 怠った ことと により、 產額は 

前揭ニ 省の 下位に 降って しまった。 しかし、 全 省 到る 處に 樟樹を 見出す 乙と は出來 るが、 中で も 

閩 江の 流域 一 帶は 最も 璺富 である。 

四、 廣東省 

この^で は 北 江 及び 西 江の 流域に 最も 多くの 樟樹を 見出す。 東 江 流域に も 多少 は 兌 出す ことが 


出汆 る。  > 

五、 湖南 省  、 

？-の 者で は靖縣 及び 舊寶慶 府に屬 する 地域が 最も 多くの 樟 樹を產 する。 長、 沙 から 株 州へ かけて 

の 所謂 湘南 各地に も 産出され る。 

六、 湖北 省 

乙の 省で 最も 多く 產す るの は 陽 新 • 蕲 春兩縣 下と、 江 西 省との 境界 地帶 とで ある。 

七、 四川 省 

奮 成 都 府に屬 する 地域と、 岷江 • 涪江 • 渠江 などの 流域に 孰れ も樟樹 を產 する。 

"^、貴 州 省 

湖南 省との 境界 地帶が 樟樹を 多く 產 する。 

笫 一二 十四， 隼 樟脇 製造 粱 


^二 節 樟 臈  四 五 ◦ 

第二 節樟腦 

日 淸戰爭 以前に 於いて は、 世^の 樟腦 製造業 は 殆んど 我 國の獨 占に 近かった。 然るに fl 滕國日 

本が 臺灣を 獲得して から、 樟腦 製造業の 經營に 全力 を 擧げ、 產額も 激增 する に 到った ので、 今日 

では、 世界 市場に 於け る 樟腦の 四 分の 三 は 臺灣產 で 占める までに 發展 して. Q る。 

樟腦 製造に ついては、 元來、 我國は 世界で 最古の 國 である。 ョ 本の 白 河太郞 氏の 說に よれば、 

韶州 (今の 廣東省 曲 江 S は 世界に 於け る樟腦 業の 發祥 地で あると いふ。 その後、 韶 州の 樟 樹が盡 き 

たので、 潮 州 (今の 廣東省 潮 安縣) に 於け る樟 腦 業が 乙れ に 代って 勃與 した。 乙の ことが 今日に 於い 

ても尙 ほ韶樟 或は 潮 とい ふ 名 稱を存 して .Q る 所以な ので ある。 潮 州に 於け る樟腦 製造が 衰微す 

る や、 代って 福 州 (福 建 省) に 於け る樟腦 業が 盛んと なった。 淸代 末期に、 福 州から 輸出され た 

樟腦 は、 ^も 多い 時には 每年 二百 萬 斤に も 達した とい ふ。 その後、 福 建 省に 於け る槔樹 が 漸次 少 

くなる につれ、 深山幽谷に 入らねば ならな くな り、 生產 費が 嵩む ために 遂に 產額は 漸減して しま 

つた。 二十 數年 前に は、 江 西 省の 樟腦 でさへ も、 陸路、 福 州に 集中して わたので あるが、 福 建 省 


全體 の樟腦 業が 衰微す るに つれ、 江 西^ 産の 樟腦は 水路に よって 上海に 集中し はじめた。 かくて 

上海 は 繭 州に 代って^ 腦 集散の 中心地と なった ので ある。 - 

最近 數 年間の 樟腦 輸出 量 は、 每年 一 萬ビ クルから 二 萬 數千ビ クルの 間 を 上下して 居り、 その 價 

額 は海關 銀で 百萬兩 乃至 二百 數十萬 雨に 上って ゐる。 

我國 の樟腦 製造 は 槪ね舊 法に よって 居り、 到底、 臺灣に 於け る 新式 製法の 經濟 的な のに 及ばな 

い。 今日で は、 福 州 • 九 江 等に 日本 資本に よる 新式 製腦 工場が あり、 湖南 省の 沅陵 及び 郴 -1 等に 

分工場 を 設けて ゐ る。 また 上海に も外國 資本に よる 工場が あり、 廣東 *廣 西 及び 湖南の 三省に は、 

我が 民間資本 による 新式 製腦 工場が 經營さ れてゐ る。 


笕 111 十四 章 槔腦裟 造 業  四 五一 


第三 十五 章 化學 工業. 化粧品. 藥劑 製造業 


第一 節化學 工業 

一般に 製造 工業 は 化 學と密 切な 關係を 持って ぬるが、 就中、 石 鹼*蠟燭* マッチ • 硝子 *紙* 箪 

化粧品 • 藥劑の 製造に 於いて、 か、 る關 係は顯 著な ものが ある。 これらの 工業 を 指して 化學 工業 

とい ふ。 しかし、 乙んで 取上げる の は、 硫酸， 硝酸 *鹽 酸な どの 基本的 化學藥 品の 範圍 に關 して 

である。  - 

一、 硫 酸 

硫酸 は 最も 重要なる 化學藥 品であって、 他の 酸類の 製造 も、 殆ん どみ な 硫酸 を 原料と して. Q る 

笫 一,11 十五 章 化學 工業 • 化钝品 • 藥劑 製造 桀  四 五一 一 一 


第 1 節 化學 工業  四 五 四 

ので ある。 爆藥 (綿花 火藥 等) • 曹達 • ァ 一一 リン 染料 • 肥 料の 製造に もこれ を 用 ひ、 また 油脂の 精 

製， 金屬の 精鍊 加工 或は 化學 上の 試藥 等に もこれ を 用 ひるので ある。 硫酸の 原料 は、 硫黄 • 硫化 

物 或は 黃鎵礙 である。 硫酸 を 製造す るに は、 原料に 加熱して 亞 硫酸と なし、 更に これ を^ 化せし 

めて 造られる。 我國に 於いて は、 天然 產の 硫黄に 甚だ 乏しい が 故に、 硫酸 類は槪 して 鐡礦を 以て 

造られて ゐる。 

二、 硝 酸 

硝骏 は、 通常： 硫酸と 硝酸 ナトソ クムと を 蒸溜した もの を 混合せ しめて 造られる。 化學 上から 

1M へば 最も 强ぃ 酸化物であって、 主要な 用途と して は、 爆 藥* 王水の 製造 及び 蜂蠟の 漂白 劑 等で 

ある。 

三、 鹽 薛 

普通 は、 硫酸 を 食鹽に 作用せ しめて 造る が、 ルブラン 氏 法に よる 曹逢 製造 (l&bk ョ ic  S91a  pro- 

sl の 副産物と しても 造られる。 用途 は 王水， ク ル 化合物 • 藥劑 • 驅蟲 劑* 消毒剤 等 を 製造 


すろ に 用 ひられる。 

四、 アンモニア 

アン モー 1 ァ は我國 では 硇精 とも 呼ばれる。 獸骨 • 瀝青 頁岩 • 泥炭の 蒸溜 又は 熔鑛爐 の餘剩 ダス 

の處理 等に よって 得られる。 用途 は 甚だ 多く、 醫藥 として は 抗酸劑 •！ 舆奮劑 • 腐蝕 劑* 發疱劑 等 

に 用 ひられ、 また 人造 永 を 製造す るに も 用 ひられる。 

我國 の化學 工業 は、 今日 尙ほ 萠芽 時代に 在り、 從 つて 國內 需要の 各種 化 學藥品 は、 殆ん ど國外 

から 齎 されて- Q る。 最近、 上海 >  天津 • 北京 等に は 我が 民間資本 による 化學 工場が 創立され、 大 

規^の もの は 百 萬 元、 小なる もの も 五六 十 萬 元の 資本 を 擁して ゐる が、 その 成績 は 尙ほ詳 かで な 

い。 上海の 江 蘇 藥水廠 は米國 人の 經營 する ものであって、 製品 は 硫酸 *鹽 酸 • 硝酸 等が 主で あ 

る o 


^三十 五 章 化學 工業 *化姊： 品 • 藥劑製 造 業  四 五 五 


笫ニ節 化粧品 製造業  四 五六 

第二 節 化粧品 製造業 

こ、 で 化粧品と いふの は、 香水 • 練 白粉 *齒 磨 粉 • 粉 白粉 *髮 油 ヌクリ —ム • 紅 などの 總稱で 

ある。 香水 は 多く 植物 性の 芳香 油と 酒精と で 造られる。 練 白粉 *齒 磨 粉 • 粉 白粉 等 を 造る に は、 

炭酸 マグネシウム を 缺 くこと は出來 ない。 炭酸 マグネシウム は漑ね 白雲石から 造られる が、 乙れ 

は我國 到る ところに 分布して. Q る。 クリ ー ムの 原料 は 硬 脂 酸 (ス テア リン酸) 及び 硼酸 等で ある。 髮 

油 は 植物油に 香料 を 加 へ て 造り、 紅 は 紅花に 滑石粉 或は 澱粉 を 混合して 造られる。 

我國に は、 昔から 殆んど 各地の 大 なる 都市に 化粧品 製造業が あって、 甚だ 殷盛 を 極めて ね た。 

殊に 蘇 州 • 杭 州 • 揚 州 • 南京 等の 各地 は 盛んであった。 然るに 外國の 化粧品が 輸入され て 以來、 

これらの 化粧品 業 は 漸次に 衰滅して しまった。 現在、 我が 民間資本 によって 經營 されて. Q る 化粧 

品 製造業と して は、 香港の 廣生 行が、 創立 も 最も 早く 營業狀 態 も 亦 良好で ある。 上海に は 香亞化 

粧品 公司が あるが、 乙れ は米國 在留の 華僑に よって 創立され たもので、 民國四 年、 工場 を サン フ 

ラン シスコに 設けた が、 民國七 年に 上海に 移轉 し、 本 工場 を閘 北の 香 山路に 置いて ゐる。 


第三 節 製 藥 業 

我國 の製藥 業に は漢藥 と洋藥 との 別が ある。 藥種 商で 售られ て. Q る漢藥 は、 満洲 國* 蒙古 を は 

じめ、 北部の 諸 省 • 四川 • 西 藏 • 雲 南 • 廣 東 • 廣 西 • 廣西 及び 南 洋 各地 から 集ま _っ たもので あ 

る。 その 重要な ものと して は、 人 參* 甘草 • 地 黃* 大黃 • 茯苓 • 土茯苓 • 川 芎* 杏仁 • 薄荷 • 五 

加 皮 • 陳皮 • 桂皮 • 白 萱蔻 • 麝香 鹿 茸な どで ある。 人參は 最も 高價 であるが、 就中、 満洲 國の 

長 白山に 野生す る ものが 有名で ある。 甘草 • 大黄 は 海外 貿易の 上で も 甚だ 著名で ある。 甘草 は槪 

ね 蒙古 *靑 海 及び 北部の 諸 省に 產し、 In 本に 輸出され る ものが 最も 多く、 米國が rJ れに 次いでぬ 

る。 大黄 は 豪 古 • 靑海 • 西藏 • 西康 • 四川 • 湖牝 等の 各地に 產し、 茯苓は 雲 南に 產 する ものが 最 

も 著名で ある。 土 茯苓は 貴 州 • 安 徽*浙 江 等の 省に 產し、 効能 顯著 であるた め、 大部分が 印度 及 

び ビルマに 轍 出されて、 花柳病 藥に用 ひられて. Q る。 川芎は 四川 省に 產し 日本に 輸出され る。 杏 

仁 は 北部 地方 一 帶に產 する が、 河北， 山 東が 最も 多量 を 占めて. Q る。 薄荷の 産地 は 極めて 廣汎で 

あるが、 廣東 市で 製造され る 薄荷 油の 原料に は、 漑ね江 西省吉 安地 方の ものが 充てられて な る。 

五加 皮 は 北部 中部の 諳 省に 産し、 陳皮 は 大部分が 廣東產 である。 桂皮 は 廣西省 及び 佛領 印度支那 

^一  II 十五 章 化學 H 業 。化粧品 • 藥劑 製造業  四 五 七 


SI 節 教藥業  四 五八 

の 安 南に 産し、 白苣蔻 は 南洋諸島から 來る。 また 麝香と 鹿 茸と は 動物性の 藥材 であるが、 西藏の 

麝香 は 全世界に 名 を 知られて 居り、. 我國の 重要 輸出品の 一 である。 鹿 茸の 産地 は廣汎 であるが、 

特に 満洲 國に產 する ものが、 最も 著名で ある。 我 國の藥 種 商で 扱ふ內 服藥材 は、 槪 して 精選 乃至 

精製され て. Q ない 點で、 洋藥と 甚だ 異 つて- ぬる。 上海の 粹華 製藥廠 は、 これらの 漢藥を 科 學的方 

法に よって、 或は 煉 つて 膏藥 とし、 或は 抽出して ュ キ ス とする 等、 洋藥に 近から しめる 努力 を 拂 

つて. Q るが、 その 規模 は尙ほ 甚だ 狹小 である。 

1 方、 洋藥を 扱 ふ藥局 は、 今日で は 殆んど 各 都市に 見出し 得る が、 その 藥品は 大部分が 外國產 

の ものであって、 自製 品 乃至 自國 製品で はない。 洋藥の 製造 を營ん でね るの は、 僅に 上海の 科發 

藥房 及び 五洲 藥房 だけで ある。 科 發藥房 は、 前淸 時代の 同 治 五 年 2 八 六 六 年) に 或る ドイツ人 醫 

師 によって 創設され たもので ある。 光緖 三十 一 年 (一九 o 五 年) に 到って、 業績が 益々 良好で ある 

ため、 始めて 資本 を增 加して 株式 會社 組織に 改めた ので ある。 次いで 宣統 元年 2 九 〇 九 年) に は 

上海 華 德跻に 敷地 を 求めて 工場 を 設け、 近代的な 製藥を 開始した が、 民 國八年 (一九 一九 年) に は 

資本 を 銀 二百 萬 元に 增加、 更に 大規模の 新式 工場 を 建て、 機械 設備 はすべ て歐 米の 著名 會 社の 最 

新式の もの を 探 用して、 以て 今日に 及んで ゐる。  、 


第三 十六 章 造船 • 機 铖 及び 針 釘 製造 工業 


第一 節 造 船 業 

同 台 元年 (一 A さ 一年 、 曾國藩 は安慶 (安 f) に 軍機 所と 稱 する 兵 工廠 を 設けて、 汽船 を 建造せ 

しめたが、 この 我國 最初の 汽船 は 翌年 竣成した。 當時、 曾 氏 は 太平 天國 軍と 對峙 して ゐた が、 容 

易に 屈服せ しめ 得ない ため、 西洋の 機械 兵器に よって 戰滕を 促進しょう としたの である。 從 つて 

翌ニ 年に は、 曾 氏 は容闼 なる 者に 命じて 米國に 機械の 購入に 赴かし め、 三年に 太平 軍 を擊滅 する 

や、 翌四 年、 上海に 江 南 造船 廠を 設立し、 右 購入の 機械 を 装備して 事業 を 開始した が、 乙 f 力ま 

國に 於け る 新式 造船業の 權輿 をな す ものであった。 翌五 年に は、 左 宗棠が 福 州の 馬 尾に 船 政局 を 

設けた。 十一 年に 到って、 內閣學 士の宋 音なる ものが 上奏して、 汽船 建造 を 停止し 以て 國 費の 節 

笫 111 十六 章 造船. 機械 及び 針 釘 製造 工業  四 S ナ 


第 1 節 造 船 業  四， 六 〇 

約 を圆 らうと したが、 李鴻 章が 事業の 重要性 を カ說 して 漸く 停止 は 免れた。 光 緒 六 年 (一八 八 〇 年) 

李 鴻章は 上奏して 天津に 水 師學堂 を 設けた。 十一 年に は、 左宗棠 及び 李鴻 章が 上奏して、 フラン 

ス との 戰爭 (一八 八 三年 • フランスが 安 南を鸾 はんとした 際の 衝突) に當り 、 支那の 海軍が 敗戰 した 失敗に 鑑 

み、 船 艦 及び 大砲 製造の 大 工廠 設立 を 奏請した。 これらの 歷 史的 事實の 示す 如く、 同 治から 光 緒 

にかけ ての 造船 工場 設立 は、 その 目的が 專ら 軍事に 在って 産業 上の 見地に なかった こと は 明白で 

ある。 而 して、 この 傳統 あれば 乙 そ、 現在 上海に ある 江 南 造船 廠* 福 州 馬 尾に ある 船 政局 • 天津 

の大沽 にある 造船所 • 厦門に ある 厦門 造船所 • 廣東 市外の 黃埔に 在る 造船所 等 は、 孰れ も國 有事 

業に 屬す るので ある。 

我國の 民間 造船業 は、 往々 にして 機械 製造 工場の 一部と して 行 はれて 居り、 製造され る もの も 

大部分が 小 汽艇で あるた め、 その 規模 は 甚だ 狹小 である。 その 中で 稍 重要な ものと して は、 上海 

の 求 新 製造 廠*漢 口の 揚子 機器 廠のニ 社で ある。 前者 は 朱志堯 等が 光赭 二十 九 年 (一九 〇 三年) に 

釗 立した ものであるが、 民國八 年に フランス 資本との 合辦 事業に 改められた。 後者 は 李 維 格 等が 

-光緒 三十 三年 (一九 〇 七 年) に 創立した ものである。 

外國 人が 我國に 造船 工場 を 設けた の は、 右の 孰れよりも 遙に 古く、 道 光年 間 (一八 ニー— 五 〇 年) 


に英國 入ク— パ ー coopol.) なる 者が、 廣東 市外の 黄埔に 敷地 を 借りて 船粱を 造った のに 始 

まって ゐ る。 乙れ がその 後 再三 の 改組 を經 て、 今 曰 の 香港 黃埔 船澳 公司 (，「一 s  Hongkong  and  wha- 

mpoa  Dock  CP,  Ltd.) となった ので ある。 上海に 外國 人が 造船所 を 設けた の は、 英國赍 本の 瑞鎔楼 

器 輪 船 工廠が 最も 古く、 光 緒 二十 六 年 2 九 〇〇 年) に 開設され てぬる。 次に、 現在、 國內 にある 

王 要な 造船所 を 表示しょう。 


造 船 所 名 所在地 設立 年 性質 

江 南 造船 廠 上^ 1 八 六 五 年 國 立 


大沽 造船所 天津 


馬 尾 船 政局 

黄 埔船塢 造 g 廄 

笫 三十. K 章 


;n お 一 八 六 六 年 


國 立 


立 

立 


資本 額 


渠 


全長 

五六 〇 沢 

三 二 〇 呎 

三 〇 五呎 

三 〇〇 呎 

11 二 〇 陂 

三 一 五呎 

四 〇〇呎 

四 八 〇 呎 

1 二三 六呎 


幅員 

七 〇 呎 

一二 六呎 

四 〇 呎 

五 〇 呎 

二三 呎 

三 〇 呎 

四 〇 呎 

四 〇K 

未詳 


水深 

一九 呎 

二 〇 呎 

1 ニニ  K 

1 四呎 

ニー 呎 

ニー^ 

未詳 
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四 六 


笫 I 節 造 船 業 

厦 門 造^^  HSZ 


四 六 二 


固 立 


耶 松船塢 上海 一九 〇 六 年 英國资 本 五、 五 二 〇、〇〇〇 兩 


瑞 鎔 機器^ 

求 新 製造 廠 

東 華^ 船廠 

揚子 機器 廠 

黄 埔船澳  <ム 司 

太 十 3 船塢 公司 


上海 

上海 

漢ロ 

力 f 

香港 


1 九 〇〇 年 

一九 〇 三年 

一九 〇 九 年 

一 九 〇 七， 年 

1 八 六 四 年 

1 九 〇 八 年 


英國 資本 

佛 支合辦 

日支鑫 

英國 資本 

英國 資本 


五、 〇〇〇、〇〇〇 雨 


三 四 〇 呎 

三 五五呎 

一二 九九 呎 

五三 ー呎 

五 二八 呎 

四 五 〇呎 

四 六九呎 


四 〇 呎 

六 七呎 

五 戻 

七 七お 

七 七 K 

七 四呎 

七 〇iK 


！五 K 

一六 呪 

一六 呎 

1 翼 

一 震 

ニー^ 

ニー 呎 


一一 一、〇〇〇、〇〇〇 元 七 二 〇K 八 六^  二 〇R 

英金 八十 萬磅 七 八 七^ 八 八 L< 三 四^ 


第二 節 機械 製造 工業 

五 港の 開.. ば 二八 四 二 年) 以來、 上海 を 始めと して 各地に 外國 人の 經誉 する 機械 製造 工場が 出現 

した。 これに 刺戟され て 我が 民間資本 による もの も 現れた が、 その 中、 光 緖九年 (一八 八 三年) に 

祝大 椿が 上海に 設立した 源昌 機器 五 金工 場 は、 規模 も 些か 大 であった。 これらの 機械工 場の 製品 

は、 各種 機械の 外、 更に 發 動機 • 橋梁 • 車輛 • 汽船 等にまで 及んで. Q る。 

機械 製造 工場の 數は 頗る 多い が、 比較的に 重要な ものと して は、 上海の 求 新 *漢 口の 揚子 公司 

及び 各鐡 道の 工廠で ある。 次に 各鐵 道の 工廠 を列擧 しょう。 

1 、 京 漢鐡路 

ィ、 長 辛 店機廠 P  、鄭 州機廠 ハ、 漢ロ江 岸機廠 

二、 京 奉 鐡路， 

ィ、 唐 山 車輛 製造 廠 &、 溝幫子 機車廠 ハ、 山海 關 橋梁 廠 

三、 京 綏鐡路 

笫 三十 六 章 造^ • 機械 及び 針 釘 製造 工業  四 六 三 


笫ニ節 機械 製造 工業 

ィ、 南口 機廠 "、 張 家 ロ機廠 


四、 津 浦鐵路 

ィ、 天津 機廠 

五、 膠 涛鐡路 I 

六、 汴 洛鐡路 I 

七、 正 太鐡路 

ィ、 石 家 莊機廠 

八、 道 濟鐵路 I 

九、 滬 寧鐡路 

十、 お 杭鐵路 II 


P  、 濟 南機廠 

- 四方 機 廠 

- 開封 機 廠 


口  、  58 鼓 

1 r ム兵 ，不 廣 


サ、 陽 泉機廠 ベ 陽 曲機廠 


サ 、 寶 山機廠 、ノ  、 蘇 州機廠 


十 一 、 株萍鐡 路- 

十二、 廣九鐡 路- 

十三、 廣三鎩 路- 


-廣 州大沙 頭機廠 

-石園 塘機廠 


四 

四 


第三 節 針 釘 製造 工業 

昔から 我國の 各地に 存 した 針 及び 釘の 製造業 は、 外國 製の 針 釘が 普及す るに つれ、 全く 消滅し 

てし まった。 新式の 工業化 された 針 釘 製造 は、 光緖 三十 四 年 2 九 0 八 年) に、 張 之 洞が 漢 陽の 地 

に 創設した 湖北 針 釘廠に 始まって ぬる。 その後、 上海 及び 濟 南の 兩 地に もこれ を 開設した 者が あ 

るが、 その 規模 は 孰れ も狹 小な ものであった。 

湖北 針 釘 廠は漢 陽の 月 湖の 上流に 位し、 北方 は襄 河に 臨んで. Q る。 敷地 は 幅 三十 八 丈 • 奥行 四 

十五 丈で、 面積 凡そ 一千 七 百 平方 丈、 もとの 銅 幣局を 改造して 出來 たもので あった。 當時、 購入 

した 機械 類 は 合計 銀で 二十 一 萬 雨、 開設して 數 年を經 たが、 殆んど 利益が 擧 がらない。 そこで 宣 

統 三年 n 九 二 年) の 五月、 南洋 華僑の 梁 祖祿が 借 受けて 操業 を續 ける 乙と となった が、 今な ほ 

釘の 製造 をな すだけ で 針の 製造に は 及んで なな い ので ある。 
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第 四 節 主要 * る 造船所. 機械工 場 

1、 上海 • 江 南 造船所 

江 南 造船所 は 前名 を 江 南 船 場つ トツ ク) と稱 し、 始めは 江 南 製造 局の 附屬 ドックであった。 同 治 

四 年、， 時の 南洋 大臣であった 曾國 藩と 北洋 大臣であった 李鴻 章と が 連名して 上奏した 結果、 高昌 

廟の 地に 創設され たもので ある。 その 創設の 趣旨 は、 南洋 水師 (南支那海 軍) のために 軍艦の 修理 

をな すに あった。 しかし、 當時は 僅に 乾 ドック 一基 を備 へた だけで、 船臺 もなければ 機械工 場 も 

なく、 规模狹 小、 設備 不全であった ので、 我國の 軍艦 商船で すら、 依然として 外國人 經營の 造船 

所に 入って 修理す る狀 態であった。 光 緒 三十 二 年 二 九 〇 六 年、 時の 南洋 大臣 周馥は 海軍 提督 葉祖 

珪の 建議に 從ひ、 ドックと 製造 局と を 分離して 各 別に 建設 を 行 ひ、 名 稱を江 南 船塢と 改め、 海軍 

軍人 を 特派して 管理せ しめら れんこと を 上奏、 勅裁 を 受けた ので、 提督 葉祖珪 を督辦 に、 副將吳 

應科 を總辦 に、 英國 人モ— ガン (K  B.  Maughan) を 技師と して、 右の 建議 を實 行に 移す ことと し 


た。 こ の 計 は 逐年 進展し、 葉 提督の. 轉任後 は 薩鎭^ が これ を繼 いで 經營に 努力した が 收支償 

はす、 充分なる 擴張を 果たし 得なかった。 民國 になって から、 江 南 造船所と 改稱 し、 歐洲 大戰に 

際して ま铮^ 攛充に 努めた が、 r^、  一^の 限度 以上に は 發展し 得なかった。 民國七 年、 米國ぽ 

府の 一 萬噸紋 蓮玆艦 四雙を 建造す るに 當り、 大攒張 計 畫を實 行して、 敷地の 購入 • 埠頭 設備の 新 

設. 新鋭 機械の 配置 • 新 工場の 建設 等 を畀^ し、 遂に 今日で は我國 最大の 造船所の 一とな つたの 

である。 

二、 上海 .耶 松船塢 

は 松^. #  -.35  Shanghai  Dock  and  Engineering  Co.,  Ltd.) は英國 資本家の 創^した もので ^治デ 

年 n  A 六 二 年) に 始められた。 當時は 江 南 造船所 も尙ほ 出現して 居らす、 從 つて 上海に 於け る 商 

船の 建造 修理 は 乙の 工場の 獨占 であり、 利益 も 甚だ 豊富であった。 その後、 香港 及び 日本に 於け 

る 造船業が 勃與 すると 共に、 一方、 上海に も陸續 として 小 造船所が 新設され たため、 この 工場 も 

管 獨占的 利潤 を 管す きとが I なくなった。 光緖ーー 一十一 年 (一九 0 五 年)、 二三の 造繋を 合 

併し、 今日の 組織に 改めた。 數社を 合併した ものであるた め、 現在 その ドック は 次の 四ケ 所に 散 
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笫四節 主耍 なる 造^所 • 揆栻 工場  四 六/ 

在して なる。 

(1) 窗 ドック II 上^に あり。 長さ 五 九九 呎、 幅 七 五呎、 深さ 一 六呎。 

、2) 萤家渡 ^ドック —— 浦柬 にあり。 長さ 五 七 ニ呎、 幅 七 〇 呎、 深さ 一 六呎。 

r3) 新ド ッ ク I 浦 東に あり。 長さ 五 七 ニ呎。 

r4) 和豐 機器 廠 ドック I 浦 東に あり。 長さ 五 四 〇 呎、 一 萬噸の 船舶 を 收容し 得。」 

三、 上海. 瑞 鎔船廠 

瑞 镕鉛钣 (HIS  New  Ellgincing  and  Shipbuilding  Works.  Ltd.) は光緖 二十 六 年 ( 一 九 00 年) の i 立 

である。 初めは 僅に 船舶の 修理 を 行 ふだけ に 過ぎなかった が、 光 緒 三十 三年、 長さ 四 五 〇 呎の乾 

ドック 一 基 を 新設し、 宣統 元年 (二 九 〇 九 年) に は、 更に 附近に あった 福爾 根鐡廠 (ま i) を 合併 

して 造船所 を擴充 した。 民國五 年に は 最初に 造った 乾 ドックが 使用 出來 なくなつ たので、 新に 擴 

充を 加へ たが、 新しい 乾 ドック は 長さ 五 七 七呎、 外洋 航行 用の 大船 舶をも 收容し 得る もので あ 


四、 上海. 求统 製造 K  . 

求 新 製造 廠は 朱志堯 が光緖 二十 九 年 (一九 〇 三年) に 創設した ものである。 工場 は 上海の 南巿こ 

あって 敷地の 廣さ 七十 餘畝。 設備 は 完全であって、 各種の 蒸 汽機關 .內 燃 璣關た ホイ ラァっ 各種 

機械 及び 器具 • 汽船 • 橋梁な ど を 製造す る 能力 を 持って， Q る。 次に 工場 內部 の 區分を 略述し よ 

ラ0 

(1) 機械 製作 部 II この 部に は、 大小の 旋盤 • 平 削 機た トリ レノ マシン， ソク イング マシン ，截 

斷機， • 穿孔機 等數 十臺が 設備され、 各種 機械の 製造 修理に 當 つて ゐる。 求 新 工廠の 近く こ. H 搾 

油 • 紡績 • 製 粉 • 製材 • 水道 等の 各種 工場が 相當 多い ので、 機械 類の 製作 或は 修理の 要求が 殺 

到す る。 從 つて、 乙の 部の 仕事 は 最も 繁忙 を 極めて. Q る。 

(2) 鎔鐡部 —— 專 ら煉鐡 製造に 當 つてなる。 

(3) 鑄鐡部 I 凡ゆる 鐵材の 鑄 造が 可能で ある。 

(4) ボイ ラァ部 I 專 門に ボイ ラァを 製作して， Q る。 設備の 機械 は、 銅 材截斷 緵三臺 • ドリ レノ 

マシン 十一 ー臺 • 鋼材 軟化 爐 一 基 • 鋼材 彎曲 爐 一 基 • 銅板 壓圓 機四臺 • 穿孔機 八臺 等で ある。 
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(5) 造船 部 II 求 新 製造 廠が 汽船の 建造 を 引受けた の は光緖 三十 三年 (一九 〇 七 年) に 始まつ 

て ゐ る。 最初の 建造 船 は大通 公司の 汽船 大新號 であって、 全長 一 三 八 呎* 船艙 底面の 幅 二 〇 呎， 

船艙の 深さ 十 呎* 吃水 八 呎， 速力 每時十 ノットの 船であった。 その 翌年から は、 吃水の 淺ぃ河 

用 汽船の 建造 を 引受け はじめた が、 漢冶萍 公司 • 招 商 局 • 揚子江 及び 內河 航路の 各 汽船 會 社よ 

りの 注文 殺到し、 成績 は 甚だ 優秀であった。 

(6) 內燃 機關部 II 重輕油 用の 各種 內燃 機關 及び 揚水 機 を 製作して ねる。 . . 

(7) 蒸 汽機關 部 —— 求 新 工場で 造られる 蒸 汽機關 に は、 百 馬力の 橫式 蒸汽ュ ンヂン ニー 汽筒縱 

式ェ ンデン • 左右 並列 汽 筒大ュ ンヂン 及び 縱式單 汽筒ュ ンヂン 等の 製品が あるが、 孰れ も各ェ 

場 及び 汽船に 用 ひられて ゐる。 

五、 漢ロ  *揚 子 機器 公司 

揚子 機器 公司 は漢 口に ある。 李 維 格 等が 光緖 三十 三年 (一九 〇 七 年) に 創設した もので、 资本 

は 銀 百 萬 雨であった。 發 動機 • ボイ ラァ ，鐡 道^ Hi* 鋼鐡 橋梁 • 鋼 鏺臺座 • 家屋 貯水 塔 综の玆 築 

用鏺筋 • 各種 鑄 物 製品 等 を 製作して 居り、 全 工場 は 鑄 造 • 機械 • 電動機 • コンク リ ート* 橋梁 • 


造船の 六部に 分れて ねる。， 


逢業篇 (完) 
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100=  1000 
1= 10= 100 

1 升 =31. 6 立 方寸 =  1.0354688 リ ッ トル 
1 (日本） 升 =1.7421 (ま 都） 升 

(4)  m 量 

n  m  錢  分  m  毫 

] = 16  . 
1= 10 100=     1000=  10000 
攝氏四 度の 純水 一 立 方寸の 重量 は 0.878475 兩 なり。 即ち 
1 雨 = 四 度の 純水 1.13833632 立 方寸の 重さ-  37.301 グラム 
1 (日本） 斤 -16.0S5359 兩 

◊ 本 表 は 詧造尺 庫平 制 を 基準と せ り ◊ 
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